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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, xxxi ページ

• 表記法, xxxi ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, xxxiii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, xxxiii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持ち、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

用途テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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用途テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意
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時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイントアドバイス

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before you
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with
standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of each warning
to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべての Bシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手できる『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

その他のマニュアルリソース

BシリーズとCシリーズのすべてのドキュメントが格納された ISOファイルは、次のURLから入
手できます。http://www.cisco.com/cisco/software/type.html?mdfid=283853163&flowid=25821このペー
ジで、[Unified Computing System (UCS) Documentation Roadmap Bundle]をクリックします。

ISOファイルは、ドキュメントのメジャーリリースの後に更新されます。

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLmailto:ucs-docfeedback@cisco.comドキュメント内のフィードバックフォーム
よりご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

Cisco Unified Computing System の概要

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco Unified Computing Systemについて , 1 ページ

• ユニファイドファブリック, 3 ページ

• IPv6への準拠, 4 ページ

• サーバのアーキテクチャおよび接続性, 6 ページ

• CIMCインバンド管理, 12 ページ

• トラフィック管理, 13 ページ

• オプトイン機能, 18 ページ

• Cisco UCSでのバーチャライゼーション, 21 ページ

Cisco Unified Computing Systemについて
Cisco Unified Computing System（Cisco UCS）は、アクセスレイヤネットワーキングとサーバを融
合します。この高性能次世代サーバシステムは、作業負荷に対する敏捷性およびスケーラビリ

ティの高いデータセンターを実現します。

CiscoUCSManager 3.0は FIをUCSシャーシに統合し、小規模な導入環境向けの統合ソリューショ
ンを提供する 6324ファブリックインターコネクトをサポートします。 Cisco UCS Miniはシステ
ム管理を効率化し、小規模導入のコストを節約します。

ハードウェアコンポーネントおよびソフトウェアコンポーネントは、1つの統合ネットワークア
ダプタ上に複数のタイプのデータセンタートラフィックを通過させる、シスコユニファイドファ

ブリックをサポートします。
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アーキテクチャの単純化

CiscoUCSの簡素化されたアーキテクチャは、必要なデバイスの数を削減し、スイッチングリソー
スを中央に集中させることができます。シャーシ内部でのスイッチングを止めると、ネットワー

クアクセスレイヤのフラグメンテーションが大きく減少します。

Cisco UCSは、ラック、またはラックのグループでシスコユニファイドファブリックを実装し、
10ギガビットシスコデータセンターイーサネットリンクおよびFibreChanneloverEthernet（FCoE）
リンク経由でイーサネットおよびファイバチャネルプロトコルをサポートします。

この徹底的な単純化により、スイッチ、ケーブル、アダプタ、および管理ポイントの最高 3分の
2が削減されます。 Cisco UCSドメイン内のデバイスはすべて、1つの管理ドメイン下にとどま
り、冗長コンポーネントの使用中、ハイアベイラビリティを保ちます。

High Availability（高可用性）

CiscoUCSの管理およびデータプレーンはハイアベイラビリティおよび冗長アクセスレイヤファ
ブリックインターコネクトのために設計されています。さらに、Cisco UCSは、データレプリ
ケーションやアプリケーションレベルのクラスタ処理テクノロジーなど、データセンターに対す

る既存のハイアベイラビリティおよびディザスタリカバリソリューションをサポートします。

柔軟性

Cisco UCSドメインは、データセンターのコンピューティングリソースを、急速に変化するビジ
ネス要件にすばやく合せることができます。この柔軟性を組み込むかどうかは、ステートレスコ

ンピューティング機能の完全な実装が選択されているかどうかによって決定されます。

必要に応じて、サーバやその他のシステムリソースのプールを適用し、作業負荷の変動への対

応、新しいアプリケーションのサポート、既存のソフトウェアおよびビジネスサービスの拡張、

スケジュール済みのダウンタイムおよび予定されていないダウンタイムの両方への適応を行うこ

とができます。サーバの IDは、最小のダウンタイムで、追加のネットワーク設定を行わずにサー
バからサーバへ移動できるモバイルサービスプロファイルに抽象化することができます。

このレベルの柔軟性により、サーバの IDを変更したり、サーバ、ローカルエリアネットワーク
（LAN）、または Storage Area Network（SAN）を再設定したりせずに、すばやく、簡単にサーバ
の容量を拡張することができます。メンテナンスウィンドウでは、次の操作をすばやく行うこと

ができます。

•予測していなかった作業負荷要求に対応し、リソースとトラフィックのバランスを取り戻す
ために新しいサーバを導入します。

•あるサーバでデータベース管理システムなどのアプリケーションをシャットダウンし、容量
とメモリリソースを拡張した別のサーバでこれを再度起動します。

サーババーチャライゼーションに向けた最適化

Cisco UCSは、VM-FEXテクノロジーを実装するために最適化されています。このテクノロジー
は、より優れたポリシーベースの設定とセキュリティ、会社の運用モデルとの適合、VMwareの
VMotionへの順応など、サーババーチャライゼーションに対してより優れたサポートを実現しま
す。
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ユニファイドファブリック
ユニファイドファブリックを使用すると、単一のデータセンターイーサネット（DCE）ネット
ワーク上で複数の種類のデータセンタートラフィックを行き来させることができます。さまざま

な一連のホストバスアダプタ（HBA）およびネットワークインターフェイスカード（NIC）を
サーバに搭載させる代わりに、ユニファイドファブリックは統合された単一のネットワークアダ

プタを使用します。このタイプのアダプタは、LANおよび SANのトラフィックを同一のケーブ
ルで運ぶことができます。

CiscoUCSは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）を使用して、ファブリックインターコネクトと
サーバ間をつなぐ同一の物理イーサネット接続でファイバチャネルおよびイーサネットのトラ

フィックを運びます。この接続はサーバ上の統合されたネットワークアダプタで終端し、ユニ

ファイドファブリックはファブリックインターコネクトのアップリンクポートで終端します。

コアネットワークでは、LANおよびSANのトラフィックは分かれたままです。CiscoUCSでは、
データセンター全体でユニファイドファブリックを実装する必要はありません。

統合されたネットワークアダプタは、オペレーティングシステムに対してイーサネットインター

フェイスおよびファイバチャネルインターフェイスを提示します。サーバ側では、標準のファ

イバチャネル HBAを確認しているため、オペレーティングシステムは FCoEのカプセル化を認
識していません。

ファブリックインターコネクトでは、サーバ側イーサネットポートでイーサネットおよびファイ

バチャネルのトラフィックを受信します。（フレームを区別する Ethertypeを使用する）ファブ
リックインターコネクトは、2つのトラフィックの種類に分かれます。イーサネットフレームお
よびファイバチャネルフレームは、それぞれのアップリンクインターフェイスにスイッチされ

ます。

Fibre Channel over Ethernet
CiscoUCSは、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）標準プロトコルを使用して、ファイバチャネル
を提供します。上部のファイバチャネルレイヤは同じであるため、ファイバチャネル動作モデ

ルが維持されます。 FCoEネットワーク管理と設定は、ネイティブのファイバチャネルネット
ワークと同様です。

FCoEは、物理イーサネットリンク上のファイバチャネルトラフィックをカプセル化します。
FCoEは専用のイーサタイプ 0x8906を使用して、イーサネット上でカプセル化されるため、FCoE
トラフィックと標準イーサネットトラフィックは同じリンク上で処理できます。 FCoEは ANSI
T11標準委員会によって標準化されています。

ファイバチャネルトラフィックには、ロスレストランスポート層が必要です。ネイティブファ

イバチャネルが使用するバッファ間クレジットシステムの代わりに、FCoEはイーサネットリン
クを使用して、ロスレスサービスを実装します。

ファブリックインターコネクト上のイーサネットリンクは、2つのメカニズムを使用して、FCoE
トラフィックのロスレストランスポートを保証します。

•リンクレベルフロー制御
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•プライオリティフロー制御

リンクレベルフロー制御

IEEE802.3xリンクレベルフロー制御では、輻輳の発生している受信側からエンドポイントに対し
て、少しの間、データの送信を一時停止するように信号を送ることができます。このリンクレベ

ルフロー制御では、リンク上のすべてのトラフィックが一時停止します。

送受信方向は個別に設定できます。デフォルトでは、リンクレベルフロー制御は両方向でディ

セーブルです。

各イーサネットインターフェイスで、ファブリックインターコネクトは、プライオリティフロー

制御、またはリンクレベルフロー制御のいずれかをイネーブルにできます。両方をイネーブルに

はできません。

プライオリティフロー制御

プライオリティフロー制御（PFC）機能は、イーサネットリンク上の特定のトラフィッククラス
にポーズ機能を適用します。たとえば、PFCは FCoEトラフィックにロスレスサービスを、標準
イーサネットトラフィックにベストエフォートサービスを提供します。 PFCは、（IEEE 802.1p
トラフィッククラスを使用して）特定のイーサネットトラフィッククラスに、さまざまなレベ

ルのサービスを提供することができます。

PFCは、IEEE 802.1pの CoS値に基づき、ポーズを適用するかどうかを判断します。ファブリッ
クインターコネクトは、PFCをイネーブルにするときに、特定のCoS値を持つパケットにポーズ
機能を適用するように、接続されたアダプタを設定します。

デフォルトでは、ファブリックインターコネクトは、PFC機能をイネーブルにするかどうかのネ
ゴシエーションを行います。ネゴシエーションに成功すると、PFCがイネーブルにされますが、
リンクレベルフロー制御は（設定値に関係なく）ディセーブルのままです。PFCネゴシエーショ
ンに失敗した場合は、PFCをインターフェイスで強制的にイネーブルにするか、IEEE 802.xリン
クレベルフロー制御をイネーブルにできます。

IPv6 への準拠
Cisco UCS Managerは、IPv6アドレッシングをサポートします。このことは、次の理由により重
要です。

• IPv4アドレスは、IPv6アドレスよりアドレス空間が小さい。

•一意の IPv4アドレスの数は有限であり、インターネットのアドレス資源管理団体が使用する
アドレス指定方式が使用可能なアドレスの減少に拍車をかけている。

• IPv6アドレスには大きなアドレス空間があり、使用可能な IPv6アドレスのプールは、IPv4
アドレスのプールよりもはるかに多い。

•顧客によっては、購入するすべてのネットワーキングソフトウェアが IPv6規格に準拠して
いることが求められる。
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IPv4アドレッシングをサポートしている Cisco UCS Managerの機能はすべて、IPv6もサポートし
ます。

グローバルユニキャスト IPv6パブリックアドレスのみがサポートされます。（注）

IPv6アドレスは、管理インターフェイス、Cisco Cisco UCSManager GUI、KVMコンソール、およ
び SSH over SoLへのインバンドアクセスの設定に使用できます。

IPv6アドレスは、CIMCへのアウトオブバンドアクセスではサポートされません。（注）

サポートされるサービス

IPv6アドレスをサポートするサービスは次のとおりです。

• HTTPと HTTPS

• SSH

• Telnet

• CIM XML

• SNMP

•フラッシュポリシーサーバ

クライアントのサポート

IPv6アドレスをサポートする外部クライアントは次のとおりです。

• NTP

• DNS

• DHCP

• LDAP

• RADIUS

• TACACS+

• SSH

• Syslog

• vCenter

• Call Home

• NFS
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ファブリックインターコネクト

ファブリックインターコネクトの初期設定は、管理 IPアドレス、デフォルトゲートウェイ、お
よび DNSサーバに対する IPv6アドレスの使用をサポートしています。
クラスタセットアップでは、ファブリック Aが IPv6アドレスを使用して設定され、クラスタ設
定が有効になっている場合に、続いてファブリックBが設定されると、セットアッププロセスは
ファブリックAからアドレスタイプを取得し、IPv6アドレスを使用するようユーザに促します。
初期セットアップの完了後、アウトオブバンド（OOB）アクセス用に、両方のファブリックイン
ターコネクトに IPv4アドレスを設定する必要があります。

Cisco UCS Managerおよびファブリックインターコネクトは、IPv4と IPv6の両方のアドレスで
OOBアクセスアドレスをサポートします。

IPv6 アドレッシングをサポートする設定

IIPv6アドレスを使用して、キーリング証明書の要求、SNMPトラップ、管理 IPプールとアドレ
スブロック、サービスプロファイル、サービスプロファイルテンプレート、VLANグループ、
バックアップと復元操作、コアファイルエクスポータ、CiscoUCSManagerSyslog、NTPサーバ、
管理インターフェイスモニタリングポリシーのARPターゲット、システムイベントログ（SEL）
管理、ライセンス管理、ファームウェアのダウンロード、Call Home、および vCenterを設定でき
ます。

LDAP、RADIUSおよび TACACS+認証サービスプロバイダーの設定はすべて、IPv6アドレッシ
ングをサポートします。

サーバ

Cisco UCSブレードサーバおよびラックサーバは、スタティック IPv6アドレスを使用するように
設定できます。サーバ Cisco Integrated Management Controller（CIMC）へのインバンドアクセス
は、IPv6アドレスを使用して行うことができます。管理トラフィックがより広い帯域幅のアップ
リンクポートを使用してファブリックインターコネクトとサーバ間を流れるため、インバンド

アクセスの方が高速です。

Cisco UCS M3サーバのみが IPv6アドレスをサポートします。 Cisco UCS M1およびM2サー
バでは IPv6アドレッシングはサポートされません。

（注）

サーバのアーキテクチャおよび接続性

サービスプロファイルの概要

サービスプロファイルは Cisco UCSの中心コンセプトです。各サービスプロファイルには特定
の目的があります。つまり、関連するサーバハードウェアでホストされるアプリケーションをサ

ポートするために必要な設定を、そのサーバハードウェアに確実に設定することです。
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サービスプロファイルには、サーバハードウェア、インターフェイス、ファブリック接続、およ

びサーバとネットワークの IDに関する設定情報が保持されます。この情報は、CiscoUCSManager
を使って管理できる形式で保存されています。すべてのサービスプロファイルは一元的に管理さ

れ、ファブリックインターコネクト上のデータベースに格納されます。

各サーバは、サービスプロファイルと関連付ける必要があります。

各サーバは、いつの時点においても 1つのサービスプロファイルだけに関連付けることがで
きます。同様に、各サービスプロファイルは 1度に 1つのサーバだけに関連付けることがで
きます。

重要

サービスプロファイルをサーバに関連付けると、サーバではオペレーティングシステムとアプリ

ケーションをインストールする準備が整います。サーバの設定はサービスプロファイルで確認す

ることができます。サービスプロファイルに関連付けられたサーバで不具合が発生した場合で

も、サービスプロファイルが別のサーバに自動的にフェールオーバーすることはありません。

サービスプロファイルとの関連付けが解除されると、サーバの IDおよび接続情報は工場出荷時
のデフォルトにリセットされます。

サービスプロファイルによるネットワーク接続

各サービスプロファイルは、サーバに対して、Cisco UCSインフラストラクチャを経由して外部
ネットワークに接続する LANおよび SANネットワーク接続を指定します。 Cisco UCSサーバお
よびその他のコンポーネントについて、ネットワーク接続を手動で設定する必要はありません。

すべてのネットワーク設定は、サービスプロファイルを通じて行われます。

サービスプロファイルをサーバに関連付けると、そのサービスプロファイルの情報を使用して

Cisco UCSの内部ファブリックが設定されます。このプロファイルが以前に別のサーバと関連付
けられていた場合、ネットワークインフラストラクチャが再構成され、新しいサーバに対して同

じネットワーク接続がサポートされます。

サービスプロファイルによる設定

サービスプロファイルはリソースプールとポリシーを利用して、サーバと接続設定を操作しま

す。

サービスプロファイルで設定されたハードウェアコンポーネント

サービスプロファイルがサーバに関連付けられているときには、プロファイルのデータに応じて

次のコンポーネントが設定されます。

• BIOSおよび CIMCを含むサーバ

•アダプタ

•ファブリックインターコネクト

これらのコンポーネントを直接設定する必要はありません。
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サービスプロファイルによるサーバ ID 管理

製造元がサーバハードウェアに記録したネットワーク IDおよびデバイス IDを使用できます。あ
るいは、関連付けられたサービスプロファイルで指定した IDを直接またはMAC、WWN、UUID
などの IDプール経由で使用できます。

次の例は、サービスプロファイルに含めることができる設定情報の方法を示しています。

•プロファイル名と説明

•一意のサーバ ID（UUID）

• MACアドレスなどの LAN接続属性

• WWNなどの SAN接続属性

サービスプロファイルで設定した操作面

次のように、サービスプロファイルで設定できるサーバ操作機能があります。

•ファームウェアパッケージとバージョン

•オペレーティングシステムブート順序と設定

• IPMIと KVMアクセス

サービスプロファイルによる vNIC 設定

vNICは物理ネットワークアダプタで設定される仮想化されたネットワークインターフェイスで
あり、サーバのオペレーティングシステムに物理 NICとして表示されます。システムのアダプ
タの種類によって、作成できる vNICの数は異なります。たとえば、統合ネットワークアダプタ
には NICが 2つあります。つまり、アダプタごとに最大 2つの vNICを作成できます。

vNICはイーサネット上で通信し、LANトラフィックを処理します。少なくとも、各 vNICには
名前、ファブリック接続、ネットワーク接続を設定する必要があります。

サービスプロファイルによる vHBA 設定

vHBAとは、物理ネットワークアダプタ上に設定される仮想化されたホストバスアダプタのこと
で、サーバのオペレーティングシステムには物理 HBAに見えます。システムのアダプタの種類
に応じて作成できる vHBAの数が決まります。たとえば、統合ネットワークアダプタには HBA
が 2つあります。つまり、アダプタごとに最大 2つの vHBAを作成できます。他方、ネットワー
クインターフェイスカードには HBAがありません。これは、アダプタで vHBAを作成できない
ことを意味します。

vHBAは FCoE上で通信し、SANトラフィックを処理します。少なくとも、各 vHBAには名前と
ファブリック接続を設定する必要があります。
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サーバ ID を上書きするサービスプロファイル
このタイプのサービスプロファイルにより、柔軟性と制御性が最大化されます。このプロファイ

ルを使用すると、アソシエーション時にサーバに設定された ID値を上書きし、CiscoUCSManager
で設定されたリソースプールとポリシーを使用して一部の管理タスクを自動化できます。

このサービスプロファイルは、あるサーバとの関連付けを解除して、別のサーバに関連付けるこ

とができます。この再アソシエーションは手動で行うこともできますし、自動サーバプールポ

リシーを通じて行うこともできます。 UUIDやMACアドレスなど、新しいサーバの工場出荷時
の設定は、サービスプロファイルでの設定で上書きされます。その結果、サーバでの変更はネッ

トワークには透過的に行われます。新しいサーバの使用を開始するために、ネットワークでコン

ポーネントやアプリケーションを再設定する必要はありません。

このプロファイルにより、次のようなリソースプールやポリシーを通じて、システムリソースを

利用し、管理できるようになります。

• MACアドレスのプール、WWNアドレス、UUIDなどの仮想 ID情報

•イーサネットおよびファイバチャネルアダプタプロファイルポリシー

•ファームウェアパッケージポリシー

•オペレーティングシステムブート順序ポリシー

サービスプロファイルに電源管理ポリシー、サーバプール資格情報ポリシー、または特定のハー

ドウェア設定が必要な別のポリシーが含まれていない場合は、そのサービスプロファイルをCisco
UCSドメインのどのタイプのサーバにも使用できます。

これらのサービスプロファイルは、ラックマウントサーバまたはブレードサーバのどちらかに

関連付けることができます。サービスプロファイルの移行の可否は、サービスプロファイルの

移行制限を選択するかどうかによって決まります。

移行を制限しない場合は、既存のサービスプロファイルを移行する前に、Cisco UCS Manager
による新規サーバに対する互換性チェックは実行されません。両方のサーバのハードウェア

が類似していない場合、アソシエーションが失敗することがあります。

（注）

サーバ ID を継承するサービスプロファイル
このハードウェアベースのサービスプロファイルは使用も作成も簡単です。このプロファイル

は、サーバのデフォルト値を使用して、ラックマウント型サーバの管理を模倣します。これは特

定のサーバに関連付けられているため、別のサーバへの移動や移行はできません。

このサービスプロファイルを使用するために、プールや設定ポリシーを作成する必要はありませ

ん。

このサービスプロファイルは、アソシエーション時に存在する次のような ID情報および設定情
報を継承し、適用します。
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• 2つの NICのMACアドレス

•統合ネットワークアダプタまたは仮想インターフェイスカードについては、2つの HBAの
WWNアドレス

• BIOSバージョン

•サーバの UUID

このプロファイルをサーバに関連付ける前に、製造元でサーバのハードウェアに設定された値

が変更された場合、このサービスプロファイルを通じて継承されたサーバの IDおよび設定情
報は、この値とは異なる可能性があります。

重要

サービスプロファイルテンプレート

サービスプロファイルテンプレートを使用して、vNICや vHBAの個数などの同じ基本パラメー
タ、および同じプールから取得された ID情報を使ってすばやく複数のサービスプロファイルを
作成できます。

既存のサービスプロファイルに類似した値を持つ 1つのサービスプロファイルだけが必要な
場合は、Cisco UCS Manager GUIでサービスプロファイルを複製できます。

ヒント

たとえば、データベースソフトウェアをホストするサーバの設定に、類似した値を持つ数個の

サービスプロファイルが必要である場合、手動、または既存のサービスプロファイルから、サー

ビスプロファイルテンプレートを作成できます。その後、このテンプレートを使用して、サー

ビスプロファイルを作成します。

Cisco UCSは、次のタイプのサービスプロファイルテンプレートをサポートしています。

初期テンプレート

初期テンプレートから作成されたサービスプロファイルはテンプレートのプロパティをす

べて継承します。初期のサービスプロファイルテンプレートから作成されたサービスプロ

ファイルはテンプレートにバインドされます。ただし、初期のテンプレートに対して行わ

れた変更は、バインドされたサービスプロファイルに自動的に伝播されません。バインド

されたサービスプロファイルに変更を伝播したい場合は、そのサービスプロファイルをア

ンバインドしてから、再び初期テンプレートにバインドします。

アップデートテンプレート

アップデートテンプレートから作成されたサービスプロファイルはテンプレートのプロパ

ティをすべて継承し、そのテンプレートへの接続をそのまま保持します。アップデートテ

ンプレートを変更すると、このテンプレートから作成されたサービスプロファイルが自動

的にアップデートされます。
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ポリシー

ポリシーは、ある特定の状況で、Cisco UCSコンポーネントがどのように動作するかを決定しま
す。大半のポリシーで複数のインスタンスを作成することができます。たとえば、サーバに応じ

て、PXEブート、SANブート、ローカルストレージからのブートを使い分けられるように、異な
るブートポリシーが必要になる場合があります。

ポリシーにより、システム内で機能を区別することができます。対象に関する専門家は、その対

象に関する専門知識を持たない他者により作成されたサービスプロファイルで使用されるポリ

シーを定義できます。たとえば、LANアドミニストレータは、そのシステムのアダプタポリ
シー、およびQuality Of Serviceポリシーを作成できます。その後、これらのポリシーは、LAN管
理に関する専門的な知識を持たない、または知識が限定されている他者によって作成されたサー

ビスプロファイルで使用できます。

Cisco UCS Managerでは、次の 2つのタイプのポリシーを作成して使用できます。

•サーバおよびその他のコンポーネントを設定する設定ポリシー

•特定の管理、モニタリング、およびアクセスコントロール機能を制御する操作ポリシー

Pools
プールは、システムで使用できる IDのコレクション、物理リソース、または論理リソースです。
すべてのプールはサービスプロファイルの柔軟性を高め、システムリソースを中央で集中管理で

きるようにします。

プールを使用して、未設定のサーバや、使用可能なサーバ ID情報の範囲を、データセンターに
とって意味のあるグループに分割することができます。たとえば、特性が似ている未設定のサー

バのプールを作成し、そのプールをサービスプロファイルに含めると、ポリシーを使用して、

サービスプロファイルと使用可能な未設定のサーバを関連付けることができます。

MACアドレスなどの ID情報をプールすると、特定のアプリケーションをホストするサーバに事
前に範囲を割り当てることができます。たとえば、すべてのデータベースサーバに同じ範囲の

MACアドレス、UUID、WWNを設定できます。

Domain Pools

[Domain Pools]は、Cisco UCSドメインでローカルに定義され、そのCisco UCSドメインでのみ使
用できます。

Global Pools

[Global Pools]は、Cisco UCS Centralで定義され、Cisco UCSドメイン間で共有できます。 Cisco
UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合は、Cisco UCS Managerで [Global Pools]
を割り当てることができます。
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CIMC インバンド管理
マルチテナント、パブリックまたはプライベートサービスプロバイダークラウド展開において

プロバイダートラフィックからテナントトラフィックを分割したいという要望に応える形で、

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）へのインバンド管理アクセスの提供が推し進めら
れました。アウトオブバンド（OOB）管理トラフィックは、ファブリックインターコネクト内外
を移動し、管理ポート経由で管理プレーンを通過します。これにより、ボトルネックを引き起

し、管理ポートで CPUの帯域幅に影響を及ぼす可能性があります。

インバンド管理によって、CIMCトラフィックはデータトラフィックと同じパスを使用してアッ
プリンクポート経由でファブリックインターコネクトに入退出することができます。アップリ

ンクポートに使用可能な高帯域幅は、インバンドアクセスが管理トラフィックを大幅に加速し、

トラフィックボトルネックと CPU負荷のリスクを軽減することを意味します。アウトオブバン
ド（OOB）およびインバンドアドレスプールの両方を、Cisco UCS Managerの管理アクセス用に
設定できます。アウトオブバンドアクセスは IPv4アドレスのみをサポートしています。インバ
ンドアクセスは、IPv4および IPv6アドレス両方をサポートし、シングルまたはデュアルスタッ
ク管理が可能です。

Cisco UCS Managerブレードおよびラックサーバで設定できる 2つの OOB管理インターフェイス
アドレスは以下になります。

•グローバル ext-mgmtプール経由で物理サーバに割り当てられた OOB IPv4アドレス

•物理サーバに関連付けられたサービスプロファイルから取得した OOB IPv4アドレス

さらに、最大 4つのインバンド管理インターフェイスアドレスを設定できます。

•物理サーバに割り当てられたインバンド IPv4アドレス

•物理サーバに関連付けられたサービスプロファイルから取得したインバンド IPv4アドレス

•物理サーバに割り当てられたインバンド IPv6アドレス

•物理サーバに関連付けられたサービスプロファイルから取得したインバンド IPv6アドレス

各サーバの複数のインバンド管理 IPアドレスは追加のCIMCセッションをサポートします。OOB
アドレスとインバンドアドレスの両方を設定すると、ユーザがサーバ、SSH to SoL、サービスプ
ロファイル、KVM Launch Manager、または Cisco UCS Manager GUI web URLから KVMを開始す
るときに、[KVM Console]ダイアログボックスにあるこれらのアドレスのリストから選択するこ
とができます。

CIMCインバンドアクセスは次のサービスをサポートします。

• KVMコンソール

• SoL用の CIMCへの SSH

• ISO準拠の vMedia、仮想 CD/DVD、リムーバブルディスク、およびフロッピー
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Cisco UCS M3およびM4サーバだけが、インバンド CIMCアクセスをサポートします。 Cisco
UCS M1およびM2サーバ用のインバンド CIMCアクセスはサポートされません。

（注）

IPv4または IPv6アドレスのインバンド IPプールを設定し、それらを使用してサーバにアドレス
を割り当てることができます。インバンド VLANグループを設定し、サービスプロファイルを
使用してサーバに割り当てることができます。

サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートでインバンドネットワーク

（VLAN）を選択するためには、インバンドVLANグループでインバンドプロファイルを設定す
る必要があります。

インバンドプロファイルでネットワークおよび IPプール名を設定して、インバンドCIMCアドレ
スを Cisco UCS M3サーバに割り当てることができます。

インバンド管理サポート

CiscoUCSManagerでは、以下の外部サービスに対してインバンド管理アクセスがサポートされま
す。

• KVM

• ISO準拠の vMedia、仮想 CD/DVD、リムーバブルディスク、およびフロッピー

• SSH to SoL

IPv4または IPv6アドレスのインバンド IPプールを設定し、それらを使用してサーバにアドレス
を割り当てることができます。インバンド VLANグループを設定し、サービスプロファイルを
使用してサーバに割り当てることができます。

トラフィック管理

オーバーサブスクリプション

オーバーサブスクリプションは、同じファブリックインターコネクトポートに複数のネットワー

クデバイスが接続されているときに発生します。ポートが短時間でも最高速度で実行されること

はほとんどないため、これにより、ファブリックインターコネクトの使用が最適化されます。そ

の結果、オーバーサブスクリプションが正しく設定されていれば、使用されていない帯域幅を活

用できるようになります。しかし、オーバーサブスクリプションの設定に間違いがあると、帯域

幅のコンテンションが起こり、オーバーサブスクライブポートを使用しているすべてのサービス

で Quality Of Serviceが低下します。

たとえば、4つのサーバが1つのアップリンクポートを共有していて、これらのサーバがすべて、
このアップリンクポートで使用できる帯域幅よりも大きい累積率でデータを送信しようとした場

合に、オーバーサブスクリプションが発生します。
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オーバーサブスクリプションにおける検討事項

以下の要因は、Cisco UCSドメインでのオーバーサブスクリプションの設定方法に影響を与える
可能性があります。

アップリンクポートに対するサーバに面したポートの比率

この比率はパフォーマンスに影響を与えるため、システム内のサーバに面したポートの数と、アッ

プリンクポートの数を知っている必要があります。たとえば、使用しているシステムに、サーバ

と通信できるポートが 20個あるときに、ネットワークと通信できるポートが 2つだけの場合、こ
のアップリンクポートはオーバーサブスクライブされます。この状況では、サーバにより作成さ

れるトラフィックの量もパフォーマンスに影響を与えます。

ファブリックインターコネクトからネットワークへのアップリンクポートの数

Cisco UCSファブリックインターコネクトと LANの上位層の間にさらにアップリンクポートを
追加して、帯域幅を増やすことができます。 Cisco UCSでは、すべてのサーバと NICが確実に
LANにアクセスできるようにするために、ファブリックインターコネクトごとに少なくとも 1つ
のアップリンクポートが必要です。 LANアップリンクの数は、すべての Cisco UCSサーバで使
用される帯域幅の合計により決定されます。

オーバーサブスクリプションの概算に関するガイドライン

ファブリックインターコネクトポートに対する最適なオーバーサブスクリプション率を概算する

場合は、次のガイドラインを考慮してください。

コスト/パフォーマンススライダ

コストとパフォーマンスの優先順位付けは、データセンターによってそれぞれ異なり、オーバー

サブスクリプションの設定に直接影響します。オーバーサブスクリプションにおけるハードウェ

アの使用方法を計画する場合は、このスライダでデータセンターが位置する場所を知る必要があ

ります。たとえば、データセンターでコストよりもパフォーマンスを重視する場合は、オーバー

サブスクリプションを最小限に抑えることができます。しかし、ほとんどのデータセンターで

は、コストは大きい影響を与える要因であるため、オーバーサブスクリプションは慎重に計画す

る必要があります。

Bandwidth Usage

各サーバで実際に使用されると予想される帯域幅の概算値は、ファブリックインターコネクト

ポートへの各サーバの割り当て、およびその結果からポートのオーバーサブスクリプション率を

決定するときに重要です。オーバーサブスクリプションでは、サーバにより消費されるトラフィッ

クの平均値（単位はGB）、設定された帯域幅に対する使用された帯域幅の比率、および帯域幅の
使用が上昇する時間を考慮する必要があります。
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ネットワークタイプ

ネットワークタイプはアップリンクポート上のトラフィックにのみ関係します。これは、Cisco
UCSの外部には FCoEが存在しないからです。その他のデータセンターネットワークは、LAN
と SANトラフィックを区別するだけです。したがって、ファブリックインターコネクトポート
のオーバーサブスクリプションの概算を行う場合、ネットワークタイプを考慮する必要はありま

せん。

ピン接続

Cisco UCSでのピン接続は、アップリンクポートだけに関係します。イーサネットトラフィッ
ク、または FCoEトラフィックをあるサーバから、特定のアップリンクイーサネットポート、ま
たはアップリンク FCポートにピン接続することができます。

物理サーバと仮想サーバの両方の NICおよび HBAをアップリンクポートにピン接続する場合、
ファブリックインターコネクトからユニファイドファブリックを制御できるようにします。こ

の制御により、アップリンクポートの帯域幅の利用がさらに最適化されます。

Cisco UCSは、ピングループを使用して、どの NIC、vNIC、HBA、vHBAをアップリンクポート
にピン接続するかを管理します。サーバにピン接続を設定するには、直接ピングループを割り当

てるか、ピングループを vNICポリシーに含めてから、サーバに割り当てられているサービスプ
ロファイルにその vNICポリシーを追加します。サーバ上の vNICまたは vHBAからのトラフィッ
クはすべて、 FI-IOモジュールを経由して同じアップリンクポートに流れます。

サーバトラフィックのサーバポートへのピン接続

ピン接続により、どのサーバトラフィックが、ファブリックインターコネクトのどのサーバポー

トに進むかが決まります。このピン接続は固定されています。変更できません。したがって、

シャーシに対する帯域幅の適切な割り当てを決定する場合、サーバの位置を考慮する必要があり

ます。

ピン接続に関するガイドライン

ピングループおよびアップリンクポートに対するピン接続における最適な設定を判断する場合、

サーバについて予想される帯域幅使用状況を考慮します。システムに含まれるサーバの一部が大

量の帯域幅を使用することがわかっている場合は、必ず、これらのサーバを別のアップリンク

ポートにピン接続してください。

Quality of Service
Cisco UCSは、Quality of Serviceを実装するために、次の方法を提供しています。

•特定のタイプのトラフィックに対するグローバル設定をシステム全体にわたって指定するた
めのシステムクラス

•個々の vNICにシステムクラスを割り当てる QoSポリシー
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•アップリンクイーサネットポートによるポーズフレームの扱い方法を決定するフロー制御
ポリシー

Cisco UCS Miniでの Quality of Service に関するガイドラインおよび制限事項

• Cisco UCS Miniでは、すべてのシステムクラスで共有バッファが使用されます。

• Bronzeクラスは SPANとバッファを共有します。 SPANまたは Bronzeクラスを使用するこ
とを推奨します。

•マルチキャスト最適化はサポートされません。

•あるクラスの QoSパラメータを変更すると、すべてのクラスのトラフィックが中断されま
す。

•イーサネットトラフィックと FCまたは FCoEトラフィックが混在している場合は、帯域が
均等に配分されません。

•同じクラスからの複数のトラフィックストリームが均等に分配されないことがあります。

• FCまたはFCoEのパフォーマンス問題を回避するために、すべての破棄なしポリシーに同じ
CoS値を使用してください。

• Platinumクラスと Goldクラスのみが破棄なしポリシーをサポートしています。

システムクラス

Cisco UCSは、DCE（Data Center Ethernet）を使用して、Cisco UCSドメイン内のすべてのトラ
フィックを処理します。イーサネットに対するこの業界標準の機能拡張では、イーサネットの帯

域幅が 8つの仮想レーンに分割されています。内部システムと管理トラフィック用に 2つの仮想
レーンが予約されています。それ以外の 6つの仮想レーンのQuality of Service（QoS）を設定でき
ます。 Cisco UCSドメイン全体にわたり、これら 6つの仮想レーンでDCE帯域幅がどのように割
り当てられるかは、システムクラスによって決定されます。

各システムクラスは特定のタイプのトラフィック用に帯域幅の特定のセグメントを予約します。

これにより、過度に使用されるシステムでも、ある程度のトラフィック管理が提供されます。た

とえば、ファイバチャネルプライオリティシステムクラスを設定して、FCoEトラフィックに割
り当てられる DCE帯域幅の割合を決定することができます。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。
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表 1：システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルの QoSポリシーに含めることができる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィック

レーンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定やポリ

シーを割り当てるために使用できます。

Cisco UCS Miniの場合、パケットの破棄は Platinumクラスと Goldク
ラスでのみ無効にできます。 1つの Platinumクラスと 1つの Goldク
ラスのみを no-dropクラスとして同時に設定できます。

プラチナ

ゴールド

シルバー

ブロンズ

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーンに

対する QoSを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中には、あらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必要

に応じてデータパケットのドロップを許可するドロップポリシーが

あります。このシステムクラスは無効にできません。

ベストエフォート

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーンに
対する Quality of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中には、あらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、デー

タパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップなしポ

リシーがあります。このシステムクラスは無効にできません。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使用
できない、予約されたQoSシステムクラスがあります。他
のタイプのトラフィックに FCoEで使用される CoS値があ
る場合、その値は 0にリマークされます。

（注）

ファイバチャネル

Quality of Service ポリシー
Quality of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステム
クラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQuality ofService
が決定されます。一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加の制御を

指定することもできます。

vNICポリシー、またはvHBAポリシーにQoSポリシーをインクルードし、その後、このポリシー
をサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があります。
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フロー制御ポリシー

フロー制御ポリシーは、ポートの受信バッファがいっぱいになったときに、Cisco UCSドメイン
のアップリンクイーサネットポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送信および受信するかどう
かを決定します。これらのポーズフレームは、バッファがクリアされるまでの数ミリ秒間、送信

側ポートからのデータの送信を停止するように要求します。

LANポートとアップリンクイーサネットポートの間でフロー制御が行われるようにするには、
両方のポートで、対応する受信および送信フロー制御パラメータを有効にする必要があります。

Cisco UCSでは、これらのパラメータはフロー制御ポリシーにより設定されます。

送信機能を有効にした場合、受信パケットレートが高くなりすぎたときに、アップリンクイーサ

ネットポートはネットワークポートにポーズ要求を送信します。ポーズは数ミリ秒有効になっ

た後、通常のレベルにリセットされます。受信機能を有効にした場合、アップリンクイーサネッ

トポートは、ネットワークポートからのポーズ要求すべてに従います。ネットワークポートが

ポーズ要求をキャンセルするまで、すべてのトラフィックはこのアップリンクポートで停止しま

す。

ポートにフロー制御ポリシーを割り当てているため、このポリシーを変更すると同時に、ポーズ

フレームやいっぱいになっている受信バッファに対するポートの反応も変わります。

オプトイン機能
各 Cisco UCSドメインは、すべての機能を使用する許可を得ています。システムの設定方法に応
じて、既存の環境への統合を簡単にするために、一部の機能をオプトインするか、これらをオプ

トアウトするかを決定することができます。プロセスの変化が起こった場合、システム設定を変

更して、オプトイン機能の 1つまたは両方を加えることができます。

オプトイン機能は次のとおりです。

•ステートレスコンピューティング。この機能で利用されるモバイルサービスプロファイル
には、各コンポーネント（サーバ、アダプタなど）がステートレスであるプールとポリシー

が含まれています。

•組織およびロールベースのアクセスコントロールを使用して、システムを複数の小さな論理
セグメントに分割するマルチテナント機能

ステートレスコンピューティング

ステートレスコンピューティングにより、サービスプロファイルを使用して、あるサーバの固有

情報を同じ Cisco UCSドメイン内の別のサーバに適用できます。サーバの固有情報には、サーバ
を識別し Cisco UCSドメイン内で一意のものにするための要素が含まれます。これらの要素のい
ずれかを変更すると、サーバはブートステータスのアクセス、使用、実現ができなくなります。

サーバの固有情報を構成する要素は次のとおりです。

•ファームウェアバージョン
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• UUID（サーバの識別に使用される）

• MACアドレス（LAN接続に使用される）

•ワールドワイド名（SAN接続に使用される）

•ブート設定

ステートレスコンピューティングは、高度に柔軟なサーバを使ったダイナミックなサーバ環境を

作成します。 Cisco UCSドメイン内の物理サーバはすべて、サービスプロファイルとの関連付け
が形成されるまで匿名のままです。その後、サービスプロファイルでこのサーバの IDが設定さ
れます。このサーバでビジネスサービスが不要になった場合は、サーバをシャットダウンし、

サービスプロファイルの関連付けを解除してから、別のサービスプロファイルを関連付け、同じ

物理サーバ用に別の IDを作成します。この「新しい」サーバは、別のビジネスサービスをホス
トできます。

ステートレス状態の柔軟性をフルに活用するためには、サーバのオプションローカルディスクは

スワップ用スペースまたは一時スペースだけに使用し、オペレーティングシステムやアプリケー

ションデータの保存には使用しないでください。

Cisco UCSドメインのすべての物理サーバに対して、ステートレスコンピューティングを完全実
装することもできますし、ステートレスサーバを使用しないことをもできます。また、これら 2
種類を混在させることも可能です。

ステーレスコンピューティングをオプトインする場合

Cisco UCSドメイン内の各物理サーバはサービスプロファイルで定義されます。どのようなサー
バでも、あるアプリケーションのセットをホストするために使用しているときに、データセンター

の必要に応じて、別のアプリケーションやビジネスサービスのセットに割り当てなおすことがで

きます。

Cisco UCSドメインで定義されているポリシーやリソースのプールを指し示すサービスプロファ
イルを作成します。サーバプール、WWNプール、およびMACプールにより、未割り当てのリ
ソースはすべて、必要に応じて使用できることが保証されます。たとえば、物理サーバで不具合

が発生した場合は、ただちにサービスプロファイルを別のサーバに割り当てることができます。

サービスプロファイルは、WWNやMACアドレスなど、オリジナルのサーバと同じ IDを新しい
サーバに与えるので、データセンターインフラストラクチャの残りの部分では、この新しいサー

バとオリジナルのサーバは同じものと認識されます。LANや SANで設定を変更する必要はあり
ません。

ステートレスコンピューティングからオプトアウトする場合

Cisco UCSドメイン内の各サーバは、従来のラックマウント型サーバとして扱われます。

ハードウェアに書き込まれた ID情報を継承するサービスプロファイルを作成し、それらを使用
してサーバの LANまたは SAN接続を設定します。ただし、サーバハードウェアに不具合が発生
した場合は、サービスプロファイルを新しいサーバに割り当てることはできません。
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マルチテナント機能

マルチテナント機能を使用すると、Cisco UCSドメインの大きな物理的インフラストラクチャを
組織と呼ばれる論理的なエンティティに分割することができます。その結果、各組織に専用の物

理インフラストラクチャを設けなくても各組織を論理的に分離できます。

マルチテナント環境では、関連する組織を通じて、各テナントに一意のリソースを割り当てられ

ます。これらのリソースには、各種のポリシー、プール、および Quality of Service定義などがあ
ります。また、すべてのユーザにすべての組織へのアクセス権を付与する必要がない場合は、ロ

ケールを実装して、組織ごとにユーザ権限やロールを割り当てたり、制限したりすることもでき

ます。

マルチテナント環境をセットアップすると、すべての組織が階層的になります。最上位の組織は

常にルートです。ルートに作成したポリシーおよびプールはシステム全体にわたるもので、この

システムに含まれるすべての組織で使用できます。しかし、他の組織で作成されたポリシーや

プールが使用できるのは、同じ階層でそれより上にある組織だけです。たとえば、あるシステム

にFinanceとHRという組織があり、これらは同じ階層に存在しないとします。この場合、Finance
は HR組織にあるポリシーは一切使用できず、また、HRは Finance組織にあるポリシーには一切
アクセスできません。しかし、FinanceとHRは両方とも、ルート組織にあるポリシーやプールを
使用できます。

マルチテナント環境に組織を作成する場合、各組織、または同じ階層のサブ組織に対して、次の

うちの 1つ以上をセットアップすることもできます。

•リソースプール

•ポリシー

•サービスプロファイル

•サービスプロファイルテンプレート

マルチテナント機能を選択する場合

各 Cisco UCSドメインは複数の異なる組織に分割されます。マルチテナント機能の実装で作成さ
れる組織のタイプは、企業のビジネスニーズによって異なります。たとえば、次の単位を表す組

織があげられます。

•マーケティング、財務、エンジニアリング、人事など、企業内のエンタープライズグループ
または部門

•サービスプロバイダーに対するさまざまなカスタマー、またはネームサービスドメイン

管理が認可されている組織だけにユーザがアクセスできるように、ロケールを作成することがで

きます。
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マルチテナント機能を選択しない場合

Cisco UCSドメインは、ルート組織にすべてのデータが入った 1つの論理エンティティのままで
す。すべてのポリシーおよびリソースプールは、このCisco UCSドメイン内のどのサーバにでも
割り当てることができます。

Cisco UCSでのバーチャライゼーション

バーチャライゼーションの概要

仮想化により、独立して実行する複数の仮想マシン（VM）を同一の物理マシン上に隣接させて作
成できます。

各仮想マシンは、仮想ハードウェア（メモリ、CPU、NIC）の独自のセットを持ち、その上でオペ
レーティングシステムと十分に設定されたアプリケーションがロードされます。オペレーティン

グシステムは、実際の物理ハードウェアコンポーネントに関係なく、一貫性があり正常なハード

ウェア一式を認識します。

仮想マシンでは、プロビジョニングと物理サーバ間での移動を迅速に行うために、ハードウェア

とソフトウェアの両方が単一のファイルにカプセル化されます。仮想マシンは 1つの物理サーバ
から別のサーバへ数秒で移動することができ、メンテナンスのためのダウンタイムを必要とせず、

途切れることのない作業負荷を集約します。

仮想ハードウェアは、多数のサーバ（それぞれのサーバは独立した仮想マシン内で実行する）を

単一の物理サーバ上で実行できるようにします。バーチャライゼーションの利点は、コンピュー

ティングリソースをより適切に使用でき、サーバ密度を高め、サーバの移行をスムーズに行える

ことです。

Cisco Virtual Machine ファブリックエクステンダの概要
仮想サーバの実装は、1つの物理サーバのゲストとして実行される 1つまたは複数の VMで構成
されます。ゲスト VMは、ハイパーバイザまたは仮想マシンマネージャ（VMM）と呼ばれるソ
フトウェアレイヤによってホストされ管理されます。通常、ハイパーバイザは各 VMへの仮想
ネットワークインターフェイスを示し、VMから他のローカル VMへのトラフィックのレイヤ 2
スイッチング、または外部ネットワークに対する別のインターフェイスへのトラフィックのレイ

ヤ 2スイッチングを実行します。

Cisco Virtual Interface Card（VIC）アダプタと連携して、Cisco仮想マシンファブリックエクステ
ンダ（VM-FEX）はファブリックインターコネクトの外部ハードウェアベーススイッチング用の
ハイパーバイザによって、VMトラフィックのソフトウェアベースのスイッチングをバイパスし
ます。この方法により、サーバのCPU負荷を軽減し、高速スイッチングを行い、ローカルおよび
リモートトラフィックに豊富なネットワーク管理機能セットを適用することができます。

VM-FEXは IEEE 802.1Qbhポートエクステンダアーキテクチャを VMに拡張するために、各 VM
インターフェイスに仮想 Peripheral Component Interconnect Express（PCIe）デバイスとスイッチ上
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の仮想ポートを提供します。このソリューションにより、VMインターフェイス上で、正確なレー
ト制限と QoS（Quality of Service）保証が可能になります。

ネットワークインターフェイスカードと統合ネットワークアダプタ

を使用したバーチャライゼーション

ネットワークインターフェイスカード（NIC）と統合ネットワークアダプタによって、標準的な
VMwareのサーバにインストールされた ESXとの統合による仮想環境と、VCから実行されるす
べての仮想マシンの管理がサポートされます。

仮想マシンのポータビリティ

サービスプロファイルを実装すると、1つのサーバから別のサーバに、サーバの識別情報を簡単
に移動できるようになります。新規サーバをイメージ化すると、ESXはそのサーバを元のサーバ
のように扱います。

同一サーバ上の仮想マシン間の通信

これらのアダプタは、同一サーバ上の仮想マシン間における標準の通信手段を実装します。 ESX
ホストが複数の仮想マシンを含む場合、すべての通信はサーバ上の仮想スイッチを通過させる必

要があります。

システムでネイティブな VMwareドライバを使用する場合、仮想スイッチはネットワーク管理者
のドメインには参加せず、どのネットワークポリシーの制約も受けません。結果として、たとえ

ば、ネットワークのQoSポリシーは、仮想スイッチを通ってVM1からVM2に流れるどのデータ
パケットにも適用されません。

Nexus 1000などの別の仮想スイッチがシステムに含まれている場合、その仮想スイッチは、ネッ
トワーク管理者がそのスイッチ上で設定したネットワークポリシーに従います。

仮想インターフェイスカードアダプタでのバーチャライゼーション

Cisco VICアダプタは、単一 OSの導入と VMベースの導入の両方に対応するように設計された統
合型ネットワークアダプタ（CNA）です。 VICアダプタは、最大 128の仮想ネットワークイン
ターフェイスカード（vNIC）を含む、静的または動的な仮想化インターフェイスをサポートしま
す。

VICアダプタは、VM-FEXをサポートし、仮想マシンインターフェイスとの間の、トラフィック
のハードウェアベースのスイッチング機能を提供します。
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第 2 章

Cisco UCS Manager の概要

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCS Managerの概要 , 23 ページ

• Cisco UCS Managerで実行可能なタスク , 25 ページ

• Cisco UCS Managerで実行できないタスク , 26 ページ

• ハイアベイラビリティ環境の Cisco UCS Manager, 27 ページ

Cisco UCS Managerの概要
CiscoUCSManagerはCiscoUCSドメイン内のすべてのコンポーネントの管理システムです。Cisco
UCSManagerは、ファブリックインターコネクト内で実行します。この管理サービスで使用でき
るインターフェイスのいずれかを使用して、ファブリックインターコネクトに接続されたシャー

シすべてのネットワークおよびサーバリソースにアクセスしたり、これらを設定、管理、および

モニタしたりすることができます。

複数の管理インターフェイス

Cisco UCSManagerは Cisco UCSドメインを管理するためにユーザが使用できる次のインターフェ
イスを含みます。

• Cisco UCS Manager GUI

• Cisco UCS Manager CLI

• XML API

• KVM

• IPMI

ほとんどすべてのタスクは、これらのインターフェイスのいずれでも実行できます。また、ある

インターフェイスで実行されたタスクの結果は、他のタスクにも自動的に表示されます。
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ただし、次の操作はできません。

• Cisco UCS Manager GUIを使用して Cisco UCS Manager CLIを呼び出す。

• Cisco UCS Manager GUIの Cisco UCS Manager CLIを介して実行されたコマンドの結果を参照
する。

• Cisco UCS Manager GUIから CLI出力を生成する。

集中管理

CiscoUCSManagerは、複数の管理ポイントを使用するのではなく、リソースおよびデバイスの管
理を一元化します。この集中管理には、Cisco UCSドメイン内の次のデバイスの管理が含まれま
す。

•ファブリックインターコネクト。

•仮想サーバ用ソフトウェアスイッチ。

•シャーシおよびサーバにおける電源および環境管理。

•サーバネットワークインターフェイスの設定とファームウェアの更新（イーサネット NIC
および統合型ネットワークアダプタ）。

•サーバに対するファームウェアおよび BIOS設定。

仮想サーバおよび物理サーバのサポート

Cisco UCS Managerは、サーバの ID、 FI-IOの設定、MACアドレスおよびワールドワイド名、
ファームウェアのリビジョン、ネットワークプロファイルなどのサーバ状態情報をサービスプロ

ファイルに要約します。サービスプロファイルをシステム内のサーバリソースに適用して、VIC
アダプタの提供する仮想デバイスに接続されている物理サーバ、仮想サーバ、および仮想マシン

に同様の柔軟性とサポートを提供することができます。

ロールベース管理とマルチテナント機能のサポート

Cisco UCS Managerでは、柔軟に定義されたロールがサポートされるため、データセンターは、
ディスクリートサーバ、ストレージ、およびネットワーク管理と同じベストプラクティスを使用

して、Cisco UCSドメインを操作することができます。データセンターでのユーザの責任を反映
した権限を持つユーザロールを作成することができます。たとえば、次のロールを作成できま

す。

•サーバ関連設定を制御できるサーバアドミニストレータロール

• StorageAreaNetwork（SAN）に関連するタスクを制御できるストレージアドミニストレータ
ロール

•ローカルエリアネットワーク（LAN）に関連するタスクを制御できるネットワークアドミ
ニストレータロール

Cisco UCSはマルチテナント対応で、システムの管理ソフトウェアが APIを使用して Cisco UCS
リソースへ制御されたアクセスを行えるようにするプリミティブを公開します。マルチテナント
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環境では、Cisco UCS Managerにより、ユーザの範囲を特定の組織に制限できるユーザロールの
ロケールを作成することができます。

Cisco UCS Managerで実行可能なタスク
Cisco UCS Managerを使用して、Cisco UCSドメイン内のすべての物理的デバイスおよび仮想デバ
イスに対する管理タスクを実行できます。

Cisco UCSハードウェア管理

Cisco UCSManagerを使用して、以下のような Cisco UCSドメイン内のすべてのハードウェアを管
理できます。

•シャーシ

•サーバ

•ファブリックインターコネクト

• Fans

•ポート

•インターフェイスカード

Cisco UCSリソース管理

Cisco UCSManagerを使用して、以下のような Cisco UCSドメイン内のすべてのリソースを作成お
よび管理できます。

•サーバ

• WWNアドレス

• MACアドレス

• UUID

•帯域幅

サーバ管理

サーバ管理者は Cisco UCS Managerを使用して、以下のような Cisco UCSドメイン内のサーバ管
理タスクを実行できます。

•サーバプール、および資格ポリシーなどこれらのプールに関係するポリシーの作成

•ディスカバリポリシー、スクラブポリシー、IPMIポリシーなど、サーバで使用されるポリ
シーの作成

•サービスプロファイル、および必要に応じてサービスプロファイルテンプレートの作成

•サーバへのサービスプロファイルの適用
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•障害、アラーム、および機器のステータスのモニタ

ネットワーク管理

ネットワーク管理者は Cisco UCS Managerを使用して、以下のような Cisco UCSドメインの LAN
設定を作成するのに必要なタスクを実行できます。

•アップリンクポート、ポートチャネル、および LAN PINグループの設定

• VLANの作成

• Quality Of Serviceクラスおよび定義の設定

• MACアドレスプール、イーサネットアダプタプロファイルなど、ネットワーク設定に関連
したプールおよびポリシーの作成

ストレージ管理

ストレージ管理者は Cisco UCS Managerを使用して、以下のような Cisco UCSドメインの SAN設
定を作成するのに必要なタスクを実行できます。

•ポート、ポートチャネル、および SAN PINグループの設定

• VSANの作成

• Quality Of Serviceクラスおよび定義の設定

• WWNアドレスプール、ファイバチャネルアダプタプロファイルなど、ネットワーク設定
に関連したプールおよびポリシーの作成

Cisco UCS Managerで実行できないタスク
Cisco UCSドメイン内のデバイスマネジメントに特に関連していないシステム管理タスクを実行
するために、Cisco UCS Managerを使用できません。

システムを超えた管理はできない

Cisco UCSManagerがある Cisco UCSドメインの外部にあるシステムやデバイスを管理するために
Cisco UCS Managerを使用できません。たとえば、Cisco UCS以外の x86システム、SPARCシス
テム、PowerPCシステムなどの異機種環境は管理できません。

オペレーティングシステムやアプリケーションのプロビジョニングや管理はできない

Cisco UCS Managerはサーバのプロビジョニングを行うため、サーバのオペレーティングシステ
ムの下に存在します。したがって、サーバでオペレーティングシステムやアプリケーションのプ

ロビジョニングや管理を行うためにこれを使用することはできません。たとえば、次の操作を実

行することはできません。

• Windowsや Linuxなどの OSの展開
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• OSやアプリケーションなどのソフトウェアに対するパッチの展開

•アンチウイルスソフトウェア、モニタリングエージェント、バックアップクライアントな
どのベースソフトウェアコンポーネントのインストール

•データベース、アプリケーションサーバソフトウェア、Webサーバなどのソフトウェアア
プリケーションのインストール

• Oracleデータベースの再起動、プリンタキューの再起動、またはCisco UCS以外のユーザア
カウントの処理を含むオペレータ処理の実行

• SANや NASストレージ上の外部ストレージの設定または管理

ハイアベイラビリティ環境の Cisco UCS Manager
2つのファブリックインターコネクトを持つハイアベイラビリティ環境では、それぞれのファブ
リックインターコネクトで、別々のCiscoUCSManagerインスタンスを実行することができます。
プライマリファブリックインターコネクトの Cisco UCS Managerはプライマリ管理インスタンス
として動作し、もう 1つのファブリックインターコネクトの Cisco UCS Managerは従属管理イン
スタンスとなります。

Cisco UCS Managerの 2つのインスタンスは、これらのファブリックインターコネクト上の L1お
よび L2イーサネットポートの間にあるプライベートネットワーク上で通信します。設定および
ステータスに関する情報は、このプライベートネットワーク経由でやりとりされ、すべての管理

情報が確実に複製されます。この継続的な通信により、プライマリファブリックインターコネ

クトに不具合が起きた場合でも、Cisco UCSに対する管理情報がそのまま持続されることが保証
されます。さらに、プライマリ Cisco UCSManager上で実行される「浮動」管理 IPアドレスによ
り、フェールオーバーが発生したときに、従属ファブリックインターコネクトへのスムーズな移

行が確実に行われるようになります。
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第 3 章

Cisco UCS Manager GUI の概要

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCS Manager GUIの概要 , 29 ページ

• HTTPSを使用した Cisco UCS Manager GUIへのログイン, 37 ページ

• HTTPを使用した Cisco UCS Manager GUIへのログイン, 38 ページ

• Cisco UCS Manager GUIからのログアウト, 39 ページ

• Webセッション制限, 39 ページ

• ログイン前バナー, 40 ページ

• Cisco UCS Manager GUIのプロパティ, 42 ページ

• フィールド値の許容範囲の決定, 44 ページ

• ポリシーの使用場所の決定, 44 ページ

• プールの使用場所の決定, 44 ページ

• プール、ポリシー、その他のオブジェクトの削除, 45 ページ

• XMLのコピー, 45 ページ

Cisco UCS Manager GUIの概要
Cisco UCSManager GUIは、Cisco UCSManagerとのGUIインターフェイスを提供する Javaアプリ
ケーションです。 Cisco UCS Manager GUIは、『Cisco UCS Software Release Notes（Cisco UCSソ
フトウェアリリースノート）』の「System Requirements（システム要件）」の項に記載されてい
る要件を満たすコンピュータから起動してアクセスすることができます。

Cisco UCSManager GUIが起動されるたびに、Cisco UCSManagerは Java Web Startテクノロジーを
使用して、コンピュータの現在のアプリケーションバージョンをキャッシュします。その結果、

ログインするたびにアプリケーションをダウンロードする必要がなくなります。アプリケーショ
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ンのダウンロードが必要なのは、システムで Cisco UCS Managerソフトウェアをアップデートし
た後に、コンピュータから初めてログインするときだけです。

タイトルバーには、接続先の Cisco UCSドメインの名前が表示されます。ヒント

[Fault Summary]領域
[Fault Summary]領域は、Cisco UCS Manager GUIの左上に表示されます。この領域には、Cisco
UCSドメインで発生したすべての障害の要約が表示されます。

それぞれの種類の障害は異なるアイコンで表されます。各アイコンの下にある数字は、システム

で発生したその種類の障害の数を示しています。アイコンをクリックすると、CiscoUCSManager
GUIによって [Work]領域に [Faults]タブが開かれ、その種類の全障害について詳細が表示されま
す。

次の表に、[Fault Summary]領域の各アイコンが表す障害の種類について説明します。

説明障害の種類

1つ以上のコンポーネントに緊急の問題が存在します。これらの問題を調
査し、すぐに修正する必要があります。

緊急アラーム

1つ以上のコンポーネントに重大な問題が存在します。これらの問題を調
査し、すぐに修正する必要があります。

メジャーアラーム

システムのパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性のある問題が1つ以上
のコンポーネントに存在します。これらの問題を調査し、重大な問題や

緊急の問題に発展する前にできるだけ早く修正する必要があります。

マイナーアラーム

解消しないとシステムのパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性のある潜

在的な問題が 1つ以上のコンポーネントに存在します。これらの問題を
調査し、問題が悪化する前にできるだけ早く修正する必要があります。

警告アラーム

コンポーネント上のフォールト抑制タスクの状態。 [アクション]領域の
[抑制タスクのプロパティ]をクリックすると、すべてのフォールト抑制タ
スクが表示されます。

このフィールドは、コンポーネントがフォールト抑制をサポー

トしている場合にのみ表示されます。

（注）

[抑制ステータス]
フィールド

特定のオブジェクトの障害だけを確認する場合は、そのオブジェクトに移動して、そのオブ

ジェクトの [Faults]タブを確認します。
ヒント
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[Navigation]ペイン
[Navigation]ペインは、CiscoUCSManagerGUIの左側、[Fault Summary]領域の下に表示されます。
このペインには、Cisco UCSドメイン内のすべての機器とその他のコンポーネントに対する操作
が集約されています。 [Navigation]ペインでコンポーネントを選択すると、そのオブジェクトが
[Work]領域に表示されます。

[Navigation]ペインには 5つのタブが存在します。各タブの構成要素は次のとおりです。

•ナビゲーションツリーをフィルタ処理し、すべてのノードまたは 1つのノードだけを表示す
るために使用できる [Filter]コンボボックス。

•該当するタブのすべてのコンポーネントにアクセスするために使用できる展開可能なナビ
ゲーションツリー。ノードまたはフォルダにサブコンポーネントがあることを示すフォル

ダの隣のアイコン。

[Equipment]タブ

このタブには、Cisco UCSドメイン内の機器の基本的なコンポーネントが含まれています。シス
テム管理者またはサーバ管理者は、このタブを使用してシャーシ、ファブリックインターコネク

ト、サーバ、および他のハードウェアにアクセスしてこれらを管理できます。デバイス名の周り

に表示された赤色、オレンジ色、または黄色の長方形は、デバイスで障害が発生したことを示し

ます。

このタブの主要なノードは次のとおりです。

• [Equipment]：アクティブで動作していないハードウェア、ファームウェア管理、機器関連ポ
リシー、電源グループ、障害の集約リストを含む、Cisco UCSドメイン全体の概要。

• [Chassis]：Cisco UCSドメインの各シャーシのファン、 FI-IOモジュール、電源ユニット
（PSU）、および Cisco UCS Bシリーズブレードサーバ。

• [Rack-Mounts]：Cisco UCSドメインと統合された Cisco UCS Cシリーズラックサーバ。

• [Fabric Interconnects]：Cisco UCSドメインのファブリックインターコネクトに関連付けられ
た固定モジュール、。

[Servers]タブ

このタブには、サービスプロファイル、ポリシー、プールなどのサーバ関連のコンポーネントが

含まれます。通常、サーバ管理者はこのタブでコンポーネントにアクセスし、コンポーネントを

管理します。

このタブの [Servers]ノード以下の主要なノードは次のとおりです。

• [Server]：サービスプロファイルおよび定義された組織とサービスプロファイル間のリレー
ションシップ。

• [ServiceProfiles]：組織別に分割された、システムで定義されているサービスプロファイル。
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• [Service Profile Templates]：組織別に分割された、システムで定義されているサービスプロ
ファイルテンプレート。

• [Policies]：アダプタ、BIOS、ファームウェア、IPMIアクセス、ローカルディスク設定、保
守、電源、ディスクスクラビング、Serial overLAN、サーバプール、iSCSI認証、vNIC/vHBA
配置、および障害しきい値に関するサーバ関連ポリシー。

• [Pools]：サーバプールおよび UUID接尾辞プール。

• [Schedules]：メンテナンスとエラー抑制のスケジュール。

[LAN]タブ

このタブには、LANピングループ、Quality of Serviceクラス、VLAN、ポリシー、プール、内部
ドメインなどの、LAN設定に関連するコンポーネントが含まれます。通常、ネットワーク管理者
はこのタブでコンポーネントにアクセスし、コンポーネントを管理します。

このタブの [LAN]ノード以下の主要なノードは次のとおりです。

• [LAN Cloud]：Quality of Serviceの設定、ポートチャネル、ピングループ、VLAN、VLAN最
適化セット、しきい値ポリシー。

• [Appliances]：インターフェイス、ポートチャネル、VLAN。

• [Internal LAN]：内部ファブリックに関連付けられたポートおよびしきい値ポリシー。

• [Policies]：フロー制御、アダプタ、vNIC、vNICテンプレート、QoS、および障害しきい値を
制御するポリシー。

• [Pools]：システムで定義されている IPプールとMACプール。

• [Traffic Monitoring Sessions]：システムで定義されたポートトラフィックモニタリングセッ
ション。

[SAN]タブ

このタブには、ピングループ、VSAN、ポリシー、プールなどのSANに関連するコンポーネント
が含まれます。通常、ストレージ管理者はこのタブでコンポーネントにアクセスし、コンポーネ

ントを管理します。

このタブの主要なノードは次のとおりです。

• [SAN]：SANアップリンク、ファイバチャネルアドレス割り当て、SAN関連プール、およ
び VSAN。

• [SANCloud]：SANアップリンク、ファイバチャネルアドレス割り当て、SAN関連プール、
および VSAN。

• [Storage Cloud]：ストレージポートおよび VSAN。

• [Policie]：ファイバチャネルアダプタポリシー、デフォルトの vHBA動作、SAN接続ポリ
シー、ストレージ接続ポリシー、vHBAテンプレート、および障害しきい値。

• [Pools]：システムで定義された iSCSI修飾名（IQN）プールとWWNプール。
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[VM]タブ

このタブには、VICアダプタを備えたサーバにVM-FEXを設定するために必要なコンポーネント
が含まれています。たとえば、このタブのコンポーネントを使用して、Cisco UCS Managerと
VMware vCenter間の接続を設定したり、分散仮想スイッチやポートプロファイルを設定したり、
Cisco UCSドメイン内のサーバにホストされている仮想マシンを表示したりできます。

このタブの主要なノードは次のとおりです。

• [All]：ポートプロファイル、仮想マシン、仮想スイッチ、証明書、ライフサイクルポリシー、
VM関連イベント、FSMタスク。

• [Clusters]：関連付けられている仮想マシンとポートプロファイルを含む、クラスタ。

• [Fabric Network Sets]：ファブリックネットワークの定義

• [Port Profiles]：ポートプロファイル

• [VM Networks]：仮想ネットワーク

• [Mcrosoft]：Microsoftネットワークコンポーネント

• [VMware]：フォルダ、データセンター、仮想マシン、仮想スイッチなどを含む vCenter

[Admin]タブ

このタブには、ユーザマネージャや通信サービスなどのシステム全体の設定と障害やイベントな

どのトラブルシューティングコンポーネントが含まれます。通常、システム管理者はこのタブで

コンポーネントにアクセスし、コンポーネントを管理します。

このタブの主要なノードは次のとおりです。

• [All]：管理インターフェイス、バックアップおよびインポートの設定、テクニカルサポート
ファイルの作成、Full Stateバックアップポリシー、およびAll Configurationエクスポートポ
リシー。

• [Faults]、[Events]、[Audit Log]：システム全体のエラー、イベント、監査ログ、Syslogエント
リ、コアファイル、テクニカルサポートファイル、およびグローバルな障害ポリシー。

• [UserManagement]：認証方式、リモートアクセス方法、ローカルユーザ、ロケール、および
ユーザロール。

• [Key Management]：SSHキーとトラストポイントの設定。

• [CommunicationManagement]：SSH、Telnet、HTTP、HTTPS、SNMP、web session limits、Call
Homeの設定、DNS管理、管理インターフェイスのための通信サービスの設定、およびCisco
UCS Centralの構成。

• [StatsManagement]：システムによって障害が発行されるタイミングを制御する統計情報のし
きい値設定。

• [Time Zone Management]：タイムゾーンの同期を確立する NTPサーバの設定。

• [CapabilityCatalog]：調整可能なパラメータ、文字列、およびルールのセットである機能カタ
ログ。

Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0    
33

Cisco UCS Manager GUI の概要
[Navigation]ペイン



• [Management Extension]：管理の拡張。Cisco UCS Managerでサポートされていなかったサー
バおよび他のハードウェアに対するサポートを追加できます。

• [LicenseManagement]：このシステムにインストールされている機能およびポートのライセン
ス。

ツールバー

ツールバーは、Cisco UCS Manager GUIの右側、[Work]ペインの上に表示されます。ツールバー
のメニューボタンを使用して、次のような一般的な処理を実行できます。

• [Work]ペインで以前表示した項目間を移動する

• Cisco UCSドメインのエレメントを作成する

• Cisco UCS Manager GUIのオプションを設定する

• Cisco UCS Manager GUIのオンラインヘルプにアクセスする

[Work]ペイン
[Work]ペインは、Cisco UCS Manager GUIの右側に表示されます。このペインには、[Navigation]
ペインで選択したコンポーネントに関する詳細が表示されます。

[Work]ペインは、次の要素で構成されます。

• [Navigation]ペインのタブのメインノードから選択したエレメントまでのパスが表示される
ナビゲーションバー。このパスの任意のコンポーネントをクリックして、[Work]ペインに
このコンポーネントを表示できます。

• [Navigation]ペインで選択したコンポーネントに関連する情報を示すタブが表示されるコンテ
ンツ領域。コンテンツ領域に表示されるタブは、選択したコンポーネントによって異なりま

す。これらのタブを使用して、コンポーネントに関する情報の表示、コンポーネントの作

成、コンポーネントのプロパティの変更、および選択したオブジェクトの確認を実行できま

す。

ステータスバー

ステータスバーは、Cisco UCS Manager GUIの下に沿って表示されます。ステータスバーは、ア
プリケーションの状態に関する情報を提供します。

ステータスバーの左側には、CiscoUCSManagerGUIの現在のセッションに関する次の情報が表示
されます。

•ログインに使用したプロトコルを示すロックアイコン。アイコンがロックされている場合、
HTTPSを使用して接続しました。アイコンのロックが解除されている場合、HTTPを使用し
て接続しました。
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•ログインに使用したユーザ名。

•ログインしたサーバの IPアドレス。

ステータスバーの右側には、システムの時刻が表示されます。

テーブルのカスタマイズ

Cisco UCS Manager GUIでは、各タブのテーブルをカスタマイズできます。表示するコンテンツ
のタイプを変更し、コンテンツのフィルタリングを実行できます。

[Table Customization] メニューボタン

各テーブルの右上にあるこのメニューボタンでは、テーブルのビューを制御し、カスタマイズで

きます。このボタンのドロップダウンメニューには、次のオプションが含まれます。

説明メニュー項目

メニューには、テーブルの各カラムのエントリが含まれます。

カラム名をクリックしてカラムを表示したり、非表示にしたり

します。

カラム名

選択されている場合、水平スクロールバーがテーブルに追加

されます。選択されていない場合、いずれかのカラムの幅を

拡大したときに右側のすべてのカラムの幅が縮小され、スク

ロールしません。

Horizontal Scroll

すべてのカラムをデフォルトの幅に変更します。Pack All Columns

選択されたカラムだけをデフォルトの幅に変更します。Pack Selected Column

テーブルコンテンツのフィルタリング

各テーブルの上にある [Filter]ボタンでは、[Filter]ダイアログボックスで設定した基準に従って
テーブルのコンテンツをフィルタリングできます。このダイアログボックスには、次のフィルタ

リングオプションが含まれています。

説明名前

このカラムの内容に対してフィルタリング基準を使用しません。

これがデフォルト設定です。

[Disable]オプション

指定した値と厳密に一致するカラム内容だけを表示します。[Equal]オプション

指定した値と一致しないカラム内容だけを表示します。[Not Equal]オプション
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説明名前

入力する基準に、次のワイルドカードのいずれかを含められま

す。

• _（アンダースコア）または ?（疑問符）：1つの文字と置
き換わります。

• %（パーセント記号）または *（アスタリスク）：任意の
連続した文字と置き換わります。

[Wildcard]オプション

指定した値より小さいカラム内容だけを表示します。[Less Than]オプション

指定した値以下のカラム内容だけを表示します。[Less Than Or Equal]オプション

指定した値より大きいカラム内容だけを表示します。[Greater Than]オプション

指定した値以上のカラム内容だけを表示します。[Greater ThanOr Equal]オプショ
ン

LAN アップリンクマネージャ
LANアップリンクマネージャは、Cisco UCSと LAN間の接続を設定できる単一のインターフェ
イスを備えています。 LANアップリンクマネージャを使用して次のものを作成および設定でき
ます。

•アップリンクのイーサネットポート

•ポートチャネル

• LANピングループ

•ネームド VLAN

•サーバポート

• QoSシステムクラス

LANアップリンクマネージャで行うことができる設定の一部は、[Equipment]タブまたは [LAN]
タブなどの他のタブのノードでも行うことができます。

Internal Fabric Manager
Internal Fabric Managerは、Cisco UCSドメインのファブリックインターコネクトにサーバポート
を設定できる単一のインターフェイスを備えています。 Internal Fabric Managerには、そのファブ
リックインターコネクトの [General]タブからアクセスできます。
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Internal Fabric Managerで行うことができる設定の一部は、[Equipment]タブ、[LAN]タブ、または
LANアップリンクマネージャのノードでも行うことができます。

ハイブリッド表示

Cisco UCSManager GUIでは、Cisco UCSドメインのシャーシごとに、シャーシとファブリックイ
ンターコネクト間の物理コンポーネントと接続の両方がハイブリッド表示されます。

このタブには、選択されたシャーシまたはラックサーバとファブリックインターコネクト間の接

続に関する詳細情報が表示されます。タブには次のものを示すアイコンがあります。

•システム内の各 FI-IOモジュール。

•サーバと PSUを示すために選択されたシャーシ、または選択されたラックサーバ。

アイコン間の線は次のものの接続関係を表します。

•各サーバ上の DCEインターフェイスと FI-IOモジュール上の関連サーバポート。これらの
接続はシスコによって作成され、変更することはできません。

• FI-IOモジュール上のサーバポート。必要に応じてこれらの接続は変更できます。

アイコンと線の上にマウスを移動すると、各コンポーネントや接続に関するヒントが表示されま

す。いずれかのコンポーネントをダブルクリックすると、そのコンポーネントのプロパティが表

示されます。

コンポーネントまたはそのサブコンポーネントに関連付けられた障害が存在する場合、CiscoUCS
ManagerGUIは適切なコンポーネントの上部に障害のアイコンを表示します。複数の障害メッセー
ジが存在する場合、CiscoUCSManagerGUIはシステムの最も重大な障害メッセージに関連付けら
れたアイコンを表示します。

HTTPS を使用した Cisco UCS Manager GUIへのログイン
Cisco UCS Manager GUIのデフォルトの HTTP Webリンクは、http://UCSManager_IPv4また
は http://UCSManager_IPv6です。このUCSManager_IPv4とUCSManager_IPv6はそれぞれ、
Cisco UCS Managerに割り当てられた IPv4アドレスおよび IPv6アドレスを表しています。この
IPアドレスは、次のいずれかです。

•クラスタ設定：UCSManager_IPv4または UCSManager_IPv6はそれぞれ、Cisco UCS
Managerに割り当てられた仮想またはクラスタの IPv4アドレスと IPv6アドレスを表します。
ファブリックインターコネクト上の管理ポートに割り当てられた IPアドレスを使用しない
でください。

•スタンドアロン設定：UCSManager_IPv4または UCSManager_IPv6はそれぞれ、ファブ
リックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレスと IPv6アドレスを表します
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一部のブラウザは、IPv6アドレスを使用した HTTPSアクセスをサポートしていません。（注）

手順

ステップ 1 Webブラウザで、Cisco UCS Manager GUI Webリンクを入力するか、ブラウザでブックマークを
選択します。

ステップ 2 [Security Alert]ダイアログボックスが表示された場合は、[Yes]をクリックしてセキュリティ証明
書を受け入れ、続行します。

ステップ 3 Cisco UCS Managerの起動ページで、[Launch UCS Manager]をクリックします。
ログインに使用するWebブラウザによって、.JNLPファイルのダウンロードまたは保存を求めら
れる場合があります。

ステップ 4 Cisco UCS Managerにログイン前のバナーが表示された場合は、メッセージを確認し、[OK]をク
リックしてダイアログボックスを閉じます。

ステップ 5 [Security]ダイアログボックスが表示された場合、次の手順を実行します。
a) （任意）チェックボックスをオンにして、シスコからのすべてのコンテンツを受け入れます。
b) [Yes]をクリックして証明書を受け入れ、続行します。

ステップ 6 [Login]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) ユーザ名とパスワードを入力します。
b) CiscoUCS実装に複数のドメインが含まれている場合は、[Domain]ドロップダウンリストから
適切なドメインを選択します。

c) [Login]をクリックします。

HTTP を使用した Cisco UCS Manager GUIへのログイン
Cisco UCS Manager GUIのデフォルトの HTTP Webリンクは、http://UCSManager_IPv4また
は http://UCSManager_IPv6です。このUCSManager_IPv4とUCSManager_IPv6はそれぞれ、
Cisco UCS Managerに割り当てられた IPv4アドレスおよび IPv6アドレスを表しています。この
IPアドレスは、次のいずれかです。

•クラスタ設定：UCSManager_IPv4または UCSManager_IPv6はそれぞれ、Cisco UCS
Managerに割り当てられた仮想またはクラスタの IPv4アドレスと IPv6アドレスを表します。
ファブリックインターコネクト上の管理ポートに割り当てられた IPアドレスを使用しない
でください。

•スタンドアロン設定：UCSManager_IPv4または UCSManager_IPv6はそれぞれ、ファブ
リックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレスと IPv6アドレスを表します
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手順

ステップ 1 Webブラウザで、Cisco UCS Manager GUI Webリンクを入力するか、ブラウザでブックマークを
選択します。

ステップ 2 Cisco UCS Managerにログイン前のバナーが表示された場合は、メッセージを確認し、[OK]をク
リックしてダイアログボックスを閉じます。

ステップ 3 Cisco UCS Managerの起動ページで、[Launch UCS Manager]をクリックします。
ログインに使用するWebブラウザによって、.JNLPファイルのダウンロードまたは保存を求めら
れる場合があります。

ステップ 4 [Login]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) ユーザ名とパスワードを入力します。
b) CiscoUCS実装に複数のドメインが含まれている場合は、[Domain]ドロップダウンリストから
適切なドメインを選択します。

c) [Login]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIからのログアウト

手順

ステップ 1 Cisco UCS Manager GUIで、右上の [Exit]をクリックします。
使用できないことを示すために Cisco UCSManager GUIが画面上で不鮮明になり、[Exit]ダイアロ
グボックスが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

•ログアウトして Cisco UCS Manager GUIをシャットダウンするには、[Exit]を選択します。

• Cisco UCS Manager GUIからログアウトし、別のユーザがログインする場合は、[Log Off]を
選択します。

ステップ 3 [OK]をクリックします。

Web セッション制限
Webセッション制限は、ある時点における、システムにアクセス可能なWebセッション（GUIと
XMLの両方）の数を制限するために Cisco UCS Managerによって使用されます。
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デフォルトでは、Cisco UCS Managerが許可する同時Webセッション数は、最大値の 256に設定
されています。

Cisco UCS Managerの Web セッション制限の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Communication Services]タブをクリックします。

ステップ 4 [Web Session Limits]領域で、必須フィールドに入力します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ログイン前バナー
ログイン前バナーを使用すると、ユーザが Cisco UCS Manager GUIにログインする場合、Cisco
UCSManagerは [Create Pre-Login Banner]ダイアログボックスにバナーテキストを表示し、ユーザ
がダイアログボックスを閉じてからユーザ名とパスワードの入力を求めます。ユーザがCiscoUCS
Manager CLIにログインする場合、Cisco UCSManagerはダイアログボックスにバナーテキストを
表示し、ユーザがダイアログボックスを閉じてからユーザ名とパスワードの入力を求めます。そ

の後は、ユーザに表示するコピーライトブロックの上にバナーテキストを繰り返します。

ログイン前バナーの作成

[Banners]タブに [Pre-Login Banner]領域が表示されない場合、Cisco UCS Managerはユーザがログ
インするときにログイン前バナーを表示しません。 [Pre-Login Banner]領域が表示される場合は、
2つ目のログイン前バナーを作成することはできません。既存のバナーの削除または変更だけが
できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management]を展開します。

ステップ 3 [User Services]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Banners]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、 をクリックします。

ステップ 6 [Create Pre-Login Banner]ダイアログボックスでテキストフィールドをクリックして、ユーザが
Cisco UCS Managerにログインするときに表示するメッセージを入力します。
このフィールドには、標準の ASCII文字を入力できます。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ログイン前バナーの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management]を展開します。

ステップ 3 [User Services]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Banners]タブをクリックします。

ステップ 5 [Pre-Login Banner]領域のテキストフィールド内をクリックして、テキストに必要な変更を加えま
す。

このフィールドには、標準の ASCII文字を入力できます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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ログイン前バナーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management]を展開します。

ステップ 3 [User Services]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Banners]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Delete]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUI のプロパティ

Cisco UCS Manager GUIのセッションおよびログのプロパティの設定
これらのプロパティは、セッションの中断または非アクティブの状態に Cisco UCS Manager GUI
がどのように応答するかを決定し、Cisco UCS Manager GUI Javaメッセージロギングを設定しま
す。

手順

ステップ 1 ツールバーで [Option]をクリックして、[Properties]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 2 右側のペインで、[Session]をクリックします。

ステップ 3 [Session]タブで、必要に応じてフィールドを更新します。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

確認メッセージのプロパティの設定

これらのプロパティは、設定変更およびその他の操作の後に Cisco UCS Manager GUIが確認メッ
セージを表示するかどうかを決定します。
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手順

ステップ 1 ツールバーで [Option]をクリックして、[Properties]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 2 右側のペインで、[Confirmation Messages]をクリックします。

ステップ 3 [Confirmation Messages]タブで、必要に応じてフィールドを更新します。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

外部アプリケーションのプロパティの設定

Cisco UCS Manager GUIは、これらのプロパティを SSHなどの外部アプリケーションとの接続に
使用します。

手順

ステップ 1 ツールバーで [Option]をクリックして、[Properties]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 2 右側のペインで、[External Applications]をクリックします。

ステップ 3 [External Applications]タブで、[SSH]および [SSH Parameters]フィールドに値を指定します。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIの表示のカスタマイズ
これらのプロパティでは、CiscoUCSManagerGUIの一部の表示プロパティをカスタマイズできま
す。

手順

ステップ 1 ツールバーで [Option]をクリックして、[Properties]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 2 右側のペインで、[Visual Enhancements]をクリックします。

ステップ 3 [Visual Enhancements]タブで、必要に応じてフィールドを更新します。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
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フィールド値の許容範囲の決定
あるプロパティには、入力できる値の範囲があります。この手順によって、ダイアログボック

ス、ウィンドウ、またはタブのフィールドに対して許容範囲を決定することができます。テーブ

ルまたはツリーにリストされているプロパティの値の範囲の決定には、この手順を使用できませ

ん。

手順

ステップ 1 範囲を確認するフィールドにカーソルを置いて、フィールドにフォーカスを与えます。

ステップ 2 Alt+Shift+Rを押します。
Cisco UCS Manager GUIが値の許容範囲を数秒間表示します。範囲の表示は、画面上の任意の場
所をクリックすると消えます。

ポリシーの使用場所の決定
この手順を実行すれば、選択したポリシーに関連付けられたサービスプロファイルとサービスプ

ロファイルテンプレートを決定することができます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで、使用状況を表示するポリシーをクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域の [Show Policy Usage]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIが、関連付けられたサービスプロファイルとサービスプロファイルテン
プレートを [Service Profiles/Templates]ダイアログボックスに表示します。

プールの使用場所の決定
この手順を実行すれば、選択したプールに関連付けられサービスプロファイルとサービスプロ

ファイルテンプレートを決定できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで、使用状況を参照するプールをクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Show Pool Usage]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIが、関連付けられたサービスプロファイルとサービスプロファイルテン
プレートを [Service Profiles/Templates]ダイアログボックスに表示します。

プール、ポリシー、その他のオブジェクトの削除
プール、ポリシー、またはVLANなどの他のオブジェクトを削除するために使用する方法は、す
べてのオブジェクトで同じです。

オブジェクトを削除する前に、それらがシステム内の他のオブジェクトによって使用または参

照されていないことを確認してください。たとえば、ネットワークポリシーを削除する前に、

サービスプロファイルがそのポリシーを参照していないことを確認します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで、オブジェクトを表示するポッドを展開します。

ステップ 2 [Work]ペインで、適切なタブをクリックし、オブジェクトが置かれている場所に移動します。
たとえば、VLANを削除する場合は、[VLANs]タブをクリックします。

ステップ 3 削除するオブジェクトを選択し、[Delete]をクリックします。

ステップ 4 [Delete]をクリックします。

XML のコピー
Cisco UCS向けの XML APIを使用したスクリプトの開発やアプリケーションの作成を支援するた
めに、Cisco UCS Manager GUIにはCisco UCS Managerでオブジェクトを作成するために使用され
た XMLをコピーするオプションが含まれます。このオプションは、[Navigation]ペインのほとん
どのオブジェクトノード（[Port Profiles]ノードまたは特定のサービスプロファイルのノードな
ど）の右クリックメニューで利用できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで、XMLをコピーするオブジェクトに移動します。

ステップ 2 このオブジェクトを右クリックして、[Copy XML]を選択します。

ステップ 3 XMLを XMLエディタ、Notepad、または他のアプリケーションに貼り付けます。
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第 4 章

ファブリックインターコネクトの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• Initial System Setup, 47 ページ

• スタンドアロン設定用の初期システムセットアップの実行, 49 ページ

• クラスタ設定の初期システムセットアップ, 52 ページ

• スタンドアロンファブリックインターコネクトに対するクラスタ設定のイネーブル化, 57
ページ

• ファブリックインターコネクトのリーダーシップロールの決定, 58 ページ

Initial System Setup
CiscoUCSドメイン内のファブリックインターコネクトに初めてアクセスしたときは、セットアッ
プウィザードで、システム設定に必要な次の情報を設定する必要があります。

•インストール方法（GUIまたは CLI）

•セットアップモード（フルシステムバックアップからの復元または初期セットアップ）

•システム設定タイプ（スタンドアロンまたはクラスタ設定）

•システム名

• adminパスワード

•管理ポートの IPv4アドレスとサブネットマスク、または IPv6アドレスとプレフィックス

•デフォルトのゲートウェイの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス

• DNSサーバの IPv4または IPv6アドレス

•デフォルトのドメイン名
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セットアップモード

システム設定を既存のバックアップファイルから復元するか、セットアップウィザードを実行し

てシステムを手動でセットアップするか、選択できます。システムを復元する場合は、バック

アップファイルが、管理ネットワークから到達可能な場所に存在する必要があります。

システム設定タイプ

Cisco UCSドメインは、スタンドアロン構成で単一のファブリックインターコネクトを使用する
ように設定することもできますし、クラスタ構成でファブリックインターコネクトの冗長ペアを

使用するように設定することもできます。

クラスタ設定では、ハイアベイラビリティが提供されます。一方のファブリックインターコネ

クトが使用不可能になっても、もう一方が代わりを務めます。クラスタ設定をサポートするに

は、管理ポート（Mgmt0）接続が 1つだけあれば十分です。しかし、リンクレベルの冗長性を実
現するには、両方のMgmt0ポートを接続する必要があります。

さらに、クラスタ構成では、冗長仮想インターフェイス（VIF）接続のフェールオーバーリカバ
リ時間が大幅に向上します。アダプタに、あるファブリックインターコネクトへのアクティブな

VIF接続と別の（第 2の）ファブリックインターコネクトへのスタンバイ VIF接続が存在する場
合、アクティブなVIFの学習済みMACアドレスは複製されますが、第2のファブリックインター
コネクトにはインストールされません。アクティブな VIFに障害が発生した場合、第 2のファブ
リックインターコネクトは複製されたMACアドレスをインストールし、それを Gratuitous ARP
メッセージを介してネットワークにブロードキャストして、切り替え時間を短縮します。

クラスタ構成では、管理プレーンに対してのみ冗長性が提供されます。データの冗長性はユー

ザの設定に依存するので、データの冗長性をサポートするにはサードパーティ製のツールが必

要なこともあります。

（注）

クラスタ構成を使用するには、L1（L1から L1）と L2（L2から L2）のハイアベイラビリティ
ポート間で、イーサネットケーブルを使用して 2つのファブリックインターコネクトを直接接続
し、その間に他のファブリックインターコネクトが含まれないようにする必要があります。ま

た、パッチパネルを介してファブリックインターコネクトを直接接続すると、それらは互いの状

態を継続的にモニタして、一方で故障が発生した場合に即座にそれを検知できるようになります。

クラスタ設定内の両方のファブリックインターコネクトに対して初期セットアッププロセスを実

行する必要があります。クラスタ構成用に設定した 1番目のファブリックインターコネクトをイ
ネーブルにする必要があります。 2番目のファブリックインターコネクトを設定すると、その
ファブリックインターコネクトはクラスタ内のピアファブリックインターコネクトとして 1番
目のファブリックインターコネクトを検出します。
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管理ポートの IP アドレス
スタンドアロン設定では、ファブリックインターコネクトの単一の管理ポートに対して IPv4アド
レス、ゲートウェイ、サブネットマスクを 1つだけ、または IPv6アドレス、ゲートウェイ、ネッ
トワークプレフィックスを 1つだけ指定する必要があります。管理ポートの IPアドレスに対し
て IPv4または IPv6アドレスのいずれかを設定できます。

クラスタ構成では、同一のサブネットに以下の 3つの IPv4アドレスを指定するか、プレフィック
スが同じ 3つの IPv6アドレスを指定する必要があります。

•ファブリックインターコネクト Aの管理ポートの IPアドレス

•ファブリックインターコネクト Bの管理ポートの IPアドレス

•クラスタの IPアドレス

クラスタ構成では、両方のファブリックインターコネクトの管理ポートに同じアドレスタイ

プ（IPv4または IPv6）を設定する必要があります。最初の FIに IPv4アドレスを設定し、2番
目の FIに IPv6アドレスを設定すると、その構成は機能しません。

（注）

スタンドアロン設定用の初期システムセットアップの実

行

はじめる前に

1 ファブリックインターコネクトにおける次の物理接続を確認します。

•コンソールポートがコンピュータ端末またはコンソールサーバに物理的に接続されてい
る。

•管理イーサネットポート（mgmt0）が外部のハブ、スイッチ、またはルータに接続され
ている。

詳細については、お使いのファブリックインターコネクトに関する『Cisco UCS Hardware
Installation Guide』を参照してください。

2 コンソールポートに接続しているコンピュータ端末（またはコンソールサーバ）でコンソー

ルポートパラメータが次のとおりであることを確認します。

• 9600ボー

• 8データビット

•パリティなし

• 1ストップビット
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3 初期設定で入力する必要がある次の情報を収集します。

•システム名

• adminアカウントのパスワード。 Cisco UCS Managerのパスワードのガイドラインに適合
する強力なパスワードを選択します。このパスワードは空にできません。

•管理ポート IPv4およびサブネットマスク、または IPv6アドレスとプレフィックス。

•デフォルトゲートウェイ IPv4アドレスまたは IPv6アドレス。

• DNSサーバの IPv4または IPv6アドレス（任意）。

•システムのドメイン名（任意）。

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されま

す。

ステップ 3 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 4 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレフィッ
クス

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4アドレス
または IPv6アドレス

Cisco UCSManagerは、IPv6 DHCPサーバまたは IPv6ルータアドバタイズメントからの
自動設定をサポートしません。

（注）

ステップ 5 プロンプトから、サポートされるWebブラウザにWebリンクをコピーし、CiscoUCSManagerGUI
起動ページに移動します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 7 [Express Setup]ページで [Initial Setup]を選択し、[Submit]をクリックします。

ステップ 8 [Cluster and Fabric Setup]領域で、[Standalone Mode]オプションを選択します。

ステップ 9 [System Setup]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド

Cisco UCSドメインに割り当てられる名前。

スタンドアロン設定では、システム名に「-A」が追
加されます。クラスタ設定では、ファブリックAに
割り当てられたファブリックインターコネクトに

「-A」が、ファブリック Bに割り当てられたファブ
リックインターコネクトに「-B」が追加されます。

[System Name]フィールド

ファブリックインターコネクト上のAdminアカウン
トに使用されるパスワード。

Cisco UCSManagerのパスワードのガイドラインに適
合する強力なパスワードを選択します。このパスワー

ドは空にできません。

[Admin Password]フィールド

ファブリックインターコネクト上のAdminアカウン
トに使用されるパスワード。

[Confirm Admin Password]フィールド

ファブリックインターコネクトの管理ポートのスタ

ティック IPv4または IPv6アドレス。
[Mgmt IP Address]フィールド

ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4
サブネットマスクまたは IPv6プレフィクス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力された
アドレスタイプに基づく、[Mgmt IP
Netmask]または [Mgmt IP Prefix]用のシス
テムプロンプト。

（注）

[Mgmt IP Netmask]フィールドまたは
[Mgmt IP Prefix]フィールド

ファブリックインターコネクト上の管理ポートに割

り当てられるデフォルトゲートウェイの IPv4または
IPv6アドレス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力された
アドレスタイプに基づく、[DefaultGateway]
用のシステムプロンプト。

（注）

[Default Gateway]フィールド

ファブリックインターコネクトに割り当てられる

DNSサーバの IPv4または IPv6アドレス。
[DNS Server IP]フィールド

ファブリックインターコネクトが存在するドメイン

の名前。

[Domain Name]フィールド

ステップ 10 [Submit]をクリックします。
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セットアップ操作の結果がページに表示されます。

クラスタ設定の初期システムセットアップ

第 1 ファブリックインターコネクトでの初期システムセットアップの
実行

はじめる前に

1 ファブリックインターコネクトにおける次の物理接続を確認します。

•第 1のファブリックインターコネクトのコンソールポートが、コンピュータ端末または
コンソールサーバに物理的に接続されている。

•管理イーサネットポート（mgmt0）が外部のハブ、スイッチ、またはルータに接続され
ている。

詳細については、お使いのファブリックインターコネクトに関する『Cisco UCS Hardware
Installation Guide』を参照してください。

2 コンソールポートに接続しているコンピュータ端末（またはコンソールサーバ）でコンソー

ルポートパラメータが次のとおりであることを確認します。

• 9600ボー

• 8データビット

•パリティなし

• 1ストップビット

3 初期設定で入力する必要がある次の情報を収集します。

•システム名。

• adminアカウントのパスワード。 Cisco UCS Managerのパスワードのガイドラインに適合
する強力なパスワードを選択します。このパスワードは空にできません。

• 3つのスタティック IPv4または IPv6アドレス：両方のファブリックインターコネクトの
管理ポートに 2つ（各ファブリックインターコネクトに 1つずつ）、および Cisco UCS
Managerによって使用されるクラスタ IPアドレスに 1つ。

• 3つのスタティック IPv4アドレスのサブネットマスク、または 3つのスタティック IPv6
アドレスのネットワークプレフィックス。

•デフォルトゲートウェイ IPv4アドレスまたは IPv6アドレス。
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• DNSサーバの IPv4または IPv6アドレス（任意）。

•システムのドメイン名（任意）。

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されま

す。

ステップ 3 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 4 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレフィッ
クス

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4アドレス
または IPv6アドレス

クラスタ設定では、設定時に両方のファブリックインターコネクトに同じ管理インター

フェイスのアドレスタイプを割り当てる必要があります。

（注）

ステップ 5 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページに
移動します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 7 [Express Setup]ページで [Initial Setup]を選択し、[Submit]をクリックします。

ステップ 8 [Cluster and Fabric Setup]領域で次の手順を実行します。
a) [Enable Clustering]オプションをクリックします。
b) [Fabric Setup]オプションに対して Fabric Aを選択します。
c) [Cluster IP Address]フィールドに、Cisco UCS Managerが使用する IPv4アドレスまたは IPv6ア
ドレスを入力します。

ステップ 9 [System Setup]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

Cisco UCSドメインに割り当てられる名前。

スタンドアロン設定では、システム名に「-A」が追
加されます。クラスタ設定では、ファブリックAに
割り当てられたファブリックインターコネクトに

「-A」が、ファブリック Bに割り当てられたファブ
リックインターコネクトに「-B」が追加されます。

[System Name]フィールド
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説明フィールド

ファブリックインターコネクト上のAdminアカウン
トに使用されるパスワード。

Cisco UCSManagerのパスワードのガイドラインに適
合する強力なパスワードを選択します。このパスワー

ドは空にできません。

[Admin Password]フィールド

ファブリックインターコネクト上のAdminアカウン
トに使用されるパスワード。

[Confirm Admin Password]フィールド

ファブリックインターコネクトの管理ポートのスタ

ティック IPv4または IPv6アドレス。
[Mgmt IP Address]フィールド

ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4
サブネットマスクまたは IPv6プレフィクス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力された
アドレスタイプに基づく、[Mgmt IP
Netmask]または [Mgmt IP Prefix]用のシス
テムプロンプト。

（注）

[Mgmt IP Netmask]フィールドまたは
[Mgmt IP Prefix]フィールド

ファブリックインターコネクト上の管理ポートに割

り当てられるデフォルトゲートウェイの IPv4または
IPv6アドレス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力された
アドレスタイプに基づく、[DefaultGateway]
用のシステムプロンプト。

（注）

[Default Gateway]フィールド

ファブリックインターコネクトに割り当てられる

DNSサーバの IPv4または IPv6アドレス。
[DNS Server IP]フィールド

ファブリックインターコネクトが存在するドメイン

の名前。

[Domain Name]フィールド

ステップ 10 [Submit]をクリックします。
セットアップ操作の結果がページに表示されます。
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第 2 ファブリックインターコネクトでの初期システムセットアップの
実行

はじめる前に

次の項目を確認しておく必要があります。

•第 2のファブリックインターコネクトのコンソールポートが、コンピュータ端末またはコ
ンソールサーバに物理的に接続されている。

•設定した第 1ファブリックインターコネクトでの adminアカウントのパスワードを知ってい
る。

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されま

す。

ステップ 3 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 4 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスクまたは IPv6プレフィッ
クス

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4アドレス
または IPv6アドレス

クラスタ設定では、設定時に両方のファブリックインターコネクトに同じ管理インター

フェイスのアドレスタイプを割り当てる必要があります。

（注）

ステップ 5 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページに
移動します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 7 [Express Setup]ページで [Initial Setup]を選択し、[Submit]をクリックします。
ファブリックインターコネクトは、第 1ファブリックインターコネクトの設定情報を検出しま
す。

ステップ 8 [Cluster and Fabric Setup]領域で次の手順を実行します。
a) [Enable Clustering]オプションを選択します。
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b) [Fabric Setup]オプションに対して Fabric Bが選択されていることを確認します。

ステップ 9 [System Setup]領域の [Admin Password of Master]フィールドに、Adminアカウントのパスワードを
入力します。

[Manager Initial Setup]領域が表示されます。

ステップ 10 [Manager Initial Setup]領域で表示されるフィールドは、第 1ファブリックインターコネクトを IPv4
または IPv6のどちらの管理アドレスで設定したかによって異なります。次のように、設定に適し
たフィールドに入力します。

説明フィールド

ローカルファブリックインターコネクトの

Mgmt0インターフェイスの IPv4アドレスを入
力します。

[Peer FI is IPv4 Cluster enabled. Please Provide Local
Fabric InterconnectMgmt0 IPv4Address]フィール
ド

ローカルファブリックインターコネクトの

Mgmt0インターフェイスの IPv6アドレスを入
力します。

[Peer FI is IPv6 Cluster Enabled. Please Provide Local
Fabric InterconnectMgmt0 IPv6Address]フィール
ド

ステップ 11 [Submit]をクリックします。
セットアップ操作の結果がページに表示されます。

ファブリックインターコネクトへのアウトオブバンド IPv4 アドレスの
追加

すべてのファブリックインターコネクトでは、OOB IPv4アドレス、ネットワークマスク、およ
びゲートウェイが必要です。この手順では、スタティック IPv6アドレスで設定されたファブリッ
クインターコネクトに OOB IPv4アドレスを設定する方法について説明します。

はじめる前に

ファブリックインターコネクトに割り当てるアウトオブバンド（OOB）IPv4アドレスを収集しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファブリック Aのファブリックコンフィギュ
レーションモードを開始します。

UCS-A # scope fabric interconnect
a

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

OOB IPv4アドレス、ネットワークマスク、お
よびゲートウェイアドレスを設定します。

UCS-A/fabric-interconnect # set
out-of-band ip ip-addr netmask
ip-addrgw ip-addr

ステップ 2   

システムは変更がコミットされると、コンソー

ルセッションの変更が切断される可能性を警告

します。

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A/fabric-interconnect #
commit-buffer

ステップ 3   

次に、ファブリックインターコネクト Aの OOB IPv4アドレスを設定する例を示します。
UCS-A# scope fabric-interconnect a
UCS-A /fabric-interconnect # set out-of-band ip 10.105.214.107 netmask 255.255.255.0 gw
10.105.214.1
Warning: When committed, this change may disconnect the current CLI session
UCS-A /fabric-interconnect* # commit-buffer

スタンドアロンファブリックインターコネクトに対する

クラスタ設定のイネーブル化
1つのスタンドアロンファブリックインターコネクトを使用する既存の Cisco UCSドメインに、
2番目のファブリックインターコネクトを追加できます。これを行うには、クラスタの仮想 IPま
たは IPv6アドレスを使用して設定することでスタンドアロンファブリックインターコネクトの
クラスタ動作をイネーブルにし、その後、クラスタに 2番目のファブリックインターコネクトを
追加します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ローカル管理モードを開始します。UCS-A# connect local-mgmtステップ 1   

指定の IPv4または IPv6アドレスを持つスタンドアロ
ンファブリックインターコネクトでクラスタ動作を

UCS-A(local-mgmt) # enable
cluster
{virtual-ip-addr|virtual-ip6-addr}

ステップ 2   

イネーブルにします。このコマンドを入力すると、

クラスタ動作をイネーブルにすることを確認するプロ

ンプトが表示されます。確認のためにyesと入力しま
す。

IPアドレスは、クラスタに追加するファブリックイ
ンターコネクトに割り当てられた IPアドレスではな
く、クラスタ設定用の仮想 IPv4または IPv6アドレス
である必要があります。
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目的コマンドまたはアクション

次に、仮想 IPv4アドレス 192.168.1.101を使用して、スタンドアロンファブリックインターコネ
クトのクラスタ動作をイネーブルにする例を示します。

UCS-A# connect local-mgmt
UCS-A(local-mgmt)# enable cluster 192.168.1.101
This command will enable cluster mode on this setup. You cannot change it
back to stand-alone. Also, any GUI or KVM sessions may be terminated. Are you sure you want
to continue? (yes/no): yes
UCS-A(local-mgmt)#

次に、仮想 IPv6アドレス 192.168.1.101を使用して、スタンドアロンファブリックインターコネ
クトのクラスタ動作をイネーブルにする例を示します。

UCS-A# connect local-mgmt
UCS-A(local-mgmt)# enable cluster ipv6 2001::109
This command will enable IPv6 cluster mode on this setup. You cannot change it
back to stand-alone. Also, any GUI or KVM sessions may be terminated. Are you sure you want
to continue? (yes/no): yes
UCS-A(local-mgmt)#

次の作業

クラスタに第 2のファブリックインターコネクトを追加します。

ファブリックインターコネクトのリーダーシップロール

の決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 ロールを識別するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [General]タブで、[High Availability Details]バーの下矢印をクリックしてこの領域を展開します。

ステップ 6 [Leadership]フィールドを表示して、このファブリックインターコネクトがプライマリファブリッ
クインターコネクトか、従属ファブリックインターコネクトかを決定します。
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第 5 章

ポートおよびポートチャネルの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクトのユニファイドポート, 60 ページ

• サーバポート, 65 ページ

• アップリンクイーサネットポート, 65 ページ

• ファブリックインターコネクトのポートの再設定, 67 ページ

• ファブリックインターコネクトのポートのイネーブル化またはディセーブル化, 67 ページ

• ファブリックインターコネクトのポート設定解除, 68 ページ

• アプライアンスポート, 68 ページ

• FCoEおよびファイバチャネルストレージポート, 71 ページ

• FCoEアップリンクポート, 72 ページ

• ユニファイドアップリンクポート, 73 ページ

• アップリンクイーサネットポートチャネル, 75 ページ

• アプライアンスポートチャネル, 78 ページ

• ファイバチャネルポートチャネル, 80 ページ

• FCoEポートチャネル, 84 ページ

• ユニファイドアップリンクポートチャネル, 85 ページ

• アダプタポートチャネル, 86 ページ

• Internal Fabric Managerを使用したサーバポートの設定, 86 ページ
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Cisco UCS 6324 ファブリックインターコネクトのユニファ
イドポート

ユニファイドポートは Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクト上のポートであり、イー
サネットまたはファイバチャネルトラフィックを伝送するように設定できます。これらのポー

トは予約されていません。設定するまで、Cisco UCSドメインではそれらのポートを使用できま
せん。

ファブリックインターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的にイネーブルに設

定されます。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが

中断されることがあります。ポートは設定後にディセーブルにできます。

（注）

設定可能なビーコン LEDは、選択したポートモードに設定されているユニファイドポートを示
します。

ポートモード

ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファイ

バチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ポートモードは、ファブリックイ

ンターコネクトによって自動的に検出されません。これは Cisco UCS Managerで設定されます。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられま

す。VLANやVSANなど、そのポートの設定に関連付けられているオブジェクトはすべて削除さ
れます。ユニファイドポートのポートモードを変更できる回数に制限はありません。

ポートタイプ

ポートタイプは、統合ポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義します。

イーサネットポートモードに変更された統合ポートは、デフォルトでアップリンクイーサネッ

トポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートモードに変更された統合ポートは、

ファイバチャネルアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートの設

定を解除することはできません。

ポートタイプ変更時のリブートは不要です。

ポートモードがイーサネットに設定されたときには、次のポートタイプを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

•イーサネットポートチャネルメンバ

• FCoEポート
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•アプライアンスポート

•アプライアンスポートチャネルメンバ

• SPAN宛先ポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してから、そのポー
トを SPAN送信元として設定します。

（注）

ポートモードがファイバチャネルに設定されたときには、次のポートタイプを設定できます。

•ファイバチャネルアップリンクポート

•ファイバチャネルポートチャネルメンバ

•ファイバチャネルストレージポート

• FCoEアップリンクポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してから、そのポー
トを SPAN送信元として設定します。

（注）

Cisco UCS Miniスケーラビリティポート
Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクトには 4つのユニファイドポートに加えて、1つの
スケーラビリティポートがあります。スケーラビリティポートは 40GB QSFP+ブレークアウト
ポートで、適切な配線を使って 4つの 1 Gまたは 10G SFP+ポートをサポートできます。スケー
ラビリティポートは、サポート対象の Cisco UCSラックサーバ、アプライアンスポート、また
は FCoEポート用のライセンスサーバポートとして使用できます。

CiscoUCSManagerGUIでは、スケーラビリティポートは、[Ethernet Ports]ノードの下に [Scalability
Port 5]と表示されます。個々のブレークアウトポートは、[Port 1]～ [Port 4]と表示されます。

CiscoUCSManager CLIでは、スケーラビリティポートは表示されませんが、個々のブレークアウ
トポートは [Br-Eth1/5/1]～ [Br-Eth1/5/4]と表示されます。

スケーラビリティポートの設定

サポートされている任意のタイプのポートまたはスケーラビリティポートのポートメンバーを設

定するには、[Ethernet Ports]モードを展開し、それから、[Scalability Port 5]ノードを展開します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet
Ports] > [Scalability Port 5]を展開します。

ステップ 3 [Scalability Port 5]ノード下のポートをクリックします。

ステップ 4 必要に応じて、ポートを設定します。

ユニファイドポートの設定に関するガイドライン

ユニファイドポートを設定する際は、次のガイドラインおよび制約事項を考慮してください。

ポートモードの設定

Cisco UCS Manager GUIインターフェイスは、スライダを使用してユニファイドポートのポート
モードを設定するので、ユニファイドポートへのポートモードの割り当て方法を制限する次の制

約事項が自動的に適用されます。CiscoUCSManager CLIインターフェイスを使用する場合は、ト
ランザクションをシステム設定にコミットするときに次の制約事項が適用されます。ポートモー

ドの設定が次の制約事項のいずれかに違反している場合、Cisco UCSManager CLIによってエラー
が表示されます。

•イーサネットポートがブロックにグループ化されていること。

•ファイバチャネルポートがブロックにグループ化されていること。

•イーサネットポートとファイバチャネルポートの交替は、サポートされない。

ユニファイドアップリンクポートおよびユニファイドストレージポー

トに関する注意およびガイドライン

以下は、ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートを使用する際に従

うべき注意事項とガイドラインです。

•ユニファイドアップリンクポートでは、SPAN送信元として 1つのコンポーネントを有効に
すると、他のコンポーネントが自動的に SPAN送信元になります。
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イーサネットアップリンクポートで SPAN送信元を作成または削除すると、
Cisco UCS Managerは FCoEアップリンクポートで自動的に SPAN送信元を作
成または削除します。 FCoEアップリンクポートで SPAN送信元を作成する
場合も同じことが起こります。

（注）

• FCoEおよびユニファイドアップリンクポートでデフォルトでないネイティブVLANを設定
する必要があります。このVLANは、トラフィックには使用されません。CiscoUCSManager
はこの目的のために、既存の fcoe-storage-native-vlanを再利用します。この
fcoe-storage-native-vlanは、FCoEおよびユニファイドアップリンクでネイティブ VLANとし
て使用されます。

•ユニファイドアップリンクポートでは、イーサネットアップリンクポートにデフォルトで
ない VLANを設定しないと、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドアップリンクポートの
ネイティブ VLANとして割り当てられます。イーサネットポートにネイティブ VLANとし
て指定されているデフォルトでないネイティブ VLANがある場合、ユニファイドアップリ
ンクポートのネイティブ VLANとしてこれが割り当てられます。

•イーサネットポートチャネル下でメンバポートを作成または削除すると、CiscoUCSManager
は FCoEポートチャネル下で自動的にメンバポートを作成または削除します。 FCoEポート
チャネルでメンバポートを作成または削除する場合も同じことが起こります。

•サーバポート、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたは FCoEストレージな
どのスタンドアロンポートとしてイーサネットポートを設定し、それをイーサネットまた

は FCOEポートチャネルのメンバポートにすると、Cisco UCS Managerは自動的にこのポー
トをイーサネットと FCoEポートチャネル両方のメンバにします。

•サーバアップリンク、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンクまたはFCoEストレー
ジのメンバからメンバポートのメンバーシップを削除すると、Cisco UCS Managerはイーサ
ネットポートチャネルと FCoEポートチャネルから対応するメンバポートを削除し、新し
いスタンドアロンポートを作成します。

•ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートの場合、2つのインター
フェイスを作成するときは、1つだけライセンスがチェックされます。どちらかのインター
フェイスが有効な限り、ライセンスはチェックされたままになります。両方のインターフェ

イスがユニファイドアップリンクポートまたはユニファイドストレージポートでディセー

ブルの場合にのみライセンスが解放されます。

ポートモードの変更のデータトラフィックへの影響

ポートモードの変更は、Cisco UCSドメインのデータトラフィックへの割り込みを引き起こす場
合があります。割り込みの長さや影響を受けるトラフィックは、Cisco UCSドメインの設定およ
びポートモード変更を行ったモジュールに依存します。
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ポートモード変更のクラスタ設定の固定モジュールへの影響

クラスタ設定には 2個のファブリックインターコネクトがあります。固定モジュールへのポート
変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。データトラフィックの影

響は、1つのファブリックインターコネクトに障害が発生したときにもう一方にフェールオーバー
するようサーバ vNICを設定したかどうかに左右されます。

両方のファブリックインターコネクトの固定モジュールのポートモードを同時に変更すると、

ファブリックインターコネクトによるすべてのデータトラフィックが、ファブリックインター

コネクトがリブートする約 8分間中断されます。

ポートモード変更のスタンドアロン設定の固定モジュールへの影響

スタンドアロン設定にはファブリックインターコネクトが 1つだけあります。固定モジュールへ
のポート変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。ファブリックイ

ンターコネクトによるすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクトがリブー

トする約 8分間中断されます。

6324 ファブリックインターコネクトのポートモードの設定

のポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されることがあります。これは、

固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブートが必要となり、。

CiscoUCSドメインに、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェー
ルオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、[Configure Unified Ports]をクリックします。

ステップ 5 確認メッセージを確認し、次のいずれかをクリックします。

• [Yes]：ポートモードの設定を続行します。

• [No]：ポートモードを設定せずに終了し、適切なメンテナンスウィンドウを待ちます。

ステップ 6 [Configure FixedModule Port]ダイアログボックスで、マウスを使用して、モジュールに必要なポー
トモードの設定が表示されるまでバーに沿ってスライダをドラッグします。

以前設定されたポートのポートモードを変更すると、ポートは未設定の状態に戻ります。
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ステップ 7 他のモジュールのポートモードを設定する必要がある場合は、ステップ 5と 6を繰り返します。

ステップ 8 ポートモードの設定を保存するには、[Finish]をクリックします。
ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックインターコネクトを経由

するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビリティが提供され、フェー

ルオーバー用に設定された vNICがあるサーバが含まれるクラスタ構成では、トラフィックは他
のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中断は発生しません。

次の作業

ポートのポートタイプを設定します。スライダの上に表示されるモジュールの任意のポートで右

クリックして、そのポートに使用可能なポートタイプを設定できます。

サーバポート

サーバポートの設定

このタスクでは、ポートの設定方法を 1つだけ説明します。右クリックメニューから、または
LANアップリンクマネージャでも設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name] > [Fixed Module] > [Ethernet
Ports]を展開します。

ステップ 3 [Ethernet Ports]ノード下のポートをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 6 ドロップダウンリストから [Configure as Server Port]を選択します。

アップリンクイーサネットポート

アップリンクイーサネットポートの設定

このタスクでは、アップリンクイーサネットポートの設定方法を1つだけ説明します。右クリッ
クメニューからもアップリンクイーサネットポートを設定できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード下のポートの 1つをクリックします。
サーバポート、アプライアンスのポート、または FCoEストレージポートを再設定する場合は、
適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンリストから [Configure as Uplink Port]を選択します。

次の作業

必要に応じて、アップリンクイーサネットポートのデフォルトフロー制御ポリシーおよび管理

速度のプロパティを変更します。

アップリンクイーサネットポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、変更するアップリンクイーサネットポートをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Show Interface]をクリックします。

ステップ 7 [Properties]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
a) （任意） [User Label]フィールドに、ポートを識別するためのラベルを入力します。
b) [Flow Control Policy]ドロップダウンリストからフロー制御ポリシーを選択し、受信バッファ
がいっぱいになった場合にポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送受信する方法を決定しま
す。

c) [Admin Speed]フィールドで、次のオプションボタンの 1つをクリックします。

• 1Gbps

• 10 Gbps
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ステップ 8 [OK]をクリックします。

ファブリックインターコネクトのポートの再設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 再設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 再設定するポートを 1つ以上クリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンリストからポートの再設定方法を選択します。

例：アップリンクイーサネットポートをサーバポートとして再設定する

1 [Ethernet Ports]ノードを展開し、再設定するポートを選択します。

2 上記のステップ 5および 6を実行します。

3 ドロップダウンリストから [Configure as Server Port]を選択します。

ファブリックインターコネクトのポートのイネーブル化

またはディセーブル化
ファブリックインターコネクト上でポートを有効または無効にした後、1分以上待ってからシャー
シを再認識させます。シャーシを再認識させるのが早すぎると、シャーシからのサーバトラフィッ

クのピン接続が、有効または無効にしたポートに対する変更を使用して更新されないことがあり

ます。

ポートが設定されている場合にのみ、イネーブルまたはディセーブルにできます。ポートが設定

解除された場合、イネーブルとディセーブルのオプションはアクティブではありません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 イネーブルまたはディセーブルにするポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Enable Port]または [Disable Port]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ファブリックインターコネクトのポート設定解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

アプライアンスポート
アプライアンスのポートは、直接接続されたNFSストレージをファブリックインターコネクトに
接続するためだけに使用されます。
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新しいアプライアンス VLANを作成すると、IEEE VLAN IDは LANクラウドに追加されませ
ん。したがって、新しい VLANに設定されたアプライアンスのポートは、ピン接続障害が原
因でデフォルトでダウンしたままになります。これらのアプライアンスのポートを起動する

には、同じ IEEE VLAN IDを使用して LANクラウドで VLANを設定する必要があります。

（注）

アプライアンスポートの設定

このタスクでは、アプライアンスポートの設定方法を 1つだけ説明します。 [General]タブからア
プライアンスポートを設定することもできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。
サーバポート、アップリンクイーサネットポート、または FCoEストレージポートを再設定す
る場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンリストから、[Configure as Appliance Port]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 [Configure as Appliance Port]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 10 [VLANs]領域で、次の手順を実行します。
a) フィールドで、次のオプションボタンの 1つをクリックしてポートチャネルで使用するモー
ドを選択します。

• [Trunk]：Cisco UCS Manager GUIに VLANテーブル表示され、使用する VLANを選択す
ることができます。

• [Access]：Cisco UCS Manager GUIに [Select VLAN]ドロップダウンリストが表示され、
ポートまたはポートチャネルに関連付ける VLANを選択できます。

いずれかのモードで、[Create VLAN]リンクをクリックして、新しい VLANを作成できます。
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アプリケーションポートでアップリンクポートをトラバースする必要がある場合、

LANクラウドでこのポートによって使用される各 VLANも定義する必要がありま
す。たとえば、ストレージが他のサーバでも使用される場合や、プライマリファブ

リックインターコネクトのストレージコントローラに障害が発生したときにトラ

フィックがセカンダリファブリックインターコネクトに確実にフェールオーバーさ

れるようにする必要がある場合は、トラフィックでアップリンクポートをトラバー

スする必要があります。

（注）

b) [Trunk]オプションボタンをクリックした場合は、VLANテーブルの必須フィールドに入力し
ます。

c) [Access]オプションボタンをクリックした場合は、ドロップダウンリストからVLANを選択
します。

ステップ 11 （任意） エンドポイントを追加する場合は、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオンに
し、名前とMACアドレスを指定します。

ステップ 12 [OK]をクリックします。

アプライアンスポートのプロパティの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 変更するアプライアンスポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]を展開します。

ステップ 5 プロパティを変更するアプライアンスポートをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Show Interface]をクリックします。
すべてのフィールドを表示するには、[Properties]ダイアログボックスのスクロールバーの展開ま
たは使用が必要になる場合があります。

ステップ 8 [Properties]ダイアログボックスで、必要に応じて値を変更します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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FCoE およびファイバチャネルストレージポート

FCoE ストレージポートの設定
FCoEストレージポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定できます。

このタスクでは、FCoEストレージポートの設定方法を1種類だけ説明します。ポートの[General]
タブから FCoEストレージポートを設定することもできます。

はじめる前に

これらのポートが有効になるためには、ファイバチャネルスイッチングモードが [Switching]に
設定されている必要があります。ストレージポートは、エンドホストモードでは動作しません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートの場所に応じて、次のいずれかを展開します。

• Fixed Module

• Expansion Module

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。
アップリンクイーサネットポート、サーバポート、またはアプライアンスポートを再設定する

場合は、適切なノードを展開します。

ステップ 5 選択したポートを右クリックし、[Configure as FCoE Storage Port]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

アップリンクファイバチャネルポートの復元

このタスクでは、アップリンクFCポートとして動作するFCストレージポートを復元する方法を
1つだけ説明します。そのポートの [General]タブから FCストレージポートを再設定することも
できます。

Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0    
71

ポートおよびポートチャネルの設定

FCoE およびファイバチャネルストレージポート



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 [Expansion Module]ノードを展開します。

ステップ 4 [FC Ports]ノード以下の 1つ以上のポートをクリックします。

ステップ 5 選択した 1つ以上のポートを右クリックし、[Configure as Uplink Port]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

FCoE アップリンクポート
FCoEアップリンクポートは、FCoEトラフィックの伝送に使用される、ファブリックインターコ
ネクトとアップストリームイーサネットスイッチ間の物理イーサネットインターフェイスです。

このサポートにより、同じ物理イーサネットポートで、イーサネットトラフィックとファイバ

チャネルトラフィックの両方を伝送できます。

FCoEアップリンクポートはファイバチャネルトラフィック用のFCoEプロトコルを使用してアッ
プストリームイーサネットスイッチに接続します。これにより、ファイバチャネルとイーサネッ

トトラフィックの両方が同じ物理イーサネットリンクに流れることができます。

FCoEアップリンクとユニファイドアップリンクは、ユニファイドファブリックをディストリ
ビューションレイヤスイッチまで拡張することによりマルチホップ FCoE機能を有効にしま
す。

（注）

次のいずれかと同じイーサネットポートを設定できます。

• FCoEアップリンクポート：ファイバチャネルトラフィック専用のFCoEアップリンクポー
トとして。

•アップリンクポート：イーサネットトラフィック専用のイーサネットポートとして。

•ユニファイドアップリンクポート：イーサネットとファイバチャネル両方のトラフィック
を伝送するユニファイドアップリンクポートとして。
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FCoE アップリンクポートの設定
このタスクでは、FCoEアップリンクポートの設定方法を 1つだけ説明します。アップリンク
イーサネットポートは、右クリックメニュー、またはポートの [General]タブから設定することも
できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードの下の、[Unconfigured] ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 7 ドロップダウンオプションから、[Configure as FCoE Uplink Port]を選択します。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。
[Properties]領域で、[Role]が [FCoE Uplink]に変わります。

ステップ 10 （任意）[Properties]領域で、[VSAN]フィールドに [VSAN]を指定します。

ユニファイドアップリンクポート
同じ物理イーサネットポート上にイーサネットアップリンクと FCoEアップリンクを設定した場
合、それらはユニファイドアップリンクポートと呼ばれます。 FCoEまたはイーサネットイン
ターフェイスは個別にイネーブルまたはディセーブルにできます。

• FCoEアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する VFCがイネーブル
またはディセーブルになります。

•イーサネットアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理ポート
がイネーブルまたはディセーブルになります。

イーサネットアップリンクをディセーブルにすると、ユニファイドアップリンクを構成している

物理ポートがディセーブルになります。したがって、FCoEアップリンクもダウンします（FCoE
アップリンクがイネーブルになっている場合でも同様です）。しかし、FCoEアップリンクをディ
セーブルにした場合は、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクがイネーブルであ
れば、FCoEアップリンクは引き続きユニファイドアップリンクポートで正常に動作することが
できます。
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ユニファイドアップリンクポートの設定

次のいずれかから、ユニファイドアップリンクポートを設定できます。

•既存の FCoEアップリンクまたはイーサネットアップリンクのポートから

•未設定のアップリンクポートから

この手順では、既存の FCoEアップリンクポートからユニファイドアップリンクポートを設定す
る 1つの方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Properties]領域で、[Role]が [FCoE Uplink]として表示されていることを確認します。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Reconfigure]をクリックします。

ステップ 8 ドロップダウンオプションから、[Configure as Uplink Port]を選択します。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 10 Cisco UCS Manager GUIが成功のメッセージを表示します。
[Properties]領域で、[Role]が [Unified Uplink]に変わります。

ステップ 11 （任意）[Properties]領域で、[VSAN]フィールドに [VSAN]を指定します。

ユニファイドアップリンクポートの設定解除

ユニファイドアップリンクポートから両方の設定を解除して削除できます。または、FCoEポー
ト設定またはイーサネットポート設定のいずれか一方を設定解除し、もう一方をポートに保持す

ることができます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 設定を解除するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、設定を解除するポートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Unconfigure]をクリックします。次のオプションのいずれかを選択します。

• Unconfigure FCoE Uplink Port

• Unconfigure Uplink Port

• Unconfigure both

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに成功メッセージが表示されます。選択した設定解除オプションに基づ
いて、[Properties]領域の [Role]が変更されます。

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネル
アップリンクイーサネットポートチャネルを使用すると、複数の物理アップリンクイーサネッ

トポートをグループ化して（リンク集約）、1つの論理イーサネットリンクを作成し、耐障害性
と高速接続を実現できます。 Cisco UCS Managerで、先にポートチャネルを作成してから、その
ポートチャネルにアップリンクイーサネットポートを追加します。1つのポートチャネルには、
最大で 8個のアップリンクイーサネットポートを追加できます。

Cisco UCSでは、ポート集約プロトコル（PAgP）ではなく、Link Aggregation Control Protocol
（LACP）を使用して、アップリンクイーサネットポートがポートチャネルにグループ化さ
れます。アップストリームスイッチのポートが LACPに設定されていない場合、ファブリッ
クインターコネクトはアップリンクイーサネットポートチャネルの全ポートを個別のポート

として扱い、パケットを転送します。

（注）
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アップリンクイーサネットポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを追加するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。
Cisco UCS Managerでは、サーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、警告
が表示されます。ダイアログボックスの [Yes]をクリックして、このポートをアップリ
ンクイーサネットポートとして再設定し、ポートチャネルに含めることができます。

（注）

ステップ 7 [Finish]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開しま

す。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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アップリンクイーサネットポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開し

ます。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

アップリンクイーサネットポートチャネルのポートの追加および削

除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [Fabric] > [Port Channels]を展開します。
ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Add Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタンをクリッ
クして [Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[<<]
ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを [Ports]テーブルに移します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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アップリンクイーサネットポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを削除するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードをクリックします。

ステップ 5 [Port Channels]ノードの [General]タブで、削除するポートチャネルを選択します。

ステップ 6 ポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

アプライアンスポートチャネル
アプライアンスポートチャネルを使用すると、複数の物理的なアプライアンスポートをグルー

プ化して 1つの論理的なイーサネットストレージリンクを作成し、耐障害性と高速接続を実現で
きます。 Cisco UCS Managerにおいて、先にポートチャネルを作成してから、そのポートチャネ
ルにアプライアンスポートを追加します。 1つのポートチャネルには、最大で 8個のアプライア
ンスポートを追加できます。

アプライアンスポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを追加するファブリックインターコネクトのノードを展開します。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Create Port Channel]ウィザードの[Set Port Channel Name]パネルで、必須フィールドにポートチャ
ネルのアイデンティティ、およびその他のプロパティを指定します。

このパネルから LANピングループ、ネットワーク制御ポリシーとフロー制御ポリシーを作成で
きます。

ステップ 6 [VLANs]領域で、VLANの [Port Mode]およびその他の情報を指定します。
このパネルから VLANを作成できます。
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ステップ 7 （任意） エンドポイントを追加する場合は、[Ethernet Target Endpoint]チェックボックスをオンに
して名前とMACアドレスを指定します。

ステップ 8 [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Create Port Channel]ウィザードの [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。
Cisco UCS Manager入力した設定によりサービスプロファイルまたはポート設定で問題
が発生する場合は、警告が表示されます。これらの問題が発生する可能性があっても

ポートチャネルを作成する場合は、ダイアログボックスで [Yes]をクリックできます。

（注）

ステップ 10 [Finish]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開しま

す。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances]を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開し

ます。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Disable Port Channel]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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アプライアンスポートチャネルのポートの追加および削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances] > [Fabric] > [Port Channels]を展開します。
ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Add Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタンをクリッ
クして [Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[<<]
ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを [Ports]テーブルに移します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

アプライアンスポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Appliances]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルが含まれるファブリックインターコネクトのノードを展開しま

す。

ステップ 4 [Port Channels]ノードを展開します。

ステップ 5 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネル
ファイバチャネルポートチャネルを使用すると、複数の物理ファイバチャネルポートをグルー

プ化して（リンク集約）、1つの論理ファイバチャネルリンクを作成し、耐障害性と高速接続性
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を実現できます。 Cisco UCS Managerで、先にポートチャネルを作成してから、そのポートチャ
ネルにファイバチャネルポートを追加します。

各 Cisco UCSドメインに最大 2つのファイバチャネルポートチャネルを作成できます。各ファ
イバチャネルポートチャネルには、最大 4つのアップリンクファイバチャネルポートを含める
ことができます。

ファイバチャネルポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

ステップ 4 [FC Port Channels]ノードを右クリックし、[Create Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]パネルで、ポートチャネルの管理速度を指定し、ポートチャネルにポートを追加しま
す。

ステップ 7 [Finish]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネルのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Enable Port Channel]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ファイバチャネルポートチャネルのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Disable Port Channel]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルポートチャネルのポートの追加および削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 ポートを追加または削除するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Add Ports]をクリックします。

ステップ 6 [Add Ports]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

•ポートを追加するには、[Ports]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[>>]ボタンをクリッ
クして [Ports in the port channel]テーブルにポートを追加します。

•ポートを削除するには、[Ports in the port channel]テーブルで 1つ以上のポートを選択し、[<<]
ボタンをクリックしてポートチャネルからポートを [Ports]テーブルに移します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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ファイバチャネルポートチャネルのプロパティの変更

2つのファイバチャネルポートチャネルに接続する場合、両方のポートチャネルの管理速度
が、使用するリンクに一致している必要があります。いずれかまたは両方のファイバチャネ

ルポートチャネルの管理速度が autoに設定されている場合、Cisco UCSが管理速度を自動的
に調整します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 変更するポートチャネルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、次の 1つ以上のフィールドの値を変更します。

説明名前

ポートチャネルに対して指定されたユーザ定義

名。この名前には、1～ 16文字の英数字を使
用できます。

[Name]フィールド

ポートチャネルに関連付けられた VSAN。[VSAN]ドロップダウンリスト

ポートチャネルの管理スピード。ここに表示

される値は次のとおりです。

• 1 Gbps

• 2 Gbps

• 4 Gbps

• 8 Gbps

• auto

[Port Channel Admin Speed]ドロップダウンリス
ト

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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ファイバチャネルポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

FCoE ポートチャネル
FCoEポートチャネルでは、複数の物理 FCoEポートをグループ化し、1つの論理的な FCoEポー
トチャネルを作成することができます。物理レベルでは、FCoEポートチャネルは FCoEトラ
フィックをイーサネットポートチャネル経由で転送します。したがって、一連のメンバから構

成される FCoEポートチャネルは基本的に同じメンバから構成されるイーサネットポートチャネ
ルです。このイーサネットポートチャネルは、FCoEトラフィック用の物理的トランスポートと
して使用されます。

各 FCoEポートチャネルに対し、Cisco UCS Managerは VFCを内部的に作成し、イーサネット
ポートチャネルにバインドします。ホストから受信したFCoEトラフィックは、FCoEトラフィッ
クが FCアップリンクに送信されるのと同じ方法で VFCに送信されます。

FCoE ポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ポートチャネルを作成するファブリックのノードを展開します。

ステップ 4 [FCoE Port Channels]ノードを右クリックし、[Create FCoE Port Channel]を選択します。

ステップ 5 [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、
[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create FCoE Port Channel]ウィザードの [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。

ステップ 7 [Finish]をクリックします。
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FCoE ポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブの [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ユニファイドアップリンクポートチャネル
同じ IDでイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルを作成した場合、それらはユニ
ファイドポートチャネルと呼ばれます。ユニファイドポートチャネルが作成されると、指定さ

れたメンバを持つファブリックインターコネクトで物理イーサネットポートチャネルと VFCが
作成されます。物理イーサネットポートチャネルは、イーサネットトラフィックと FCoEトラ
フィックの両方を伝送するために使用されます。 VFCは、FCoEトラフィックをイーサネット
ポートチャネルにバインドします。

次のルールは、ユニファイドアップリンクポートチャネルのメンバポートセットに適用されま

す。

•ユニファイドポートチャネルとして設定されている、同じ IDのイーサネットポートチャ
ネルと FCoEポートチャネルは、同じメンバポートのセットを持つ必要があります。

•イーサネットポートチャネルにメンバポートチャネルを追加すると、Cisco UCS Manager
は、FCoEポートチャネルにも同じポートチャネルを追加します。同様に、FCoEポート
チャネルにメンバを追加すると、イーサネットポートチャネルにそのメンバポートが追加

されます。

•ポートチャネルの 1つからメンバポートを削除すると、Cisco UCS Managerは他のポート
チャネルから自動的にそのメンバーポートを削除します。

イーサネットアップリンクポートチャネルをディセーブルにすると、ユニファイドアップリン

クポートチャネルを構成している物理ポートチャネルがディセーブルになります。したがって、

FCoEアップリンクポートチャネルもダウンします（FCoEアップリンクがイネーブルになってい
る場合でも同様です）。しかし、FCoEアップリンクポートチャネルをディセーブルにした場合
は、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクポートチャネルがイネーブルであれ
ば、FCoEアップリンクポートチャネルは引き続きユニファイドアップリンクポートチャネル
で正常に動作することができます。
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アダプタポートチャネル
アダプタポートチャネルは、CiscoUCS仮想インターフェイスカード（VIC）から FI-IOモジュー
ルへのすべての物理リンクを 1つの論理リンクにグループ化します。

アダプタポートチャネルは、正しいハードウェアの存在を検出したときに Cisco UCS Managerに
よって内部的に作成また管理されます。アダプタポートチャネルの手動設定はできません。ア

ダプタポートチャネルは、Cisco UCSManager GUIまたは Cisco UCSManager CLIを使用して参照
できます

アダプタポートチャネルの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis_Number] > [Servers] > [Server_Number] >
[Interface Cards]の順に展開します。

ステップ 3 アダプタポートチャネルを表示するアダプタをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [DCE Interfaces]タブをクリックします。

ステップ 5 アダプタポートチャネルの詳細を表示するには、[Port Channel]列のリンクをクリックします。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートの設定

Internal Fabric Manager
Internal Fabric Managerは、Cisco UCSドメインのファブリックインターコネクトにサーバポート
を設定できる単一のインターフェイスを備えています。 Internal Fabric Managerには、そのファブ
リックインターコネクトの [General]タブからアクセスできます。

Internal Fabric Managerで行うことができる設定の一部は、[Equipment]タブ、[LAN]タブ、または
LANアップリンクマネージャのノードでも行うことができます。
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Internal Fabric Manager の起動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 [Fixed Module]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Actions]領域の [Internal Fabric Manager]をクリックします。
別のウィンドウで Internal Fabric Managerが開きます。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートの設定

手順

ステップ 1 Internal Fabric Managerで、下矢印をクリックして [Unconfigured Ports]領域を展開します。

ステップ 2 設定するポートを右クリックし、[Configure as Server Port]を選択します。

ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerで、すべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートの設定解除

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。

ステップ 2 [Unconfigure Port]をクリックします。

ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerで、すべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。
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Internal Fabric Manager を使用したサーバポートのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。

ステップ 2 [Enable Port]をクリックします。

ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerで、すべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。

Internal Fabric Manager を使用したサーバポートのディセーブル化

手順

ステップ 1 [Internal Fabric Manager]で、[Server Ports]テーブルのサーバポートをクリックします。

ステップ 2 [Disable Port]をクリックします。

ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 4 Internal Fabric Managerで、すべてのタスクが完了したら、[OK]をクリックします。
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第 6 章

ライセンスの管理

この章の内容は、次のとおりです。

• ライセンス, 89 ページ

• ファブリックインターコネクトのホスト IDの入手方法, 90 ページ

• ライセンスの取得, 90 ページ

• ローカルファイルシステムからファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロー
ド, 91 ページ

• リモートロケーションからファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロード,
92 ページ

• ライセンスのインストール, 93 ページ

• ファブリックインターコネクトにインストールされているライセンスの表示, 94 ページ

• ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定, 95 ページ

• ライセンスの失効日の決定, 95 ページ

• ライセンスのアンインストール, 95 ページ

ライセンス
各 Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクトにはポートライセンスが付属します。このラ
イセンスは工場でインストールされ、ハードウェアと共に出荷されます。このライセンスは 4つ
の10Gユニファイドポートに対応し、サポートされているあらゆる用途に使用できます。スケー
ラビリティポートライセンスは猶予期間付きで工場インストールされ、アプライアンスポート

または FCoEポートとして Cisco UCSラックサーバで使用できます。

猶予期間

ライセンスがインストールされていないポートを使用しようとすると、Cisco UCSは 120日間の
猶予期間を開始します。猶予期間は、最初にライセンスなしでポートを使用した時点から測定さ
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れ、有効なライセンスファイルがインストールされると一時停止されます。猶予期間中に使用さ

れた時間数はシステムに保存されます。

各物理ポートには固有の猶予期間があります。1つのポートで猶予期間を開始しても、すべて
のポートの猶予期間が開始するわけではありません。

（注）

ライセンスされているポートの設定を解除すると、そのライセンスは、猶予期間内で機能してい

るポートに移行されます。複数のポートが猶予期間内で動作している場合、ライセンスは猶予期

間の終了が最も近いポートに移動されます。

High Availability コンフィギュレーション

フェールオーバー中の不整合を避けるため、クラスタ内の両方のファブリックインターコネクト

に同数のライセンスされたポートを用意することを推奨します。均衡が保たれていない状態で

フェールオーバーが発生すると、CiscoUCSは欠けているライセンスを有効化して、フェールオー
バーノードで使用される各ポートに対して猶予期間を開始します。

ファブリックインターコネクトのホスト ID の入手方法
ホスト IDはシリアル番号とも呼ばれます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 ホスト IDを取得するファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域の [Serial Number (SN)]フィールドにホスト IDが表示されます。

次の作業

シスコから必要なライセンスを入手します。

ライセンスの取得

このプロセスは、このマニュアルのリリース後に変更される場合があります。このマニュア

ルの手順が 1つ以上当てはまらない場合は、シスコの担当者にライセンスファイルの入手方
法をお問い合わせください。

（注）
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はじめる前に

次を入手します。

•ファブリックインターコネクトのホスト IDまたはシリアル番号

•ファブリックインターコネクトの権利証明書またはその他の購入証明書

手順

ステップ 1 権利証明書またはその他の購入証明書から、製品認証キー（PAK）を取得します。

ステップ 2 権利証明書またはその他の購入証明書でWebサイトの URLを確認します。

ステップ 3 ファブリックインターコネクトのWebサイトURLにアクセスし、シリアル番号と PAKを入力し
ます。

シスコからライセンスファイルが電子メールで送信されます。ライセンスファイルは、要求さ

れたファブリックインターコネクトでの使用だけを許可するようにデジタル署名されています。

CiscoUCSManagerがライセンスファイルにアクセスすると、要求された機能も有効になります。

次の作業

ファブリックインターコネクトにライセンスをインストールします。

ローカルファイルシステムからファブリックインター

コネクトへのライセンスのダウンロード

クラスタ構成の場合、マッチングペアの両方のファブリックインターコネクトにライセンス

をダウンロードしてインストールすることをお勧めします。個々のライセンスは、ダウンロー

ドを開始するために使用するファブリックインターコネクトのみにダウンロードされます。

（注）

はじめる前に

シスコから必要なライセンスを入手します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 ライセンスをダウンロードするファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Download Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 [Download License]をクリックします。

ステップ 6 [Download License]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Local File
System]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 [Filename]フィールドに、ライセンスファイルのフルパスと名前を入力します。
ライセンスファイルが配置されているフォルダへの正確なパスがわからない場合は、[Browse]を
クリックしてファイルに移動します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによってファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロード
が開始されます。

ステップ 9 （任意） [Download Tasks]タブで、ダウンロードのステータスをモニタします。
Cisco UCS Managerによって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告され
た場合は、[Packages]タブで古いバンドルを削除して、領域を解放します。ブートフ
ラッシュの空き領域を表示するには、[Equipment]タブのファブリックインターコネク
トにナビゲートし、[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開します。

（注）

ステップ 10 必要なライセンスがすべてファブリックインターコネクトにダウンロードされるまで、このタス

クを繰り返します。

次の作業

すべてのダウンロードタスクが完了した後、ライセンスをインストールします。

リモートロケーションからファブリックインターコネク

トへのライセンスのダウンロード

クラスタ構成の場合、マッチングペアの両方のファブリックインターコネクトにライセンス

をダウンロードしてインストールすることをお勧めします。個々のライセンスは、ダウンロー

ドを開始するために使用するファブリックインターコネクトのみにダウンロードされます。

（注）

はじめる前に

シスコから必要なライセンスを入手します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 ライセンスをダウンロードするファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Download Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 [Download License]をクリックします。

ステップ 6 [Download License]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Remote File
System]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 プロトコルを指定し、必要な情報を入力します。

IPv4または IPv6アドレスではなくホスト名を使用する場合、で DNSサーバを設定す
る必要があります。 Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されていないか、
DNS管理が [Local]に設定されている場合は、Cisco UCS Managerで DNSサーバを設定
します。 Cisco UCSドメイン Cisco UCS Centralに登録されていないか、DNS管理が
[Global]に設定されている場合は、Cisco UCS Centralで DNSサーバを設定します。

（注）

ステップ 8 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIによってファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロード
が開始されます。

ステップ 9 （任意） [Download Tasks]タブで、ダウンロードのステータスをモニタします。
Cisco UCS Managerによって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告され
た場合は、[Packages]タブで古いバンドルを削除して、領域を解放します。ブートフ
ラッシュの空き領域を表示するには、[Equipment]タブのファブリックインターコネク
トにナビゲートし、[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開します。

（注）

ステップ 10 必要なライセンスがすべてファブリックインターコネクトにダウンロードされるまで、このタス

クを繰り返します。

次の作業

すべてのダウンロードタスクが完了した後、ライセンスをインストールします。

ライセンスのインストール

はじめる前に

シスコから必要なライセンスを入手します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Downloaded License Files]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルからインストールするライセンスを選択します。

ステップ 5 [Install License]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Install License]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。
CiscoUCSManagerGUIによってライセンスがインストールされ、未ライセンスのポートまたは機
能がアクティブ化されます。

ファブリックインターコネクトにインストールされてい

るライセンスの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Installed Licenses]タブをクリックし、ファブリックインターコネクトにインス
トールされているすべてのライセンスの詳細を表示します。

ステップ 4 表内のライセンスをクリックし、[Contents]タブにライセンスの詳細を表示します。
ファイル内の個々のライセンスの詳細を表示するには、ライセンスファイルを展開する必要があ

ります。
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ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 動作状態、適用された猶予期間など機能の詳細を表示するには、テーブル中でその機能をクリッ

クします。

ライセンスの失効日の決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [Installed Licenses]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブル内のライセンスをクリックして、ライセンスの詳細を下の [Contents]タブに表示します。

ステップ 5 [Contents]タブでライセンスファイルを展開して、ファイル内のすべてのライセンスを表示しま
す。

ステップ 6 [Expiry]列でライセンスの失効日を参照します。

ライセンスのアンインストール

使用中の永続ライセンスはアンインストールできません。未使用の永久ライセンスだけをア

ンインストールできます。使用中の永続ライセンスを削除しようとすると、CiscoUCSManager
はその要求を拒否し、エラーメッセージを表示します。

（注）

はじめる前に

Cisco UCS Managerの設定をバックアップします。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [License Management]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [Installed Licenses]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルからアンインストールするライセンスを選択します。

ステップ 5 [Clear License]ボタンをクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

CiscoUCSManagerはライセンスを非アクティブ化し、ライセンスのリストからそのライセンスを
削除し、ファブリックインターコネクトからライセンスを削除します。ポートは、ライセンスな

しモードに移行します。クラスタ構成の場合は、他のファブリックインターコネクトからもライ

センスをアンインストールする必要があります。
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第 7 章

コミュニケーションサービスの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• Communication Services, 97 ページ

• CIM-XMLの設定, 99 ページ

• HTTPの設定, 100 ページ

• HTTPSの設定, 100 ページ

• SNMPの設定, 108 ページ

• Telnetのイネーブル化, 117 ページ

• CIMC Webサービスのイネーブル化, 117 ページ

• 通信サービスのディセーブル化, 117 ページ

Communication Services
以下に定義する通信サービスを使用してサードパーティアプリケーションを Cisco UCSに接続で
きます。

Cisco UCSManager次のサービスに対する IPv4および IPv6アドレスアクセスの両方をサポートし
ます。

• CIM XML

• HTTP

• HTTPS

• SNMP

• SSH

• Telnet
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Cisco UCS Manager Webブラウザから [Cisco UCS KVM Direct]起動ページへのアウトオブバンド
IPv4アドレスアクセスをサポートします。このアクセスを提供するには、次のサービスをイネー
ブルにする必要があります。

• CIMC Webサービス

説明通信サービス

このサービスはデフォルトでディセーブルになり、読み取り専用モード

でだけ利用できます。デフォルトのポートは 5988です。

この共通の情報モデルは、DistributedManagement Task Forceによって定
義された標準の 1つです。

CIM XML

このサービスは、デフォルトでディセーブルになります。

このサービスをイネーブルにすると、ユーザは直接サーバに割り当てら

れるか、またはサービスプロファイルを介しサーバに関連付けられた

アウトオブバンドの管理 IPアドレスの1つを使用して直接サーバCIMC
にアクセスできます。

CIMC Webサービスは全体的にイネーブルまたはディセーブ
ルにすることのみが可能です。個別のCIMC IPアドレスに対
し KVMダイレクトアクセスを設定できません。

（注）

CIMC Webサービス

このサービスは、デフォルトでポート 80でイネーブルになります。

Cisco UCS Manager GUIを実行するには HTTPまたは HTTPSのいずれ
かをイネーブルにする必要があります。HTTPを選択した場合、すべて
のデータはクリアテキストモードで交換されます。

セキュリティ上の理由により、HTTPSをイネーブルにし、HTTPをディ
セーブルにすることを推奨します。

デフォルトでは、Cisco UCSはHTTP経由の通信の試行をすべて同等の
HTTPSにリダイレクトします。この動作を変更しないことを推奨しま
す。

CiscoUCSバージョン1.4(1)にアップグレードする場合、これ
はデフォルトでは発生しません。 HTTP経由の通信の試行を
同等の HTTPSにリダイレクトする場合、[Redirect HTTP to
HTTPS]をCisco UCSManagerでイネーブルにする必要があり
ます。

（注）

HTTP

このサービスは、デフォルトでポート 443でイネーブルになります。

HTTPSを使用すると、すべてのデータはセキュアなサーバを介して暗
号化モードで交換されます。

セキュリティ上の目的から、HTTPSだけを使用するようにし、HTTP
通信はディセーブルにするか、リダイレクトすることを推奨します。

HTTPS
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説明通信サービス

このサービスは読み取り専用アクセスに対してイネーブルになり、show
コマンドなど、プロトコルの一部のサブセットをサポートします。こ

れをディセーブルにすることはできません。

このシェルサービスは、Distributed Management Task Forceによって定
義された標準の 1つです。

SMASH CLP

このサービスは、デフォルトでディセーブルになります。イネーブル

の場合、デフォルトのポートは 161です。コミュニティと少なくとも
1つの SNMPトラップを設定する必要があります。

システムに SNMPサーバとの統合が含まれる場合にだけこのサービス
をイネーブルにします。

SNMP

このサービスは、ポート 22でイネーブルになります。これはディセー
ブルにできず、デフォルトのポートを変更することもできません。

このサービスは Cisco UCS Manager CLIへのアクセスを提供します。

SSH

このサービスは、デフォルトでディセーブルになります。

このサービスは Cisco UCS Manager CLIへのアクセスを提供します。

Telnet

CIM-XML の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブを選択します。

ステップ 4 [CIM-XML]領域で、[Enabled]オプションボタンをクリックします。
[CIM-XML]領域が展開して、デフォルトの [Port]番号 5988を表示します。このポート番号は変
更できません。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。
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HTTP の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブをクリックします。

ステップ 4 [HTTP]領域で、[Enabled]オプションボタンをクリックします。
[HTTP]領域が展開され、利用可能な設定オプションが表示されます。

ステップ 5 （任意） [Port]フィールドで、 Cisco UCS Manager GUIが HTTPに使用するデフォルトのポート
を変更します。

デフォルトのポートは 80です。

ステップ 6 （任意） [Redirect HTTP to HTTPS]フィールドで、[Enabled]オプションボタンをクリックしま
す。

HTTPログインのHTTPSログインへのリダイレクションをイネーブルにするには、HTTPSも設定
して有効にする必要があります。いったんイネーブルにすると、HTTPSをディセーブルにするま
ではリダイレクションをディセーブルにできません。

HTTPをHTTPSにリダイレクトする場合、CiscoUCSManagerGUIへのアクセスにHTTP
は使用できません。リダイレクションは、HTTPをディセーブルにして、自動的に
HTTPSにリダイレクトします。

（注）

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

HTTPS の設定

証明書、キーリング、トラストポイント

HTTPSは、公開キーインフラストラクチャ（PKI）のコンポーネントを使用してクライアントの
ブラウザと Cisco UCS Managerなどの 2つのデバイス間でセキュアな通信を確立します。

暗号キーとキーリング

各PKIデバイスは、内部キーリングに非対称のRivest-Shamir-Adleman（RSA）暗号キーのペア（1
つはプライベート、もう 1つはパブリック）を保持します。いずれかのキーで暗号化されたメッ
セージは、もう一方のキーで復号化できます。暗号化されたメッセージを送信する場合、送信者

は受信者の公開キーで暗号化し、受信者は独自の秘密キーを使用してメッセージを復号化します。

送信者は、独自の秘密キーで既知のメッセージを暗号化（「署名」とも呼ばれます）して公開キー

の所有者を証明することもできます。受信者が該当する公開キーを使用してメッセージを正常に
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復号化できる場合は、送信者が対応する秘密キーを所有していることが証明されます。暗号キー

の長さはさまざまであり、通常の長さは 512ビット～ 2048ビットです。一般的に、短いキーよ
りも長いキーの方がセキュアになります。 Cisco UCSManagerでは、最初に 1024ビットのキーペ
アを含むデフォルトのキーリングが提供されます。そして、追加のキーリングを作成できます。

クラスタ名が変更されたり、証明書が期限切れになったりした場合は、デフォルトのキーリング

証明書を手動で再生成する必要があります。

この操作は、UCS Manager CLIのみで使用できます。

証明書

セキュアな通信を準備するには、まず2つのデバイスがそれぞれのデジタル証明書を交換します。
証明書は、デバイスの IDに関する署名済み情報とともにデバイスの公開キーを含むファイルで
す。暗号化された通信をサポートするために、デバイスは独自のキーペアと独自の自己署名証明

書を生成できます。リモートユーザが自己署名証明書を提示するデバイスに接続する場合、ユー

ザはデバイスの IDを簡単に検証することができず、ユーザのブラウザは最初に認証に関する警告
を表示します。デフォルトでは、CiscoUCSManagerにはデフォルトのキーリングからの公開キー
を含む組み込みの自己署名証明書が含まれます。

トラストポイント

Cisco UCS Managerに強力な認証を提供するために、デバイスの IDを証明する信頼できるソース
（つまり、トラストポイント）からサードパーティ証明書を取得し、インストールできます。

サードパーティ証明書は、発行元トラストポイント（ルート認証局（CA）、中間 CA、または
ルート CAにつながるトラストチェーンの一部となるトラストアンカーのいずれか）によって署
名されます。新しい証明書を取得するには、Cisco UCS Managerで証明書要求を生成し、トラス
トポイントに要求を送信する必要があります。

証明書は、Base64エンコード X.509（CER）フォーマットである必要があります。重要

キーリングの作成

Cisco UCS Managerは、デフォルトキーリングを含め、最大 8個のキーリングをサポートしま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Key Management]を展開します。

ステップ 3 [Key Management]を右クリックし、[Create Key Ring]を選択します。

ステップ 4 [Create Key Ring]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Name]フィールドで、キーリングの一意の名前を入力します。
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b) [Modulus]フィールドで、次のいずれかのオプションボタンを選択し、SSLキー長をビット単
位で指定します。

• Mod512

• Mod1024

• Mod1536

• Mod2048

• Mod2560

• Mod3072

• Mod3584

• Mod4096

c) [OK]をクリックします。

次の作業

このキーリングの証明書要求を作成します。

キーリングの証明書要求の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Key Management]を展開します。

ステップ 3 証明書要求を作成するキーリングをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [General]タブで [Create Certificate Request]をクリックします。

ステップ 6 [Create Certificate Request]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークに割り当てられたドメイン名（すべてのホストに

共通）。

[DNS]フィールド

証明書を要求している会社の本社が存在する市または町。

最大64文字まで入力できます。任意の文字、数字、スペース、
および次の特殊文字を使用できます：,（カンマ）、.（ピリオ
ド）、@（アットマーク）、^（キャラット）、(（開き括弧）、)
（閉じ括弧）、-（ダッシュ）、_（アンダースコア）、+（プラ
ス記号）、:（コロン）、/（スラッシュ）。

[Locality]フィールド
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説明名前

証明書を要求している会社の本社が存在する州または行政区分。

最大64文字まで入力できます。任意の文字、数字、スペース、
および次の特殊文字を使用できます：,（カンマ）、.（ピリオ
ド）、@（アットマーク）、^（キャラット）、(（開き括弧）、)
（閉じ括弧）、-（ダッシュ）、_（アンダースコア）、+（プラ
ス記号）、:（コロン）、/（スラッシュ）。

[State]フィールド

会社所在国の国コード。

2文字のアルファベットを入力します。

[Country]フィールド

証明書を要求している組織。

最大64文字まで入力できます。任意の文字、数字、スペース、
および次の特殊文字を使用できます：,（カンマ）、.（ピリオ
ド）、@（アットマーク）、^（キャラット）、(（開き括弧）、)
（閉じ括弧）、-（ダッシュ）、_（アンダースコア）、+（プラ
ス記号）、:（コロン）、/（スラッシュ）。

[Organization Name]フィールド

組織ユニット

最大64文字まで入力できます。任意の文字、数字、スペース、
および次の特殊文字を使用できます：,（カンマ）、.（ピリオ
ド）、@（アットマーク）、^（キャラット）、(（開き括弧）、)
（閉じ括弧）、-（ダッシュ）、_（アンダースコア）、+（プラ
ス記号）、:（コロン）、/（スラッシュ）。

[Organization Unit Name]フィー
ルド

要求に関連付けられている電子メールアドレス。[Email]フィールド

この要求に対するオプションのパスワード。[Password]フィールド

パスワードを指定した場合は、確認のためにそのパスワードを

再入力します。

[Confirm Password]フィールド

ファブリックインターコネクトの完全修飾ドメイン名。[Subject]フィールド

ステップ 7 IPアドレスを割り当てるには、[IPv4]または [IPv6]のタブをクリックします。この選択は、Cisco
UCS Managerをセットアップするときのファブリックインターコネクトの設定に応じて行いま
す。

• [IPv4]タブをクリックし、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

Cisco UCSドメインの IPv4アドレス。[IP Address]フィールド

ファブリックインターコネクト Aの IPv4アド
レス。

[FI-A IP]フィールド

ファブリックインターコネクト Bの IPv4アド
レス。

[FI-B IP]フィールド

• [IPv6]タブをクリックし、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Cisco UCSドメインの IPv6アドレス。[IP Address]フィールド

ファブリックインターコネクト Aの IPv6アド
レス。

[FI-A IP]フィールド

ファブリックインターコネクト Bの IPv6アド
レス。

[FI-B IP]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [Request]フィールドから証明書要求のテキストをコピーし、ファイルに保存します。

ステップ 10 証明書要求を含むファイルをトラストアンカーまたは認証局に送信します。

次の作業

トラストポイントを作成し、トラストアンカーから受け取ったトラストの証明書の証明書チェー

ンを設定します。

トラストポイントの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Key Management]を展開します。

ステップ 3 [Key Management]を右クリックし、[Create Trusted Point]を選択します。

ステップ 4 [Create Trusted Point]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

トラストポイントの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

このトラストポイントの証明書情報。

証明書は、Base64エンコードX.509（CER）フォーマッ
トである必要があります。

重要

[Certificate Chain]フィールド

ステップ 5 [OK]をクリックします。

次の作業

トラストアンカーまたは認証局から証明書を受信したら、キーリングにインポートします。

キーリングへの証明書のインポート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Key Management]を展開します。

ステップ 3 証明書のインポート先となるキーリングをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Certificate]領域で、次のフィールドに値を入力します。
a) [Trusted Point]ドロップダウンリストから、この証明書を付与したトラストアンカーのトラス
トポイントを選択します。

b) [Certificate]フィールドに、トラストアンカーまたは認証局から受け取った証明書のテキスト
を貼り付けます。

証明書は、Base64エンコード X.509（CER）フォーマットである必要がありま
す。

重要

領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリック
します。

ヒント

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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次の作業

キーリングを使用して HTTPSサービスを設定します。

HTTPS の設定

HTTPSで使用するポートとキーリングの変更を含め、HTTPSの設定を完了した後、トランザ
クションを保存またはコミットするとすぐに、現在のすべての HTTPおよび HTTPSセッショ
ンは警告なく閉じられます。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブを選択します。

ステップ 4 [HTTPS]領域で、[Enabled]オプションボタンをクリックします。
[HTTPS]領域が展開され、利用可能な設定オプションが表示されます。

ステップ 5 次のフィールドに入力します。

説明名前

次のいずれかになります。

• [有効化]

• [無効化]

[管理状態]が有効の場合は、CiscoUCSManager GUIに、このセ
クションの残りのフィールドが表示されます。

[管理状態]フィールド

HTTPS接続に使用するポート。

1～ 65535の整数を指定します。このサービスは、デフォルト
でポート 443でイネーブルになります。

[Port]フィールド

Cisco UCSManagerがシステムレベルのHTTPS通信を行うため
に必要なポート。

このポートは変更できません。

[Operational Port]フィールド

HTTPS接続のキーリング。[KeyRing]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

Cisco UCSドメインで使用される暗号スイートセキュリティの
レベル。次のいずれかになります。

• High Strength

• Medium Strength

• Low Strength

• [Custom]：ユーザ定義の暗号スイート仕様の文字列を指定
できます。

[Cipher Suite Mode]フィールド

[Cipher Suite Mode]フィールドで [Custom]を選択した場合は、
このフィールドでユーザ定義の暗号スイート仕様の文字列を指

定します。

暗号スイート仕様の文字列は最大256文字まで使用できますが、
OpenSSL暗号スイート仕様に準拠する必要があります。次を除
き、スペースや特殊文字は使用できません。 !（感嘆符）、+
（プラス記号）、-（ハイフン）、および :（コロン）。詳細に
ついては、http://httpd.apache.org/docs/2.0/mod/mod_
ssl.html#sslciphersuiteを参照してください。

たとえば、CiscoUCSManagerがデフォルトとして使用する中強
度仕様の文字列は次のようになります：
ALL:!ADH:!EXPORT56:!LOW:RC4+RSA:+HIGH:+MEDIUM:+EXP:+eNULL

[Cipher Suite]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

キーリングの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Key Management]を展開します。

ステップ 3 削除するキーリングを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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トラストポイントの削除

はじめる前に

トラストポイントがキーリングによって使用されていないことを確認してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Key Management]を展開します。

ステップ 3 削除するトラストポイントを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

SNMP の設定

SNMP に関する情報
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）は、SNMPマネージャとエージェントの間の通信の
メッセージフォーマットを提供するアプリケーション層プロトコルです。 SNMPでは、ネット
ワーク内のデバイスのモニタリングと管理に使用する標準フレームワークと共通言語が提供され

ます。

SNMP 機能の概要
SNMPフレームワークは 3つの部分で構成されます。

• SNMPマネージャ：SNMPを使用してネットワークデバイスのアクティビティを制御し、モ
ニタリングするシステム。

• SNMPエージェント：管理対象デバイスである Cisco UCS内のソフトウェアコンポーネン
ト。Cisco UCSのデータを保守し、必要に応じてそのデータを SNMPに報告します。 Cisco
UCSには、エージェントと一連のMIBが含まれています。 SNMPエージェントを有効にし
て、マネージャとエージェント間のリレーションシップを作成するには、CiscoUCSManager
で SNMPを有効にして設定します。

•管理情報ベース（MIB）：SNMPエージェント上の管理対象オブジェクトのコレクション。
Cisco UCSリリース 1.4(1)以降では、以前よりも多くのMIBをサポートしています。
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CiscoUCSはSNMPv1、SNMPv2c、およびSNMPv3をサポートします。SNMPv1とSNMPv2cは、
ともにコミュニティベース形式のセキュリティを使用します。 SNMPは次のように定義されてい
ます。

• RFC 3410（http://tools.ietf.org/html/rfc3410）

• RFC 3411（http://tools.ietf.org/html/rfc3411）

• RFC 3412（http://tools.ietf.org/html/rfc3412）

• RFC 3413（http://tools.ietf.org/html/rfc3413）

• RFC 3414（http://tools.ietf.org/html/rfc3414）

• RFC 3415（http://tools.ietf.org/html/rfc3415）

• RFC 3416（http://tools.ietf.org/html/rfc3416）

• RFC 3417（http://tools.ietf.org/html/rfc3417）

• RFC 3418（http://tools.ietf.org/html/rfc3418）

• RFC 3584（http://tools.ietf.org/html/rfc3584）

SNMP 通知
SNMPの重要な機能の 1つは、SNMPエージェントから通知を生成できることです。これらの通
知では、要求をSNMPマネージャから送信する必要はありません。通知は、不正なユーザ認証、
再起動、接続の切断、隣接ルータとの接続の切断、その他の重要なイベントを表示します。

Cisco UCS Managerは、トラップまたはインフォームとして SNMP通知を生成します。 SNMPマ
ネージャはトラップ受信時に確認応答を送信せず、CiscoUCSManagerはトラップが受信されたか
どうかを確認できないため、トラップの信頼性はインフォームよりも低くなります。インフォー

ム要求を受信する SNMPマネージャは、SNMP応答プロトコルデータユニット（PDU）でメッ
セージの受信を確認します。 Cisco UCS Managerが PDUを受信しない場合、インフォーム要求を
再送できます。

SNMP セキュリティレベルおよび権限
SNMPv1、SNMPv2c、およびSNMPv3はそれぞれ別のセキュリティモデルを表します。セキュリ
ティモデルは選択されたセキュリティレベルと組み合わされ、SNMPメッセージの処理中に適用
されるセキュリティメカニズムを決定します。

セキュリティレベルは、SNMPトラップに関連付けられているメッセージの表示に必要な権限を
決定します。権限レベルは、開示されないようメッセージを保護する必要があるか、またはメッ

セージを認証する必要があるかどうかを決定します。サポートされるセキュリティレベルは、実

装されているセキュリティモデルによって異なります。 SNMPセキュリティレベルは、次の権
限の 1つ以上をサポートします。

• noAuthNoPriv：認証なし、暗号化なし

• authNoPriv：認証あり、暗号化なし
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• authPriv：認証あり、暗号化あり

SNMPv3では、セキュリティモデルとセキュリティレベルの両方が提供されています。セキュ
リティモデルは、ユーザおよびユーザが属するロールを設定する認証方式です。セキュリティ

レベルとは、セキュリティモデル内で許可されるセキュリティのレベルです。セキュリティモ

デルとセキュリティレベルの組み合わせにより、SNMPパケット処理中に採用されるセキュリ
ティメカニズムが決まります。

SNMP セキュリティモデルとレベルのサポートされている組み合わせ
次の表に、セキュリティモデルとレベルの組み合わせの意味を示します。

表 2： SNMP セキュリティモデルおよびセキュリティレベル

結果暗号化認証レベルモデル

コミュニティスト

リングの照合を使

用して認証しま

す。

Noコミュニティスト

リング

noAuthNoPrivv1

コミュニティスト

リングの照合を使

用して認証しま

す。

Noコミュニティスト

リング

noAuthNoPrivv2c

ユーザ名の照合を

使用して認証しま

す。

Noユーザ名noAuthNoPrivv3

Hash-Based
Message
AuthenticationCode
（HMAC）メッ
セージダイジェス

ト 5（MD5）アル
ゴリズムまたは
HMACSecureHash
Algorithm（SHA）
アルゴリズムに基

づいて認証しま

す。

NoHMAC-MD5また
は HMAC-SHA

authNoPrivv3
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結果暗号化認証レベルモデル

HMAC-MD5アル
ゴリズムまたは

HMAC-SHAアル
ゴリズムに基づい

て認証します。

データ暗号規格

（DES）の 56
ビット暗号化、お

よび暗号ブロック

連鎖（CBC）DES
（DES-56）標準に
基づいた認証を提

供します。

DESHMAC-MD5また
は HMAC-SHA

authPrivv3

SNMPv3 セキュリティ機能
SNMPv3は、ネットワーク経由のフレームの認証と暗号化を組み合わせることによって、デバイ
スへのセキュアアクセスを実現します。SNMPv3は、設定済みユーザによる管理動作のみを許可
し、SNMPメッセージを暗号化します。 SNMPv3ユーザベースセキュリティモデル（USM）は
SNMPメッセージレベルセキュリティを参照し、次のサービスを提供します。

•メッセージの完全性：メッセージが不正な方法で変更または破壊されていないことを保証し
ます。また、データシーケンスが、通常発生するものよりも高い頻度で変更されていないこ

とを保証します。

•メッセージ発信元の認証：受信データを発信したユーザのアイデンティティが確認されたこ
とを保証します。

•メッセージの機密性および暗号化：不正なユーザ、エンティティ、プロセスに対して情報を
利用不可にしたり開示しないようにします。

SNMP サポート： Cisco UCS
Cisco UCSは、SNMPに対して以下のサポートを備えています。

MIB のサポート

Cisco UCSは、MIBへの読み取り専用アクセスをサポートします。

Cisco UCSで使用可能な特定のMIBおよびその入手先については、Bシリーズサーバは http://
www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/sw/mib/b-series/b_UCS_MIBRef.htmlを、Cシリー
ズは http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/sw/mib/c-series/b_UCS_Standalone_C-Series_
MIBRef.htmlを参照してください。
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SNMPv3 ユーザの認証プロトコル

Cisco UCSは、SNMPv3ユーザ用に次の認証プロトコルをサポートしています。

• HMAC-MD5-96（MD5）

• HMAC-SHA-96（SHA）

SNMPv3 ユーザの AES プライバシープロトコル

Cisco UCSは、SNMPv3メッセージ暗号化用のプライバシープロトコルの 1つとして高度暗号化
規格（AES）を使用し、コメント要求（RFC）3826に準拠しています。

プライバシーパスワード（privオプション）では、SNMPセキュリティ暗号化方式としてDESま
たは 128ビットAESを選択できます。AES-128の設定を有効にして、SNMPv3ユーザ用のプライ
バシーパスワードを含めると、CiscoUCSManagerはそのプライバシーパスワードを使用して 128
ビット AESキーを生成します。 AESのプライバシーパスワードは最小で 8文字です。パスフ
レーズをクリアテキストで指定する場合、最大 64文字を指定できます。

SNMP のイネーブル化および SNMP プロパティの設定
Cisco UCSドメインからの SNMPメッセージには、システム名ではなくファブリックインターコ
ネクト名が表示されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブを選択します。

ステップ 4 [SNMP]領域で、次のフィールドに入力します。

説明名前

次のいずれかになります。

• [有効化]

• [無効化]

システムに SNMPサーバとの統合が含まれる場合にだけこの
サービスをイネーブルにします。

[管理状態]が有効の場合は、CiscoUCSManager GUIに、このセ
クションの残りのフィールドが表示されます。

[管理状態]フィールド

Cisco UCS Managerが SNMPホストと通信するポート。デフォ
ルトポートは変更できません。

[Port]フィールド
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説明名前

CiscoUCSManagerがSNMPホストに送信するトラップメッセー
ジに含まれる、デフォルトの SNMP v1または v2cコミュニティ
名あるいは SNMP v3ユーザ名。

1～ 32文字の英数字文字列を入力します。@（アットマー
ク）、\（バックスラッシュ）、"（二重引用符）、?（疑問符）
または空欄スペースは使用しないでください。デフォルトは

publicです。

[Community/Username]フィール
ド

SNMPの実装を担当するシステムの連絡先。

電子メールアドレス、名前、電話番号など、255文字までの文
字列を入力します。

[System Contact]フィールド

SNMPエージェント（サーバ）が実行するホストの場所。

最大 510文字の英数字を入力します。

[System Location]フィールド

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

次の作業

SNMPトラップおよびユーザを作成します。

SNMP トラップの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブを選択します。

ステップ 4 [SNMP Traps]領域で、[+]をクリックします。

ステップ 5 [Create SNMP Trap]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Cisco UCS Managerがトラップを送信する必要のある SNMPホ
ストの IPアドレス。

SNMPホストに IPv4または IPv6アドレスを使用できます。

[IP Address]フィールド
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説明名前

Cisco UCS Managerがトラップを SNMPホストに送信するとき
に含める SNMP v1/v2cコミュニティ名または SNMP v3ユーザ
名。これは、SNMPサービスに設定されたコミュニティまたは
ユーザ名と同じである必要があります。

1～ 32文字の英数字文字列を入力します。@（アットマー
ク）、\（バックスラッシュ）、"（二重引用符）、?（疑問符）
または空欄スペースは使用しないでください。

[Community/Username]フィール
ド

Cisco UCS Managerがトラップの SNMPホストと通信するポー
ト。

1～ 65535の整数を入力します。デフォルトポートは 162で
す。

[Port]フィールド

トラップに使用されるSNMPバージョンおよびモデル。次のい
ずれかになります。

• V1

• V2c

• V3

[Version]フィールド

バージョンとして [V2c]または [V3]を選択した場合に、送信す
るトラップのタイプ。次のいずれかになります。

• Traps

• informs

[Type]フィールド

バージョンとして [V3]を選択した場合に、トラップに関連付け
る権限。次のいずれかになります。

• [Auth]：認証あり、暗号化なし

• [Noauth]：認証なし、暗号化なし

• [Priv]：認証あり、暗号化あり

[v3 Privilege]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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SNMP トラップの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブを選択します。

ステップ 4 [SNMP Traps]領域で、削除するユーザに対応するテーブルの行をクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側の [Delete]アイコンをクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

SNMPv3 ユーザの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブを選択します。

ステップ 4 [SNMP Users]領域で、[+]をクリックします。

ステップ 5 [Create SNMP User]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

SNMPユーザに割り当てられるユーザ名。

32文字までの文字または数字を入力します。名前は文字で始ま
る必要があり、_（アンダースコア）、.（ピリオド）、@（アッ
トマーク）、-（ハイフン）も指定できます。

ローカル側で認証されたユーザ名と同一のSNMPユー
ザ名を作成することはできません。

（注）

[Name]フィールド

許可タイプ。次のいずれかになります。

• MD5

• SHA

[Auth Type]フィールド
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説明名前

オンにすると、このユーザにAES-128暗号化が使用されます。[Use AES-128]チェックボック
ス

このユーザのパスワード。[Password]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

このユーザのプライバシーパスワード。[Privacy Password]フィールド

確認のためのプライバシーパスワードの再入力。[Confirm Privacy Password]
フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

SNMPv3 ユーザの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブを選択します。

ステップ 4 [SNMP Users]領域で、削除するユーザに対応するテーブルの行をクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側の [Delete]アイコンをクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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Telnet のイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブをクリックします。

ステップ 4 [Telnet]領域で、[Enabled]オプションボタンをクリックします。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

CIMC Web サービスのイネーブル化
CIMCWebサービスはデフォルトでイネーブルとなっています。ディセーブルにしている場合は、
次の手順を行ってサービスをイネーブルにします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブを選択します。

ステップ 4 [CIMC Web Service]領域で、[Enabled]オプションボタンをクリックします。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

通信サービスのディセーブル化

他のネットワークアプリケーションとのインターフェイスに必要ない通信サービスは、すべ

てディセーブルにすることを推奨します。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブで、ディセーブルにする各サービスの [disable]オプションボタンを
クリックします。

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。
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第 8 章

「Configuring Authentication」

この章の内容は、次のとおりです。

• 認証サービス, 119 ページ

• リモート認証プロバイダーに関するガイドラインおよび推奨事項, 120 ページ

• リモート認証プロバイダーにおけるユーザ属性, 120 ページ

• 二要素認証, 122 ページ

• LDAPグループルール, 124 ページ

• ネストされた LDAPグループ, 124 ページ

• LDAPプロバイダーの設定, 124 ページ

• RADIUSプロバイダーの設定, 130 ページ

• TACACS+プロバイダーの設定, 132 ページ

• マルチ認証システムの設定, 134 ページ

• プライマリ認証サービスの選択, 141 ページ

認証サービス
Cisco UCSでは、ユーザログインを認証するために、2種類の方法がサポートされています。

• Cisco UCS Managerにローカルなユーザアカウントによって

•次のいずれかのプロトコルによりリモートで

◦ LDAP

◦ RADIUS

◦ TACACS+
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リモート認証プロバイダーに関するガイドラインおよび

推奨事項
システムを、サポートされているリモート認証サービスのいずれかに設定する場合は、そのサー

ビス用のプロバイダーを作成して、CiscoUCSManagerがそのサービスと通信できるようにする必
要があります。また、ユーザ許可に影響する次のガイドラインに留意する必要があります。

リモート認証サービスのユーザアカウント

ユーザアカウントは、Cisco UCS Managerにローカルに設定したり、リモート認証サーバに設定
することができます。

リモート認証サービスを介してログインしているユーザの一時的なセッションは、Cisco UCS
Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIで表示できます。

リモート認証サービスのユーザロール

リモート認証サーバでユーザアカウントを作成する場合は、ユーザが Cisco UCS Managerで作業
するために必要なロールをそれらのアカウントに含めること、およびそれらのロールの名前を

CiscoUCSManagerで使用される名前と一致させることが必要です。ロールポリシーによっては、
ユーザがログインできないことがあり、その場合は読み取り専用権限だけが付与されます。

リモート認証プロバイダーにおけるユーザ属性
RADIUSおよび TACACS+構成では、ユーザが Cisco UCS Managerへのログインに使用する各リ
モート認証プロバイダーに Cisco UCS用のユーザ属性を設定する必要があります。このユーザ属
性には、各ユーザに割り当てられたロールとロケールが含まれています。

この手順は、LDAPグループマッピングを使用してロールとロケールを割り当てる LDAP設
定では必要ありません。

（注）

ユーザがログインすると、Cisco UCS Managerは以下を実行します。

1 リモート認証サービスに問い合わせます。

2 ユーザを検証します。

3 ユーザが有効である場合は、そのユーザに割り当てられているロールとロケールをチェックし

ます。

次の表は、Cisco UCSがサポートしているリモート認証プロバイダーのユーザ属性要件を比較し
て示しています。
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表 3：リモート認証プロバイダー別のユーザ属性の比較

属性 ID 要件スキーマの拡張カスタム属性認証プロバイ

ダー

シスコの LDAPの実装では、
Unicodeタイプの属性が必要で
す。

CiscoAVPairカスタム属性を作
成する場合は、属性 IDとして
1.3.6.1.4.1.9.287247.1を使用しま
す

サンプルのOIDが次のセクショ
ンに示されています。

オプション次のいずれかを選

択して実行できます。

• LDAPスキーマを拡張せ
ず、要件を満たす既存の

未使用の属性を設定す

る。

• LDAPスキーマを拡張し
て、CiscoAVPairなどの一
意の名前でカスタム属性

を作成する。

グループマッ

ピング使用時

は不要

グループマッ

ピング不使用

時は任意

LDAP

シスコによるRADIUSの実装の
ベンダー IDは 009であり、属
性のベンダー IDは 001です。

次の構文例は、cisco-avpair属性
を作成する場合に複数のユーザ

ロールとロケールを指定する方

法を示しています。
shell:roles="admin,aaa"

shell:locales="L1,abc"。複数

の値を区切るには、区切り文字

としてカンマ「,」を使用しま
す。

オプション次のいずれかを選

択して実行できます。

• RADIUSスキーマを拡張
せず、要件を満たす既存

の未使用属性を使用す

る。

• RADIUSスキーマを拡張
して、cisco-avpairなどの
一意の名前でカスタム属

性を作成する。

任意RADIUS
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属性 ID 要件スキーマの拡張カスタム属性認証プロバイ

ダー

cisco-av-pair名は、TACACS+プ
ロバイダーの属性 IDを提供す
る文字列です。

次の構文例は、cisco-av-pair属性
を作成するときに複数のユーザ

ロールとロケールを指定する方

法を示しています。
cisco-av-pair=shell:roles="admin

aaa" shell:locales*"L1 abc"。

cisco-av-pair属性構文でアスタリ
スク（*）を使用すると、ロケー
ルがオプションとして指定さ

れ、同じ認可プロファイルを使

用する他のシスコデバイスで認

証の失敗を防ぐことができま

す。複数の値を区切るには、区

切り文字としてスペースを使用

します。

必須です。スキーマを拡張

し、cisco-av-pairという名前の
カスタム属性を作成する必要

があります。

必須TACACS+

LDAP ユーザ属性のサンプル OID

カスタム CiscoAVPair属性のサンプル OIDは、次のとおりです。

CN=CiscoAVPair,CN=Schema,
CN=Configuration,CN=X
objectClass: top
objectClass: attributeSchema
cn: CiscoAVPair
distinguishedName: CN=CiscoAVPair,CN=Schema,CN=Configuration,CN=X
instanceType: 0x4
uSNCreated: 26318654
attributeID: 1.3.6.1.4.1.9.287247.1
attributeSyntax: 2.5.5.12
isSingleValued: TRUE
showInAdvancedViewOnly: TRUE
adminDisplayName: CiscoAVPair
adminDescription: UCS User Authorization Field
oMSyntax: 64
lDAPDisplayName: CiscoAVPair
name: CiscoAVPair
objectCategory: CN=Attribute-Schema,CN=Schema,CN=Configuration,CN=X

二要素認証
Cisco UCS Managerは、ユーザ名とパスワードの組み合わせによるユーザログイン操作をサポー
トしています。覚えやすいパスワードを設定するユーザもいますが、そのようなパスワードはマ

ルウェア、スパイウェア、コンピュータウイルスに対して脆弱な恐れがあります。保護されてい

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
122

「Configuring Authentication」
二要素認証



ないネットワークからシステムにリモートアクセスするユーザや安全ではないサービスを使用し

ているユーザは、パスワードがスヌーピングソフトウェアによって侵害されている可能性があり

ます。フィッシング攻撃は、ユーザをだましてパスワードを暴露させるウイルス攻撃です。

ユーザ認証を強化する 1つの方法は、ユーザ名とパスワードに加えて第 2の要素を要求すること
です。二要素認証では、3つの認証要素のうち 2つが必要になります。二要素認証では、ユーザ
が知っているものの組み合わせ（パスワードまたは PINと、証明書やトークンなどユーザが所有
しているもの）が使用されます。二要素認証はリモートユーザに対してのみサポートされてお

り、IPMIはサポートされません。

CiscoUCSManagerでは、認証アプリケーションを使用して二要素認証を提供しています。このア
プリケーションはトークンサーバを保持して、ログインプロセス中にユーザ用のワンタイムトー

クンを生成します。パスワードは AAAサーバに保存されるため、ログイン時、ユーザはユーザ
名を入力してから、パスワードフィールドにトークンとパスワードの組み合わせを入力する必要

があります。ベンダー固有の属性を取得するために、リクエストがトークンサーバに送信されま

す。 Cisco UCS Managerは、トークンサーバがリクエストを AAAサーバに転送できるように、
トークンサーバを AAAサーバと統合することを要求します。パスワードとトークンは、AAA
サーバによって同時に検証されます。ユーザは、AAAサーバで設定されているのと同じ順序で、
トークンとパスワードを入力する必要があります。

この機能は、RADIUSまたは TACACS+プロバイダーグループを指定認証ドメインに関連付け、
それらのドメインで二要素認証を有効にすることによってサポートされます。

二要素認証は、認証レルムが LDAP、local、または noneに設定されている場合はサポートさ
れません。

（注）

Web セッションの更新および Web セッションのタイムアウト期限

Webセッションのタイムアウト期限は、アクティビティに関係なく、セッションの最長継続時間
を制御します。二要素認証を設定すると、Webセッションのタイムアウト期限もより大きいデ
フォルト値に設定されます。Webセッションの更新期間が過ぎると、Cisco UCS Manager GUIク
ライアントはプロンプトを自動的に生成し、新しいトークンとパスワードの組み合わせを入力す

るようユーザに求めます。

Webセッションの更新期間は、ユーザのWebセッションの有効期間を制御します。二要素認証
が設定されている場合、ユーザは、Webセッションの更新期間が切れるたびに、トークンとパス
ワードの組み合わせを入力してログインする必要があります。セッションタイムアウトが頻発し

て、ユーザに何度もトークンとパスワードの作り直しと再入力を要求することがないように、Web
セッションの更新間隔は、二要素認証が有効化されると、より大きい初期デフォルト値に設定さ

れます。これにより、リモートユーザは長時間アクティブセッションを維持することができま

す。無活動によりWebセッションの更新が期限切れになった場合、ユーザは新しいトークンを生
成して再度ログインするよう要求されます。
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LDAP グループルール
LDAPグループルールは、リモートユーザにユーザロールとロケールを割り当てるときに、Cisco
UCSが LDAPグループを使用するかどうかを決定するために使用されます。

ネストされた LDAP グループ
Cisco UCSManagerのリリース 2.1(2)以降では、LDAPグループマップで定義された他のグループ
内にネストされた LDAPグループを検索できます。この新しい機能を使用すると、Cisco UCS
Managerのグループマップでサブグループを常に作成する必要がなくなります。

ネストされた LDAPの検索サポートはMicrosoft Active Directoryサーバに対してのみサポート
されます。サポート対象のバージョンはMicrosoft Windows 2003 SP3、Microsoft Windows 2008
R2、およびMicrosoft Windows 2012です。

（注）

LDAPネスティング機能を使用して、LDAPグループを他のグループおよびネストグループのメ
ンバとして追加し、メンバアカウントを統合してトラフィックの重複を減らすことができます。

デフォルトでは、ユーザ権限は他のグループ内の LDAPグループをネストするときに継承されま
す。たとえば、Group_2のメンバとして Group_1を作成すると、Group_1のユーザは Group_2の
メンバと同じ権限が与えられます。その結果、Group_1のメンバであるユーザを検索するときは、
Group_1と Group_2を別々に検索するのではなく LDAPグループマップの Group_2を選択するだ
けで済みます。

LDAP プロバイダーの設定

LDAP プロバイダーのプロパティの設定
このタスクで設定するプロパティは、CiscoUCSManagerで定義されたこのタイプのすべてのプロ
バイダー接続のデフォルト設定です。個々のプロバイダーにこれらのうちいずれかのプロパティ

の設定が含まれている場合、CiscoUCSでその設定が使用され、デフォルト設定は無視されます。

はじめる前に

Active Directoryを LDAPサーバとして使用している場合は、Active Directoryサーバで Cisco UCS
にバインドするユーザアカウントを作成します。このアカウントには、期限切れにならないパス

ワードを設定します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [Properties]領域で、すべてのフィールドに入力します。
ユーザログインは LDAPユーザの userdnが 255文字を超えると失敗しま
す。

（注）

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

次の作業

LDAPプロバイダーを作成します。

LDAP プロバイダーの作成
Cisco UCS Managerでは、最大 16の LDAPプロバイダーがサポートされます。

はじめる前に

Active Directoryを LDAPサーバとして使用している場合は、Active Directoryサーバで Cisco UCS
にバインドするユーザアカウントを作成します。このアカウントには、期限切れにならないパス

ワードを設定します。

• LDAPサーバで、次のいずれかの設定を行います。

◦ LDAPグループを設定します。LDAPグループには、ユーザのロールとロケール情報が
含まれています。

◦ Cisco UCS Managerのユーザロールとロケール情報を保持する属性をユーザに対して設
定します。この属性について LDAPスキーマを拡張するかどうかを選択できます。ス
キーマを拡張しない場合は、既存の LDAP属性を使用して Cisco UCSユーザロールと
ロケールを保持します。スキーマを拡張する場合は、CiscoAVPair属性などのカスタム
属性を作成します。

シスコの LDAPの実装では、Unicodeタイプの属性が必要です。

CiscoAVPairカスタム属性を作成する場合は、属性 IDとして 1.3.6.1.4.1.9.287247.1を使
用します

◦クラスタ設定では、両方のファブリックインターコネクトに対する管理ポートの IPv4
または IPv6アドレスを追加します。この設定では、1つめのファブリックインターコ
ネクトで障害が発生し、システムが2つめのファブリックインターコネクトにフェール
オーバーしても、リモートユーザは引き続きログインできることが保証されます。ロ

グイン要求はすべて、これらの IPアドレスから送信されます。Cisco UCSManagerによ
り使用されている仮想 IPv4または IPv6アドレスではありません。
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•セキュアな通信を使用する場合は、LDAPサーバのルート認証局（CA）の証明書が格納され
たトラストポイントを Cisco UCS Managerで作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]エリアで、[Create LDAP Provider]をクリックします。

ステップ 5 ウィザードの [Create LDAP Provider]ページで、すべてのフィールドに適切な LDAPサービス情報
を入力します。

IPv4または IPv6のアドレスの代わりにホスト名を使用する場合、DNSサーバにはホス
ト名が必ず設定されているようにする必要があります。

（注）

ステップ 6 ウィザードの [LDAP Group Rule]ページで、すべてのフィールドに適切な LDAPグループルール
情報を入力します。

ロールとロケールの割り当ては累積されます。ユーザが複数のグループに属している

場合や LDAP属性で指定されたロールまたはロケールを持っている場合、Cisco UCS
は、それらのグループまたは属性のいずれかにマップされているすべてのロールとロ

ケールをそのユーザに割り当てます。

（注）

次の作業

単一の LDAPデータベースが関係する実装の場合は、認証サービスとして LDAPを選択します。

複数の LDAPデータベースが関係する実装の場合は、LDAPプロバイダーグループを設定しま
す。

LDAP プロバイダーの LDAP グループルールの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [LDAP Providers]を展開し、グループルールを変更する LDAPプロバイダーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [LDAP Group Rules]領域で、次のフィールドに値を入力します。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
126

「Configuring Authentication」
LDAP プロバイダーの LDAP グループルールの変更



説明名前

Cisco UCSが、ユーザロールとロケールを認証してリモート
ユーザに割り当てるときに、LDAPグループも検索するかどう
か。次のいずれかになります。

• [Disable]：Cisco UCS UCSは LDAPグループにアクセスし
ません。

• [Enable]：Cisco UCSは、このCisco UCSドメインにマッピ
ングされたすべてのLDAPグループを検索します。リモー
トユーザが検出されると、Cisco UCSは、関連する LDAP
グループマップでその LDAPグループに対して定義され
ているユーザロールとロケールを割り当てます。

ロールとロケールの割り当ては累積されます。ユー

ザが複数のグループに属している場合やLDAP属性で
指定されたロールまたはロケールを持っている場合、

Cisco UCSは、それらのグループまたは属性のいずれ
かにマップされているすべてのロールとロケールをそ

のユーザに割り当てます。

（注）

[Group Authorization]フィール
ド

Cisco UCSが、マッピングされたグループとそれらの親グルー
プの両方を検索するかどうか。次のいずれかになります。

• [NonRecursive]：CiscoUCSは、このCiscoUCSドメインで
マッピングされたグループだけを検索します。ユーザが属

するいずれのグループでもユーザの認証プロパティが明示

的に設定されていない場合、Cisco UCSはデフォルトの設
定を使用します。

• [Recursive]：Cisco UCSは、マップされた各グループおよ
びそのすべての親グループでユーザの認証プロパティを検

索します。これらのプロパティは累積的であるため、Cisco
UCSは、明示的な認証プロパティ設定を備えたグループを
検出すると、それらの設定を現在のユーザに適用します。

それ以外の場合は、デフォルト設定が使用されます。

[Group Recursion]フィールド

Cisco UCSが LDAPデータベース内のグループメンバーシップ
を判別するために使用する属性。

サポートされるストリングの長さは 63文字です。デフォルト
の文字列は「memberOf」です。

[Target Attribute]フィールド
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説明名前

メンバーシップの確認のためのLDAPグループマップとしてプ
ライマリグループを設定できるかどうかを判断するために、

Cisco UCSで使用される属性。このオプションを使用すると、
CiscoUCSManagerはユーザのプライマリグループメンバーシッ
プをダウンロードして検証できます。

[Use Primary Group]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

LDAP プロバイダーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [LDAP Providers]を展開します。

ステップ 4 削除する LDAPプロバイダーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LDAP グループマッピング
LDAPデータベースへのアクセスを制限するためにすでに LDAPグループを使用している組織で
は、UCSMでグループメンバーシップ情報を使用して、ログイン時に LDAPユーザにロールやロ
ケールを割り当てることができます。これにより、Cisco UCSManagerを導入するときに、LDAP
ユーザオブジェクトでロールやロケール情報を定義する必要がなくなります。

ユーザがCiscoUCSManagerにログインすると、ユーザのロールとロケールに関する情報がLDAP
グループマップから取り出されます。ロールとロケールの基準がポリシー情報と一致する場合

は、アクセスが許可されます。

ロールとロケールの定義はCiscoUCSManagerでローカルに設定され、LDAPディレクトリに対す
る変更に基づいて自動的に更新されることはありません。 LDAPディレクトリ内の LDAPグルー
プの削除や名前変更を行う場合は、変更に合わせて Cisco UCS Managerも更新する必要がありま
す。

LDAPグループマップは、次のロールとロケールのいずれかの組み合わせを含むように設定でき
ます。
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•ロールのみ

•ロケールのみ

•ロールとロケールの両方

たとえば、特定の場所のサーバ管理者グループを表す LDAPグループがあるとします。 LDAPグ
ループマップは、server-profileや server-equipmentなどのユーザロールを含むように設定されるこ
ともあります。特定の場所のサーバ管理者へのアクセスを制限するために、ロケールに特定のサ

イト名を設定することができます。

Cisco UCS Managerにはすぐに使用できる多数のユーザロールが含まれていますが、ロケール
は含まれていません。 LDAPプロバイダーグループをロケールにマッピングするには、カス
タムロケールを作成する必要があります。

（注）

LDAP グループマップの作成

はじめる前に

• LDAPサーバで LDAPグループを作成します。

• LDAPサーバで LDAPグループの識別名を設定します。

• Cisco UCS Managerでロケールを作成します（任意）。

• Cisco UCS Managerでカスタムロールを作成します（任意）。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [LDAP Group Maps]を右クリックし、[Create LDAP Group Map]を選択します。

ステップ 4 [Create LDAPGroupMap]ダイアログボックスで、必要に応じてすべての LDAPグループマップ情
報を指定します。

[LDAP Group DN][LDAP Group DN]フィールドフィールドで指定する名前は、LDAPデー
タベース内の名前と正確に一致させる必要があります。

重要

[LDAPGroupDN]フィールドに特殊文字を使用する場合は、特殊文字の前にエスケープ
文字 \（シングルバックスラッシュ）を付ける必要があります。

（注）

次の作業

LDAPグループルールを設定します。
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LDAP グループマップの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [LDAP Group Maps]を展開します。

ステップ 4 削除する LDAPグループマップを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

RADIUS プロバイダーの設定

RADIUS プロバイダーのプロパティの設定
このタスクで設定するプロパティは、CiscoUCSManagerで定義されたこのタイプのすべてのプロ
バイダー接続のデフォルト設定です。個々のプロバイダーにこれらのうちいずれかのプロパティ

の設定が含まれている場合、CiscoUCSでその設定が使用され、デフォルト設定は無視されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[User Management] > [RADIUS]を展開します。

ステップ 3 [Properties]領域で、すべてのフィールドに入力します。

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

次の作業

RADIUSプロバイダーを作成します。

RADIUS プロバイダーの作成
Cisco UCS Managerでは、最大 16の RADIUSプロバイダーがサポートされます。

はじめる前に

RADIUSサーバで、次の設定を行います。
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• Cisco UCS Managerのユーザロールとロケール情報を保持する属性をユーザに対して設定し
ます。この属性について RADIUSスキーマを拡張するかどうかを選択できます。スキーマ
を拡張しない場合は、既存のRADIUS属性を使用してCiscoUCSユーザロールとロケールを
保持します。スキーマを拡張する場合は、cisco-avpair属性などのカスタム属性を作成しま
す。

シスコによる RADIUSの実装のベンダー IDは 009であり、属性のベンダー IDは 001です。

次の構文例は、cisco-avpair属性を作成する場合に複数のユーザロールとロケールを指定する
方法を示しています。shell:roles="admin,aaa" shell:locales="L1,abc"。複数の値を区切る

には、区切り文字としてカンマ「,」を使用します。

•クラスタ設定では、両方のファブリックインターコネクトに対する管理ポートの IPv4また
は IPv6アドレスを追加します。この設定では、1つめのファブリックインターコネクトで
障害が発生し、システムが 2つめのファブリックインターコネクトにフェールオーバーして
も、リモートユーザは引き続きログインできることが保証されます。ログイン要求はすべ

て、これらの IPアドレスから送信されます。Cisco UCS Managerにより使用されている仮想
IPアドレスではありません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [RADIUS]を展開します。

ステップ 3 [Create RADIUS Provider]ダイアログボックスで、該当するすべての RADIUSサービス情報を指定
します。

IPv4または IPv6のアドレスの代わりにホスト名を使用する場合、DNSサーバにはホス
ト名が必ず設定されているようにする必要があります。

（注）

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

次の作業

単一の RADIUSデータベースが関係する実装の場合は、RADIUSをプライマリ認証サービスとし
て選択します。

複数のRADIUSデータベースが関係する実装の場合は、RADIUSプロバイダーグループを設定し
ます。
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RADIUS プロバイダーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[User Management] > [RADIUS]を展開します。

ステップ 3 削除する RADIUSプロバイダーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

TACACS+ プロバイダーの設定

TACACS+ プロバイダーのプロパティの設定
このタスクで設定するプロパティは、CiscoUCSManagerで定義されたこのタイプのすべてのプロ
バイダー接続のデフォルト設定です。個々のプロバイダーにこれらのうちいずれかのプロパティ

の設定が含まれている場合、CiscoUCSでその設定が使用され、デフォルト設定は無視されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[User Management] > [TACACS+]を展開します。

ステップ 3 [Properties]領域で、 [Timeout]フィールドに値を入力します。

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

次の作業

TACACS+プロバイダーを作成します。

TACACS+ プロバイダーの作成
Cisco UCS Managerでは、最大 16の TACACS+プロバイダーがサポートされます。

はじめる前に

TACACS+サーバで、次の設定を行います。

• cisco-av-pair属性を作成します。既存の TACACS+属性は使用できません。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
132

「Configuring Authentication」
RADIUS プロバイダーの削除



cisco-av-pair名は、TACACS+プロバイダーの属性 IDを提供する文字列です。

次の構文例は、cisco-av-pair属性を作成するときに複数のユーザロールとロケールを指定す
る方法を示しています。cisco-av-pair=shell:roles="admin aaa" shell:locales*"L1 abc"。

cisco-av-pair属性構文でアスタリスク（*）を使用すると、ロケールがオプションとして指定
され、同じ認可プロファイルを使用する他のシスコデバイスで認証の失敗を防ぐことができ

ます。複数の値を区切るには、区切り文字としてスペースを使用します。

•クラスタ設定では、両方のファブリックインターコネクトに対する管理ポートの IPv4また
は IPv6アドレスを追加します。この設定では、1つめのファブリックインターコネクトで
障害が発生し、システムが 2つめのファブリックインターコネクトにフェールオーバーして
も、リモートユーザは引き続きログインできることが保証されます。ログイン要求はすべ

て、これらの IPアドレスから送信されます。Cisco UCS Managerにより使用されている仮想
IPアドレスではありません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [TACACS+]を展開します。

ステップ 3 [General]タブの [Actions]領域で、[Create TACACS+ Provider]をクリックします。

ステップ 4 [Create TACACS+ Provider]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 必要に応じてすべてのフィールドに TACACS+サービス情報を入力します。

IPv4または IPv6のアドレスの代わりにホスト名を使用する場合、DNSサーバにはホ
スト名が必ず設定されているようにする必要があります。

（注）

b) [OK]をクリックします。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

次の作業

単一の TACACS+データベースが関係する実装の場合は、TACACS+をプライマリ認証サービス
として選択します。

複数の TACACS+データベースが関係する実装の場合は、TACACS+プロバイダーグループを設
定します。
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TACACS+ プロバイダーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[User Management] > [TACACS+]を展開します。

ステップ 3 削除する TACACS+プロバイダーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

マルチ認証システムの設定

マルチ認証システム

次の機能を実装して、Cisco UCSが複数の認証システムを使用するように設定することができま
す。

•プロバイダーグループ

•認証ドメイン

プロバイダーグループ

プロバイダーグループは、認証プロセス中に Cisco UCSによって使用されるプロバイダーのセッ
トです。 Cisco UCSManagerでは、最大 16のプロバイダーグループを作成でき、グループごとに
最大 8つのプロバイダーを含めることが可能です。

認証中は、プロバイダーグループ内のすべてのプロバイダーが順番に試行されます。設定されて

いるどのサーバも使用できない場合、またはどのサーバにも到達できない場合、CiscoUCSManager
は、ローカルユーザ名とパスワードを使用して自動的にローカル認証方式にフォールバックしま

す。

LDAP プロバイダーグループの作成
LDAPプロバイダーグループを作成すると、複数の LDAPデータベースを使用して認証できま
す。
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単一の LDAPデータベースを使用した認証では、LDAPプロバイダーグループを設定する必
要はありません。

（注）

はじめる前に

1つ以上の LDAPプロバイダーを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [LDAP Provider Groups]を右クリックし、[Create LDAP Provider Group]を選択します。

IPv4または IPv6のアドレスの代わりにホスト名を使用する場合、DNSサーバにはホス
ト名が必ず設定されているようにする必要があります。

（注）

ステップ 4 [Create LDAP Provider Group]ダイアログボックスで、適切なすべての LDAPプロバイダーグルー
プ情報を指定します。

次の作業

認証ドメインを設定するか、デフォルト認証サービスを選択します。

LDAP プロバイダーグループの削除

はじめる前に

認証設定からプロバイダーグループを削除します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [LDAP]を展開します。

ステップ 3 [LDAP Provider Groups]を展開します。

ステップ 4 削除する LDAPプロバイダーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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RADIUS プロバイダーグループの作成
RADIUSプロバイダーグループを作成すると、複数のRADIUSデータベースを使用して認証でき
ます。

単一の RADIUSデータベースを使用した認証では、RADIUSプロバイダーグループを設定す
る必要はありません。

（注）

はじめる前に

1つ以上の RADIUSプロバイダーを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [RADIUS]を展開します。

ステップ 3 [RADIUS Provider Groups]を右クリックし、[Create RADIUS Provider Group]を選択します。

ステップ 4 [Create RADIUS Provider Group]ダイアログボックスで、次を実行します。
a) [Name]フィールドに、グループの一意の名前を入力します。
この名前には、1～ 127の ASCII文字を使用できます。

b) [RADIUS Providers]テーブルで、グループに含める 1つ以上のプロバイダーを選択します。
c) [>>]ボタンをクリックして、[Included Providers]テーブルにプロバイダーを追加します。

[<<]ボタンを使用して、グループからプロバイダーを排除できます。

d) （任意）プロバイダーが認証のためにアクセスされる順序を変更するには、[IncludedProviders]
リストの [Move Up]または [Move Down]の矢印を使用します。

e) 必要なすべてのプロバイダーをプロバイダーグループに追加した後、[OK]をクリックします。

次の作業

認証ドメインを設定するか、デフォルト認証サービスを選択します。

RADIUS プロバイダーグループの削除
認証設定で使用されているプロバイダーグループは削除できません。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
136

「Configuring Authentication」
RADIUS プロバイダーグループの作成



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [RADIUS]を展開します。

ステップ 3 [RADIUS Provider Groups]を展開します。

ステップ 4 削除する RADIUSプロバイダーグループを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

TACACS+ プロバイダーグループの作成
TACACS+プロバイダーグループを作成すると、複数の TACACS+データベースを使用して認証
できます。

単一の TACACS+データベースを使用した認証では、TACACS+プロバイダーグループを設定
する必要はありません。

（注）

はじめる前に

1つ以上の TACACS+プロバイダーを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [TACACS+]を展開します。

ステップ 3 [TACACS+ Provider Groups]を右クリックし、[Create TACACS+ Provider Group]を選択します。

ステップ 4 [Create TACACS+ Provider Group]ダイアログボックスで、必要に応じてすべての TACACS+プロ
バイダーのグループ情報を指定します。

TACACS+ プロバイダーグループの削除
認証設定で使用されているプロバイダーグループは削除できません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [TACACS+]を展開します。

ステップ 3 [TACACS+ Provider Groups]を展開します。

ステップ 4 削除する TACACS+プロバイダーグループを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

認証ドメイン

認証ドメインは、複数の認証システムを活用するために Cisco UCS Managerによって使用されま
す。各認証ドメインは、ログイン中に指定および設定されます。認証ドメインを指定しないと、

デフォルトの認証サービス設定が使用されます。

最大 8個の認証ドメインを作成できます。各認証ドメインは、Cisco UCS Manager内のプロバイ
ダーグループと領域に関連付けられています。プロバイダーグループが指定されていない場合

は、領域内のすべてのサーバが使用されます。

認証ドメインの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [Authentication]を展開します。

ステップ 3 [Authentication Domains]を右クリックし、[Create a Domain]を選択します。

ステップ 4 [Create a Domain]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ドメインの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

リモート認証プロトコルを使用するシステムの場合、

認証ドメイン名はユーザ名の一部と見なされ、ローカ

ルに作成されたユーザ名に対して 32文字の制限が適
用されます。CiscoUCSではフォーマットに 5文字が
挿入されるため、ドメイン名とユーザ名の合計が 27
文字を超えると、認証に失敗します。

（注）

[Name]フィールド

CiscoUCSManagerに接続している場合、Webクライアントは、
Webセッションをアクティブに保つために、CiscoUCSManager
に更新要求を送信する必要があります。このオプションを使用

して、このドメインのユーザに許可する更新要求間隔の最大時

間数を指定します。

この時間制限を超えると、Cisco UCS ManagerはWebセッショ
ンを非アクティブであると見なしますが、セッションの終了は

行いません。

60～ 172800の整数を指定します。デフォルトは 600秒です。

[Web Session Refresh Period]に設定する秒数は、[Web
Session Timeout]に設定する秒数未満である必要があ
ります。 [Web Session Refresh Period]に [Web Session
Timeout]と同じ値を設定しないでください。

（注）

[Web Session Refresh Period (sec)]
フィールド

最後の更新要求から Cisco UCS ManagerがWebセッションが終
了したと見なすまでの最大経過時間。この時間制限を超える

と、Cisco UCS Managerは自動的にWebセッションを終了させ
ます。

60～ 172800の整数を指定します。デフォルトは 7200秒です。

[Web Session Timeout (sec)]
フィールド
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説明名前

このドメインのユーザに適用される認証プロトコル。次のいず

れかになります。

• [Local]：ユーザアカウントは、このCiscoUCSドメインで
ローカルに定義する必要があります。

• [Radius]：ユーザは、この Cisco UCSドメインに対して指
定された RADIUSサーバで定義する必要があります。

• [Tacacs]：ユーザは、この Cisco UCSドメインに対して指
定された TACACS+サーバで定義する必要があります。

• [Ldap]：ユーザは、この Cisco UCSドメインに対して指定
された LDAPサーバで定義する必要があります。

[Realm]フィールド

リモートログイン中にユーザを認証するために使用するデフォ

ルトプロバイダーグループ。

[Provider Group]ドロップダウンリストは、ユーザを
認証する方法として [Ldap]、[Radius]、または [Tacacs]
を選択した場合に表示されます。

（注）

[ProviderGroup]ドロップダウン
リスト

[Two Factor Authentication]は、[Realm]が [Radius]または [Tacacs]
に設定されている場合にのみ使用できます。このチェックボッ

クスを選択すると、Cisco UCS Managerと KVM launch manager
は、アカウントが RADIUSまたは TACACSサーバによって認
証されるユーザにトークンとパスワードを入力してログインす

るように求めます。 [Web Session Refresh Period]の期限が切れ
た場合、ユーザはセッションを続行するために新しいトークン

を作成し、そのトークンとパスワードを入力する必要がありま

す。

[Two Factor Authentication]
チェックボックス

ステップ 5 [OK]をクリックします。
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プライマリ認証サービスの選択

コンソール認証サービスの選択

はじめる前に

システムでリモート認証サービスが使用されている場合は、その認証サービスに対するプロバイ

ダーを作成します。CiscoUCSを通じたローカル認証のみを使用する場合は、最初にプロバイダー
を作成する必要はありません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [Authentication]を展開します。

ステップ 3 [Native Authentication]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Console Authentication]領域で、次のフィールドに入力します。

説明名前

コンソールにログインするユーザが認証される

方法。次のいずれかになります。

• [Local]：ユーザアカウントは、この Cisco
UCSドメインでローカルに定義する必要
があります。

• [Radius]：ユーザは、この Cisco UCSドメ
インに対して指定された RADIUSサーバ
で定義する必要があります。

• [Tacacs]：ユーザは、この Cisco UCSドメ
インに対して指定されたTACACS+サーバ
で定義する必要があります。

• [Ldap]：ユーザは、この Cisco UCSドメイ
ンに対して指定されたLDAPサーバで定義
する必要があります。

• [None]：ユーザアカウントがこの Cisco
UCSドメインに対してローカルである場
合は、ユーザがコンソールにログインする

ときにパスワードは必要ありません。

[Realm]フィールド
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説明名前

ユーザがコンソールにログインするときに認証

に使用するプロバイダーグループ。

[Provider Group]ドロップダウンリス
トは、ユーザを認証する方法として

[Ldap]、[Radius]、または [Tacacs]を
選択した場合に表示されます。

（注）

[Provider Group]ドロップダウンリスト

二要素認証は、[Realm]が [Radius]または
[Tacacs]に設定されている場合にのみ使用でき
ます。このチェックボックスをオンにすると、

コンソールは、アカウントが RADIUSまたは
TACACSサーバによって認証されるユーザに
トークンとパスワードを入力してログインする

ように求めます。

[Two Factor Authentication]チェックボックス

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

デフォルト認証サービスの選択

はじめる前に

システムでリモート認証サービスが使用されている場合は、その認証サービスに対するプロバイ

ダーを作成します。CiscoUCSを通じたローカル認証のみを使用する場合は、最初にプロバイダー
を作成する必要はありません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [Authentication]を展開します。

ステップ 3 [Native Authentication]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Default Authentication]領域で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

リモートログイン中にユーザが認証されるデフォルトの方

法。次のいずれかになります。

• [Local]：ユーザアカウントは、このCisco UCSドメイ
ンでローカルに定義する必要があります。

• [Radius]：ユーザアカウントは、この Cisco UCSドメ
インに対して指定されたRADIUSサーバで定義する必
要があります。

• [Tacacs]：ユーザアカウントは、この Cisco UCSドメ
インに対して指定された TACACS+サーバで定義する
必要があります。

• [Ldap]：ユーザアカウントは、この Cisco UCSドメイ
ンに対して指定されたLDAPサーバで定義する必要が
あります。

• [None]：ユーザアカウントがこの Cisco UCSドメイン
に対してローカルである場合は、ユーザがリモートロ

グインするときにパスワードは必要ありません。

[Realm]ドロップダウンリスト

リモートログイン中にユーザを認証するために使用するデ

フォルトプロバイダーグループ。

[Provider Group]ドロップダウンは、ユーザを認
証する方法として [Ldap]、[Radius]、または
[Tacacs]を選択した場合に表示されます。

（注）

[Provider Group]ドロップダウンリ
スト

Cisco UCS Managerに接続している場合、Webクライアン
トは、Webセッションをアクティブに保つために、Cisco
UCSManagerに更新要求を送信する必要があります。この
オプションを使用して、このドメインのユーザに許可する

更新要求間隔の最大時間数を指定します。

この時間制限を超えると、Cisco UCS ManagerはWebセッ
ションを非アクティブであると見なしますが、セッション

の終了は行いません。

60～ 172800の整数を指定します。デフォルトは 600秒で
す。

[Web Session Refresh Period (sec)]
フィールド
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説明名前

最後の更新要求から Cisco UCS ManagerがWebセッション
が終了したと見なすまでの最大経過時間。この時間制限を

超えると、Cisco UCS Managerは自動的にWebセッション
を終了させます。

60～ 172800の整数を指定します。デフォルトは 7200秒で
す。

[Web Session Timeout (sec)]フィール
ド

[Two Factor Authentication]は、[Realm]が [Radius]または
[Tacacs]に設定されている場合にのみ使用できます。この
チェックボックスを選択すると、CiscoUCSManagerとKVM
launch managerは、アカウントが RADIUSまたは TACACS
サーバによって認証されるユーザにトークンとパスワード

を入力してログインするように求めます。 [Web Session
RefreshPeriod]の期限が切れた場合、ユーザはセッションを
続行するために新しいトークンを作成し、そのトークンと

パスワードを入力する必要があります。

二要素認証をイネーブルにして設定を保存した

後、デフォルトの [Web SessionRefresh Period (sec)]
フィールドは 7200、デフォルトの [Web Session
Timeout (sec)]フィールドは 8000に変わります。

（注）

[Two Factor Authentication]チェック
ボックス

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

リモートユーザのロールポリシー

デフォルトでは、CiscoUCSManagerでユーザロールが設定されていない場合は、LDAP、RADIUS、
または TACACSプロトコルを使用してリモートサーバから Cisco UCS Managerにログインしてい
るすべてのユーザに読み取り専用アクセス権が付与されます。セキュリティ上の理由から、Cisco
UCS Managerで確立されたユーザロールに一致するユーザだけにアクセスを限定するのが望まし
い場合もあります。

リモートユーザのロールポリシーは、次の方法で設定できます。

assign-default-role

Cisco UCS Managerへのユーザアクセスをユーザロールに基づいて制限しません。その他
のユーザロールがCiscoUCSManagerで定義されていない限り、すべてのユーザに読み取り
専用アクセス権が付与されます。

これはデフォルトの動作です。
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no-login

Cisco UCS Managerへのユーザアクセスをユーザロールに基づいて制限します。リモート
認証システムにユーザロールが割り当てられていない場合、アクセスは拒否されます。

リモートユーザのロールポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [Authentication]を展開します。

ステップ 3 [Native Authentication]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Role Policy for Remote Users]フィールドでは、ユーザがログインを試行した際に、リモート認証
プロバイダーが認証情報を伴うユーザロールを提供しない場合にどのように処理するかを決定す

るために、次のオプションボタンのいずれかをクリックします。

• [No Login]：ユーザ名とパスワードが正しい場合でも、ユーザはシステムにログインできま
せん。

• [Assign Default Role]：ユーザは、読み取り専用ユーザロールでログインできます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0    
145

「Configuring Authentication」
リモートユーザのロールポリシーの設定



   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
146

「Configuring Authentication」
リモートユーザのロールポリシーの設定



第 9 章

組織の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• マルチテナント環境の組織, 147 ページ

• マルチテナント環境における階層的な名前解決, 148 ページ

• ルート組織下の組織の作成, 150 ページ

• サブ組織下の組織の作成, 150 ページ

• 組織の削除, 151 ページ

マルチテナント環境の組織
マルチテナント機能を使用すると、Cisco UCSドメインの大きな物理的インフラストラクチャを
組織と呼ばれる論理的なエンティティに分割することができます。その結果、各組織に専用の物

理インフラストラクチャを設けなくても各組織を論理的に分離できます。

マルチテナント環境では、関連する組織を通じて、各テナントに一意のリソースを割り当てられ

ます。これらのリソースには、各種のポリシー、プール、および Quality of Service定義などがあ
ります。また、すべてのユーザにすべての組織へのアクセス権を付与する必要がない場合は、ロ

ケールを実装して、組織ごとにユーザ権限やロールを割り当てたり、制限したりすることもでき

ます。

マルチテナント環境をセットアップすると、すべての組織が階層的になります。最上位の組織は

常にルートです。ルートに作成したポリシーおよびプールはシステム全体にわたるもので、この

システムに含まれるすべての組織で使用できます。しかし、他の組織で作成されたポリシーや

プールが使用できるのは、同じ階層でそれより上にある組織だけです。たとえば、あるシステム

にFinanceとHRという組織があり、これらは同じ階層に存在しないとします。この場合、Finance
は HR組織にあるポリシーは一切使用できず、また、HRは Finance組織にあるポリシーには一切
アクセスできません。しかし、FinanceとHRは両方とも、ルート組織にあるポリシーやプールを
使用できます。
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マルチテナント環境に組織を作成する場合、各組織、または同じ階層のサブ組織に対して、次の

うちの 1つ以上をセットアップすることもできます。

•リソースプール

•ポリシー

•サービスプロファイル

•サービスプロファイルテンプレート

ルート組織は常にトップレベルの組織です。

マルチテナント環境における階層的な名前解決
マルチテナント環境では、Cisco UCSは組織の階層を使用して、ポリシーおよびリソースプール
の名前を解決します。CiscoUCSManagerは、プールに割り当てられているポリシーまたはリソー
スの詳細を検索する際に、以下の操作を実行します。

1 CiscoUCSManagerは、サービスプロファイルまたはポリシーに割り当てられている組織内で、
指定された名前のポリシーとプールの有無をチェックします。

2 ポリシーを検出したか、使用可能なリソースがプール内にある場合、Cisco UCS Managerはこ
のポリシーまたはリソースを使用します。ローカルレベルで使用可能なリソースがプール内

に存在しない場合、Cisco UCS Managerは上位階層の親組織に移動し、同じ名前のプールを検
索します。 Cisco UCS Managerは、ルートの組織に到達するまでこの手順を繰り返します。

3 ルート組織まで検索し、使用可能なリソースまたはポリシーを検出できない場合、Cisco UCS
Managerはローカル組織に戻り、デフォルトプール内でデフォルトポリシーまたは使用可能
なリソースの検出を開始します。

4 デフォルトプール内で適用可能なデフォルトポリシーまたは使用可能なリソースを検出した

場合、Cisco UCS Managerはこのポリシーまたはリソースを使用します。プール内に使用可能
なリソースが存在しない場合、Cisco UCS Managerは上位階層の親組織に移動し、デフォルト
プールを検索します。 Cisco UCS Managerは、ルートの組織に到達するまでこの手順を繰り返
します。

5 Cisco UCS Managerは、適用可能なポリシーまたは使用可能なリソースを階層内で検出できな
い場合、割り当てエラーを返します。

例：単一階層でのサーバプール名の解決

この例では、すべての組織がルート組織下の同一レベルにあります。たとえば、サービスプロバ

イダーは、各顧客に対して個別の組織を作成します。この構成では、組織は、自身の組織および

ルート組織に割り当てられたポリシーおよびリソースだけにアクセスできます。

この例では、XYZcustomer組織のサービスプロファイルは、XYZcustomerサーバプールのサーバ
を使用するように設定されています。リソースプールとポリシーがサービスプロファイルに割

り当てられると、以下の動作が発生します。
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1 Cisco UCS Managerは、XYZcustomerサーバプール内で使用可能なサーバをチェックします。

2 使用可能なサーバが XYZcustomerサーバプールに存在する場合、Cisco UCS Managerはこの
サーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。プール内に使用可能なサー

バが存在しない場合、CiscoUCSManagerはルート組織で同じ名前のサーバをチェックします。

3 ルート組織に XYZcustomerサーバプールが含まれており、そのプールに使用可能なサーバが
存在する場合、Cisco UCS Managerはこのサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を
終了します。プール内に使用可能なサーバが存在しない場合、CiscoUCSManagerはXYZcustomer
組織に戻り、デフォルトのサーバプールを調べます。

4 XYZcustomer組織内のデフォルトプールに使用可能なサーバが存在する場合、CiscoUCSManager
はこのサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。デフォルトプールに

使用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCS Managerはルート組織内でデフォルトサーバ
プールを調べます。

5 ルート組織内のデフォルトサーバプールに使用可能なサーバが存在する場合、Cisco UCS
Managerはこのサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。デフォルト
プールに使用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCS Managerは割り当てエラーを返しま
す。

例：多階層でのサーバプール名の解決

この例では、各組織に少なくとも 1つのサブ組織が含まれています。たとえば、企業は、企業内
の各主要部門に対しておよびこれらの部門のサブ部門に対して組織を作成できます。この構成で

は、各組織が、自身のローカルポリシーとリソースプール、および親階層内のリソースプール

にアクセスできます。

この例では、Finance組織に 2つのサブ組織（AccountsPayableおよび AccountsReceivable）が含ま
れています。AccountsPayable（AP）組織のサービスプロファイルは、APサーバプールのサーバ
を使用するように設定されています。リソースプールとポリシーがサービスプロファイルに割

り当てられると、以下の動作が発生します。

1 Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルに定義されている APサーバプールで使用可能
なサーバをチェックします。

2 使用可能なサーバがAPサーバプールに存在する場合、CiscoUCSManagerはこのサーバとサー
ビスプロファイルを関連付け、検索を終了します。プールに使用可能なサーバが存在しない

場合、Cisco UCS Managerは 1階層上位に移動し、Finance組織で同じ名前のプールの有無を調
べます。

3 Finance組織に同じ名前のプールが含まれており、このプールに使用可能なサーバが存在する
場合、Cisco UCS Managerはこのサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了しま
す。プールに使用可能なサーバが存在しない場合、CiscoUCSManagerは1階層上位に移動し、
ルート組織で同じ名前のプールの有無を調べます。

4 ルート組織に同じ名前のプールが含まれており、このプールに使用可能なサーバが存在する場

合、CiscoUCSManagerはこのサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。
プールに使用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCSManagerはAccountsPayable組織に戻
り、デフォルトのサーバプールを調べます。
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5 AccountsPayable組織内のデフォルトプールに使用可能なサーバが存在する場合、Cisco UCS
Managerはこのサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。デフォルト
プールに使用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCS Managerは 1階層上位に移動し、
Finance組織のデフォルトサーバプールを調べます。

6 Finance組織内のデフォルトプールに使用可能なサーバが存在する場合、CiscoUCSManagerは
このサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。デフォルトプールに使

用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCS Managerは 1階層上位に移動し、ルート組織の
デフォルトのサーバプールを調べます。

7 ルート組織内のデフォルトサーバプールに使用可能なサーバが存在する場合、Cisco UCS
Managerはこのサーバとサービスプロファイルを関連付け、検索を終了します。デフォルト
プールに使用可能なサーバが存在しない場合、Cisco UCS Managerは割り当てエラーを返しま
す。

ルート組織下の組織の作成

手順

ステップ 1 ツールバーで、[New] > [Create Organization]を選択します。

ステップ 2 [Create Organization]ダイアログボックスの [Name]フィールドに、組織の一意の名前を入力しま
す。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で
きません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前を変更することはできません。

ステップ 3 [Description]フィールドに、組織の説明を入力します。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

サブ組織下の組織の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Service Profiles] > [root]を展開します。
[Policies]ノードまたは [Pools]ノードの下の [Sub-Organizations]ノードにもアクセスできます。

ステップ 3 [Sub-Organizations]ノードを展開し、次のいずれかの手順を実行します。
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•ルート直下に組織を作成するには、[Sub-Organizations]を右クリックし、[Create Organization]
を選択します。

•より低いレベルのサブ組織の下に組織を作成するには、階層内のサブ組織ノードを展開して
から、新しい組織を作成するサブ組織を右クリックし、[Create Organization]を選択します。

ステップ 4 [Create Organization]ダイアログボックスの [Name]フィールドに、組織の一意の名前を入力しま
す。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で
きません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前を変更することはできません。

ステップ 5 [Description]フィールドに、組織の説明を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

組織の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 削除する組織に移動します。

ステップ 3 組織を右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 10 章

ロールベースアクセスコントロールの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ロールベースアクセスコントロール, 153 ページ

• Cisco UCSのユーザアカウント , 154 ページ

• ユーザロール, 157 ページ

• ユーザロケール, 162 ページ

• ユーザロールの設定, 163 ページ

• ロケールの設定, 165 ページ

• ローカル認証されたユーザアカウントの設定, 167 ページ

• ローカル認証されたユーザのパスワードプロファイル, 175 ページ

• ユーザセッションのモニタリング, 178 ページ

ロールベースアクセスコントロール
ロールベースアクセスコントロール（RBAC）は、ユーザのロールとロケールに基づいてユーザ
のシステムアクセスを制限または許可する方法です。ロールによってシステム内でのユーザの権

限が定義され、ロケールによってユーザがアクセス可能な組織（ドメイン）が定義されます。権

限がユーザに直接割り当てられることはないため、個々のユーザ権限の管理では、適切なロール

とロケールを割り当てることが主な作業になります。

必要なシステムリソースへの書き込みアクセス権限がユーザに与えられるのは、割り当てられた

ロールによりアクセス権限が与えられ、割り当てられたロケールによりアクセスが許可されてい

る場合に限ります。たとえば、エンジニアリング組織内のサーバ管理者ロールを持つユーザは、

エンジニアリング組織内のサーバ設定を更新できますが、そのユーザに割り当てられたロケール

に財務組織が含まれていなければ、財務組織内のサーバ設定を更新できません。
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Cisco UCSのユーザアカウント
ユーザアカウントは、システムにアクセスするために使用されます。各 Cisco UCS Managerで、
最大 48のローカルユーザアカウントを設定できます。各ユーザアカウントには、一意のユーザ
名とパスワードが必要です。

ユーザアカウントは、SSH公開キーを付けて設定できます。公開キーは、OpenSSHと SECSHの
いずれかの形式で設定できます。

管理者アカウント

各Cisco UCSドメインには管理者アカウントがあります。管理者アカウントはデフォルトユーザ
アカウントであり、変更や削除はできません。このアカウントは、システム管理者またはスー

パーユーザアカウントであり、すべての権限が与えられています。 adminアカウントには、デ
フォルトのパスワードは割り当てられません。初期システムセットアップ時にパスワードを選択

する必要があります。

管理者アカウントは常にアクティブで、有効期限がありません。管理者アカウントを非アクティ

ブに設定することはできません。

ローカル認証されたユーザアカウント

ローカル認証されたユーザアカウントは、ファブリックインターコネクトのを介して直接認証さ

れ、adminまたは aaa権限の所有者によって有効または無効にできます。ローカルユーザアカウ
ントが無効になっている場合、ユーザはログインできません。無効化されたローカルユーザア

カウントの設定の詳細は、データベースから削除されません。無効化されたローカルユーザア

カウントを再び有効にすると、そのアカウントは、ユーザ名とパスワードを含め、既存の設定で

再びアクティブになります。

リモート認証されたユーザアカウント

リモート認証されたユーザアカウントとは、LDAP、RADIUS、または TACACS+で認証された
ユーザアカウントです。

ユーザがローカルユーザアカウントとリモートユーザアカウントを同時に保持している場合は、

ローカルユーザアカウントで定義されたロールによってリモートユーザアカウントのロールが

上書きされます。

ユーザアカウントの有効期限

ユーザアカウントは、事前に定義した時間に有効期限が切れるように設定できます。有効期限に

達すると、ユーザアカウントは無効になります。

デフォルトでは、ユーザアカウントの有効期限はありません。

ユーザアカウントに有効期限を設定した後、「有効期限なし」に再設定することはできませ

ん。ただし、アカウントの有効期限を使用可能な最も遅い日付に設定することは可能です。

（注）
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Cisco UCSユーザ名に関するガイドライン
ユーザ名は、Cisco UCS Managerのログイン IDとしても使用されます。 Cisco UCSのユーザアカ
ウントにログイン IDを割り当てる際は、次のガイドラインおよび制約事項を考慮してください。

•ログイン IDには、次を含む 1～ 32の文字を含めることができます。

◦任意の英字

◦任意の数字

◦ _（アンダースコア）

◦ -（ダッシュ）

◦ .（ドット）

•ログイン IDは、Cisco UCS Manager内で一意である必要があります。

•ログイン IDは、英文字から始まる必要があります。アンダースコアなどの特殊文字や数字
から始めることはできません。

•ログイン IDでは、大文字と小文字が区別されます。

•すべてが数字のログイン IDは作成できません。

•ユーザアカウントの作成後は、ログイン IDを変更できません。ユーザアカウントを削除
し、新しいユーザアカウントを作成する必要があります。

予約語：ローカル認証されたユーザアカウント

次の語は Cisco UCSでローカルユーザアカウントを作成するときに使用できません。

• root

• bin

• daemon

• adm

• lp

• sync

•シャットダウン

• halt

• news

• uucp

• operator

• games
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• gopher

• nobody

• nscd

• mailnull

• mail

• rpcuser

• rpc

• mtsuser

• ftpuser

• ftp

• man

• sys

• samdme

• debug

Cisco UCSパスワードに関するガイドライン
ローカル認証されるユーザアカウントのそれぞれにパスワードが必要です。 adminまたは aaaの
権限を持つユーザは、Cisco UCS Managerを設定して、ユーザパスワードの強度確認を実行でき
ます。パスワードの強度確認が有効になっている場合は、各ユーザが強力なパスワードを使用す

る必要があります。

各ユーザが強力なパスワードを設定することを推奨します。ローカル認証ユーザに対するパス

ワードの強度確認を有効にすると、CiscoUCSManagerは、次の要件を満たさないパスワードを拒
否します。

• 8～ 80文字を含む。

•次の少なくとも 3種類を含む。

◦小文字

◦大文字

◦数字

◦特殊文字

• aaabbbなど連続して 3回を超えて繰り返す文字を含まない。

•ユーザ名と同一、またはユーザ名を逆にしたものではない。

•パスワードディクショナリチェックに合格する。たとえば、パスワードには辞書に記載さ
れている標準的な単語に基づいたものを指定することはできません。
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•次の記号を含まない。$（ドル記号）、?（疑問符）、=（等号）。

•ローカルユーザアカウントおよび adminアカウントのパスワードは空白にしない。

ユーザアカウントの Web セッション制限
Webセッション制限は、ある時点おいて、特定のユーザアカウントがアクセス可能なWebセッ
ションの数（GUIと XMLの両方）を制限するために、Cisco UCS Managerによって使用されま
す。

各 Cisco UCSManagerドメインは、ユーザごとに最大 32の同時Webセッションをサポートし、合
計 256のユーザセッションをサポートします。デフォルトでは、Cisco UCS Managerが許可する
同時Webセッションはユーザ 1人あたり 32に設定されます。ただし、この値はシステム上限で
ある 256まで設定できます。

ユーザロール
ユーザロールには、ユーザに許可する操作を定義する 1つ以上の権限が含まれています。各ユー
ザに 1つ以上のロールを割り当てることができます。複数のロールを持つユーザは、割り当てら
れたすべてのロールを組み合わせた権限を持ちます。たとえば、Role1にストレージ関連の権限
が含まれ、Role2にサーバ関連の権限が含まれている場合、Role1とRole2の両方を持つユーザは、
ストレージ関連の権限とサーバ関連の権限を持つことになります。

Cisco UCSドメインには、デフォルトのユーザロールを含めて、最大 48のユーザロールを含め
ることができます。最初の 48のユーザロール以降に設定されたユーザロールは受け入れられま
すが、エラーが発生して非アクティブになります。

すべてのロールには、Cisco UCSドメイン内のすべての設定に対する読み取りアクセス権限が含
まれています。読み取り専用ロールを持つユーザは、システムのステータスを変更できません。

ロールは、作成、変更（新しい権限の追加や既存の権限の削除）、および削除できます。ロール

を変更すると、そのロールを持つすべてのユーザに新しい権限が適用されます。権限の割り当て

は、デフォルトロールに定義されている権限に限定されません。つまり、カスタムの権限の組み

合わせを使用して、独自のロールを作成できます。たとえば、デフォルトのサーバアドミニスト

レータロールとストレージアドミニストレータロールの権限は異なっていますが、両方のロー

ルの権限を組み合わせて、新しい 1つのサーバおよびストレージアドミニストレータロールを作
成できます。

ロールがユーザへの割り当て後に削除されると、それらのユーザアカウントからも削除されま

す。

AAAサーバ（RADIUSまたは TACACS+）上のユーザプロファイルは、そのユーザに与える権限
に対応したロールを追加するように変更する必要があります。属性はロール情報を保存するため

に使用されます。AAAサーバでは、要求とともにこの属性が返され、それを解析してロールが得
られます。 LDAPサーバでは、ユーザプロファイル属性内のロールが返されます。
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ローカルユーザアカウントとリモートユーザアカウントが同じユーザ名の場合、リモート

ユーザに割り当てられているすべてのロールは、ローカルユーザに割り当てられているロー

ルによって上書きされます。

（注）

デフォルトユーザロール

システムには、次のデフォルトのユーザロールが用意されています。

AAAアドミニストレータ

ユーザ、ロール、およびAAA設定に対する読み取りと書き込みのアクセス権。システムの
残りの部分に対する読み取りアクセス権。

管理者

システム全体に対する完全な読み取りと書き込みのアクセス権。デフォルトの adminアカ
ウントは、デフォルトでこのロールが割り当てられ、変更はできません。

ファシリティマネージャ

power-mgmt権限による、電源管理操作に対する読み取りと書き込みアクセス。システムの
残りの部分に対する読み取りアクセス権。

Network Administrator

ファブリックインターコネクトインフラストラクチャとネットワークセキュリティ操作に

対する読み取りと書き込みのアクセス権。システムの残りの部分に対する読み取りアクセ

ス権。

動作

システムのログ（syslogサーバを含む）と障害に対する読み取りと書き込みのアクセス権。
システムの残りの部分に対する読み取りアクセス権。

Read-Only

システム設定に対する読み取り専用アクセス権。システム状態を変更する権限はありませ

ん。

Server Compute

サービスプロファイルのほとんどの側面に対する読み取りと書き込みのアクセス権。ただ

し、ユーザは vNICや vHBAを作成、変更、削除できません。

サーバ機器アドミニストレータ

物理サーバ関連の操作に対する読み取りと書き込みのアクセス権。システムの残りの部分

に対する読み取りアクセス権。
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サーバプロファイルアドミニストレータ

論理サーバ関連の操作に対する読み取りと書き込みのアクセス権。システムの残りの部分

に対する読み取りアクセス権。

サーバセキュリティアドミニストレータ

サーバセキュリティ関連の操作に対する読み取りと書き込みのアクセス権。システムの残

りの部分に対する読み取りアクセス権。

ストレージアドミニストレータ

ストレージ操作に対する読み取りと書き込みのアクセス権。システムの残りの部分に対す

る読み取りアクセス権。

予約語：ユーザロール

次の単語は、Cisco UCSでカスタムロールを作成するときに使用できません。

•ネットワーク管理者

•ネットワークオペレータ

• VDC管理者

• VDCオペレータ

• server-admin

権限

ユーザロールを割り当てられたユーザは、権限により、特定のシステムリソースへアクセスした

り、特定のタスクを実行したりできるようになります。次の表に、各権限と、その権限がデフォ

ルトで与えられるユーザロールのリストを示します。

これらの権限および権限によってユーザが実行可能なタスクの詳細情報は、http://
preview.cisco.com/en/US/products/ps10281/prod_technical_reference_list.htmlで入手可能な『Privileges
in Cisco UCS』にあります。

ヒント

表 4：ユーザの権限

デフォルトのロール割り当て説明特権

AAAアドミニストレータシステムセキュリティおよび
AAA

aaa
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デフォルトのロール割り当て説明特権

管理者システム管理admin

Network Administrator外部 LAN設定ext-lan-config

Network Administrator外部 LANポリシーext-lan-policy

Network Administrator外部 LAN QoSext-lan-qos

Network Administrator外部 LANセキュリティext-lan-security

ストレージアドミニストレータ外部 SAN設定ext-san-config

ストレージアドミニストレータ外部 SANポリシーext-san-policy

ストレージアドミニストレータ外部 SAN QoSext-san-qos

ストレージアドミニストレータ外部 SANセキュリティext-san-security

動作アラームおよびアラームポリ

シー

障害

動作ログおよび Smart Call Homeoperations

動作組織管理org-management

Network Administratorポッド設定pod-config

Network Administratorポッドポリシーpod-policy

Network Administratorポッド QoSpod-qos

Network Administratorポッドセキュリティpod-security

ファシリティマネージャ電源管理操作に対する読み取り

および書き込みアクセス権

power-mgmt

Read-Only読み取り専用アクセス権

読み取り専用は、権限として選

択できません。この権限は、す

べてのユーザロールに割り当て

られます。

read-only

サーバ機器アドミニストレータサーバハードウェア管理server-equipment
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デフォルトのロール割り当て説明特権

サーバ機器アドミニストレータサーバメンテナンスserver-maintenance

サーバ機器アドミニストレータサーバポリシーserver-policy

サーバセキュリティアドミニス

トレータ

サーバセキュリティserver-security

サーバ計算アドミニストレータサービスプロファイルの計算service-profile-compute

サーバプロファイルアドミニス

トレータ

サービスプロファイル設定service-profile-config

サーバプロファイルアドミニス

トレータ

サービスプロファイル設定ポリ

シー

service-profile-config-policy

サーバプロファイルアドミニス

トレータ

サービスプロファイルエンド

ポイントアクセス

service-profile-ext-access

Network Administratorサービスプロファイルネット

ワーク

service-profile-network

Network Administratorサービスプロファイルネット

ワークポリシー

service-profile-network-policy

Network Administratorサービスプロファイル QoSservice-profile-qos

Network Administratorサービスプロファイル QoSポ
リシー

service-profile-qos-policy

サーバセキュリティアドミニス

トレータ

サービスプロファイルセキュ

リティ

service-profile-security

サーバセキュリティアドミニス

トレータ

サービスプロファイルセキュ

リティポリシー

service-profile-security-policy

サーバプロファイルアドミニス

トレータ

サービスプロファイルサーバ

管理

service-profile-server

サーバプロファイルアドミニス

トレータ

サービスプロファイルコン

シューマ

service-profile-server-oper

サーバセキュリティアドミニス

トレータ

サービスプロファイルプール

ポリシー

service-profile-server-policy
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デフォルトのロール割り当て説明特権

ストレージアドミニストレータサービスプロファイルストレー

ジ

service-profile-storage

ストレージアドミニストレータサービスプロファイルストレー

ジポリシー

service-profile-storage-policy

ユーザロケール
ユーザには、ロケールを 1つ以上割り当てることができます。各ロケールには、ユーザからのア
クセスを許可する 1つ以上の組織（ドメイン）を定義します。アクセスは、このロケールで指定
された組織の範囲内に制限されます。このルールの 1つの例外として、組織が指定されていない
ロケールがあります。この場合、すべての組織内のシステムリソースに対して無制限のアクセス

が可能になります。

Cisco UCSドメインには最大 48のユーザロケールを含めることができます。最初の 48のユーザ
ローケル以降に設定されたユーザロケールは受け入れられますが、エラーが発生して非アクティ

ブになります。

adminまたはaaaの権限を持つユーザは、他のユーザのロケールに組織を割り当てることができま
す。組織の割り当ては、それを行うユーザのロケール内の組織だけに制限されます。たとえば、

ロケールにエンジニアリング組織しか含まれていない場合、そのロケールを割り当てられたユー

ザは、他のユーザにエンジニアリング組織のみを割り当てることできます。

次の権限の 1つ以上を持つユーザにロケールを割り当てることはできません。（注）

• aaa

• admin

•障害

• operations

組織は階層的に管理できます。トップレベルの組織に割り当てられたユーザは、自動的にその下

にあるすべての組織にアクセスできます。たとえば、エンジニアリング組織が、ソフトウェアエ

ンジニアリング組織とハードウェアエンジニアリング組織で構成されているとします。ソフト

ウェアエンジニアリング組織のみを含むロケールでは、その組織内のシステムリソースにしかア

クセスできません。一方、エンジニアリング組織が含まれるロケールでは、ソフトウェアエンジ

ニアリング組織とハードウェアエンジニアリング組織の両方のリソースにアクセスできます。
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ユーザロールの設定

ユーザロールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [User Services]を右クリックし、[Create Role]を選択します。
また、[Roles]を右クリックして、そのオプションにアクセスすることもできます。

ステップ 4 [Create Role]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このユーザロールのユーザ定義名。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

システムに定義されている権限のリスト。

その権限の説明を表示するには、権限をクリックします。チェッ

クボックスをオンにすると、選択したユーザにその権限が割り

当てられます。

[Privileges]リストボックス

[Help]セクション

[Privileges]リストボックス内で最後にクリックした権限の説
明。

[Description]フィールド

ステップ 5 [OK]をクリックします。
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ユーザロールへの権限の追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Roles]ノードを展開します。

ステップ 4 権限を追加するロールを選択します。

ステップ 5 [General]タブで、ロールに追加する権限に対応するチェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ユーザロールからの権限の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Roles]ノードを展開します。

ステップ 4 権限を削除するロールを選択します。

ステップ 5 [General]タブで、ロールから削除する権限に対応するボックスをオフにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ユーザロールの削除

あるユーザロールを削除すると、Cisco UCS Managerにより、このロールは割り当て先のすべて
のユーザアカウントから削除されます。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
164

ロールベースアクセスコントロールの設定

ユーザロールへの権限の追加



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Roles]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するロールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 [Delete]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。

ロケールの設定

ロケールの作成

はじめる前に

ロケールを作成するには、1つ以上の組織が存在する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locales]を右クリックし、[Create a Locale]を選択します。

ステップ 4 [Create Locale]ページで、次の手順を実行します。
a) [Name]フィールドに、ロケールの一意の名前を入力します。
この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前を変更することはできません。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 5 [Assign Organizations]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Organizations]領域を展開して、Cisco UCSドメイン内の組織を表示します。
b) [root]ノードを展開して、サブ組織を表示します。
c) ロケールを割り当てる組織をクリックします。
d) [Organizations]領域の組織を右側のペインの設計領域にドラッグアンドドロップします。
e) すべての適切な組織をロケールに割り当てるまで、ステップ bおよび cを繰り返します。

ステップ 6 [Finish]をクリックします。
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次の作業

ロケールを 1つまたは複数のユーザアカウントに追加します。詳細については、ローカル認証さ
れたユーザアカウントに割り当てられたロケールの変更, （172ページ）を参照してください。

ロケールへの組織の割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locales]ノードを展開し、組織を追加するロケールをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Organizations]領域のテーブルアイコンバーで [+]をクリックします。

ステップ 6 [Assign Organizations]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Organizations]領域を展開して、Cisco UCSドメイン内の組織を表示します。
b) [root]ノードを展開して、サブ組織を表示します。
c) ロケールを割り当てる組織をクリックします。
d) [Organizations]領域の組織を右側のペインの設計領域にドラッグアンドドロップします。
e) すべての適切な組織をロケールに割り当てるまで、ステップ bおよび cを繰り返します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ロケールからの組織の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locales]ノードを展開し、組織を削除するロケールをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Organizations]領域で、ロケールから削除する組織を右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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ロケールの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locales]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するロケールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ローカル認証されたユーザアカウントの設定

ユーザアカウントの作成

少なくとも、次のユーザを作成することを推奨します。

•サーバアドミニストレータアカウント

•ネットワークアドミニストレータアカウント

•ストレージアドミニストレータ

ユーザアカウントの作成後、Cisco UCSManager GUIからユーザアカウントのフィールドのい
ずれかを変更する場合は、パスワードをもう一度入力する必要があります。

（注）

はじめる前に

システムに次のいずれかがある場合は、該当するタスクを実行します。

•リモート認証サービス：ユーザがリモート認証サーバに存在すること、および適切なロール
と権限を持っていることを確認します。

•組織のマルチテナント機能：1つ以上のロケールを作成します。ロケールが 1つもない場
合、すべてのユーザはルートに作成され、すべての組織のロールと権限が割り当てられま

す。

• SSH認証。SSHキーを取得します。

Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0    
167

ロールベースアクセスコントロールの設定

ロケールの削除



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [User Services]を右クリックし、[Create User]を選択して [User Properties]ダイアログボックスを開
きます。

[Locally Authenticated Users]の右クリックでもそのオプションにアクセスできます。

ステップ 4 ユーザに関して要求される情報を使用して、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このアカウントにログインするときに使用されるアカウント名。

このアカウントは一意のものであるとともに、CiscoUCSManager
ユーザアカウントに関する次のガイドラインと制約事項を満た

している必要があります。

•ログイン IDには、次を含む 1～ 32の文字を含めることが
できます。

◦任意の英字

◦任意の数字

◦ _（アンダースコア）

◦ -（ダッシュ）

◦ .（ドット）

•ログイン IDは、Cisco UCSManager内で一意である必要が
あります。

•ログイン IDは、英文字から始まる必要があります。アン
ダースコアなどの特殊文字や数字から始めることはできま

せん。

•ログイン IDでは、大文字と小文字が区別されます。

•すべてが数字のログイン IDは作成できません。

•ユーザアカウントの作成後は、ログイン IDを変更できま
せん。ユーザアカウントを削除し、新しいユーザアカウ

ントを作成する必要があります。

ユーザを保存した後は、ログイン IDを変更できません。ユー
ザアカウントを削除し、新しいユーザアカウントを作成する必

要があります。

[Login ID]フィールド
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説明名前

ユーザの名。このフィールドには、32文字までの値を入力でき
ます。

[First Name]フィールド

ユーザの姓。このフィールドには、32文字までの値を入力でき
ます。

[Last Name]フィールド

ユーザの電子メールアドレス。[Email]フィールド

ユーザの電話番号。[Phone]フィールド

このアカウントに関連付けられているパスワード。パスワード

強度チェックを有効にした場合は、ユーザパスワードを強固な

ものにする必要があります。CiscoUCSManagerは次の要件を満
たしていないパスワードを拒否します。

• 8～ 80文字を含む。

•次の少なくとも 3種類を含む。

◦小文字

◦大文字

◦数字

◦特殊文字

• aaabbbなど連続して 3回を超えて繰り返す文字を含まな
い。

•ユーザ名と同一、またはユーザ名を逆にしたものではな
い。

•パスワードディクショナリチェックに合格する。たとえ
ば、パスワードには辞書に記載されている標準的な単語に

基づいたものを指定することはできません。

•次の記号を含まない。$（ドル記号）、?（疑問符）、=（等
号）。

•ローカルユーザアカウントおよび adminアカウントのパ
スワードは空白にしない。

[Password]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

ステータスが [Active]に設定されている場合、ユーザはこのロ
グイン IDとパスワードを使用して Cisco UCSManagerにログイ
ンできます。

[Account Status]フィールド
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説明名前

オンにすると、このアカウントは [ExpirationDate]フィールドで
指定した日付に期限切れになり、それ以降は使用できなくなり

ます。

ユーザアカウントに有効期限を設定した後、「有効

期限なし」に再設定することはできません。ただし、

アカウントの有効期限を使用可能な最も遅い日付に設

定することは可能です。

（注）

[Account Expires]チェックボッ
クス

アカウントが期限切れになる日付。日付の形式は yyyy-mm-dd
です。

このフィールドの終端にある下矢印をクリックするとカレンダー

が表示されるので、それを使用して期限日を選択できます。

[Account Expires]チェックボックスをオンにすると、
Cisco UCS Manager GUIにこのフィールドが表示され
ます。

（注）

[Expiration Date]フィールド

ステップ 5 [Roles]領域で 1つ以上のボックスをオンにして、ユーザアカウントにロールと権限を割り当てま
す。

adminまたは aaaロールを持つユーザにロケールを割り当てないでくださ
い。

（注）

ステップ 6 （任意） システムに組織が含まれる場合、[Locales]領域の 1つ以上のチェックボックスをオンに
して、適切なロケールをユーザに割り当てます。

ステップ 7 [SSH]領域で、次のフィールドに値を入力します。
a) [Type]フィールドで、次をクリックします。

• [PasswordRequired]：ユーザはログインするときにパスワードを入力する必要があります。

• [Key]：このユーザがログインするときに、SSH暗号化が使用されます。

b) [Key]を選択する場合、[SSH data]フィールドに SSHキーを入力します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ローカル認証されたユーザへのパスワード強度チェックのイネーブル

化

パスワードの強度の確認を有効にするには、ユーザが adminまたは aaa権限を持っている必要が
あります。パスワードの強度の確認が有効になっている場合、Cisco UCS Managerでは、強力な
パスワードのガイドラインを満たしていないパスワードを選択できません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locally Authenticated Users]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Properties]領域の [Password Strength Check]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIユーザの Web セッション制限の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [Communication Services]タブをクリックします。

ステップ 4 [Web Session Limits]領域で、次のフィールドに入力します。

説明名前

各ユーザに許可されるHTTPおよびHTTPSの同時セッションの
最大数。

1～ 256の整数を入力します。

[Maximum Sessions Per User]
フィールド

システム内のすべてのユーザに許可されるHTTPおよびHTTPS
の同時セッションの最大数。

1～ 256の整数を入力します。

[Maximum Sessions]フィールド

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。
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ローカル認証されたユーザアカウントに割り当てられたロケールの変

更

adminまたは aaaロールを持つユーザにロケールを割り当てないでください。（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブの [All] > [User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users]を展開しま
す。

ステップ 3 修正するユーザアカウントをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Locales]領域で、次の手順を実行します。

•ユーザアカウントに新しいロケールを割り当てるには、適切なチェックボックスをオンにし
ます。

•ユーザアカウントからロケールを削除するには、適切なチェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ローカル認証されたユーザアカウントに割り当てられたロールの変更

ユーザロールと権限の変更は、次回ユーザがログインするまで有効になりません。ユーザアカ

ウントへの新しいロールの割り当てや既存のロールの削除を行うときにユーザがログインしてい

る場合、アクティブなセッションは以前のロールや権限を引き続き使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブの [All] > [User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users]を展開しま
す。

ステップ 3 修正するユーザアカウントをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Roles]領域で、次の手順を実行します。
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•ユーザアカウントに新しいロールを割り当てるには、適切なチェックボックスをオンにしま
す。

•ユーザアカウントからロールを削除するには、適切なチェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ユーザアカウントの有効化

ローカルユーザアカウントを有効または無効にするには、ユーザが adminまたは aaa権限を持っ
ている必要があります。

はじめる前に

ローカルユーザアカウントを作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users]を展開し
ます。

ステップ 3 有効にするユーザをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Account Status]フィールドで、[active]オプションボタンをクリックします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ユーザアカウントの無効化

ローカルユーザアカウントを有効または無効にするには、ユーザが adminまたは aaa権限を持っ
ている必要があります。

Cisco UCS Manager GUIを介して無効化されたアカウントのパスワードを変更した場合、アカ
ウントを有効化してアクティブ化した後、ユーザはこの変更されたパスワードを使用できませ

ん。アカウントを有効化してアクティブ化した後に、必要なパスワードを再び入力する必要

があります。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users]を展開し
ます。

ステップ 3 無効にするユーザをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Account Status]フィールドで、[inactive]オプションボタンをクリックします。
adminユーザアカウントは常にアクティブに設定されます。変更はできません。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ローカル認証されたユーザのパスワード履歴のクリア

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users]を展開し
ます。

ステップ 3 パスワード履歴をクリアするユーザをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Clear Password History]をクリックします。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ローカルに認証されたユーザアカウントの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locally Authenticated Users]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するユーザアカウントを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 [Delete]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。
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ローカル認証されたユーザのパスワードプロファイル
パスワードプロファイルには、Cisco UCS Managerのローカル認証されたユーザ全員のパスワー
ド履歴とパスワード変更間隔のプロパティが含まれています。ローカル認証されたユーザそれぞ

れに異なるパスワードプロファイルを指定することはできません。

パスワードプロファイルプロパティを変更するには、adminまたは aaa権限を持っている必要
があります。パスワード履歴を除き、これらのプロパティは、adminまたは aaa権限を持つ
ユーザに適用されません。

（注）

Password History Count

パスワード履歴カウントによって、ローカル認証されたユーザが何度も同じパスワードを再利用

しないようにすることができます。このプロパティが設定されている場合、Cisco UCS Manager
は、ローカル認証されたユーザがこれまでに使用した最大 15個のパスワードを保存します。パ
スワードは最近のものから時系列に逆順で格納され、履歴カウントがしきい値に達すると、最も

古いパスワードだけが再利用可能になります。

あるパスワードが再利用可能になるまでに、ユーザはパスワード履歴カウントで設定された数だ

けパスワードを作成して使用する必要があります。たとえば、パスワード履歴カウントを 8に設
定した場合、ローカル認証されたユーザは、9番目のパスワードが期限切れになるまで、最初の
パスワードを再利用できません。

デフォルトでは、パスワード履歴は 0に設定されます。この値によって履歴カウントが無効化さ
れるため、ユーザはいつでも以前のパスワードを使用できます。

必要に応じて、ローカル認証されたユーザのパスワード履歴カウントをクリアし、以前のパスワー

ドの再利用を有効にできます。

パスワード変更間隔

パスワード変更間隔によって、ローカル認証されたユーザが特定の時間内に実施できるパスワー

ド変更の回数を制限することができます。次の表は、パスワード変更間隔の 2つの設定オプショ
ンを示しています。
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例説明間隔の設定

たとえば、ローカル認証されたユー

ザが 48時間以内にパスワードを変
更できないようにするには、次のよ

うに設定します。

• [Change During Interval]を無効
に設定

• [No Change Interval]を 48に設
定

このオプションを設定すると、ロー

カル認証されたユーザは、パスワー

ドを変更してから特定の時間内は

パスワードを変更できなくなりま

す。

1～745時間の変更禁止間隔を指定
できます。デフォルトでは、変更

禁止間隔は 24時間です。

No password change
allowed

たとえば、ローカル認証されたユー

ザがパスワードを変更した後 24時
間以内に最大1回それを変更できる
ようにするには、次のように設定し

ます。

• [Change During Interval]を有効
に設定

• [Change Count]を 1に設定

• [Change Interval]を 24に設定

このオプションでは、事前に定義

した時間内にローカル認証ユーザ

がパスワードを変更できる最大回

数を指定します。

変更間隔を1～745時間、パスワー
ド変更の最大回数を 0～ 10に指定
できます。デフォルトでは、ロー

カル認証されたユーザは、48時間
以内に最大 2回パスワードを変更
できます。

Password changes
allowed within change
interval

変更間隔のパスワード変更の最大数の設定

パスワードプロファイルプロパティを変更するには、adminまたは aaa権限を持っている必要が
あります。パスワード履歴を除き、これらのプロパティは、adminまたは aaa権限を持つユーザ
に適用されません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locally Authenticated Users]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Password Profile]領域で、次の手順を実行します。
a) [Change During Interval]フィールドで、 をクリックします。
b) [ChangeCount]フィールドで、[Change Interval]の間に、ローカル認証されたユーザがパスワー
ドを変更できる最大回数。を入力します。

この値は、0～ 10から自由に設定できます。
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c) [Change Interval]フィールドで、[ChangeCount]フィールドで指定したパスワード変更回数が適
用される最大時間数。を入力します。

この値は、1～ 745時間から自由に設定できます。

たとえば、このフィールドが 48に設定され、[Change Count]フィールドが 2に設定されている
場合、ローカル認証されたユーザは 48時間以内に 2回以上パスワードを変更できません。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

パスワードの変更禁止間隔の設定

パスワードプロファイルプロパティを変更するには、adminまたは aaa権限を持っている必要が
あります。パスワード履歴を除き、これらのプロパティは、adminまたは aaa権限を持つユーザ
に適用されません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locally Authenticated Users]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Password Profile]領域で、次の手順を実行します。
a) [Change During Interval]フィールドで、 をクリックします。
b) [No Change Interval]フィールドで、新たに作成したパスワードが変更可能になるまでに、ロー
カル認証されたユーザが待つ必要がある最小時間数。を入力します。

この値は、1～ 745時間から自由に設定できます。

この間隔は、[Change During Interval]プロパティが [Disable]に設定されていない場合は無視さ
れます。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

パスワード履歴カウントの設定

パスワードプロファイルプロパティを変更するには、adminまたは aaa権限を持っている必要が
あります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management] > [User Services]を展開します。

ステップ 3 [Locally Authenticated Users]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Password Profile]領域で、ローカル認証されたユーザが、以前 [History Count]フィールドで使用
したパスワードを再使用できるようになる前に、作成する必要がある一意のパスワードの数を入

力します。

この値は、0～ 15から自由に設定できます。

デフォルトでは、[HistoryCount]フィールドは0に設定されます。この値によって履歴カウントが
無効化されるため、ユーザはいつでも以前のパスワードを使用できます。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ユーザセッションのモニタリング
CLIまたは GUIのいずれでログインしているか、ローカル認証されたユーザとリモート認証され
たユーザの両方について、Cisco UCS Managerセッションをモニタできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [User Management]を展開します。

ステップ 3 [User Services]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Sessions]タブをクリックします。
このタブには、ユーザセッションに関する次の詳細情報が表示されます。

説明名前

セッションの名前。[Name]カラム

セッションに参加しているユーザ名。[User]カラム

このセッションのためにユーザがログインしているファブリッ

クインターコネクト。

[Fabric ID]カラム

セッションが開始された日時。[Login Time]カラム
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説明名前

CiscoUCSManagerに接続している場合、Webクライアントは、
Webセッションをアクティブに保つために、CiscoUCSManager
に更新要求を送信する必要があります。このオプションを使用

して、このドメインのユーザに許可する更新要求間隔の最大時

間数を指定します。

この時間制限を超えると、Cisco UCS ManagerはWebセッショ
ンを非アクティブであると見なしますが、セッションの終了は

行いません。

[Refresh Period]カラム

最後の更新要求から Cisco UCS ManagerがWebセッションが終
了したと見なすまでの最大経過時間。この時間制限を超える

と、Cisco UCS Managerは自動的にWebセッションを終了させ
ます。

[Session Timeout]カラム

ユーザがログインするときに使用する端末の種類。[Terminal Type]カラム

ユーザのログイン元である IPアドレス。[Host]カラム

このカラムに [Y]が表示された場合は、関連するユーザセッ
ションが現在アクティブです。

[Current Session]カラム
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第 11 章

DNS サーバの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCSの DNSサーバ , 181 ページ

• DNSサーバの追加, 182 ページ

• DNSサーバの削除, 182 ページ

Cisco UCSの DNS サーバ
システムがホスト名の名前解決を必要とする場合、使用する外部 DNSサーバを各Cisco UCSドメ
インに指定する必要があります。たとえば、DNSサーバを設定していないと、ファブリックイ
ンターコネクトに関する設定を行うときに、www.cisco.comなどの名前を使用できません。サー
バの IPアドレスを使用する必要があり、IPv4または IPv6アドレスのいずれかを使用できます。
各Cisco UCSドメインに対し最大 4台の DNSサーバを設定できます。

複数の DNSサーバを設定する場合、システムによるサーバの検索順はランダムになります。
ローカル管理コマンドが DNSサーバの検索を必要とする場合、3台の DNSサーバのみをラン
ダムに検索します。

（注）
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DNS サーバの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [DNS Management]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [DNS Server]領域で、[+]をクリックします。

ステップ 6 [Specify DNS Server]ダイアログボックスで、DNSサーバの IPv4または IPv6アドレスを入力しま
す。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

DNS サーバの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Services]を展開します。

ステップ 3 [DNS Management]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [DNS Server]領域で、削除する DNSサーバを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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第 12 章

システム関連ポリシーの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ラックサーバディスカバリポリシーの設定, 183 ページ

• MACアドレステーブルのエージングタイムの設定, 184 ページ

ラックサーバディスカバリポリシーの設定

ラックサーバディスカバリポリシー

ラックサーバディスカバリポリシーは、新しいラックマウントサーバを追加したときのシステ

ムの対処方法を決定します。 Cisco UCSManagerは、ラックサーバディスカバリポリシーの設定
を使用して、ハードディスク上のデータをスクラビングするかどうか、サーバ検出をただちに開

始するかユーザの明示的な確認応答を待つ必要があるかを決定します。

Cisco UCS Managerでは、正しく配線されておらず、ファブリックインターコネクトに接続され
ていないラックマウントサーバは検出できません。サポート対象の Cisco UCSラックマウント
サーバをCiscoUCSManagerに統合する方法については、適切な『rack-mount server integration guide
（ラックマウントサーバのインストールガイド）』を参照してください。
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ラックサーバディスカバリポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Rack Server Discovery Policy]領域で、新しいラックサーバが追加されたときに実行させるアク
ションとスクラブポリシーを指定します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

MAC アドレステーブルのエージングタイムの設定

MAC アドレステーブルのエージングタイム
ポート間でパケットを効率的に切り替えるために、ファブリックインターコネクトはMACアド
レステーブルを保持しています。ファブリックインターコネクトは、受信したパケットのMAC
ソースアドレスと、パケットが読み取られた関連ポートを使用して、MACアドレステーブルを
動的に構築します。ファブリックインターコネクトは、設定可能なエージングタイマーで定義

されたエージングメカニズムを使用して、エントリがMACアドレステーブル内にとどまる期間
を判断します。アドレスの非アクティブ状態が所定の秒数続くと、そのアドレスはMACアドレ
ステーブルから削除されます。

MACアドレスエントリ（MACアドレスとその関連ポート）がMACアドレステーブルにとどま
る時間（エージ）はユーザが設定できます。
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MAC アドレステーブルのエージングタイムの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [MAC Address Table Aging]領域で、エージングタイムと期間を指定します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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第 13 章

仮想インターフェイスの管理

この章の内容は、次のとおりです。

• 仮想インターフェイス, 187 ページ

• 仮想インターフェイスの予約管理とエラー処理, 188 ページ

仮想インターフェイス
ブレードサーバ環境では、サービスプロファイルに対して設定可能な vNICと vHBAの数は、ア
ダプタの機能と、アダプタで利用できる仮想インターフェイス（VIF）のネームスペースの量で決
まります。 Cisco UCSでは、VIFネームスペースの各部分は VIFという固まりで割り当てられま
す。ハードウェアによっては、VIFの最大数が定義済みのポート単位で割り当てられます。
VIFの最大数は、ハードウェア機能とポート接続によって異なります。設定された各 vNICまた
は vHBAには、1つまたは 2つの VIFが割り当てられます。スタンドアロン vNICおよび vHBA
は 1つの VIFを使用し、フェールオーバー vNICおよび vHBAは 2つを使用します。

次の変数はブレードサーバで利用可能なVIFの数に影響するため、サービスプロファイルに設定
可能な vNICと vHBAの数にも影響します。

•ファブリックインターコネクトでサポートされる VIFの最大数

•ファブリックインターコネクトがどのように接続されているか

•ファブリックインターコネクトと IOMがファブリックポートチャネルモードで設定されて
いるかどうか

ご使用のハードウェア設定でサポートされるVIFの最大数について詳しくは、該当するソフトウェ
アリリースの『Cisco UCS Configuration Limits for Cisco UCS Manager』を参照してください。
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仮想インターフェイスの予約管理とエラー処理
ポートチャネルでグループ化されたファブリックインターコネクトの場合、I/Oモジュールへの
ファブリックインターコネクトの接続方法を変更すると、ブレードサーバで使用可能なVIFの数
が大幅に変化します。変更の影響を追跡できるように、Cisco UCS Managerには次のメトリック
が保持されます。

•ハードウェアがサポートする VIFの最大数

•接続タイプ

ブレードで使用可能な VIFの数を削減するように設定を変更すると、UCS Managerは警告を表示
し、続行するかどうか確認を求めます。これには、接続の追加または変更によってVIFの数を削
減する場合など、いくつかの状況があります。
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第 14 章

Cisco UCS Central への Cisco UCS ドメインの
登録

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCSドメインの登録, 189 ページ

• Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシー解決, 190 ページ

• Cisco UCS Centralへの Cisco UCSドメインの登録, 191 ページ

• Cisco UCS Manager GUIを使用した Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシー解
決の変更, 192 ページ

• Cisco UCS Centralからの Cisco UCSドメインの登録解除, 193 ページ

Cisco UCS ドメインの登録
データセンター内の Cisco UCSドメインの一部またはすべてをCisco UCS Centralが管理するよう
に設定できます。

Cisco UCS Centralに Cisco UCSドメインを管理させる場合、そのドメインを登録する必要があり
ます。登録するときに、Cisco UCS Centralと Cisco UCS Managerでそれぞれ管理するポリシータ
イプやその他の設定（バックアップやファームウェアなど）を選択する必要があります。 Cisco
UCSCentralによって、登録されたすべてのCisco UCSドメインで同じポリシータイプおよび設定
を管理するか、または登録された各 Cisco UCSドメインに異なる設定を行うこともできます。

Cisco UCS Centralに Cisco UCSドメインを登録する前に、以下を実行します。

• Cisco UCSManagerと Cisco UCS Centralの両方において NTPサーバと正しいタイムゾーンを
設定し、それらが同期していることを確認します。 Cisco UCSドメインと Cisco UCS Central
の日時が同期していないと、登録に失敗する可能性があります。

•のホスト名または IPアドレスの入手 Cisco UCS Central

• Cisco UCS Centralを導入したときに設定した共有秘密の取得
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Cisco UCS Centralに登録されているドメインでは、Cisco UCS Managerで使用される IPアドレ
スの変更や交換はできません。その IPアドレスを変更または交換する必要がある場合は、ま
ず Cisco UCS Centralからドメインを登録解除する必要があります。 IPアドレスを変更または
交換した後で、Cisco UCSドメインを再登録できます。

（注）

Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシー解決
Cisco UCS Centralに登録する各 Cisco UCSドメインに対して、特定のポリシーや設定を管理する
アプリケーションを選択できます。このポリシー解決は、同じ Cisco UCS Centralに登録するすべ
ての Cisco UCSドメインで同じである必要はありません。

これらのポリシーおよび設定を解決するには、次のオプションを使用します。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Managerによって決定および管理されます。

• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Centralによって決定および管理されます。

次の表に示すポリシーと設定は、Cisco UCSManagerまたはCisco UCSCentralのどちらで管理する
かを選択できます。

説明名前

機能カタログとインフラストラクチャファームウェアポリシー

が、ローカルで定義されるかまたは Cisco UCS Centralから取得
されるかを決定します。

[Infrastructure & Catalog
Firmware]

日付と時刻がローカルまたは Cisco UCS Centralのどちらで定義
されるかを決定します。

[Time Zone Management]

HTTP、CIM XML、Telnet、SNMP、Webセッション制限、管理
インターフェイスモニタリングポリシー設定を、ローカルまた

は Cisco UCS Centralのどちらで定義するかを決定します。

[Communication Services]

グローバル障害ポリシーがローカルまたは Cisco UCS Centralの
どちらで定義されるかを決定します。

[Global Fault Policy]

認証およびネイティブドメイン、LDAP、RADIUS、TACACS+、
トラストポイント、ロケールおよびユーザロールをローカルま

たは Cisco UCS Centralのどちらで定義するかを決定します。

[User Management]

DNSサーバがローカルまたはCisco UCSCentralのどちらで定義
されるかを決定します。

[DNS Management]

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
190

Cisco UCS Central への Cisco UCS ドメインの登録
Cisco UCS Managerと Cisco UCS Central間のポリシー解決



説明名前

Full Stateバックアップポリシーおよび All Configurationエクス
ポートポリシーが、ローカルまたはCisco UCSCentralのどちら
で定義されるかを決定します。

[Backup & Export Policies]

Call Home、Syslog、TFTP Core Exporter設定が、ローカルまた
は Cisco UCS Centralのどちらで定義されるかを決定します。

[Monitoring]

管理対象エンドポイントがローカルまたは Cisco UCS Centralの
どちらで定義されるかを決定します。

[SEL Policy]

電源管理がローカルまたは Cisco UCS Centralのどちらで定義さ
れるかを決定します。

[Power Management]

電源モジュールがローカルまたは Cisco UCS Centralのどちらで
定義されるかを決定します。

[Power Supply Unit]

Cisco UCS Centralへの Cisco UCS ドメインの登録

Cisco UCS Centralに登録されているドメインでは、Cisco UCS Managerで使用される IPアドレ
スの変更や交換はできません。その IPアドレスを変更または交換する必要がある場合は、ま
ず Cisco UCS Centralからドメインを登録解除する必要があります。 IPアドレスを変更または
交換した後で、Cisco UCSドメインを再登録できます。

（注）

はじめる前に

Cisco UCS Managerと Cisco UCS Centralの両方において NTPサーバと正しいタイムゾーンを設定
し、それらが同期していることを確認します。 Cisco UCSドメインと Cisco UCS Centralの日時が
同期していないと、登録に失敗する可能性があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management]を展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の、[UCS Central]をクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Register With UCS Central]をクリックします。

ステップ 6 [Register with UCS Central]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。
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説明名前

Cisco UCS Centralが展開されている仮想マシンのホスト名ま
たは IPアドレス。

IPv4または IPv6アドレスではなくホスト名を使用
する場合、で DNSサーバを設定する必要がありま
す。Cisco UCSドメインがCisco UCS Centralに登録
されていないか、DNS管理が [Local]に設定されて
いる場合は、Cisco UCSManagerでDNSサーバを設
定します。Cisco UCSドメインCisco UCS Centralに
登録されていないか、DNS管理が [Global]に設定さ
れている場合は、Cisco UCS Centralで DNSサーバ
を設定します。

（注）

[Hostname/IPAddress]フィール
ド

Cisco UCS Centralを導入したときに設定された共有秘密（ま
たはパスワード）

[Shared Secret]フィールド

b) [Policy Resolution Control]領域の各フィールドで、次のいずれかのオプションボタンをクリッ
クします。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Managerによって決定および管理されます。

• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Centralによって決定および管理されます。

c) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIを使用した Cisco UCS Managerと
Cisco UCS Central間のポリシー解決の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management]を展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の、[UCS Central]をクリックします。

ステップ 5 [PolicyResolutionControl]領域の各フィールドで、次のいずれかのオプションボタンをクリックし
ます。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Managerによって決定および管理されます。
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• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Centralによって決定および管理されます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS Centralからの Cisco UCS ドメインの登録解除
Cisco UCSドメインから Cisco UCS Centralを登録解除すると、それ以降 Cisco UCS Managerはグ
ローバルポリシーの更新を受信しません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management]を展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の、[UCS Central]をクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Unregister From UCS Central]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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第 15 章

LAN アップリンクマネージャの使用

この章の内容は、次のとおりです。

• LANアップリンクマネージャ, 195 ページ

• LANアップリンクマネージャの起動, 196 ページ

• LANアップリンクマネージャでのポートの設定, 196 ページ

• サーバポートの設定, 197 ページ

• アップリンクイーサネットポートの設定, 197 ページ

• アップリンクイーサネットポートチャネルの設定, 199 ページ

• LANピングループの設定, 201 ページ

• ネームド VLANの設定, 203 ページ

• LANアップリンクマネージャでの QoSシステムクラスの設定, 204 ページ

LAN アップリンクマネージャ
LANアップリンクマネージャは、Cisco UCSと LAN間の接続を設定できる単一のインターフェ
イスを備えています。 LANアップリンクマネージャを使用して次のものを作成および設定でき
ます。

•アップリンクのイーサネットポート

•ポートチャネル

• LANピングループ

•ネームド VLAN

•サーバポート

• QoSシステムクラス
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LANアップリンクマネージャで行うことができる設定の一部は、[Equipment]タブまたは [LAN]
タブなどの他のタブのノードでも行うことができます。

LAN アップリンクマネージャの起動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。
別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

LAN アップリンクマネージャでのポートの設定

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Unconfigured Ports]セクションを展開します。

ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。
ステップ 4 ポートを設定するノードを展開します。

展開したノード以下にポートがリストされていない場合は、そのモジュールのすべてのポートが

すでに設定されています。

ステップ 5 設定するポートを右クリックし、次のいずれかを選択します。

• Configure as Server Port

• Configure as Uplink Port

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サーバポートの設定

LAN アップリンクマネージャを使用したサーバポートのイネーブル化
この手順は、ポートがサーバポートとして設定されているものの、ディセーブルになっているこ

とを前提としています。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Server Ports]セクションを展開します。

ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。
ステップ 4 イネーブルにするポートを右クリックし、[Enable]を選択します。

LAN アップリンクマネージャを使用したサーバポートのディセーブル
化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Ports]領域で、下矢印をクリックして [Server Ports]セクションを展開します。

ステップ 3 [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]を展開します。
ステップ 4 ディセーブルにするポートを右クリックし、[Disable]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

アップリンクイーサネットポートの設定

LAN アップリンクマネージャを使用したアップリンクイーサネット
ポートのイネーブル化

この手順は、ポートがアップリンクイーサネットポートとして設定されているものの、ディセー

ブルになっていることを前提としています。
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手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Interfaces] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートを右クリックし、[Enable Interface]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したアップリンクイーサネット
ポートのディセーブル化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Interfaces] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートを右クリックし、[Disable Interfaces]を選択します。
複数のアップリンクイーサネットポートをディセーブルにする場合は、複数のポートを選択でき

ます。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ディセーブルにされたポートは、イネーブルのインターフェイスのリストから削除され、

[Unconfigured Ports]リストに戻されます。
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アップリンクイーサネットポートチャネルの設定

LAN アップリンクマネージャでのポートチャネルの作成

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Create Port Channel]をクリックします。

ステップ 3 ポップアップメニューから、ポートチャネルを作成する次のいずれかのファブリックインター

コネクトを選択します。

• Fabric Interconnect A

• Fabric Interconnect B

ステップ 4 [Set Port Channel Name]パネルで、IDと名前を指定し、[Next]をクリックします。

ステップ 5 [Add Ports]パネルで、追加するポートを指定します。
Cisco UCS Managerでは、サーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、警告
が表示されます。ダイアログボックスの [Yes]をクリックして、このポートをアップリ
ンクイーサネットポートとして再設定し、ポートチャネルに含めることができます。

（注）

ステップ 6 [Finish]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルのイネーブル
化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels andUplinks]領域で、[Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 イネーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Enable Port Channel]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルのディセーブ
ル化

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels andUplinks]領域で、[Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 ディセーブルにするポートチャネルを右クリックし、[Disable Port Channel]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルへのポートの
追加

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels andUplinks]領域で、[Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 ポートを追加するポートチャネルを右クリックして、[Add Ports]を選択します。

ステップ 4 [Add Ports]ダイアログボックスで、追加するポートを指定します。
Cisco UCSManagerサーバポートとして設定済みのポートを選択した場合、で警告が表
示されます。ダイアログボックスの [Yes]をクリックして、このポートをアップリンク
イーサネットポートとして再設定し、ポートチャネルに含めることができます。

（注）

ステップ 5 [OK]をクリックします。
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LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルからのポート
の削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels andUplinks]領域で、[Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 ポートを削除するポートチャネルを展開します。

ステップ 4 ポートチャネルから削除するポートを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャを使用したポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels andUplinks]領域で、[Port Channels] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]
を展開します。

ステップ 3 削除するポートチャネルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN ピングループの設定

LAN アップリンクマネージャでのピングループの作成
2つのファブリックインターコネクトを持つシステムでピングループとの関連付けができるのは
のは、1つのファブリックインターコネクト、または両方のファブリックインターコネクトだけ
です。
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はじめる前に

ピングループの設定に使用するポートおよびポートチャネルを設定します。使用できるのは、

LANピングループでアップリンクポートとして設定されているポートおよびポートチャネルだ
けです。

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Port Channels and Uplinks]領域で、[Create Pin Group]をクリックします。

ステップ 3 [Create LAN Pin Group]ダイアログボックスで、ピングループの一意の名前と説明を入力します。

ステップ 4 ファブリックインターコネクト Aのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric Interconnect A]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 5 ファブリックインターコネクト Bのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric Interconnect B]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

ピングループを vNICテンプレートに含めます。

LAN アップリンクマネージャを使用したピングループの削除

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [LAN Uplinks]タブをクリックします。

ステップ 2 [Pin Groups]領域で、削除するピングループを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ネームド VLAN の設定

LAN アップリンクマネージャを使用したネームド VLAN の作成
2つのスイッチを持つ Cisco UCSドメインでは、両方のスイッチまたは 1つのスイッチだけにア
クセスできるネームド VLANを作成できます。

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 2 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 3 [Create VLANs]ダイアログボックスで、必須フィールドを指定し、[OK]をクリックします。
プライベート VLANは Cisco UCS Miniではサポートされません。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、VLANを次の [VLAN]ノードのいずれかに追加します。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なVLANの場合は、[LANCloud][VLANs]
ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス可能な VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

LAN アップリンクマネージャを使用したネームド VLAN の削除
Cisco UCSManagerに、削除するVLANと同じVLAN IDを持つネームドVLANが含まれている場
合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリックイン
ターコネクト設定から削除されません。
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手順

ステップ 1 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 2 削除する VLANのタイプに応じて、次のいずれかのサブタブをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCSドメインのすべての VLANを表示します。All

両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANを表
示します。

Dual Mode

ファブリックインターコネクト Aにのみアクセス可能な VLANを表
示します。

Fabric A

ファブリックインターコネクト Bにのみアクセス可能な VLANを表
示します。

Fabric B

ステップ 3 テーブルで、削除する VLANをクリックします。
Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 4 強調表示された 1つまたは複数の VLANを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN アップリンクマネージャでの QoS システムクラスの
設定

サーバ内のアダプタのタイプによっては、サポートされるMTUの最大値が制限される場合があ
ります。たとえば、ネットワークMTUが最大値を超えた場合、次のアダプタでパケットがドロッ
プする可能性があります。

• Cisco UCS M71KR CNAアダプタ：サポートされるMTUの最大値は 9216です。

• Cisco UCS 82598KR-CIアダプタ：サポートされるMTUの最大値は 14000です。

手順

ステップ 1 LANアップリンクマネージャで、[QoS]タブをクリックします。

ステップ 2 システムのトラフィック管理ニーズを満たすために設定するシステムクラスの次のプロパティを

更新します。
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一部のプロパティはすべてのシステムクラスに対して設定できない場合がありま

す。

（注）

説明名前

このチェックボックスをオンにすると、対応するQoSクラスが
ファブリックインターコネクト上で設定され、QoSポリシーに
割り当て可能になります。

このチェックボックスをオフにすると、このクラスはファブリッ

クインターコネクト上で設定されず、このクラスに関連付けら

れた QoSポリシーはデフォルトの [Best Effort]になるか、（シ
ステムクラスが 0の Cosで設定されている場合は）Cos 0シス
テムクラスになります。

このフィールドは、[Best Effort]と [Fibre Channel]の
場合は常にオンです。

（注）

[Enabled]チェックボックス

サービスクラス。 0～ 6の整数を入力できます。0は最低プラ
イオリティを表し、6は最高プライオリティを表します。 QoS
ポリシーが削除されるか、割り当てられたシステムクラスが

ディセーブルになったときに、システムクラスをトラフィック

のデフォルトシステムクラスにする必要がある場合を除き、こ

の値を 0に設定することは推奨しません。

このフィールドは、内部トラフィックの場合は7に、
[Best Effort]の場合は [any]に設定されます。これら
の値は両方とも予約されており、他のプライオリティ

に割り当てることはできません。

（注）

[Cos]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、このクラスに対してパ

ケットの破棄が許可されます。このチェックボックスをオフに

すると、送信時にパケットを破棄できません。

このフィールドは、[Fibre Channel]クラスの場合は常にオフで
あり（破棄パケットは決して許可されない）、[BestEffort]の場
合は常にオンです（破棄パケットは常に許可される）。

Cisco UCS Miniの場合、パケットの破棄は Platinumクラスと
Goldクラスでのみオフにできます。

[Packet Drop]チェックボックス

次のいずれかになります。

• 1～ 10の整数。整数を入力すると、[Weight (%)]フィール
ドの説明に従って、このプライオリティレベルに割り当て

られるネットワーク帯域幅の割合が Cisco UCSによって決
定されます。

• [best-effort]。

• [none]。

[Weight]ドロップダウンリスト
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説明名前

チャネルに割り当てられる帯域幅を決定するために、CiscoUCS
によって次の作業が実行されます。

1 すべてのチャネルの重みを加算します。

2 チャネルの重みをすべての重みの和で割って、割合を求めま

す。

3 その割合の帯域幅をチャネルに割り当てます。

[Weight (%)]フィールド

チャネルの最大伝送単位。次のいずれかになります。

• 1500～ 9216の整数。この値は最大パケットサイズに対応
します。

• [fc]：事前に定義されている 2240のパケットサイズ。

• [normal]：事前に定義されている 1500のパケットサイズ。

このフィールドは、[Fibre Channel]の場合は常に [fc]
に設定されます。

（注）

[MTU]ドロップダウンリスト

このチェックボックスをオンにすると、パケットを複数の宛先

に同時に送信するように、クラスが最適化されます。

このオプションは、[Fibre Channel]には適用されませ
ん。

（注）

Cisco UCS Miniの場合、このオプションはすべてのクラスで無
効になります。

[Multicast Optimized]チェック
ボックス

ステップ 3 次のどちらかを実行します。

• [OK]をクリックして変更を保存し、LANアップリンクマネージャを終了します。

• [Apply]をクリックし、LANアップリンクマネージャを終了せずに変更を保存します。
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第 16 章

VLAN の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ネームド VLAN, 207 ページ

• VLANポートの制限, 208 ページ

• ネームド VLANの設定, 210 ページ

• VLANポート数の表示, 212 ページ

• VLANグループ, 213 ページ

• VLAN権限, 215 ページ

ネームド VLAN
ネームド VLANは、所定の外部 LANへの接続を作成します。 VLANは、ブロードキャストトラ
フィックを含む、その外部 LANへのトラフィックを切り離します。

VLANIDに名前を割り当てると、抽象レイヤが追加されます。これにより、ネームドVLANを使
用するサービスプロファイルに関連付けられたすべてのサーバをグローバルにアップデートする

ことができます。外部 LANとの通信を維持するために、サーバを個別に再設定する必要はあり
ません。

同じVLANIDを使用して、複数のネームドVLANを作成できます。たとえば、HRおよびFinance
のビジネスサービスをホストするサーバが同一の外部 LANにアクセスする必要がある場合、同
じVLAN IDを使用してHRと Financeという名前のVLANを作成できます。その後でネットワー
クが再設定され、Financeが別のLANに割り当てられた場合、変更する必要があるのはFinanceの
ネームド VLANの VLAN IDだけです。

クラスタ設定では、ネームドVLANが 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセスでき
るようにすることも、両方のファブリックインターコネクトにアクセスできるように設定するこ

とも可能です。
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VLAN ID に関するガイドライン

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerでは、VLAN 4048が次のデ
フォルト値に使用されます。 4048を VLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要
があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブVLAN
は、デフォルトで VLAN 4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップグレード
前に VLAN 1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されていない VLAN
IDに変更する必要があります。たとえば、デフォルトを 4049に変更することを検討します
（その VLAN IDが使用されていない場合）。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、デ
フォルトで VLAN 4048を使用します。 FCoEストレージポートネイティブ VLANは VLAN
4049を使用します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLAN ポートの制限
Cisco UCS Managerでは、1つのファブリックインターコネクト上の境界ドメインとサーバドメ
インで設定可能な VLANポートインスタンスの数は 6000に制限されます。

VLAN ポート数に含まれるポートのタイプ

次のタイプのポートが VLANポートの計算でカウントされます。

•ボーダーアップリンクイーサネットポート

•ボーダーアップリンクイーサチャネルメンバポート

• SANクラウドの FCoEポート

• NASクラウドのイーサネットポート

•サービスプロファイルによって作成されたスタティックおよびダイナミック vNIC

•ハイパーバイザドメイン内のハイパーバイザのポートプロファイルの一部として作成され
た VM vNIC
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これらのポートに設定されている VLANの数に基づいて、Cisco UCS Managerは VLANポートイ
ンスタンスの累積数を追跡し、検証中にVLANポート制限を実行します。CiscoUCSManagerは、
制御トラフィック用に事前定義されたいくつかの VLANポートリソースを予約します。これに
は、HIFおよび NIFポートに設定された管理 VLANが含まれます。

VLAN ポートの制限の実行

Cisco UCS Managerは、次の操作中に VLANポートのアベイラビリティを検証します。

•境界ポートおよび境界ポートチャネルの設定および設定解除

•クラウドへの VLANの追加またはクラウドからの VLANの削除

• SANまたは NASポートの設定または設定解除

•設定の変更を含むサービスプロファイルの関連付けまたは関連付け解除

• vNICまたは vHBAでの VLANの設定または設定解除

• VMWare vNICから、ESXハイパーバイザから作成通知または削除通知を受け取ったとき

これは、Cisco UCS Managerの制御外です（注）

•ファブリックインターコネクトのリブート

• Cisco UCS Managerのアップグレードまたはダウングレード

Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルの動作に対して厳密な VLANポート制限を適用し
ます。 VLANポート制限を超過したことを Cisco UCS Managerが検出した場合、サービスプロ
ファイル設定は展開時に失敗します。

境界ドメインでの VLANポート数の超過は、それほど混乱をもたらしません。境界ドメインで
VLANポート数が超過した場合、Cisco UCS Managerは割り当てステータスを Exceededに変更し
ます。ステータスを Availableに戻すには、次のいずれかのアクションを実行する必要がありま
す。

• 1つ以上の境界ポートを設定解除する

• LANクラウドから VLANを削除する

• 1つ以上の vNICまたは vHBAを設定解除する
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ネームド VLAN の設定

ネームド VLAN の作成
ハイアベイラビリティが設定されている Cisco UCSドメインでは、ネームドVLANを作成して、
両方のファブリックインターコネクトにアクセスできるように設定することも、1つのファブリッ
クインターコネクトだけにアクセスできるようにすることも可能です。

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VLANs]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。
プライベート VLANは Cisco UCS Miniではサポートされません。

ステップ 6 [Check Overlap]ボタンをクリックした場合は、以下を行ってください。
a) [Overlapping VLANs]タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN IDが既存の VLANに割
り当てられた IDと重複していないことを確認します。

b) [Overlapping VSANs]タブをクリックしてフィールドを確認し、VLAN IDが既存の VSANに割
り当てられた FCoE VLAN IDと重複していないことを確認します。

c) [OK]をクリックします。
d) Cisco UCS Managerが重複している VLAN IDまたは FCoE VLAN IDを確認した場合は、VLAN

IDを既存の VLANと重複しないものに変更してください。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、VLANを次の [VLAN]ノードのいずれかに追加します。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANの場合は、[LAN Cloud] >
[VLANs]ノード。
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• 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセス可能な VLANの場合は、
[Fabric_Interconnect_Name] > [VLANs]ノード。

ネームド VLANの削除
Cisco UCSManagerに、削除するVLANと同じVLAN IDを持つネームドVLANが含まれている場
合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリックイン
ターコネクト設定から削除されません。

プライベートプライマリ VLANを削除する場合は、セカンダリ VLANを動作している別のプラ
イマリ VLANに必ず再割り当てします。

はじめる前に

ファブリックインターコネクトからVLANを削除する前に、そのVLANがすべての vNICと vNIC
テンプレートから削除されていることを確認します。

vNICまたは vNICテンプレートに割り当てられている VLANを削除すると、vNICによって
VLANがフラップする可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [VLANs]タブをクリックします。

ステップ 4 削除する VLANのタイプに応じて、次のいずれかのサブタブをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCSドメインのすべての VLANを表示します。All

両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VLANを表
示します。

Dual Mode

ファブリックインターコネクト Aにのみアクセス可能な VLANを表
示します。

Fabric A
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説明サブタブ

ファブリックインターコネクト Bにのみアクセス可能な VLANを表
示します。

Fabric B

ステップ 5 テーブルで、削除する VLANをクリックします。
Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 6 強調表示された 1つまたは複数の VLANを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

VLAN ポート数の表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 VLANポート数を表示するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [General]タブで、[VLAN Port Count]バーの下矢印をクリックして領域を展開します。
Cisco UCS Manager GUIに次の詳細が表示されます。

説明名前

このファブリックインターコネクトの最大許容 VLANポート
数。

[Port VLAN Limit]フィールド

使用可能な VLANアクセスポートの数。[Access VLAN Port Count]
フィールド

使用可能な VLANボーダーポートの数。[BorderVLANPort Count]フィー
ルド

VLANポートの割り当て状態。[Allocation Status]フィールド
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VLAN グループ
VLANグループでは、イーサネットアップリンクポートの VLANを機能別または特定のネット
ワークに属するVLAN別にグループ化できます。VLANメンバーシップを定義し、そのメンバー
シップをファブリックインターコネクト上の複数のイーサネットアップリンクポートに適用す

ることができます。

インバンドおよびアウトオブバンド（OOB）VLANグループを設定し、それを使用してブレード
およびラックサーバの Cisco Integrated Management Interface（CIMC）にアクセスすることができ
ます。 Cisco UCSManagerは、アップリンクインターフェイスまたはアップリンクポートチャネ
ルでの OOB IPv4およびインバンド IPv4/IPv6 VLANグループの使用をサポートします。

VLANをVLANグループに割り当てた後、VLANグループに対する変更はVLANグループで設定
されたすべてのイーサネットアップリンクポートに適用されます。また、VLANグループによっ
て、分離 VLAN間での VLANの重複を識別することができます。

VLANグループ下にアップリンクポートを設定できます。VLANグループ用のアップリンクポー
トを設定すると、そのアップリンクポートはそのグループ内の VLANのみをサポートします。

[LAN Cloud]または [LAN Uplinks Manager]から VLANグループを作成できます。

VLAN グループの作成
[VLAN Cloud]または[LAN Uplinks Manager]から、[VLAN Group]を作成できます。この手順で
は、[LAN Cloud]からVLANグループを作成する方法について説明します。サービスプロファイ
ルを使用したインバンドおよびアウトオブバンドアクセスに使用する別のVLANグループを作成
できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [LAN Cloud]を右クリックし、ドロップダウンオプションから [Create VLAN Group]を選択しま
す。

[Create VLAN Group]ウィザードが起動します。

ステップ 4 [Select VLANs]ダイアログボックスで、名前および VLANを指定し、[Next]をクリックします。

ステップ 5 （任意）[Add Uplink Ports]ダイアログボックスで、表示されたリストから [Uplink Ports]を選択し
て [Selected Uplink Ports]に追加し、[Next]をクリックします。

ステップ 6 （任意）[Add Port Channels]ダイアログボックスで、[Port Channels]を選択して [Selected Port
Channels]に追加し、[Next]をクリックします。

ステップ 7 （任意）[Org Permissions]ダイアログボックスで、表示されたリストから適切なグループを選択
し、[Next]をクリックします。
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ここで作成しているグループに属するVLANは、ここで選択するグループにだけアクセスできま
す。

ステップ 8 [Finish]をクリックします。
この VLANグループは、[LAN] > [LAN Cloud] > [VLAN Groups]の下の [VLAN Groups]のリストに
追加されます。

VLAN グループのメンバーの編集

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Navigation]ペインで、[VLAN Groups]をクリックして VLANグループのリストを展開します。

ステップ 4 表示された VLANグループのリストから、グループメンバーである VLANを編集する VLANグ
ループの名前を選択します。

Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 5 強調表示された VLANグループを右クリックして、[Edit VLAN Group Members]を選択します。
[Modify VLAN Group VLAN Group Name]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 6 [Modify VLAN Group VLAN Group Name]ダイアログボックスで、表示されたリストの追加または
除外する VLANを選択して [Next]をクリックします。

ステップ 7 （任意）[Add Port Channels]ペインで、[Port Channels]を選択してそれらを [Selected Port Channels]
に追加します。

ステップ 8 （任意）[Org Permissions]ペインで、表示されたリストから適切なグループを選択します。
ここで作成しているグループに属するVLANは、ここで選択するグループにだけアクセスできま
す。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。

ステップ 10 この VLANグループがユーザの選択にしたがって変更されます。

VLAN グループに対する組織のアクセス権限の変更
VLANグループに対する組織のアクセス権限を変更すると、権限の変更がそのVLANグループ内
のすべての VLANに適用されます。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
214

VLAN の設定
VLAN グループのメンバーの編集



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [VLAN Group]を展開して、[VLAN group name]を選択しま
す。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]の [Modify VLAN Groups Org Permissions]をクリックします。
[Modify VLAN Groups Org Permissions]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Org Permissions]で、次の手順を実行します。

•組織を追加する場合は、組織を選択します。

•組織からアクセス権限を削除する場合は、クリックして選択を削除します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

VLAN グループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Navigation]ペインで、[VLAN Groups]をクリックして VLANグループのリストを展開します。

ステップ 4 表示された VLANグループのリストから、削除する VLANグループ名を選択します。
Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 5 強調表示された VLANグループを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

VLAN 権限
VLAN権限は、指定された組織に基づいてVLANへのアクセスを制限します。また、VLAN権限
は、VLANが属しているサービスプロファイルの組織に基づいて、サービスプロファイルのvNIC
に割り当てることができる VLANのセットも制限します。 VLAN権限はオプションの機能であ
り、デフォルトでは無効になっています。この機能は、要件に応じて有効または無効にできま
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す。この機能を無効にすると、すべてのVLANにすべての組織からグローバルでアクセスできる
ようになります。

[LAN] > [LAN Cloud] > [Global Policies] > [Org Permissions]の順で組織権限を有効にすると、
VLANの作成時に、[Create VLANs]ダイアログボックスに [Permitted Orgs for VLAN(s)]オプ
ションが表示されます。 [Org Permissions]を有効にしないと、[Permitted Orgs for VLAN(s)]オ
プションは表示されません。

（注）

組織権限を有効にした場合は、VLANの作成時にVLANに対して組織を指定します。組織を指定
すると、そのVLANは特定の組織とその下にあるすべてのサブ組織で利用可能になります。他の
組織のユーザはこのVLANにアクセスすることはできません。また、VLANアクセス要件の変更
に基づいて VLANの権限を任意の時点で変更できます。

VLANの組織権限をルートレベルで組織に割り当てると、すべてのサブ組織が VLANにアク
セスできるようになります。ルートレベルで組織権限を割り当てた後で、サブ組織に属する

VLANの権限を変更すると、その VLANはルートレベルの組織で使用できなくなります。

注意

VLAN 権限のイネーブル化
VLAN権限は、デフォルトで無効になっています。異なる組織ごとに権限を作成してVLANアク
セスを制限する場合は、組織の権限オプションを有効にする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Org Permissions]セクションで、[Enabled]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 [OrgPermissions]オプションが正常にイネーブルになると、確認メッセージが表示されます。 [OK]
をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN 権限のディセーブル化
VLAN権限は、デフォルトで無効になっています。このオプションを有効にしてVLAN権限を異
なるネットワークグループに割り当て、その後はこのオプションを使用しない場合は、このオプ

ションをグローバルに無効できます。VLANの組織の権限機能が無効になっている場合は、VLAN
に割り当てた権限はシステムにまだ存在しますが、有効ではありません。組織の権限を後で使用
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する必要が生じた場合は、この機能を有効にして、割り当てられている権限を使用することがで

きます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [Global Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Org Permissions]セクションの [Disabled]を選択します。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 [Org Permissions]オプションが正常に無効にされた場合、確認メッセージが表示されます。 [OK]
をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

VLAN 権限の追加または変更
VLANを許可された組織を追加または削除できます。

組織を、VLANを許可された組織として追加する場合、すべての子組織が VLANにアクセス
できます。組織から VLANへのアクセス権を削除すると、すべての子組織は VLANにアクセ
スできなくなります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [VLANs]を展開して、[VLAN name]を選択をします。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]で、[Modify VLAN Org Permissions]をクリックします。
[Modify VLAN Org Permissions]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Permitted Orgs for VLAN(s)]で、

•組織を追加する場合は、組織を選択します。

•組織からアクセス権限を削除する場合は、クリックして選択を削除します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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第 17 章

LAN ピングループの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• LANピングループ, 219 ページ

• LANピングループの作成, 220 ページ

• LANピングループの削除, 221 ページ

LAN ピングループ
Cisco UCSは LANピングループを使用して、サーバ上の vNICから、ファブリックインターコネ
クトのアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルに、イーサネットトラフィック

をピン接続します。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管理できま

す。

サーバにピン接続を設定するには、LANピングループを vNICポリシーにインクルードする必要
があります。その後、vNICポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイルに
取り込まれます。 vNICからのすべてのトラフィックは、I/Oモジュールを経由して所定のアップ
リンクイーサネットポートに進みます。

vNICポリシーを使用してピングループがサーバインターフェイスに割り当てられていない場
合、Cisco UCS Managerはそのサーバインターフェイスからのトラフィック用としてアップリ
ンクイーサネットポートまたはポートチャネルを動的に選択します。この選択は永続的では

ありません。インターフェイスフラップまたはサーバのリブートの後は、そのサーバイン

ターフェイスからのトラフィックに対して別のアップリンクイーサネットポートまたはポー

トチャネルが使用される可能性があります。

アップリンクが LANピングループに属している場合、そのアップリンクは所属グループ専用
に予約されているわけではありません。 LANピングループを指定していない他の vNICポリ
シーは、動的なアップリンクとしてそのアップリンクを使用できます。

（注）
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LAN ピングループの作成
2つのファブリックインターコネクトを持つシステムでピングループとの関連付けができるのは
のは、1つのファブリックインターコネクト、または両方のファブリックインターコネクトだけ
です。

はじめる前に

ピングループの設定に使用するポートおよびポートチャネルを設定します。使用できるのは、

LANピングループでアップリンクポートとして設定されているポートおよびポートチャネルだ
けです。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [LAN Pin Groups]を右クリックし、[Create LAN Pin Group]を選択します。

ステップ 4 [Create LAN Pin Group]ダイアログボックスで、ピングループの一意の名前と説明を入力します。

ステップ 5 ファブリックインターコネクト Aのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric Interconnect A]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 6 ファブリックインターコネクト Bのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric Interconnect B]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるポートまたはポートチャネルを選択します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

次の作業

ピングループを vNICテンプレートに含めます。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
220

LAN ピングループの設定
LAN ピングループの作成



LAN ピングループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [LAN Pin Groups]を展開します。

ステップ 3 削除する LANピングルーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 18 章

MAC プールの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• MACプール, 223 ページ

• MACプールの作成, 224 ページ

• MACプールの削除, 225 ページ

MAC プール
MACプールは、ネットワーク ID（MACアドレス）の集合です。MACアドレスはレイヤ 2環境
では一意で、サーバの vNICに割り当てることができます。サービスプロファイルでMACプー
ルを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付けられたサーバで使用できるようにMAC
アドレスを手動で設定する必要はありません。

マルチテナント機能を実装しているシステムでは、組織階層を使用して、このMACプールが特
定のアプリケーションまたはビジネスサービスでのみ使用できるようにすることができます。

Cisco UCSは名前解決ポリシーを使用してプールからMACアドレスを割り当てます。

サーバにMACアドレスを割り当てるには、vNICポリシーにMACプールをインクルードする必
要があります。その後、vNICポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイル
に取り込まれます。

独自のMACアドレスを指定することも、シスコから提供されたMACアドレスのグループを使用
することもできます。
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MAC プールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [MAC Pools]を右クリックし、[Create MAC Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create MAC Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドを入力し
ます。

説明名前

MACプールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

MACプールの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [デフォルト]：Cisco UCS Managerはプールからランダム
IDを選択します。

• [シーケンシャル]：CiscoUCSManagerはプールから最も小
さい使用可能 IDを選択します。

[割り当て順序]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create MAC Pool]ウィザードの [Add MAC Addresses]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of MAC Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ブロック内の最初のMACアドレス。[First MACAddress]フィールド

ブロック内のMACアドレスの数。[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックします。

次の作業

MACプールを vNICテンプレートに含めます。

MAC プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCSManagerは、でそのプールの vNICまたは vHBAに割り当てら
れたアドレスを再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次

のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [MAC Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するMACプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 19 章

Quality of Service の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• Quality of Service, 227 ページ

• システムクラスの設定, 228 ページ

• Quality of Serviceポリシーの設定, 230 ページ

• フロー制御ポリシーの設定, 232 ページ

Quality of Service
Cisco UCSは、Quality of Serviceを実装するために、次の方法を提供しています。

•特定のタイプのトラフィックに対するグローバル設定をシステム全体にわたって指定するた
めのシステムクラス

•個々の vNICにシステムクラスを割り当てる QoSポリシー

•アップリンクイーサネットポートによるポーズフレームの扱い方法を決定するフロー制御
ポリシー

Cisco UCS Miniでの Quality of Service に関するガイドラインおよび制限事項

• Cisco UCS Miniでは、すべてのシステムクラスで共有バッファが使用されます。

• Bronzeクラスは SPANとバッファを共有します。 SPANまたは Bronzeクラスを使用するこ
とを推奨します。

•マルチキャスト最適化はサポートされません。

•あるクラスの QoSパラメータを変更すると、すべてのクラスのトラフィックが中断されま
す。

•イーサネットトラフィックと FCまたは FCoEトラフィックが混在している場合は、帯域が
均等に配分されません。
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•同じクラスからの複数のトラフィックストリームが均等に分配されないことがあります。

• FCまたはFCoEのパフォーマンス問題を回避するために、すべての破棄なしポリシーに同じ
CoS値を使用してください。

• Platinumクラスと Goldクラスのみが破棄なしポリシーをサポートしています。

システムクラスの設定

システムクラス

Cisco UCSは、DCE（Data Center Ethernet）を使用して、Cisco UCSドメイン内のすべてのトラ
フィックを処理します。イーサネットに対するこの業界標準の機能拡張では、イーサネットの帯

域幅が 8つの仮想レーンに分割されています。内部システムと管理トラフィック用に 2つの仮想
レーンが予約されています。それ以外の 6つの仮想レーンのQuality of Service（QoS）を設定でき
ます。 Cisco UCSドメイン全体にわたり、これら 6つの仮想レーンでDCE帯域幅がどのように割
り当てられるかは、システムクラスによって決定されます。

各システムクラスは特定のタイプのトラフィック用に帯域幅の特定のセグメントを予約します。

これにより、過度に使用されるシステムでも、ある程度のトラフィック管理が提供されます。た

とえば、ファイバチャネルプライオリティシステムクラスを設定して、FCoEトラフィックに割
り当てられる DCE帯域幅の割合を決定することができます。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。

表 5：システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルの QoSポリシーに含めることができる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィック

レーンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定やポリ

シーを割り当てるために使用できます。

Cisco UCS Miniの場合、パケットの破棄は Platinumクラスと Goldク
ラスでのみ無効にできます。 1つの Platinumクラスと 1つの Goldク
ラスのみを no-dropクラスとして同時に設定できます。

プラチナ

ゴールド

シルバー

ブロンズ

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーンに

対する QoSを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中には、あらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必要

に応じてデータパケットのドロップを許可するドロップポリシーが

あります。このシステムクラスは無効にできません。

ベストエフォート
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説明システムクラス

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーンに
対する Quality of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中には、あらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、デー

タパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップなしポ

リシーがあります。このシステムクラスは無効にできません。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使用
できない、予約されたQoSシステムクラスがあります。他
のタイプのトラフィックに FCoEで使用される CoS値があ
る場合、その値は 0にリマークされます。

（注）

ファイバチャネル

QoS システムクラスの設定

すべての破棄なしポリシーで UCSおよび N5Kに同じ CoS（サービスクラス）値を使用しま
す。エンドツーエンド PFCが正常に動作することを保証するには、すべての中間スイッチで
同じ QoSポリシーを設定します。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [QoS System Class]ノードを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 システムのトラフィック管理ニーズを満たすために設定するシステムクラスの次のプロパティを

更新します。

一部のプロパティはすべてのシステムクラスに対して設定できない場合があります。

MTUの最大値は 9216です。
（注）

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

QoS システムクラスのイネーブル化
デフォルトでは、Best Effortシステムクラスまたは Fibre Channelシステムクラスはイネーブルに
なっています。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [QoS System Class]ノードを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 イネーブルにする QoSシステムクラスの [Enabled]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

QoS システムクラスのディセーブル化
ベストエフォートシステムクラスやファイバチャネルシステムクラスはディセーブルにできま

せん。

ディセーブルにされたシステムクラスに関連付けられているすべてのQoSポリシーのデフォルト
は、Best Effortです。ディセーブルにされたシステムのクラスオブサービス（CoS）が 0に設定
されている場合のデフォルトは、Cos 0システムクラスになります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [QoS System Class]ノードを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 ディセーブルにする QoSシステムの [Enabled]チェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Quality of Service ポリシーの設定

Quality of Service ポリシー
Quality of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステム
クラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQuality ofService
が決定されます。一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加の制御を

指定することもできます。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
230

Quality of Service の設定
QoS システムクラスのディセーブル化



vNICポリシー、またはvHBAポリシーにQoSポリシーをインクルードし、その後、このポリシー
をサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があります。

QoS ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで [LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [QoS Policy]を右クリックし、[Create QoS Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create QoS Policy]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

QoSポリシーを vNICまたは vHBAテンプレートに含めます。

QoS ポリシーの削除
使用中の QoSポリシーを削除した場合、または QoSポリシーで使用されているシステムクラス
を無効にした場合、この QoSポリシーを使用している vNICと vHBAはすべて、ベストエフォー
トシステムクラスまたは CoSが 0のシステムクラスに割り当てられます。マルチテナント機能
を実装しているシステムでは、Cisco UCS Managerはまず、組織階層から一致する QoSポリシー
を見つけようとします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [QoS Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除する QoSポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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フロー制御ポリシーの設定

フロー制御ポリシー

フロー制御ポリシーは、ポートの受信バッファがいっぱいになったときに、Cisco UCSドメイン
のアップリンクイーサネットポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送信および受信するかどう
かを決定します。これらのポーズフレームは、バッファがクリアされるまでの数ミリ秒間、送信

側ポートからのデータの送信を停止するように要求します。

LANポートとアップリンクイーサネットポートの間でフロー制御が行われるようにするには、
両方のポートで、対応する受信および送信フロー制御パラメータを有効にする必要があります。

Cisco UCSでは、これらのパラメータはフロー制御ポリシーにより設定されます。

送信機能を有効にした場合、受信パケットレートが高くなりすぎたときに、アップリンクイーサ

ネットポートはネットワークポートにポーズ要求を送信します。ポーズは数ミリ秒有効になっ

た後、通常のレベルにリセットされます。受信機能を有効にした場合、アップリンクイーサネッ

トポートは、ネットワークポートからのポーズ要求すべてに従います。ネットワークポートが

ポーズ要求をキャンセルするまで、すべてのトラフィックはこのアップリンクポートで停止しま

す。

ポートにフロー制御ポリシーを割り当てているため、このポリシーを変更すると同時に、ポーズ

フレームやいっぱいになっている受信バッファに対するポートの反応も変わります。

フロー制御ポリシーの作成

はじめる前に

必要なフロー制御に対応する設定を使用して、ネットワークポートを設定します。たとえば、ポ

リシーのフロー制御ポーズフレームに対する送信設定を有効にした場合は、必ず、ネットワーク

ポートの受信パラメータを onまたは desiredに設定します。CiscoUCSポートでフロー制御フレー
ムを受信する場合は、ネットワークポートの送信パラメータが onまたは desiredに設定されてい
ることを確認します。フロー制御を使用する必要がない場合は、ネットワークポートの受信パラ

メータと送信パラメータを offに設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。
ルート組織内のフロー制御ポリシーだけを作成できます。サブ組織内のフロー制御ポリシーは、

作成できません。
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ステップ 4 [Flow Control Policies]ノードを右クリックし、[Create Flow Control Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Flow Control Policy]ウィザードで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

フロー制御ポリシーと、アップリンクイーサネットポート、またはポートチャネルを関連付け

ます。

フロー制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Flow Control Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 20 章

ネットワーク関連ポリシーの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• vNICテンプレートの設定, 235 ページ

• イーサネットアダプタポリシーの設定, 241 ページ

• デフォルトの vNIC動作ポリシーの設定, 248 ページ

• LAN接続ポリシーの設定, 249 ページ

• ネットワーク制御ポリシーの設定, 257 ページ

• マルチキャストポリシーの設定, 259 ページ

• LACPポリシーの設定, 261 ページ

• UDLDリンクポリシーの設定, 263 ページ

• VMQ接続ポリシーの設定, 268 ページ

vNIC テンプレートの設定

vNIC テンプレート
このポリシーは、サーバ上のvNICがLANに接続する方法を定義します。このポリシーは、vNIC
LAN接続ポリシーとも呼ばれます。

vNICテンプレートを作成する際に、Cisco UCS Managerでは正しい設定で VM-FEXポートプロ
ファイルが自動作成されません。VM-FEXポートプロファイルを作成するには、vNICテンプレー
トのターゲットを VMとして設定する必要があります。

このポリシーを有効にするには、このポリシーをサービスプロファイルに含める必要がありま

す。
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サーバに 2つの Emulex NICまたは QLogic NIC（Cisco UCS CNA M71KR-Eまたは Cisco UCS
CNA M71KR-Q）がある場合は、両方の NICにユーザ定義のMACアドレスが取得されるよう
に、サービスプロファイルで両方のアダプタの vNICポリシーを設定する必要があります。
両方の NICのポリシーを設定しない場合でも、Windowsは PCIバス上で両方の NICを検出し
ます。 2番目のイーサネットがサービスプロファイルに含まれていないため、Windowsはそ
れにハードウェアMACアドレスを割り当てます。その後でサービスプロファイルを異なる
サーバに移動すると、Windowsによって追加の NICが検出されますが、これは 1つの NICで
ユーザ定義のMACアドレスが取得されなかったためです。

（注）

vNIC テンプレートの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•ネームド VLAN

• MACプール

• QoSポリシー

• LANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vNIC Templates]ノードを右クリックし、[Create vNIC Template]を選択します。

ステップ 5 [Create vNIC Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [General]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

仮想ネットワークインターフェイスカード（vNIC）テンプ
レートの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペース

は使用できません。また、オブジェクトが保存された後で、

この名前を変更することはできません。

[名前]フィールド

テンプレートのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド

コンポーネントに関連付けられたファブリックインターコネ

クト。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用できない

場合に、このテンプレートから作成された vNICから第 2の
ファブリックインターコネクトにアクセスできるようにする

には、[フェールオーバーの有効化]チェックボックスをオン
にします。

次の状況下では、vNICファブリックフェールオー
バーを有効化しないでください。

（注）

• CiscoUCSドメインイーサネットスイッチモー
ドで動作している場合。 vNICファブリック
フェールオーバーは、そのモードではサポート

されません。 1つのファブリックインターコ
ネクト上のすべてのイーサネットアップリン

クが障害になった場合、vNICは他のイーサネッ
トアップリンクにフェールオーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサポートし
ないアダプタ（CiscoUCS82598KR-CI 10-Gigabit
EthernetAdapter）があるサーバに、このテンプ
レートから作成された 1つ以上の vNICを関連
付ける予定がある場合。これを行った場合、

Cisco UCS Managerにより、サービスプロファ
イルとサーバを関連付けたときに設定エラーが

生成されます。

[ファブリックID]フィールド
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説明名前

このテンプレートから作成された vNICに可能なターゲット
のリスト。選択したターゲットによって、CiscoUCSManager
が、vNICテンプレートの適切な設定を使用して、自動的に
VM-FEXポートプロファイルを作成するかどうかが決まりま
す。次のいずれかになります。

• [アダプタ]：vNICはすべてのアダプタに適用されます。
このオプションを選択した場合、VM-FEXポートプロ
ファイルが作成されません。

• [VM]：vNICはすべての仮想マシンに適用されます。こ
のオプションを選択した場合、VM-FEXポートプロファ
イルが作成されます。

[ターゲット]リストボックス

次のいずれかになります。

• [初期テンプレート]：テンプレートが変更された場合、
このテンプレートから作成された vNICはアップデート
されません。

• [テンプレートの更新]：テンプレートが変更された場合、
このテンプレートから作成された vNICはアップデート
されます。

[テンプレートのタイプ]
フィールド

b) [VLANs]領域で、このテンプレートから作成された vNICに割り当てるVLANをテーブルを使
用して選択します。テーブルには、次のカラムがあります。

説明名前

使用するVLANごとに、このカラムのチェックボックスをオ
ンにします。

VLANと PVLANを同じ vNICに割り当てることは
できません。

（注）

[Select]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANのいずれかをネイティブVLANとして指定するには、
このカラムのオプションボタンをクリックします。

[Native VLAN]カラム

VLANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VLAN]リンク

c) [Policies]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れる最大伝送単位、つまりパケットサイズ。

1500～ 9216の範囲の整数を入力します。

vNICテンプレートに QoSポリシーが関連付けられ
ている場合、ここで指定されたMTUは、関連付け
られているQoSシステムクラスで指定されたMTU
以下であることが必要です。このMTU値が QoS
システムクラスのMTU値を超えている場合、デー
タ転送中にパケットがドロップされる可能性があり

ます。

（注）

[MTU]フィールド

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れるMACアドレスプール。

[MACプール]ドロップダウン
リスト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れるサービスポリシーの品質。

[QoSポリシー]ドロップダウン
リスト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れるネットワーク制御ポリシー。

[ネットワーク制御ポリシー]
ドロップダウンリスト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れる LANピングループ。

[ピングループ]ドロップダウ
ンリスト

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使用さ
れる統計情報収集ポリシー。

[統計しきい値ポリシー]ド
ロップダウンリスト

ダイナミック vNIC、usNIC、または VMQなど、3種類のオ
プションボタンから 1つを選択します。ここでの選択に基づ
いて、ドロップダウンリストから適切な接続ポリシーを選択

します。

接続ポリシー

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

vNICテンプレートをサービスプロファイルに含めます。
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vNIC テンプレートへの vNIC のバインディング
サービスプロファイルと関連付けられた vNICを vNICテンプレートにバインドすることができま
す。 vNICを vNICテンプレートにバインドした場合、Cisco UCS Managerにより、vNICテンプ
レートで定義された値を使って vNICが設定されます。既存の vNIC設定が vNICテンプレートと
一致しない場合、Cisco UCS Managerにより vNICが再設定されます。バインドされた vNICの設
定は、関連付けられた vNICテンプレートを使用してのみ変更できます。 vNICを含むサービスプ
ロファイルがすでにサービスプロファイルテンプレートにバインドされている場合、vNICを
vNICテンプレートにバインドできません。

再設定されているvNICをテンプレートにバインドした場合、CiscoUCSManagerにより、サー
ビスプロファイルと関連付けられているサーバがリブートされます。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 vNICとバインドするサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。
ステップ 5 テンプレートにバインドする vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。

ステップ 8 [Bind to a vNIC Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [vNIC Template]ドロップダウンリストから、vNICをバインドするテンプレートを選択しま
す。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 9 警告ダイアログボックスで [Yes]をクリックすることにより、バインディングによって vNICの再
設定が生じた場合に Cisco UCS Managerでサーバのリブートが必要になる場合があることを確認
します。
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vNIC テンプレートからの vNIC のバインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 バインドを解除する vNICを備えたサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開し
ます。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。
ステップ 5 テンプレートからバインドを解除する vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Unbind from a Template]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

vNIC テンプレートの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [vNIC Templates]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

イーサネットアダプタポリシーの設定

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー

このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を制

御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できます。

•キュー
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•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトによるクラスタ構成におけるフェールオーバー

ファイバチャネルアダプタポリシーの場合、Cisco UCS Managerで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しないことがあります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Managerで明らかに異なる場合があります。

（注）

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。 Cisco UCS Managerでサポートされている最大 LUN数はこれよりも
大きくなっています。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。CiscoUCSManagerでは、この値をミリ秒で設定します。したがっ
て、Cisco UCS Managerで 5500ミリ秒と設定された値は、SANsurferでは 5秒として表示
されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可される値は 512、1024、および 2048で
す。 Cisco UCS Managerでは、あらゆるサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Managerで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCSは、イーサネットアダプタポリシーとファイバチャネルアダプタ
ポリシーのセットを提供します。これらのポリシーには、サポートされている各サーバオペレー

ティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムはこれらの

ポリシーに影響されます。通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を要求し

ます。ベンダーが提供しているサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。
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該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

ただし、（デフォルトのWindowsのアダプタポリシーを使用する代わりに）Windows OSの
イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次の式を使用してWindowsで動作する値
を計算します。

重要

完了キュー =送信キュー +受信キュー
割り込み回数 = (完了キュー + 2)以上である 2のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16

イーサネットアダプタポリシーの作成

領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリックしま
す。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create Ethernet Adapter Policy]を選択します。

ステップ 5 次のフィールドに、ポリシーの名前および説明を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[名前]フィールド
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド

次のいずれかになります。

• [Local]：このポリシーは、Cisco UCSドメイン内のサービ
スプロファイルとサービスプロファイルテンプレートで

のみ使用できます。

• [Pending Global]：このポリシーの制御は Cisco UCS Central
に移行中です。移行が完了すると、このポリシーは Cisco
UCSCentralに登録されているすべてのCiscoUCSドメイン
で使用可能になります。

• [Global]：このポリシーは Cisco UCS Centralによって管理
されます。このポリシーを変更する場合は、必ず Cisco
UCS Centralを使用して変更してください。

[Owner]フィールド

ステップ 6 （任意） [Resources]領域で、次の値を調整します。

説明名前

割り当てる送信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[Transmit Queues]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[Ring Size]フィールド

割り当てる受信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[Receive Queues]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[Ring Size]フィールド

割り当てる完了キューリソースの数。通常、割り当てなければ

ならない完了キューリソースの数は、送信キューリソースの数

に受信キューリソースの数を加えたものと等しくなります。

1～ 512の整数を入力します。

[CompletionQueues]フィールド
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説明名前

割り当てる割り込みリソースの数。通常、この値は、完了キュー

リソースの数と同じにします。

1～ 514の整数を入力します。

[Interrupts]フィールド

ステップ 7 （任意） [Options]領域で、次の値を調整します。

説明名前

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUですべてのパケットチェックサムが計算
されます。

• [Enabled]：チェックサムを計算できるように、CPUからす
べてのパケットがハードウェアに送信されます。このオプ

ションにより、CPUのオーバーヘッドが削減される可能性
があります。

このオプションは、インターフェイスから送信される

パケットにのみ影響します。

（注）

[Transmit Checksum Offload]
フィールド

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUですべてのパケットチェックサムが検証
されます。

• [Enabled]：CPUからすべてのパケットチェックサムが検
証のためにハードウェアへ送信されます。このオプション

により、CPUのオーバーヘッドが削減される可能性があり
ます。

このオプションは、インターフェイスが受信するパ

ケットにのみ影響します。

（注）

[Receive Checksum Offload]
フィールド

次のいずれかになります。

• [Disabled]：大きい TCPパケットは CPUで分割されます。

• [Enabled]：大きい TCPパケットは、CPUからハードウェ
アに送信されて分割されます。このオプションにより、

CPUのオーバーヘッドが削減され、スループット率が向上
する可能性があります。

このオプションは、Large SendOffload（LSO）とも呼
ばれ、インターフェイスから送信されるパケットにの

み影響します。

（注）

[TCP Segmentation Offload]
フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUですべての大きいパケットが処理されま
す。

• [Enabled]：すべての分割パケットは、CPUに送信される前
にハードウェアによって再構築されます。このオプション

により、CPUの使用率が削減され、インバウンドのスルー
プットが増加する可能性があります。

このオプションは、インターフェイスが受信するパ

ケットにのみ影響します。

（注）

[TCP Large Receive Offload]
フィールド

RSSにより、マルチプロセッサシステムにおいてネットワーク
の受信処理が複数の CPUに分散されます。次のいずれかにな
ります。

• [Disabled]：ネットワーク受信処理は、別のプロセッサが使
用可能であっても、常に 1つのプロセッサで処理されま
す。

• [Enabled]：ネットワーク受信処理は、可能な場合は常にプ
ロセッサ間で分担されます。

[Receive Side Scaling]フィール
ド

セカンダリインターフェイスを使用して vNICが始動した後、
その vNICのプライマリインターフェイスが再びシステムで使
用されるには、プライマリインターフェイスが一定時間使用可

能な状態になっている必要があり、その時間の長さをこの設定

で制御します。

0～ 600の範囲の秒数を入力します。

[Failback Timeout]フィールド

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSI X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIだけ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[Interrupt Mode]フィールド

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
246

ネットワーク関連ポリシーの設定

イーサネットアダプタポリシーの作成



説明名前

次のいずれかになります。

• [Min]：システムは、別の割り込みイベントを送信する前
に、[InterruptTimer]フィールドで指定された時間だけ待機
します。

• [Idle]：少なくとも [Interrupt Timer]フィールドで指定され
た時間の長さだけアクティビティがない状態が続くまで、

システムは割り込みを送信しません。

[Interrupt Coalescing Type]
フィールド

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信される前に必要

な休止期間。

1～65535の値を入力します。割り込み調停をオフにするには、
このフィールドに 0（ゼロ）を入力します。

[Interrupt Timer]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Linux オペレーティングシステムで MRQS 用の eNIC サポートをイネー
ブル化するためのイーサネットアダプタポリシーの設定

CiscoUCSManagerには、RedHat Enterprise Linuxバージョン 6.xおよび SUSELinux Enterprise Server
バージョン 11.xでのMultiple Receive Queue Support（MRQS）機能向けの eNICサポートが含まれ
ます。

手順

ステップ 1 イーサネットアダプタポリシーを作成します。

イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次のパラメータを使用します。

•送信キュー = 1

•受信キュー = n（最大 8）

•完了キュー =送信キューの数 +受信キューの数

•割り込み =完了キューの数 + 2

• Receive Side Scaling（RSS）= Enabled

•割り込みモード = Msi-X
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イーサネットアダプタポリシーの作成, （243ページ）を参照してください。

ステップ 2 eNICドライババージョン 2.1.1.35以降をインストールします。
『Cisco UCS Virtual Interface Card Drivers for Linux Installation Guide（Linux用 Cisco UCS仮想イン
ターフェイスカードドライバインストレーションガイド）』を参照してください。

ステップ 3 サーバをリブートします。

イーサネットアダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Adapter Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するイーサネットアダプタポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

デフォルトの vNIC 動作ポリシーの設定

デフォルトの vNIC 動作ポリシー
デフォルトの vNIC動作ポリシーにより、サービスプロファイルに対する vNICの作成方法を設定
できます。 vNICSを手動で作成するか、自動的に作成されるようにするかを選択できます。

デフォルトの vNIC動作ポリシーを設定して、vNICの作成方法を定義することができます。次の
いずれかになります。

• [None]：Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルにデフォルトの vNICを作成しませ
ん。すべての vNICを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルが vNICを必要とし、何も明示的に定義されていない場
合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられているサーバにインストー
ルされたアダプタに基づいて必要な vNICを作成します。
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vNICのデフォルトの動作ポリシーを指定しない場合、[HW Inherit]がデフォルトで使用されま
す。

（注）

デフォルトの vNIC 動作ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。
ルート組織内のデフォルトの vNIC動作ポリシーのみを設定できます。サブ組織内のデフォルト
の vNIC動作のポリシーは設定できません。

ステップ 4 [Default vNIC Behavior]をクリックします。

ステップ 5 [General]タブの、[Properties]領域で、[Action]フィールドにある次のオプションボタンの内の 1
つをクリックします。

• [None]：Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルにデフォルトの vNICを作成しませ
ん。すべての vNICを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルが vNICを必要とし、何も明示的に定義されていない場
合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられているサーバにインストー
ルされたアダプタに基づいて必要な vNICを作成します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーの設定

LAN および SAN 接続ポリシー
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバと LANまたは SAN間の接続およびネットワーク通信
リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、
およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICと vHBAを識別しま
す。
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接続ポリシーはサービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートに含めら

れ、複数のサーバの設定に使用される可能性があるため、接続ポリシーでは静的 IDを使用し
ないことをお勧めします。

（注）

LAN および SAN の接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーを使用すると、ネットワーク権限またはストレージ権限のないユーザが、ネットワー

ク接続とストレージ接続を備えたサービスプロファイルやサービスプロファイルテンプレート

を作成したり変更したりできるようになります。ただし、接続ポリシーを作成するには、適切な

ネットワーク権限とストレージ権限が必要です。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーは、他のネットワークやストレージの設定と同じ権限を必要とします。たとえば、

接続ポリシーを作成するには、次の権限の少なくとも 1つを有している必要があります。

• admin：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-server：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-network：LAN接続ポリシーを作成できます

• ls-storage：SAN接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するために必要な権限

接続ポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービスプロファイル
またはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute権限
しかないユーザは接続ポリシーを作成できません。

サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法により、サービスプロファイルに LANおよび SANの接続を設定できます。

•サービスプロファイルで参照される LANおよび SAN接続ポリシー

•サービスプロファイルで作成されるローカル vNICおよび vHBA

•ローカル vNICおよび SAN接続ポリシー

•ローカル vHBAおよび LAN接続ポリシー

Cisco UCSでは、サービスプロファイルのローカル vNICおよび vHBA設定と接続ポリシー間の
相互排他性が維持されます。接続ポリシーとローカルに作成した vNICまたは vHBAを組み合わ
せて使用することはできません。サービスプロファイルに LAN接続ポリシーを含めると、既存
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の vNIC設定がすべて消去されます。SAN接続ポリシーを含めた場合は、そのサービスプロファ
イル内の既存の vHBA設定がすべて消去されます。

LAN 接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [LAN Connectivity Policies]を右クリックし、[Create LAN Connectivity Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create LAN Connectivity Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドにポリシーの名前と説明
を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[名前]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド

ステップ 6 次のどちらかを実行します。

• LAN接続ポリシーに vNICを追加するには、ステップ 7に進みます。
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• LAN接続ポリシーに iSCSI vNICを追加し、サーバで iSCSIブートを使用するには、ステッ
プ 8に進みます。

ステップ 7 vNICを追加するには、[vNIC Table]領域で、テーブルアイコンバーの [+]をクリックし、[Create
vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

ステップ 8 サーバで iSCSIブートを使用する場合は、下矢印をクリックして [Add iSCSI vNICs]バーを展開し
以下を行います。

a) テーブルアイコンバーで [+]をクリックします。
b) [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペース

は使用できません。また、オブジェクトが保存された後で、

この名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた LAN vNIC（存在する場
合）。

[Overlay vNIC]ドロップダウン
リスト

この iSCSI vNICに関連付けられた iSCSIアダプタポリシー
（存在する場合）。

[iSCSIAdapter Policy]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSIアダプタを作
成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]リ
ンク

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN。デフォルトの
VLANは [default]です。

Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードお
よびCiscoUCSVIC-1240仮想インターフェイスカー
ドの場合は、オーバレイ vNICのネイティブ VLAN
と同じ VLANを指定する必要があります。

CiscoUCSM51KR-BBroadcomBCM57711の場合は、
オーバーレイvNICに割り当てられているどのVLAN
でも指定できます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリス
ト

c) [iSCSI MAC Address]領域の [MAC Address Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれ
かを選択します。

• MACアドレスの割り当てを解除したままにして、[Select (None used by default)]を選択し
ます。このサービスプロファイルに関連付けるサーバにCiscoUCSM81KR仮想インター
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フェイスカードまたはCisco UCSVIC-1240仮想インターフェイスカードがある場合は、
このオプションを選択します。

このサービスプロファイルに関連付けるサーバにCiscoUCSNICM51KR-Bがある
場合は、MACアドレスを指定する必要があります。

重要

•特定のMACアドレスを使用する場合は、[00:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、[MACAddress]
フィールドにアドレスを入力します。このアドレスが使用可能であることを確認するに

は、対応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プー
ル名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用

可能なMACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレスの合計
数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合、プールカテゴリが
2つ存在することがあります。ドメインプールは Cisco UCSドメインでローカルに定義
され、グローバルプールは、Cisco UCS Centralで定義されます。

d) （任意）すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードでフィールドに値を入力します。
詳細については、MACプールの作成, （224ページ）を参照してください。

e) [OK]をクリックします。

ステップ 9 ポリシーに必要なすべての vNICまたは iSCSI vNICを作成したら、[OK]をクリックします。

次の作業

ポリシーをサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めます。
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LAN 接続ポリシー用の vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 vNICを追加するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [vNIC]テーブルのアイコンバーで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーからの vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 vNICを削除するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [vNICs]テーブルで、次の手順を実行します。
a) 削除する vNICをクリックします。
b) アイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。
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LAN 接続ポリシー用の iSCSI vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを追加するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Add iSCSI vNICs]テーブルのアイコンバーの、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

この iSCSIvNICに関連付けられたLANvNIC（存在する場合）。[Overlay vNIC]ドロップダウン
リスト

この iSCSI vNICに関連付けられた iSCSIアダプタポリシー（存
在する場合）。

[iSCSI Adapter Policy]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSIアダプタを作成
するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]リ
ンク

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN。デフォルトの
VLANは [default]です。

Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードおよ
び Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカード
の場合は、オーバレイ vNICのネイティブVLANと同
じ VLANを指定する必要があります。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711の場合は、
オーバーレイ vNICに割り当てられているどのVLAN
でも指定できます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリスト
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ステップ 8 [iSCSIMACAddress]領域の [MACAddress Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを
選択します。

• MACアドレスの割り当てを解除したままにして、[Select (None used by default)]を選択しま
す。このサービスプロファイルに関連付けるサーバに Cisco UCS M81KR仮想インターフェ
イスカードまたは Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカードがある場合は、このオ
プションを選択します。

このサービスプロファイルに関連付けるサーバに Cisco UCS NIC M51KR-Bがある場
合は、MACアドレスを指定する必要があります。

重要

•特定のMACアドレスを使用する場合は、[00:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、[MAC Address]
フィールドにアドレスを入力します。このアドレスが使用可能であることを確認するには、

対応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プール
名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可能な

MACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレスの合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合、プールカテゴリが 2つ
存在することがあります。ドメインプールはCiscoUCSドメインでローカルに定義され、グ
ローバルプールは、Cisco UCS Centralで定義されます。

ステップ 9 （任意） すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードでフィールドに値を入力します。
詳細については、MACプールの作成, （224ページ）を参照してください。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 [Save Changes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーからの iSCSI vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを削除するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Add iSCSI vNICs]テーブルで、次の手順を実行します。
a) 削除する iSCSI vNICをクリックします。
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b) アイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

LAN 接続ポリシーの削除
サービスプロファイルに含まれる LAN接続ポリシーを削除する場合、すべての vNICと iSCSI
vNICをそのサービスプロファイルから削除し、そのサービスプロファイルに関連付けられてい
るサーバの LANデータトラフィックを中断します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [LAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ネットワーク制御ポリシーの設定

ネットワーク制御ポリシー

このポリシーは Cisco UCSドメインのネットワーク制御を設定するもので、次の設定も含まれま
す。

• Cisco Discovery Protocol（CDP）の有効化/無効化

•エンドホストモードで使用できるアップリンクポートが存在しない場合の、仮想インター
フェイス（VIF）の動作方法

•関連付けられているボーダーポートの障害時に、リモートイーサネットインターフェイス、
vEthernetインターフェイス、または vFibreチャネルインターフェイスで Cisco UCS Manager
が実行するアクション

•ファブリックインターコネクトへのパケット送信時に、異なるMACアドレスをサーバが使
用できるかどうか

• MAC登録を VNICごとに実行するか、またはすべての VLANに対して実行するか
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[アップリンクのアクションに失敗しました] プロパティ

デフォルトでは、ネットワーク制御ポリシー内の [アップリンクのアクションに失敗しました]プ
ロパティは、リンクダウンの値を使用して設定されます。CiscoUCSM81KR仮想インターフェイ
スカードなどのアダプタの場合、このデフォルトの動作では、関連付けられたボーダポートに障

害が発生した場合に、Cisco UCS Managerに対して vEthernetまたは vFibreチャネルインターフェ
イスをダウンさせるように指示します。 Cisco UCS CNA M72KR-Qや Cisco UCS CNA M72KR-E
などの、イーサネットと FCoEトラフィックの両方をサポートする VM-FEX非対応の統合型ネッ
トワークアダプタを使用する Cisco UCSシステムの場合、このデフォルトの動作では、関連付け
られたボーダポートに障害が発生した場合に、Cisco UCS Managerに対してリモートイーサネッ
トインターフェイスをダウンさせるように指示します。このシナリオでは、リモートイーサネッ

トインターフェイスにバインドされている vFibreチャネルインターフェイスもダウンします。

このセクションに記載されている VM-FEX非対応の統合型ネットワークアダプタのタイプが
実装に含まれ、そのアダプタがイーサネットと FCoEの両方のトラフィックを処理することが
予想される場合は、警告の値を使用して [アップリンクのアクションに失敗しました]プロパ
ティを設定することをお勧めします。ただし、この設定にすると、ボーダポートがダウンし

た場合に、イーサネットチーミングドライバでリンク障害を検出できなくなる場合がありま

す。

（注）

MAC 登録モード

MACアドレスは、ネイティブ VLANでのみデフォルトでインストールされます。これにより、
ほとんどの実装で VLANポート数が最大になります。

トランキングドライバがホスト上で実行され、インターフェイスがプロミスキャスモードに

なっている場合、Mac登録モードをすべての VLANに設定することをお勧めします。
（注）

ネットワーク制御ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Network Control Policies]ノードを右クリックし、[Create Network Control Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Network Control Policy]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ネットワーク制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Network Control Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

マルチキャストポリシーの設定

マルチキャストポリシー

このポリシーは、インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）のスヌーピングおよび IGMP
クエリアの設定に使用されます。 IGMPスヌーピングは、特定のマルチキャスト伝送に含まれる
べき VLANのホストを動的に決定します。 1つ以上の VLANに関連付けることができるマルチ
キャストポリシーを作成、変更、削除できます。マルチキャストポリシーが変更されると、そ

のマルチキャストポリシーに関連付けられたすべてのVLANが再処理され変更が適用されます。
デフォルトでは、IGMPスヌーピングが有効になり、IGMPクエリアが無効になります。
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マルチキャストポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Multicast Policies]ノードを右クリックし、[Create Multicast Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Multicast Policy]ダイアログボックスで、名前と IGMPスヌーピング情報を指定します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

マルチキャストポリシーの変更

この手順では、既存のマルチキャストポリシーの IGMPスヌーピング状態および IGMPスヌーピ
ングクエリア状態を変更する方法について説明します。

作成後にマルチキャストポリシーの名前を変更することはできません。（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ステップ 4 変更するポリシーをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、必要に応じてフィールドを編集します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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マルチキャストポリシーの削除

VLANにデフォルト以外の（ユーザ定義）マルチキャストポリシーを割り当て、そのマルチ
キャストポリシーを削除すると、関連付けられた VLANは削除済みポリシーが再作成される
まで、デフォルトのマルチキャストポリシーからマルチキャストポリシー設定を継承します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Multicast Policies]ノードを右クリックし、[Delete Multicast Policy]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LACP ポリシーの設定

LACP ポリシー
リンク集約は、複数のネットワーク接続を並列に組み合わせて、スループットを向上させ、冗長

性を実現します。 Link Aggregation Control Protocol（LACP）は、それらのリンク集約グループに
さらに利点をもたらします。Cisco UCSManagerでは、LACPポリシーを使用して LACPのプロパ
ティを設定することができます。

LACPポリシーには以下を設定できます。

•個別一時停止：LACPでアップストリームスイッチのポートを設定しない場合、ファブリッ
クインターコネクトは、すべてのポートをアップリンクイーサネットポートとして扱い、

パケットを転送します。ループを回避するために、LACPポートを一時停止状態にすること
ができます。 LACPを使用してポートチャネルに個別一時停止を設定すると、そのポート
チャネルの一部であるポートがピアポートから PDUを受信しない場合、そのポートは一時
停止状態になります。

•タイマー値：rate-fastまたは rate-normalを設定できます。 rate-fast設定では、ポートはピア
ポートから 1秒ごとに 1 PDUを受信します。このタイムアウトは 3秒です。 rate-normal設
定では、ポートは 30秒ごとに 1 PDUを受信します。このタイムアウトは 90秒です。
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システムの起動時に、デフォルトの LACPポリシーが作成されます。このポリシーを変更した
り、新規のポリシーを作成できます。また、複数のポートチャネルに 1つの LACPポリシーを適
用することもできます。

LACP ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[LACP Policies]タブをクリックし、[+]記号をクリックします。

ステップ 5 [Create LACP Policy]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

LACP ポリシーの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Work]ペインの [LACP Policies]タブで、編集するポリシーをクリックします。

ステップ 5 右側の [Properties]アイコンをクリックします。

ステップ 6 [Properties]ダイアログボックスで、必要な変更を行って [Apply]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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UDLD リンクポリシーの設定

UDLD の概要
UniDirectional LinkDetection（UDLD）は、光ファイバまたはツイストペアイーサネットケーブル
を通して接続されたデバイスからケーブルの物理設定をモニタリングしたり、単一方向リンクの

存在を検出できるようにするためのレイヤ 2プロトコルです。このプロトコルが単一方向リンク
を正常に識別してディセーブルにするには、接続されたすべてのデバイスでUDLDプロトコルが
サポートされている必要があります。UDLDは、単一方向リンクを検出するとそのリンクを単方
向としてマークします。単一方向リンクは、スパニングツリートポロジループをはじめ、さま

ざまな問題を引き起こす可能性があります。

UDLDは、レイヤ 1メカニズムと連動してリンクの物理ステータスを判断します。レイヤ 1で
は、物理的シグナリングおよび障害検出は、自動ネゴシエーションによって処理されます。UDLD
は、ネイバーの IDの検知、誤って接続されたインターフェイスのシャットダウンなど、自動ネゴ
シエーションでは実行不可能な処理を実行します。自動ネゴシエーションと UDLDの両方をイ
ネーブルにすると、レイヤ 1と 2の検出機能が連動し、物理的および論理的な単一方向接続、お
よび他のプロトコルの誤動作を防止します。

ローカルデバイスが送信したトラフィックをネイバーが受信するにもかかわらず、ネイバーから

送信されたトラフィックをローカルデバイスが受信しない場合に、単一方向リンクが発生しま

す。

動作モード

UDLDは、ノーマル（デフォルト）とアグレッシブの 2つの動作モードをサポートしています。
通常モードのUDLDは、光ファイバ接続におけるインターフェイスの誤接続に起因する単一方向
リンクを検出します。アグレッシブモードの UDLDは、光ファイバリンクやツイストペアリン
ク上の片方向トラフィックに起因する単一方向リンク、および光ファイバリンク上のインター

フェイスの誤接続に起因する単一方向リンクも検出できます。

通常モードのUDLDは、光ファイバインターフェイスの光ファイバが誤接続されている場合に単
一方向リンクを検出しますが、レイヤ 1メカニズムは、この誤接続を検出しません。インター
フェイスが正しく接続されていてもトラフィックが片方向である場合は、単一方向リンクを検出

するはずのレイヤ 1メカニズムがこの状況を検出できないため、UDLDは単一方向リンクを検出
できません。その場合、論理リンクは不明となり、UDLDはインターフェイスをディセーブルに
しません。UDLDが通常モードのときに、ペアの一方の光ファイバが切断されており、自動ネゴ
シエーションがアクティブであると、レイヤ 1メカニズムはリンクの物理的な問題を検出しない
ため、リンクは稼働状態でなくなります。この場合は、UDLDは何のアクションも行わず、論理
リンクは不確定と見なされます。

デフォルトでは、UDLDアグレッシブモードはディセーブルになっています。UDLDアグレッシ
ブモードは、そのモードをサポートするネットワークデバイス間のポイントツーポイントのリン

ク上に限って設定してください。UDLDアグレッシブモードが有効になっている場合、UDLDネ
イバー関係が確立されている双方向リンク上のポートが UDLDパケットを受信しなくなると、
UDLDはネイバーとの接続の再確立を試み、影響を受けたポートを管理シャットダウンします。
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アグレッシブモードの UDLDは、2つのデバイス間の障害発生が許されないポイントツーポイン
トリンクの単一方向リンクも検出できます。また、次のいずれかの問題が発生している場合に、

単一方向リンクも検出できます。

•光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方で、トラフィックの送受信
ができない場合。

•光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方がダウン状態で、もう片方
がアップ状態の場合。

•ケーブルのうち 1本の光ファイバが切断されている。

単一方向の検出方法

UDLDは 2つのメカニズムを使用して動作します。

•ネイバーデータベースメンテナンス

UDLDは、すべてのアクティブインターフェイスで Helloパケット（別名アドバタイズメン
トまたはプローブ）を定期的に送信して、他のUDLD対応ネイバーについて学習し、各デバ
イスがネイバーに関しての最新情報を維持できるようにします。スイッチが helloメッセー
ジを受信すると、エージングタイム（ホールドタイムまたは存続可能時間）が経過するま

で、情報をキャッシュします。古いキャッシュエントリの期限が切れる前に、スイッチが

新しいhelloメッセージを受信すると、古いエントリが新しいエントリで置き換えられます。

インターフェイスがディセーブルになりUDLDが実行中の場合、インターフェイスでUDLD
がディセーブルになった場合、またはスイッチがリセットされた場合、UDLDは、設定変更
によって影響を受けるインターフェイスの既存のキャッシュエントリをすべてクリアしま

す。UDLDは、ステータス変更の影響を受けるキャッシュの一部をフラッシュするようにネ
イバーに通知するメッセージを 1つまたは複数送信します。このメッセージは、キャッシュ
を継続的に同期するためのものです。

•イベントドリブン検出およびエコー

UDLDは検出メカニズムとしてエコーを利用します。UDLDデバイスが新しいネイバーを学
習するか、または同期していないネイバーから再同期要求を受信すると、接続のUDLDデバ
イス側の検出ウィンドウを再起動して、エコーメッセージを返送します。この動作はすべ

てのUDLDネイバーに対して同様に行われるため、エコー送信側では返信エコーを受信する
ように待機します。

検出ウィンドウが終了し、有効な応答メッセージが受信されなかった場合、リンクは、UDLD
モードに応じてシャットダウンされることがあります。UDLDが通常モードにある場合、リ
ンクは不確定と見なされ、シャットダウンされない場合があります。UDLDがアグレッシブ
モードのときは、リンクは単一方向であると見なされ、インターフェイスはシャットダウン

されます。

通常モードにある UDLDが、アドバタイズまたは検出段階にあり、すべてのネイバーのキャッ
シュエントリが期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可能性
のあるネイバーとの再同期を行います。
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アグレッシブモードをイネーブルにしていて、ポートのすべてのネイバーがアドバタイズまたは

検出段階で期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可能性のあ
るネイバーとの再同期を行います。高速な一連のメッセージの送受信後に、リンクステートが不

確定のままの場合、UDLDはポートをシャットダウンします。

UDLD 設定時の注意事項
次のガイドラインと推奨事項は、UDLDを設定する場合に該当します。

• UDLD対応インターフェイスを別のスイッチのUDLD非対応ポートに接続すると、そのUDLD
対応インターフェイスも単方向リンクを検出できなくなります。

•モード（通常またはアグレッシブ）を設定する場合、リンクの両側に同じモードを設定しま
す。

• UDLDは、UDLD対応デバイスに接続されているインターフェイスでのみ有効にする必要が
あります。次のインターフェイスタイプがサポートされます。

◦イーサネットアップリンク

◦ FCoEアップリンク

◦イーサネットアップリンクポートチャネルメンバ

◦ FCoEアップリンクポートチャネルメンバ

リンクプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Link Profile]ノードを右クリックし、[Create Link Profile]を選択します。

ステップ 4 [Create Link Profile]ダイアログボックスで、名前と UDLDリンクポリシーを指定します。

ステップ 5 [OK]をクリックします。
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UDLD リンクポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [UDLD Link Policies]ノードを右クリックし、[Create UDLD Link Policy]を選択します。

ステップ 4 [Create UDLDLink Policy]ダイアログボックスで、名前、管理ステータスおよびモードを指定しま
す。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

UDLD システム設定の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [root]を展開します。

ステップ 4 [Link Protocol Policy]ノードを展開し、[UDLD System Settings]をクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Properties]領域で、必要に応じてフィールドを変更します。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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リンクプロファイルのポートチャネルイーサネットインターフェイ

スへの割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [Fabric] > [Port Channels]を展開します。
ステップ 3 ポートチャネルのノードを展開し、リンクプロファイルを割り当てる [Eth Interface]をクリック

します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、割り当てるリンクプロファイルを選択します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

リンクプロファイルのアップリンクイーサネットインターフェイス

への割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud] > [Fabric] > [Uplink Eth Interface]を展開します。
ステップ 3 リンクプロファイルを割り当てる [Eth Interface]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、割り当てるリンクプロファイルを選択します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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リンクプロファイルのポートチャネル FCoE インターフェイスへの割
り当て

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブの [SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [FC Port Channels]を展開します。

ステップ 3 FCoEポートチャネルのノードを展開し、リンクプロファイルを割り当てる FCoEインターフェ
イスをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、割り当てるリンクプロファイルを選択します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

リンクプロファイルのアップリンク FCoE インターフェイスへの割り
当て

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [Fabric] > [Uplink FC Interfaces]を展開します。

ステップ 3 リンクプロファイルを割り当てる FC0Eインターフェイスをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域で、割り当てるリンクプロファイルを選択します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

VMQ 接続ポリシーの設定

VMQ 接続ポリシー
Cisco UCS Manager Managerでは、vNICに対し VMQ接続ポリシーを設定することができます。
VMQにより、管理オペレーティングシステム全体のネットワークパフォーマンスが向上します。
VMQ vNIC接続ポリシーを設定するには、次の作業を実行します。
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• VMQ接続ポリシーの作成

•サービスプロファイルでのスタティック vNICの作成

• vNICへの VMQ接続ポリシーの適用

サーバのサービスプロファイルでVMQ vNICを設定する場合は、サーバ内の少なくとも 1つのア
ダプタがVMQをサポートしている必要があります。以下のアダプタのうち少なくとも1つがサー
バにインストールされていることを確認してください。

• UCS-VIC-M82-8P

• UCSB-MLOM-40G-01

• UCSC-PCIE-CSC-02

以下は VMQでサポートされるオペレーティングシステムです。

• Windows 2012

• Windows 2012 R2

サービスプロファイルで 1度に適用できる vNIC接続ポリシーは 1つだけです。 vNICに対して 3
つのオプション（ダイナミック、usNIC、VMQ接続ポリシー）のいずれか 1つを選択してくださ
い。サービスプロファイルで VMQ vNICが設定されている場合は、次のように設定されている
ことを確認してください。

• BIOSポリシーで [SRIOV]を選択する。

•アダプタポリシーで [Windows]を選択する。

VMQ 接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [VMQ Connection Policies]ノードを右クリックし、[Create VMQ Connection Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create VMQ Connection Policy]ダイアログボックスに必要な情報を指定します。
割り込み回数は、少なくともサーバの論理プロセッサ数（32, 64など）以上である必要がありま
す。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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vNIC への仮想化プリファレンスの割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [target service profile] > [root] > [vNICs]を展開します。

ステップ 3 vNIC名をクリックして [Work]ペインにプロパティを表示します。

ステップ 4 [Connection Policies]セクションで、[VMQ]のオプションボタンを選択し、ドロップダウンから
[VMQ Connection Policy]を選択します。
[Properties]領域で、この vNICの [Vitalization Preference]が [VMQ]に変わります。
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第 21 章

アップストリーム分離レイヤ 2 ネットワー
クの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• アップストリーム分離レイヤ 2ネットワーク, 271 ページ

• アップストリーム分離 L2ネットワークの設定に関するガイドライン, 272 ページ

• アップストリーム分離 L2ネットワークのピン接続に関する考慮事項, 274 ページ

• アップストリーム分離 L2ネットワークに関する Cisco UCSの設定, 276 ページ

• アップストリーム分離 L2ネットワークに VLANを作成, 277 ページ

• VLANへのポートおよびポートチャネルの割り当て, 278 ページ

• VLANからのポートおよびポートチャネルの削除, 279 ページ

• VLANに割り当てられたポートおよびポートチャネルの表示, 280 ページ

アップストリーム分離レイヤ 2 ネットワーク
接続していない 2つ以上のイーサネット「クラウド」があり、それらに同一の Cisco UCSドメイ
ン内に存在するサーバや仮想マシンがアクセスする必要がある場合は、レイヤ 2ネットワークの
アップストリーム分離（分離 L2ネットワーク）が必要です。たとえば、次のいずれかが必要な
場合、分離 L2ネットワークを設定できます。

•パブリックネットワークおよびバックアップネットワークにアクセスするサーバまたは仮
想マシン

•マルチテナントシステムでは、複数のカスタマー用のサーバまたは仮想マシンが同一のCisco
UCSドメイン内に存在しており、それらは両方のカスタマーのために L2ネットワークにア
クセスする必要があります。
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デフォルトでは、CiscoUCS内のデータトラフィックは相互包含の原則で動作します。VLAN
およびアップストリームネットワークへのトラフィックはすべて、すべてのアップリンクポー

トとポートチャネルで伝送されます。アップストリーム分離レイヤ 2ネットワークをサポー
トしていないリリースからアップグレードする場合は、VLANに適切なアップリンクインター
フェイスを割り当てる必要があります。これを行わないと、VLANへのトラフィックがすべて
のアップリンクポートとポートチャネルに流れ続けます。

（注）

分離 L2ネットワークのコンフィギュレーションは、選択的排除の原則で動作します。分離ネッ
トワークの一部として指定されたVLANへのトラフィックは、そのVLANに特別に割り当てられ
たポートチャネルまたはアップリンクイーサネットポートだけを移動でき、他のすべてのアッ

プリンクポートおよびポートチャネルから選択的に除外されます。ただし、アップリンクイー

サネットポートまたはポートチャネルが特別に割り当てられていない VLANへのトラフィック
は、分離 L2ネットワークへのトラフィックを伝送するものを含め、すべてのアップリンクポー
トまたはポートチャネルを移動できます。

Cisco UCSでは、VLANはアップストリーム分離 L2ネットワークを表します。分離 L2ネット
ワーク向けのネットワークトポロジを設計する際は、アップリンクインターフェイスを VLAN
に割り当て、逆にならないようにする必要があります。

サポートされているアップストリーム分離 L2ネットワークの最大数については、『Cisco UCS
Configuration Limits for Cisco UCS Manager Guide（Cisco UCS Manager向け Cisco UCS設定制限ガイ
ド）』を参照してください。

アップストリーム分離 L2 ネットワークの設定に関するガ
イドライン

アップストリーム分離 L2ネットワークの設定を計画する際は、次の事項を考慮してください。

イーサネットスイッチングモードはエンドホストモードでなければならない

Cisco UCSは、ファブリックインターコネクトのイーサネットスイッチングモードがエンドホス
トモードに設定されている場合にのみ、分離 L2ネットワークをサポートします。ファブリック
インターコネクトのイーサネットスイッチングモードがスイッチモードの場合、分離 L2ネット
ワークに接続できません。

ハイアベイラビリティのために対称構成を推奨

Cisco UCSドメインが 2つのファブリックインターコネクトによるハイアベイラビリティ構成で
ある場合は、両方のファブリックインターコネクトに同一のVLANセットを設定することを推奨
します。
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VLAN の有効基準はアップリンクイーサネットポートとポートチャネルで同一

分離 L2ネットワークで使用する VLANは、アップリンクイーサネットポートまたはアップリン
クイーサネットポートチャネル向けに設定して、割り当てる必要があります。ポートまたはポー

トチャネルに VLANが含まれていない場合、Cisco UCS Managerは VLANを無効と見なし、次の
操作を実行します。

•サーバの [Status Details]領域に設定に関する警告を表示します。

•ポートまたはポートチャネルの設定を無視し、そのVLANのすべてのトラフィックをドロッ
プします。

有効基準はアップリンクイーサネットポートとアップリンクイーサネットポートチャネル

で同一です。 Cisco UCS Managerは 2つを区別しません。
（注）

重複 VLAN はサポート対象外

CiscoUCSは、分離L2ネットワーク内の重複VLANをサポートしません。各VLANが 1つのアッ
プストリーム分離 L2ドメインだけに接続するようにする必要があります。

各 vNIC は 1 つの分離 L2 ネットワークとのみ通信できる

1つの vNICは 1つの分離 L2ネットワークとのみ通信できます。サーバが複数の分離 L2ネット
ワークと通信する必要がある場合は、それらのネットワークにそれぞれ vNICを設定する必要が
あります。

複数の分離 L2ネットワークと通信するには、2つ以上の vNICをサポートする Cisco VICアダプ
タをサーバに搭載する必要があります。

アプライアンスポートにはアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルと同じ VLAN
を設定する必要がある

分離 L2ネットワークと通信するアプライアンスポートの場合は、最低 1つのアップリンクイー
サネットポートまたはポートチャネルが同じネットワーク内にあり、それがアプライアンスポー

トで使用される VLANに割り当てられていることを確認する必要があります。アプライアンス
ポートのトラフィックを伝送するすべての VLANを含んでいるアップリンクイーサネットポー
トやポートチャネルを Cisco UCS Managerが識別できないと、ピン接続障害が発生し、アプライ
アンスポートはダウン状態になります。

たとえば、Cisco UCSドメインには、IDが 500、名前が vlan500のグローバル VLANが含まれて
います。 vlan500はアップリンクイーサネットポートのグローバルVLANとして作成されます。
ただし、Cisco UCS Managerはアプライアンスポートにこの VLANを伝播しません。 vlan500を
アプライアンスポートに設定するには、IDが 500で vlan500という名前を持つ別のVLANをアプ
ライアンスポートに作成する必要があります。この複製 VLANは、Cisco UCS Manager CLIの
[LAN]タブの [Appliances]ノード、または Cisco UCS Manager GUI内の eth-storageスコープで作
成できます。 VLANの重複チェックを求めるプロンプトが表示されたときに重複を受け入れる
と、Cisco UCS Managerによってアプライアンスポートの複製 VLANが作成されます。
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デフォルトの VLAN 1 はアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルで明示的に設定
できない

Cisco UCS Managerは、すべてのアップリンクポートとポートチャネルにデフォルトの VLAN 1
を暗黙的に割り当てます。他の VLANが設定されていない場合でも、Cisco UCSはデフォルトの
VLAN 1を使用してすべてのアップリンクポートとポートチャネルへのデータトラフィックを扱
います。

Cisco UCSドメインにVLANが設定された後も、デフォルトのVLAN 1はすべてのアップリン
クポートとポートチャネルに暗黙的に残ります。デフォルトの VLAN 1は、アップリンク
ポートやポートチャネルに明示的に割り当てることができず、それらから削除することもで

きません。

（注）

特定のポートまたはポートチャネルにデフォルトのVLAN1を割り当てようとすると、CiscoUCS
Managerは Update Failed障害を生成します。

したがって、Cisco UCSドメインに分離 L2ネットワークを設定する場合は、そのサーバへのすべ
てのデータトラフィックをすべてのアップリンクイーサネットポートとポートチャネルで伝送

し、すべてのアップストリームネットワークに送信するのでない限り、どの vNICにもデフォル
ト VLAN 1を設定しないでください。

両方の FI の VLAN を同時に割り当てる必要がある

グローバル VLANにポートを割り当てると、両方のファブリックインターコネクトの VLANに
明示的に割り当てられていないすべてのポートから VLANが削除されます。両方の FIのポート
を同時に設定する必要があります。 1番目の FIにのみポートを設定すると、2番目の FIのトラ
フィックが中断されます。

アップストリーム分離 L2 ネットワークのピン接続に関す
る考慮事項

アップストリーム分離L2ネットワークと通信するには、ピン接続を適切に設定する必要がありま
す。ソフトピン接続とハードピン接続のどちらを実装しているかにかかわらず、VLANメンバー
シップの不一致によって、1つ以上の VLANのトラフィックがドロップされることになります。

ソフトピン接続

ソフトピン接続は Cisco UCSでのデフォルト動作です。ソフトピン接続の実装を計画する場合
は、LANピングループを作成して vNICのピンターゲットを指定する必要はありません。代わ
りに、Cisco UCSManagerがVLANメンバーシップの条件に基づいて、vNICをアップリンクイー
サネットポートまたはポートチャネルにピン接続します。

ソフトピン接続の場合、Cisco UCS Managerは、すべてのアップリンクイーサネットポートと
ポートチャネルの VLANメンバーシップに対して、vNICのデータトラフィックを検証します。
分離 L2ネットワークが設定されている場合は、vNIC上のすべての VLANに割り当てられている
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アップリンクイーサネットポートやポートチャネルを Cisco UCSManagerが検出できる必要があ
ります。アップリンクイーサネットポートやポートチャネルが vNICのすべての VLANに設定
されていない場合、Cisco UCS Managerは次の動作を実行します。

•リンクをダウンさせます。

• vNICのすべての VLANのトラフィックをドロップします。

•次のエラーを発生させます。

◦ Link Down

◦ VIF Down

Cisco UCS Managerは、VLAN設定に関するエラーや警告を発生させません。

たとえば、サーバ上の vNICに VLAN 101、102、103が設定されているとします。インターフェ
イス 1/3が VLAN 102にだけ割り当てられています。インターフェイス 1/1および 1/2は VLAN
に明示的に割り当てられていないため、VLAN 101と 103のトラフィックで利用できます。この
設定の結果として、Cisco UCSドメインには、vNICが設定された 3つの VLANすべてへのトラ
フィックを伝送可能な境界ポートインターフェイスが含まれません。その結果、CiscoUCSManager
は vNICをダウンさせ、vNICの 3つの VLANすべてのトラフィックをドロップし、Link Downお
よび VIF Downエラーを発生させます。

ハードピン接続

ハードピン接続は、LANピングループを使用して、分離 L2ネットワーク用のトラフィックにピ
ン接続ターゲットを指定すると発生します。また、ピン接続ターゲットであるアップリンクイー

サネットポートやポートチャネルが、適切な分離 L2ネットワークと通信できるように設定され
ている必要があります。

ハードピン接続の場合、Cisco UCS Managerは、すべてのアップリンクイーサネットポートと
ポートチャネルの VLANメンバーシップに対して、vNICのデータトラフィックを検証します。
また、LANピングループの設定を検証して、VLANとアップリンクイーサネットポートまたは
ポートチャネルが含まれていることを確認します。いずれかの点で検証に失敗した場合、Cisco
UCS Managerは次の動作を実行します。

•重大度が「警告」の Pinning VLAN Mismatchエラーを発生させます。

• VLANへのトラフィックをドロップします。

•他の VLANへのトラフィックが継続して流れるようにするため、リンクはダウンさせませ
ん。

たとえば、VLAN177を使用するアップストリーム分離L2ネットワークにハードピン接続を設定
する場合は、次の手順を実行します。

•分離 L2ネットワークへのトラフィックを伝送するアップリンクイーサネットポートまたは
ポートチャネルを持つ LANピングループを作成します。

•サービスプロファイルで、VLAN 177と LANピングループを持つ少なくとも 1つの vNIC
を設定します。
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• LANピングループに含まれるアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルに
VLAN 177を割り当てます

この設定が前述の 3つのポイントのいずれかで失敗した場合、Cisco UCSManagerはVLAN 177へ
の VLANミスマッチについて警告し、その VLANへのトラフィックだけをドロップします。

アップストリーム分離 L2 ネットワークに関するCisco UCS
の設定

アップストリーム分離L2ネットワークと接続するCiscoUCSドメインを設定する場合、次のすべ
てのステップを完了する必要があります。

はじめる前に

この設定を開始する前に、分離 L2ネットワーク設定をサポートするために、ファブリックイン
ターコネクトのポートが適切にケーブル接続されていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCSがアップストリーム分離 L2ネット
ワークと通信できるようにするために、イーサ

イーサネットエンドホストモードの

両方のファブリックインターコネク

ステップ 1   

ネットスイッチングモードはエンドホスト

モードである必要があります。

トに対しイーサネットスイッチング

モードを設定します。

ポートおよびポートチャネルの設定,（59ペー
ジ）を参照してください。

分離L2ネットワークのトラフィック
を伝送するために必要なポートおよ

びポートチャネルを設定します。

ステップ 2   

（任意）

LANピングループの設定, （219ページ）を参
照してください。

該当するアップリンクイーサネット

ポートまたはポートチャネルのトラ

フィックをピン接続するために必要

なLANピングループを設定します。

ステップ 3   

クラスタ設定では、VLANマネージャでVLAN
を作成することを推奨します。また、それらの

1つ以上の VLANを作成します。ステップ 4   

VLANがアップリンクイーサネットモードで
両方のファブリックインターコネクトにアク

セスできるようにするために、共通/グローバ
ルコンフィギュレーションを使用することを

推奨します。

アップストリーム分離L2ネットワークにVLAN
を作成, （277ページ）を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

このステップが完了した場合、それらのVLAN
のトラフィックは、割り当てられたポート、

分離 L2ネットワークの VLANに目
的のポートまたはポートチャネルを

割り当てます。

ステップ 5   

ポートチャネル、またはその両方のトランク

を介してのみ送信できます。

VLANへのポートおよびポートチャネルの割
り当て, （278ページ）

1つ以上の vNICテンプレートを使用して、ま
たはサービスプロファイルのネットワークオ

vNICが適切なVLANにトラフィック
を送信できるようにするために、分

ステップ 6   

プションを設定するときに、この設定を完了で

きます。

離L2ネットワークと通信する必要が
あるすべてのサーバのサービスプロ

ファイルに、正しいLAN接続設定を
含める必要があります。

サービスプロファイルの設定, （525ページ）
を参照してください。

アップストリーム分離 L2 ネットワークに VLAN を作成
アップストリーム分離 L2ネットワークの場合、VLANマネージャで VLANを作成することを推
奨します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。
別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。
任意のサブタブで VLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すると、設定済みのす
べての VLANがテーブルに表示されます。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create VLANs]ダイアログボックスで、必須フィールドを指定し、[OK]をクリックします。
IDが 3968～ 4047のVLANは作成できません。この範囲のVLAN IDは予約されています。プラ
イベート VLANは Cisco UCS Miniではサポートされません。

ステップ 7 さらに VLANを作成するには、ステップ 6および 7を繰り返します。
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次の作業

VLANにポートおよびポートチャネルを割り当てます。

VLAN へのポートおよびポートチャネルの割り当て

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。
別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。
任意のサブタブで VLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すると、設定済みのす
べての VLANがテーブルに表示されます。

ステップ 5 次のいずれかのサブタブをクリックして、ファブリックインターコネクトのポートおよびポート

チャネルを設定します。

説明サブタブ

ファブリックインターコネクト Aにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric A

ファブリックインターコネクト Bにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric B

ステップ 6 [Ports and Port Channels]テーブルで、次の手順を実行します。

•アップリンクイーサネットポートチャネルをVLANに割り当てるには、[Port Channels]ノー
ドを展開し、VLANに割り当てるポートチャネルをクリックします。

•アップリンクイーサネットポートを VLANに割り当てるには、[Uplink Interfaces]ノードを
展開し、VLANに割り当てるポートをクリックします。

Ctrlキーを押したまま複数のポートまたはポートチャネルをクリックすることで、それらを同じ
VLANまたは VLANセットに割り当てることができます。

ステップ 7 [VLANs]テーブルで、必要に応じて該当するノードを展開し、ポートまたはポートチャネルを割
り当てる VLANをクリックします。
同じポートセット、ポートチャネル、またはその両方を複数の VLANに割り当てる場合、Ctrl
キーを押したまま複数の VLANをクリックできます。

ステップ 8 [Add to VLAN/VLAN Group]ボタンをクリックします。
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ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 10 同じファブリックの VLANに追加のポートまたはポートチャネルを割り当てるには、ステップ
6、7、および 8を繰り返します。

ステップ 11 別のファブリックの VLANに追加のポートまたはポートチャネルを割り当てるには、ステップ 5
～ 8を繰り返します。
ハイアベイラビリティのために Cisco UCSドメインに 2つのファブリックインターコネクトが設
定されている場合、両方のファブリックインターコネクトで同じVLANセットを作成することを
推奨します。

ステップ 12 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 13 VLANマネージャでの作業を継続する場合は、[Apply]をクリックします。ウィンドウを閉じるに
は、[OK]をクリックします。
ポートまたはポートチャネルを 1つ以上の VLANに割り当てると、他のすべての VLANから削
除されます。

VLAN からのポートおよびポートチャネルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。
別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。
任意のサブタブで VLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すると、設定済みのす
べての VLANがテーブルに表示されます。

ステップ 5 次のいずれかのサブタブをクリックして、ファブリックインターコネクトのポートおよびポート

チャネルを設定します。

説明サブタブ

ファブリックインターコネクト Aにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric A
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説明サブタブ

ファブリックインターコネクト Bにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric B

ステップ 6 [VLANs]テーブルで、該当するノードを展開し、ポートまたはポートチャネルを削除するVLAN
を展開します。

ステップ 7 VLANから削除するポートまたはポートチャネルをクリックします。
Ctrlキーを押しながら、複数のポートまたはポートチャネルをクリックします。

ステップ 8 [Remove from VLAN/VLAN Group]ボタンをクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 10 VLANマネージャでの作業を継続する場合は、[Apply]をクリックします。ウィンドウを閉じるに
は、[OK]をクリックします。

すべてのポートまたはポートチャネルインターフェイスをVLANから削除すると、VLAN
はデフォルトの動作に戻り、その VLAN上のデータトラフィックはすべてのアップリン
クポートとポートチャネル上で伝送されます。このデフォルトの動作により、CiscoUCS
ドメインでの設定に応じて、Cisco UCSManagerでその VLANのトラフィックがドロップ
されることがあります。これを避けるには、少なくとも1つのインターフェイスをVLAN
に割り当てるか、VLANを削除することをお勧めします。

重要

VLAN に割り当てられたポートおよびポートチャネルの
表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [LAN Uplinks]タブで、[LAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。
別のウィンドウに [LAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [LAN Uplinks Manager]で [VLANs] > [VLAN Manager]をクリックします。
任意のサブタブで VLANを作成できます。ただし、[All]サブタブを使用すると、設定済みのす
べての VLANがテーブルに表示されます。

ステップ 5 次のいずれかのサブタブをクリックして、ファブリックインターコネクトのポートおよびポート

チャネルを設定します。
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説明サブタブ

ファブリックインターコネクト Aにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric A

ファブリックインターコネクト Bにアクセス可能なポート、ポート
チャネル、および VLANを表示します。

Fabric B

ステップ 6 [VLANs]テーブルで、該当するノードを展開し、割り当て済みのポートまたはポートチャネルを
表示する VLANを展開します。
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第 22 章

ネームド VSAN の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ネームド VSAN, 283 ページ

• ネームド VSANのファイバチャネルアップリンクトランキング, 284 ページ

• VSANに関するガイドラインおよび推奨事項, 284 ページ

• ネームド VSANの作成, 286 ページ

• ストレージ VSANの作成, 286 ページ

• VSANの削除, 287 ページ

• ストレージ VSANの FCoE VLANの VLAN IDの変更, 288 ページ

• ファイバチャネルアップリンクトランキングのイネーブル化, 289 ページ

• ファイバチャネルアップリンクトランキングのディセーブル化, 289 ページ

ネームド VSAN
ネームド VSANは、所定の外部 SANへの接続を作成します。 VSANは、ブロードキャストトラ
フィックを含む、その外部 SANへのトラフィックを切り離します。 1つのネームド VSANのト
ラフィックは、別のネームド VSANにトラフィックが存在していることを認識しますが、そのト
ラフィックの読み取りまたはアクセスはできません。

ネームドVLANと同様、VSAN IDに名前を割り当てると、抽象レイヤが追加されます。これによ
り、ネームドVSANを使用するサービスプロファイルに関連付けられたすべてのサーバをグロー
バルにアップデートすることができます。外部 SANとの通信を維持するために、サーバを個別
に再設定する必要はありません。同じ VSAN IDを使用して、複数のネームド VSANを作成でき
ます。
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クラスタ構成内のネームド VSAN

クラスタ構成では、1つのファブリックインターコネクトのファイバチャネルアップリンクポー
ト、または両方のファブリックインターコネクトのファイバチャネルアップリンクポートにア

クセスできるように、ネームド VSANを設定できます。

ネームド VSAN と FCoE VLAN ID

それぞれのネームドVSANに FCoEVLAN IDを設定する必要があります。このプロパティによっ
て、VSANとそのファイバチャネルパケットの送信に使用する VLANを指定します。

Cisco UCS CNAM72KR-Qや Cisco UCS CNAM72KR-Eなどの FIP対応統合型ネットワークアダプ
タの場合は、FCoEVLANIDのネイティブVLANではないネームドVLANを使ってネームドVSAN
を設定する必要があります。この設定により、FCoEトラフィックが確実にこれらのアダプタを
通過できるようになります。

次の設定例では、ファブリック Aにマッピングされた vHBAと vNICを含むサービスプロファイ
ルが、FIP対応の統合型ネットワークアダプタに関連付けられます。

• vNICは VLAN 10を使用するように設定されています。

• VLAN 10は、vNICのネイティブ VLANとして指定されています。

• vHBAは VSAN 2を使用するように設定されています。

•したがって、VLAN 10を FCoE VLAN IDとして VSAN 2に設定することはできません。
VSAN 2はファブリック Aに設定されている他の VLANにマッピングできます。

ネームド VSAN のファイバチャネルアップリンクトラン
キング

各ファブリックインターコネクトのネームド VSANにファイバチャネルアップリンクトランキ
ングを設定できます。ファブリックインターコネクトのトランキングをイネーブルにすると、そ

のファブリックインターコネクトのすべてのファイバチャネルアップリンクポートで、Cisco
UCSドメインのすべてのネームド VSANが許可されます。

VSAN に関するガイドラインおよび推奨事項
次のガイドラインと推奨事項は、ストレージVSANを含め、すべてのネームドVSANに適用され
ます。

VSAN 4079 は予約済み VSAN ID です。

VSANを 4079に設定しないでください。この VSANは予約されており、FCスイッチモードや
FCエンドホストモードでは使用できません。
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ID 4079でネームドVSANを作成すると、Cisco UCSManagerはそのVSANをエラーと見なし、障
害を生成します。

FC スイッチモードのネームド VSAN 用に予約された VSAN 範囲

Cisco UCSドメイン FCスイッチモードを使用する予定の場合は、IDが 3040～ 4078の範囲にあ
る VSANを設定しないでください。

ファブリックインターコネクトが FCスイッチモードで動作するように設定されている場合、そ
の範囲内の VSANは動作しません。 Cisco UCS Managerはその VSANをエラーと見なし、障害を
生成します。

FC スイッチモードのネームド VSAN ID の範囲に関する制約事項

Cisco UCSドメインで FCスイッチモードの使用を計画している場合は、3040～ 4078の範囲に
VSANを設定しないでください。

FCスイッチモードで動作するファブリックインターコネクトがアップストリームスイッチとし
てMDSに接続されている場合、Cisco UCS Managerで 3040～ 4078の範囲に設定され、ポート
VSANとして割り当てられた VSANは、MDSで作成できません。この設定では、ポート VSAN
の不一致が発生する可能性があります。

FCoE VLAN ID に関するガイドライン

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerでは、VLAN 4048が次のデ
フォルト値に使用されます。 4048を VLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要
があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブVLAN
は、デフォルトで VLAN 4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップグレード
前に VLAN 1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されていない VLAN
IDに変更する必要があります。たとえば、デフォルトを 4049に変更することを検討します
（その VLAN IDが使用されていない場合）。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、デ
フォルトで VLAN 4048を使用します。 FCoEストレージポートネイティブ VLANは VLAN
4049を使用します。
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ネームド VSAN の作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VSAN]ダイアログボックスで、必須情報を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIで、次の [VSANs]ノードの 1つに VSANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なストレージ VSANの場合は、[SAN
Cloud] > [VSANs]ノード。

• 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能な VSANの場合は、[SAN Cloud]
> [Fabric_Name] > [VSANs]ノード。

ストレージ VSAN の作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN][Storage Cloud]を展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 5 [Create VSAN]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager GUIで、次の [VSANs]ノードの 1つに VSANが追加されます。

•両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なストレージVSANの場合は、[Storage
Cloud] > [VSANs]ノード

• 1つのファブリックインターコネクトのみにアクセス可能なVSANの場合は、[StorageCloud]
> [Fabric_Name] > [VSANs]ノード

VSAN の削除
Cisco UCSManagerに、削除するVSANと同じVSAN IDを持つネームドVLANが含まれている場
合、この IDを持つネームド VSANがすべて削除されるまで、この VSANはファブリックイン
ターコネクト設定から削除されません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで、[VSANs]タブをクリックします。

ステップ 4 削除する VSANのタイプに応じて、次のサブタブのいずれかをクリックします。

説明サブタブ

Cisco UCSドメインのすべての VSANを表示します。All

両方のファブリックインターコネクトにアクセスできる VSANを表
示します。

Dual Mode

ファブリックインターコネクトAだけにアクセスできるVSANを表
示します。

Switch A

Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0    
287

ネームド VSAN の設定
VSAN の削除



説明サブタブ

ファブリックインターコネクト Bだけにアクセスできる VSANを表
示します。

Switch B

ステップ 5 テーブルで、削除する VSANをクリックします。
Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 6 強調表示された VSANを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ストレージ VSAN の FCoE VLAN の VLAN ID の変更

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Storage Cloud] > [VSANs]を展開します。

ステップ 3 FCoE VLAN IDを変更する VSANを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [FCoE VLAN]フィールドで、目的の VLAN IDを入力します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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ファイバチャネルアップリンクトランキングのイネー

ブル化

ファブリックインターコネクトがファイバチャネルエンドホストモードに設定されている場

合、ファイバチャネルアップリンクトランキングを有効にすると、IDが 3840～ 4079の範囲
にあるすべての VSANが動作不能になります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 FCアップリンクトランキングをイネーブルにするファブリックのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Enable FC Uplink Trunking]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルアップリンクトランキングのディセー

ブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 ファイバチャネルアップリンクトランキングをディセーブルにするファブリックのノードをク

リックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Disable FC Uplink Trunking]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 23 章

SAN ピングループの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• SANピングループ, 291 ページ

• SANピングループの作成, 292 ページ

• SANピングループの削除, 292 ページ

SAN ピングループ
Cisco UCSでは、SANピングループを使用して、サーバ上の vHBAからのファイバチャネルト
ラフィックがファブリックインターコネクト上のアップリンクファイバチャネルポートへピン

接続されます。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管理できます。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）

ピン接続をサーバに設定するには、SANピングループを vHBAポリシーに含める必要がありま
す。その後、vHBAポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイルに取り込ま
れます。vHBAからのすべてのトラフィックは、I/Oモジュールを経由して、指定されたアップリ
ンクファイバチャネルへ移動します。

同じピングループを複数の vHBAポリシーに割り当てられます。したがって、vHBAごとに手動
でトラフィックをピン接続する必要はありません。

既存の SANピングループのターゲットインターフェイスを変更すると、そのピングループ
を使用するすべての vHBAのトラフィックが中断されます。ファイバチャネルプロトコルで
トラフィックを再びピン接続するために、ファブリックインターコネクトからログインとロ

グアウトが実行されます。

重要
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SAN ピングループの作成
2つのファブリックインターコネクトを持つシステムでピングループとの関連付けができるのは
のは、1つのファブリックインターコネクト、または両方のファブリックインターコネクトだけ
です。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud]を展開します。

ステップ 3 [SAN Pin Groups]を右クリックし、[Create SAN Pin Group]を選択します。

ステップ 4 ピングループの一意の名前および説明を入力します。

ステップ 5 ファブリックインターコネクト Aのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric A]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるアップリンクファイバチャネルポートを選択します。

ステップ 6 ファブリックインターコネクト Bのトラフィックをピン接続するには、[Targets]領域で次の手順
を実行します。

a) [Fabric B]チェックボックスをオンにします。
b) [Interface]フィールドでドロップダウン矢印をクリックし、ツリー形式のブラウザを移動して、
ピングループに関連付けるアップリンクファイバチャネルポートを選択します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

次の作業

ピングループを vHBAテンプレートに含めます。

SAN ピングループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [SAN Cloud] > [SAN Pin Groups]を展開します。

ステップ 3 削除する SANピングループを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 24 章

WWN プールの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• WWNプール, 293 ページ

• WWNNプールの設定, 294 ページ

• WWPNプールの設定, 299 ページ

• WWxNプールの設定, 305 ページ

WWN プール
ワールドワイド名（WWN）のプールは、Cisco UCSドメイン内のファイバチャネル vHBAで使
用されるWWNの集合です。次の独立したプールを作成します。

• vHBAに割り当てられるWWノード名

• vHBAに割り当てられるWWポート名

• WWノード名とWWポート名の両方

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含
めることができます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします

重要

サービスプロファイルでWWNプールを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付けられ
たサーバで使用されるWWNを手動で設定する必要はありません。複数のテナントを実装するシ
ステムでは、WWNプールを使用して、各組織で使用されるWWNを制御できます。

WWNをブロック単位でプールに割り当てます。
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WWNN プール

WWNNプールは、WWノード名だけを含むWWNプールです。サービスプロファイルにWWNN
プールを含めると、関連付けられているサーバにそのプールからWWNNが割り当てられます。

WWPN プール

WWPNプールは、WWポート名だけを含むWWNプールです。サービスプロファイルにWWPN
のプールを含めると、関連付けられているサーバの各vHBAのポートに、そのプールからWWPN
が割り当てられます。

WWxN プール

WWxNプールは、WWノード名とWWポート名の両方を含むWWNプールです。ノードごとに
WWxNプールで作成されるポート数を指定できます。プールサイズは、ports-per-node+ 1の倍数
である必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポートを指定する場合、プールサイズは
8の倍数である必要があります。ノードごとに 63のポートを指定する場合、プールサイズは 64
の倍数である必要があります。

WWNNまたはWWPNプールを選択するたびにWWxNプールを使用できます。WWxNプールを
割り当てるには、その前にWWxNプールを作成する必要があります。

• WWNNプールの場合、WWxNプールは [WWNN Assignment]ドロップダウンリストにオプ
ションとして表示されます。

• WWPNプールの場合は、[WWPN Assignment]ドロップダウンリストから [Derived]を選択し
ます。

WWNN プールの設定

WWNN プールの作成

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含
めることができます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
294

WWN プールの設定
WWNN プールの設定



システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [WWNN Pools]を右クリックし、[Create WWNN Pool]を選択します。

ステップ 5 [CreateWWNNPool]ウィザードの [DefineName andDescription]ダイアログボックスで、次のフィー
ルドに値を入力します:

説明名前

ワールドワイドノード名プールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

プールの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [デフォルト]：Cisco UCS Managerはプールからランダム
IDを選択します。

• [シーケンシャル]：CiscoUCSManagerはプールから最も小
さい使用可能 IDを選択します。

[割り当て順序]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create WWNN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍
数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポー
トがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要がありま
す。ノードごとに 63のポートがある場合、プールサイズは、
64の倍数である必要があります。

[Size]フィールド
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ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックします。

次の作業

WWNNプールをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

WWNN プールへの WWN ブロックの追加

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含
めることができます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWNN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWNブロックを追加するWWNNプールを右クリックして、[CreateWWNBlock]を選択します。

ステップ 5 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍
数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポー
トがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要がありま
す。ノードごとに 63のポートがある場合、プールサイズは、
64の倍数である必要があります。

[Size]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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WWNN プールからの WWN ブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、Cisco UCSManagerはそのブロックの中の vNICまた
は vHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。削除されたブロックのすべての割り
当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残りま
す。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWNN Pools] > [WWNN_Pool_Name]を展
開します。

ステップ 3 削除するWWNブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWNN プールへの WWNN イニシエータの追加

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含
めることができます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWNN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWNNイニシエータを追加するWWNNプールを右クリックして、[Create WWNN Initiator]を選
択します。

ステップ 5 [Create WWNN Initiator]ダイアログボックスで、次のフィールドに情報を入力します。
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説明名前

WWN。[World Wide Name]フィールド

WWNNイニシエータの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

WWNNイニシエータのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

WWNN プールからの WWNN イニシエータの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWNNイニシエータを削除するWWNNプールを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで [Initiators]タブをクリックします。

ステップ 6 削除するイニシエータを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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WWNN プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCSManagerは、でそのプールの vNICまたは vHBAに割り当てら
れたアドレスを再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次

のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWNN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するWWNNプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWPN プールの設定

WWPN プールの作成

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含
めることができます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [WWPN Pools]を右クリックし、[Create WWPN Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create WWPN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに値を
入力します。

説明名前

ワールドワイドポート名（WWPN）プールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

プールの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [デフォルト]：Cisco UCS Managerはプールからランダム
IDを選択します。

• [シーケンシャル]：CiscoUCSManagerはプールから最も小
さい使用可能 IDを選択します。

[割り当て順序]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create WWPN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍
数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポー
トがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要がありま
す。ノードごとに 63のポートがある場合、プールサイズは、
64の倍数である必要があります。

[Size]フィールド
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ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックします。

次の作業

WWPNプールを vHBAテンプレートに含めます。

WWPN プールへの WWN ブロックの追加

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含
めることができます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWNブロックを追加するWWPNプールを右クリックして、[CreateWWNBlock]を選択します。

ステップ 5 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍
数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポー
トがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要がありま
す。ノードごとに 63のポートがある場合、プールサイズは、
64の倍数である必要があります。

[Size]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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WWPN プールからの WWN ブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、Cisco UCSManagerはそのブロックの中の vNICまた
は vHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。削除されたブロックのすべての割り
当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残りま
す。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWPN Pools] > [WWPN_Pool_Name]を展
開します。

ステップ 3 削除するWWNブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWPN プールへの WWPN イニシエータの追加

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含
めることができます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWPNイニシエータを追加するWWPNプールを右クリックして、[CreateWWPN Initiator]を選択
します。

ステップ 5 [Create WWPN Initiator]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

WWN。[World Wide Name]フィールド

WWPNイニシエータの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

WWPNイニシエータのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

ステップ 6 SANブートターゲットを追加する場合は、[Boot Target]領域を展開し、次のフィールドに値を入
力します。

説明名前

ブートイメージの場所に対応するWWPN。[ブートターゲットWWPN]
フィールド

ブートイメージの場所に対応する LUN。[ブートターゲットLUN]フィー
ルド

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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WWPN プールからの WWPN イニシエータの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWPNイニシエータを削除するWWPNプールを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで [Initiators]タブをクリックします。

ステップ 6 削除するイニシエータを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWPN プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCSManagerは、でそのプールの vNICまたは vHBAに割り当てら
れたアドレスを再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次

のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWPN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するWWPNプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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WWxN プールの設定

WWxN プールの作成

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含
めることができます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [WWxN Pools]を右クリックし、[Create WWxN Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create WWxN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに値を
入力します。

説明名前

ワールドワイドポート名（WWPN）プールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

プールの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

このプール内の各ノード名に割り当てることができるポートの

最大数。

オブジェクトの保存後は、この値を変更できません。

[Max Ports per Node]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [デフォルト]：Cisco UCS Managerはプールからランダム
IDを選択します。

• [シーケンシャル]：CiscoUCSManagerはプールから最も小
さい使用可能 IDを選択します。

[割り当て順序]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create WWxN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍
数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポー
トがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要がありま
す。ノードごとに 63のポートがある場合、プールサイズは、
64の倍数である必要があります。

[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックします。

次の作業

WWxNプールをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

WWxN プールへの WWN ブロックの追加

WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含
めることができます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。 SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします

重要
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWxN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 WWNブロックを追加するWWxNプールを右クリックして、[CreateWWNBlock]を選択します。

ステップ 5 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のWWN。[From]フィールド

ブロック内のWWNの数。

WWxNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍
数である必要があります。たとえば、ノードごとに 7つのポー
トがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要がありま
す。ノードごとに 63のポートがある場合、プールサイズは、
64の倍数である必要があります。

[Size]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

WWxN プールからの WWN ブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、Cisco UCSManagerはそのブロックの中の vNICまた
は vHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。削除されたブロックのすべての割り
当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残りま
す。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name] > [WWxN Pools] > [WWxN_Pool_Name]を展
開します。

ステップ 3 削除するWWNブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

WWxN プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCSManagerは、でそのプールの vNICまたは vHBAに割り当てら
れたアドレスを再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次

のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [WWxN Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するWWxNプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 25 章

ストレージ関連ポリシーの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• vHBAテンプレートの設定, 309 ページ

• ファイバチャネルアダプタポリシーの設定, 313 ページ

• デフォルトの vHBA動作ポリシーの設定, 321 ページ

• SAN接続ポリシーの設定, 322 ページ

vHBA テンプレートの設定

vHBA テンプレート
このテンプレートは、サーバ上の vHBAと SANの接続方法を定義するポリシーです。これは、
vHBA SAN接続テンプレートとも呼ばれます。

このポリシーを有効にするには、このポリシーをサービスプロファイルに含める必要がありま

す。

vHBA テンプレートの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•ネームド VSAN

• WWNNプール、またはWWPNプール

• SANピングループ
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•統計情報しきい値ポリシー

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vHBA Templates]ノードを右クリックし、[Create vHBA Template]を選択します。

ステップ 5 [Create vHBA Template]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

仮想ホストバスアダプタ（vHBA）テンプレートの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

テンプレートのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

このテンプレートで作成された vHBAが関連付けられている
ファブリックインターコネクトの名前。

[Fabric ID]フィールド

このテンプレートから作成された vHBAと関連付ける VSAN。[Select VSAN]ドロップダウン
リスト

VSANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN]リンク

次のいずれかになります。

• [Initial Template]：テンプレートが変更されても、このテン
プレートから作成された vHBAはアップデートされませ
ん。

• [Updating Template]：テンプレートが変更されると、この
テンプレートから作成されたvHBAがアップデートされま
す。

[Template Type]フィールド
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説明名前

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロード
バイトの最大サイズ。

256～ 2112の範囲の整数を入力します。デフォルトは 2048で
す。

[MaxData Field Size]フィールド

このテンプレートから作成されたvHBAによって、WWPNアド
レスを導出するために使用されるWWPNプール。

[WWPN Pool]ドロップダウン
リスト

このテンプレートから作成された vHBAに関連付けられている
Quality of Service（QoS）ポリシー。

[QoS Policy]ドロップダウンリ
スト

このテンプレートから作成された vHBAに関連付けられている
SANピングループ。

[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

このテンプレートから作成された vHBAに関連付けられている
統計情報収集ポリシー。

[Stats Threshold Policy]ドロップ
ダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

vHBAテンプレートをサービスプロファイルに含めます。

vHBA テンプレートへの vHBA のバインディング
サービスプロファイルと関連付けられた vHBAを vHBAテンプレートにバインドすることができ
ます。 vHBAを vHBAテンプレートにバインドした場合、Cisco UCSManagerによって、vHBAテ
ンプレートで定義された値を使って vHBAが設定されます。既存の vHBA設定が vHBAテンプ
レートと一致しない場合、Cisco UCS Managerによって vHBAが再設定されます。バインドされ
た vHBAの設定は、関連付けられた vHBAテンプレートを使用してのみ変更できます。 vHBAを
含むサービスプロファイルがすでにサービスプロファイルテンプレートにバインドされている

場合、vHBAを vHBAテンプレートにバインドできません。

再設定されているvHBAをテンプレートにバインドした場合、CiscoUCSManagerにより、サー
ビスプロファイルと関連付けられているサーバがリブートされます。

重要
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 vHBAとバインドするサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。
ステップ 5 テンプレートにバインドする vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。

ステップ 8 [Bind to a vHBA Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [vHBA Template]ドロップダウンリストから、vHBAをバインドするテンプレートを選択しま
す。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 9 警告ダイアログボックスの [Yes]をクリックすることにより、バインディングによって vHBAの
再設定が生じた場合に Cisco UCS Managerでサーバのリブートが必要になる場合があることを確
認します。

vHBA テンプレートからの vHBA のバインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 バインドを解除する vHBAを備えたサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開
します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。
ステップ 5 テンプレートからバインドを解除する vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Unbind from a Template]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
312

ストレージ関連ポリシーの設定

vHBA テンプレートからの vHBA のバインド解除



vHBA テンプレートの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [vHBA Templates]ノードを展開します。

ステップ 4 削除する vHBAテンプレートを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ファイバチャネルアダプタポリシーの設定

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー

このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を制

御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できます。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトによるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバチャネルアダプタポリシーの場合、Cisco UCS Managerで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しないことがあります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Managerで明らかに異なる場合があります。

（注）

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。 Cisco UCS Managerでサポートされている最大 LUN数はこれよりも
大きくなっています。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。CiscoUCSManagerでは、この値をミリ秒で設定します。したがっ
て、Cisco UCS Managerで 5500ミリ秒と設定された値は、SANsurferでは 5秒として表示
されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可される値は 512、1024、および 2048で
す。 Cisco UCS Managerでは、あらゆるサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Managerで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCSは、イーサネットアダプタポリシーとファイバチャネルアダプタ
ポリシーのセットを提供します。これらのポリシーには、サポートされている各サーバオペレー

ティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムはこれらの

ポリシーに影響されます。通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を要求し

ます。ベンダーが提供しているサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。

該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

ただし、（デフォルトのWindowsのアダプタポリシーを使用する代わりに）Windows OSの
イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次の式を使用してWindowsで動作する値
を計算します。

重要

完了キュー =送信キュー +受信キュー
割り込み回数 = (完了キュー + 2)以上である 2のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16
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ファイバチャネルアダプタポリシーの作成

領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリックしま
す。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Fibre Channel Policies]を右クリックし、[Create Fibre Channel Adapter Policy]を選択します。

ステップ 5 次のフィールドに、ポリシーの名前および説明を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[名前]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Local]：このポリシーは、Cisco UCSドメイン内のサービ
スプロファイルとサービスプロファイルテンプレートで

のみ使用できます。

• [Pending Global]：このポリシーの制御は Cisco UCS Central
に移行中です。移行が完了すると、このポリシーは Cisco
UCSCentralに登録されているすべてのCiscoUCSドメイン
で使用可能になります。

• [Global]：このポリシーは Cisco UCS Centralによって管理
されます。このポリシーを変更する場合は、必ず Cisco
UCS Centralを使用して変更してください。

[Owner]フィールド

ステップ 6 （任意） [Resources]領域で、次の値を調整します。

説明名前

割り当てる送信キューリソースの数。

この値は変更できません。

[Transmit Queues]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。このパラメータは、汎用サービ

スの Extended Link Services（ELS）および Common Transport
（CT）ファイバチャネルフレームに適用されます。アダプタ
のパフォーマンスには影響しません。

64～ 128の整数を入力します。デフォルトは 64です。

[Ring Size]フィールド

割り当てる受信キューリソースの数。

この値は変更できません。

[Receive Queues]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。このパラメータは、汎用サービ

スの Extended Link Services（ELS）および Common Transport
（CT）ファイバチャネルフレームに適用されます。アダプタ
のパフォーマンスには影響しません。

64～ 128の整数を入力します。デフォルトは 64です。

[Ring Size]フィールド

システムで割り当てる SCSI IOキューリソースの数。

1～ 8の整数を入力します。デフォルトは 1です。

現時点では、Cisco UCS M81KR仮想インターフェイ
スカードアダプタは 1つの SCSI I/Oキューのみをサ
ポートしています。

（注）

[SCSI I/O Queues]フィールド
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説明名前

各 SCSI I/Oキュー内の記述子の数。

64～ 512の整数を入力します。デフォルトは 512です。

記述子の数はアダプタのパフォーマンスに影響を与え

る可能性があるため、デフォルト値を変更しないこと

を推奨します。

（注）

[Ring Size]フィールド

ステップ 7 （任意） [Options]領域で、次の値を調整します。

説明名前

テープデバイスによるシーケンスレベルエラーの修復に FCP
Sequence Level Error Recovery（FC-TAPE）プロトコルを使用す
るかどうかを選択します。これにより、VICファームウェアの
Read Exchange Concise（REC）および Sequence Retransmission
Request（SRR）機能を有効または無効にできます。次のいずれ
かになります。

• [Disabled]：デフォルトです。

• [Enabled]：システムが 1つ以上のテープドライブライブ
ラリに接続している場合は、このオプションを選択しま

す。

このパラメータは、Cisco UCS M81KR仮想インター
フェイスカードなどの VICアダプタを搭載したサー
バにのみ適用されます。

（注）

[FCPError Recovery]フィールド

システムがファブリックへのログインを最初に失敗してから再

試行する回数。

任意の整数を入力します。システムが無限に試行し続けるよう

に指定するには、このフィールドに「infinite」と入力します。
ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値

を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバ
や、Cisco UCS M71KR-E Emulex統合型ネットワーク
アダプタなどの統合型ネットワークアダプタを搭載

したサーバにのみ適用されます。

（注）

[Flogi Retries]フィールド
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説明名前

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1000～255000の整数を入力します。デフォルトは4,000です。
ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値

を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタまたは統合型ネット
ワークアダプタを搭載したサーバにのみ適用されま

す。

（注）

[Flogi Timeout]フィールド

システムがポートへのログインを最初に失敗してから再試行す

る回数。

0～ 255の整数を入力します。デフォルトは 8です。ストレー
ジアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確認す

ることをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバに
のみ適用されます。

（注）

[Plogi Retries]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1000～ 255000の整数を入力します。デフォルトは 20,000で
す。ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適

な値を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバに
のみ適用されます。

（注）

[Plogi Timeout]フィールド

エラーが発生したと見なす前にシステムが待機するミリ秒数。

この値は変更できません。

[Error Detect Timeout]フィール
ド

リモートファイバチャネルポートが使用不可能であることを

SCSI上位層に通知する前に、そのポートがオフラインになって
いなければならないミリ秒数。このパラメータはホストマルチ

パスドライバにとって重要であり、エラー処理に使用される主

要指標の 1つとなります。

0～ 240000の整数を入力します。デフォルトは 30,000です。
ESXを実行しているVICアダプタ搭載のサーバの場合、推奨値
は 10,000です。

ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値

を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタを搭載したサーバに
のみ適用されます。

（注）

[Port Down Timeout]フィールド
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説明名前

ポートが使用不可能であるとシステムが判断する前に、そのポー

トへの IO要求がビジー状態を理由に戻される回数。

0～ 255の整数を入力します。デフォルトは 8です。ストレー
ジアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確認す

ることをお勧めします。

このパラメータは、Windowsを実行している VICア
ダプタ搭載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[Port Down IORetry]フィールド

アップリンクポートがダウンし、ファブリック接続が失われて

いることをシステムに通知する前に、アップリンクポートがオ

フラインになっていなければならないミリ秒数。

0～ 240000の整数を入力します。デフォルトは 30,000です。
ストレージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値

を確認することをお勧めします。

このパラメータは、Windowsを実行している VICア
ダプタ搭載のサーバにのみ適用されます。

（注）

[LinkDownTimeout]フィールド

リソースを適切に割り当てることができないと見なす前にシス

テムが待機するミリ秒数。

この値は変更できません。

[Resource Allocation Timeout]
フィールド

vHBA内で同時に保留可能なデータまたは制御 I/O操作の最大
数。この値を超えると、保留中の I/O操作の数が減り、追加の
操作が処理できるようになるまで、キューで I/O操作が待機し
ます。

このパラメータは、LUNキューの長さと同じではあ
りません。LUNキューの長さは、サーバにインストー
ルされている OSに基づいて、Cisco UCS Managerに
より管理されます。

（注）

1～ 1024の整数を入力します。デフォルトは 16です。スト
レージアレイのドキュメントでこのパラメータの最適な値を確

認することをお勧めします。

[IO Throttle Count]フィールド
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説明名前

ファイバチャネルドライバがエクスポートまたは表示するLUN
の最大数。 LUNの最大数は、通常、サーバで実行されている
OSにより管理されます。

1～ 1024の整数を入力します。デフォルト値は 256です。ESX
または Linuxを実行しているサーバの場合、推奨値は 1024で
す。

オペレーティングシステムのドキュメントでこのパラメータの

最適な値を確認することをお勧めします。

このパラメータは、VICアダプタまたはネットワーク
アダプタを搭載したサーバにのみ適用されます。

（注）

[Max LUNs Per Target]フィール
ド

ドライバからオペレーティングシステムに割り込みを送信する

方法。次のいずれかになります。

• [MSI-X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。サーバのオペレーティングシステムがこれに対
応している場合には、このオプションを選択することをお

勧めします。

• [MSI]：MSIだけ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

このパラメータは、VICアダプタを搭載しているサー
バや、Window以外の OSを実行しているネットワー
クアダプタ搭載のサーバにのみ適用されます。

Windows OSでは、このパラメータは無視されます。

（注）

[Interrupt Mode]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ファイバチャネルアダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Fibre Channel Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

デフォルトの vHBA 動作ポリシーの設定

デフォルトの vHBA 動作ポリシー
デフォルトの vHBA動作ポリシーにより、サービスプロファイルに対する vHBAの作成方法を設
定できます。 vHBAを手動で作成するか、自動的に作成されるようにするかを選択できます。

デフォルトの vHBA動作ポリシーを設定して、vHBAの作成方法を定義することができます。次
のいずれかになります。

• [None]：Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルにデフォルトの vHBAを作成しませ
ん。すべての vHBAを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルが vHBAを必要とし、何も明示的に定義されていない
場合、CiscoUCSManagerはサービスプロファイルに関連付けられているサーバにインストー
ルされたアダプタに基づいて必要な vHBAを作成します。

vHBAのデフォルト動作ポリシーを指定しない場合、[none]がデフォルトで使用されます。（注）
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デフォルトの vHBA 動作ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。
ルート組織内のデフォルトの vHBA動作ポリシーのみを設定できます。サブ組織内のデフォルト
の vHBA動作ポリシーは設定できません。

ステップ 4 [Default vHBA Behavior]をクリックします。

ステップ 5 [General]タブの、[Properties]領域で、[Action]フィールドにある次のオプションボタンの内の 1
つをクリックします。

• [None]：Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルにデフォルトの vHBAを作成しませ
ん。すべての vHBAを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルが vHBAを必要とし、何も明示的に定義されていない
場合、CiscoUCSManagerはサービスプロファイルに関連付けられているサーバにインストー
ルされたアダプタに基づいて必要な vHBAを作成します。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

SAN 接続ポリシーの設定

LAN および SAN 接続ポリシー
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバと LANまたは SAN間の接続およびネットワーク通信
リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、
およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICと vHBAを識別しま
す。

接続ポリシーはサービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートに含めら

れ、複数のサーバの設定に使用される可能性があるため、接続ポリシーでは静的 IDを使用し
ないことをお勧めします。

（注）
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LAN および SAN の接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーを使用すると、ネットワーク権限またはストレージ権限のないユーザが、ネットワー

ク接続とストレージ接続を備えたサービスプロファイルやサービスプロファイルテンプレート

を作成したり変更したりできるようになります。ただし、接続ポリシーを作成するには、適切な

ネットワーク権限とストレージ権限が必要です。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーは、他のネットワークやストレージの設定と同じ権限を必要とします。たとえば、

接続ポリシーを作成するには、次の権限の少なくとも 1つを有している必要があります。

• admin：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-server：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-network：LAN接続ポリシーを作成できます

• ls-storage：SAN接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するために必要な権限

接続ポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービスプロファイル
またはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute権限
しかないユーザは接続ポリシーを作成できません。

サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法により、サービスプロファイルに LANおよび SANの接続を設定できます。

•サービスプロファイルで参照される LANおよび SAN接続ポリシー

•サービスプロファイルで作成されるローカル vNICおよび vHBA

•ローカル vNICおよび SAN接続ポリシー

•ローカル vHBAおよび LAN接続ポリシー

Cisco UCSでは、サービスプロファイルのローカル vNICおよび vHBA設定と接続ポリシー間の
相互排他性が維持されます。接続ポリシーとローカルに作成した vNICまたは vHBAを組み合わ
せて使用することはできません。サービスプロファイルに LAN接続ポリシーを含めると、既存
の vNIC設定がすべて消去されます。SAN接続ポリシーを含めた場合は、そのサービスプロファ
イル内の既存の vHBA設定がすべて消去されます。
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SAN 接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [SAN Connectivity Policies]を右クリックし、[Create SAN Connectivity Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create SAN Connectivity Policy]ダイアログボックスで、ポリシーの名前と説明を次のフィールド
に入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[名前]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド

次のいずれかになります。

• [Local]：このポリシーは、Cisco UCSドメイン内のサービ
スプロファイルとサービスプロファイルテンプレートで

のみ使用できます。

• [Pending Global]：このポリシーの制御は Cisco UCS Central
に移行中です。移行が完了すると、このポリシーは Cisco
UCSCentralに登録されているすべてのCiscoUCSドメイン
で使用可能になります。

• [Global]：このポリシーは Cisco UCS Centralによって管理
されます。このポリシーを変更する場合は、必ず Cisco
UCS Centralを使用して変更してください。

[Owner]フィールド
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ステップ 6 [World Wide Node Name]領域の [WWNN Assignment][WWNN Assignment]ドロップダウンリスト
ドロップダウンリストから次のいずれかを選択します。

•デフォルトのWWNプールを使用するには、Select (pool default used by default)を選択します。

• [ManualUsingOUI]に一覧表示されるオプションのいずれかを選択し、[WorldWideNodeName]
フィールドにWWNを入力します。

WWNNは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFまたは 50:00:00:00:00:00:00:00
～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内で指定できます。 [here] リンクをクリックして、指定
したWWNNが使用可能か確認できます。

•指定したプールからWWNを割り当てるには、リストからWWNプール名を選択します。各
プール名の後には、プール内で利用可能なWWNの数およびWWNの合計数を示す、括弧に
囲まれた 2つの数字が表示されます。

ステップ 7 [vHBAs]テーブルで、テーブルアイコンバーの [+]をクリックし、[Create vHBA]ダイアログボッ
クスで、次のフィールドを入力します。

ステップ 8 ポリシーに必要なすべての vHBAを作成したら、[OK]をクリックします。

次の作業

ポリシーをサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めます。

SAN 接続ポリシー用の vHBA の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 vHBAを作成するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルアイコンバーの [+]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Create vHBA]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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SAN 接続ポリシーからの vHBA の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 vHBAを削除するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [vHBAs]テーブルで、次の手順を実行します。
a) 削除する vHBAをクリックします。
b) アイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

SAN 接続ポリシー用のイニシエータグループの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 イニシエータグループを作成するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[vHBA Initiator Groups]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルアイコンバーの [+]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Create vHBA Initiator Group]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vHBAイニシエータグループの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
326

ストレージ関連ポリシーの設定

SAN 接続ポリシーからの vHBA の削除



説明名前

グループの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

使用する各vHBAに対応する、[Select]カラムのチェックボック
スをオンにします。

[Select vHBA Initiators]テーブル

この vHBAイニシエータグループに関連付けられているスト
レージ接続ポリシー項目

•既存のストレージ接続ポリシーを使用して、ドロップダウ
ンリストからそのポリシーを選択します。 Cisco UCS
Manager GUIでは、[Global Storage Connection Policy]領域
に、ポリシーとその FCターゲットエンドポイントに関す
る情報が表示されます。

グローバルに利用できる新しいストレージ接続ポリシーを

作成し、[Create Storage Connection Policy]リンクをクリッ
クします。

•この vHBAイニシエータグループでのみ利用できるロー
カルストレージ接続ポリシーを作成し、[Specific Storage
Connection Policy]オプションを選択します。 Cisco UCS
ManagerGUIに表示される [Specific StorageConnection Policy]
領域を使って、ローカルストレージ接続ポリシーを設定で

きます。

ドロップダウンリスト

すべてのサービスプロファイルとサービスプロファイルテン

プレートで使用可能な新しいストレージ接続ポリシーを作成す

るには、このリンクをクリックします。

[Create Storage Connection Policy]
リンク

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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SAN 接続ポリシーからのイニシエータグループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 イニシエータグループを削除するポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[vHBA Initiator Groups]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルで、次の手順を実行します

a) 削除するイニシエータグループをクリックします。
b) アイコンバーで [Delete]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

SAN 接続ポリシーの削除
サービスプロファイルに含まれるSAN接続ポリシーを削除する場合、すべてのvHBAをそのサー
ビスプロファイルから削除し、そのサービスプロファイルに関連付けられているサーバの SAN
データトラフィックを中断します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [SAN Connectivity Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 26 章

ファイバチャネルゾーン分割の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ファイバチャネルゾーン分割に関する情報, 329 ページ

• Cisco UCS Managerでのファイバチャネルゾーン分割のサポート, 330 ページ

• Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割に関するガイドラインおよび推奨
事項, 333 ページ

• Cisco UCSでのファイバチャネルのゾーン分割の設定, 333 ページ

• ファイバチャネルゾーン分割用の VSANの作成, 335 ページ

• ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの設定, 338 ページ

ファイバチャネルゾーン分割に関する情報
ファイバチャネルゾーン分割によって、ファイバチャネルファブリックを 1つ以上のゾーンに
区切ることができます。各ゾーンでは、VSANで相互通信できるファイバチャネルイニシエー
タとファイバチャネルターゲットのセットが定義されます。ゾーン分割により、ホストとスト

レージデバイスまたはユーザグループ間のアクセス制御を設定することができます。

ゾーン分割がもたらすアクセス制御とデータトラフィック制御によって以下が可能になります。

• SANネットワークセキュリティの強化

•データの損失や破損の防止

•パフォーマンス問題の軽減

ゾーンに関する情報

ゾーンは複数のゾーンメンバから構成されており、次のような特性を備えています。
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•ゾーンのメンバ同士はアクセスできますが、異なるゾーンのメンバ同士はアクセスできませ
ん。

•ゾーンのサイズを変更できます。

•デバイスは複数のゾーンに所属できます。

• 1つの物理ファブリックに最大 8,000ゾーンを収容できます。

ゾーンセットに関する情報

各ゾーンセットは、1つまたは複数のゾーンから構成されます。ゾーンセットを使用して、ファ
イバチャネルファブリック内でアクセス制御を実行することができます。また、ゾーンセット

には次のような利点があります。

•アクティブにできるのは、常に 1つのゾーンセットだけです。

•ゾーンセット内のすべてのゾーンは、ファブリック内のスイッチ全体で単一のエンティティ
としてアクティブまたは非アクティブにできます。

• 1つのゾーンを複数のゾーンセットのメンバにできます。

•ゾーン内の各スイッチは最大 500のゾーンセットを持つことができます。

Cisco UCS Managerでのファイバチャネルゾーン分割の
サポート

Cisco UCSManagerは、スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割とCisco UCSManagerベー
スのファイバチャネルゾーン分割をサポートしています。同じ Cisco UCSドメイン内ではゾー
ン分割タイプを組み合わせて設定できません。次のゾーン分割タイプのいずれかを使って Cisco
UCSドメインを設定できます。

•ゾーン分割なし

• Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレー
ジとローカルゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたは FCoEのストレージ
はファブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、Cisco UCSローカルゾー
ン分割を使用してCiscoUCSManagerで実行されます。既存のファイバチャネルまたはFCoE
のアップリンク接続を無効にする必要があります。現時点では、 Cisco UCSは、UCSローカ
ルゾーン分割機能の利用において、アクティブなファイバチャネル/FCoEアップリンク接続
をサポートしていません。

•スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレージとアッ
プリンクゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたはFCoEのストレージはファ
ブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、MDSまたは Nexus 5000スイッ
チを介して Cisco UCSドメインの外部から実行されます。この設定では、Cisco UCSドメイ
ンでのローカルゾーン分割はサポートされません。
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ゾーン分割は VSAN単位で設定されます。ファブリックレベルでゾーン分割を有効にするこ
とはできません。

（注）

Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割
Cisco UCS Managerベースのゾーン分割の場合、Cisco UCS Managerは、このタイプのゾーン分割
で設定されたすべての VSANのゾーンの作成やアクティブ化など、Cisco UCSドメインのファイ
バチャネルゾーン分割の設定を制御します。このタイプのゾーン分割は、ローカルゾーン分割、

または直接接続ストレージとローカルゾーン分割の組み合わせとも呼ばれます。

VSANがアップストリームスイッチの VSANと通信するよう設定され、ファイバチャネル
ポートまたはFCoEアップリンクポートを含んでいる場合は、CiscoUCSManagerベースのゾー
ン分割を実行できません。

（注）

サポートされているファイバチャネルゾーン分割モード

Cisco UCS Managerベースのゾーン分割は、次のタイプのゾーン分割をサポートしています。

•単一のイニシエータと単一のターゲット：Cisco UCS Managerは、vHBAとストレージポー
トの組み合わせごとに 1つのゾーンを自動作成します。各ゾーンには 2つのメンバが含まれ
ます。ゾーンの数がサポートされる最大数を超える見込みがない場合は、このタイプのゾー

ン分割を設定することをお勧めします。

•単一のイニシエータと複数のターゲット：Cisco UCSManagerは、vHBAごとに 1つゾーンを
自動作成します。ゾーンの数がサポートされている最大値に到達またはそれを超えると予想

される場合は、このタイプのゾーン分割を設定することを推奨します。

vHBA イニシエータグループ
vHBAイニシエータグループによって、サービスプロファイル内のすべての vHBAのファイバ
チャネルゾーン分割設定を決定します。 Cisco UCS Managerにはデフォルトの vHBAイニシエー
タグループが含まれていません。ゾーン内のサーバに割り当てるサービスプロファイルでvHBA
イニシエータグループを作成する必要があります。

vHBAイニシエータグループでの設定により、以下が決定されます。

•イニシエータグループに含める vHBA（vHBAイニシエータとも呼ばれる）。

•ファイバチャネルストレージ接続ポリシー。これには、関連する VSANおよびストレージ
アレイ上のファイバチャネルターゲットポートが含まれます。

•グループに含める vHBAに対して設定するファイバチャネルゾーン分割のタイプ。
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ファイバチャネルストレージ接続ポリシー

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーには、Cisco UCS Managerベースのファイバチャネル
ゾーン分割の設定に使用される、ストレージアレイ上の一連のターゲットストレージポートが

含まれています。このポリシーは、組織またはイニシエータグループの下に作成できます。

これらのゾーン内のストレージアレイは、ファブリックインターコネクトに直接接続している必

要があります。ファイバチャネルストレージ接続ポリシーに組み込むこれらのアレイのターゲッ

トストレージポートには、ファイバチャネルストレージポートまたは FCoEストレージポート
を使用できます。ポートのWWNを使用して、ポートをポリシーに追加し、ファイバチャネル
ゾーンのポートを識別します。

Cisco UCS Managerはデフォルトのファイバチャネルストレージを作成しません。（注）

ファイバチャネルアクティブゾーンセット設定

ファイバチャネルゾーン分割が有効になっている各 VSANでは、Cisco UCS Managerは自動的に
1つのゾーンセットと複数のゾーンを設定します。ゾーンメンバーシップは、相互通信が許可さ
れたイニシエータとターゲットのセットを指定します。 Cisco UCS Managerは自動的にそのゾー
ンセットをアクティブにします。

Cisco UCS Managerは、ユーザ設定の vHBAイニシエータグループとそれらの関連したファイバ
チャネルストレージ接続ポリシーを処理し、ファイバチャネルイニシエータとターゲット間の

必要な接続を決定します。 Cisco UCS Managerは、次の情報を使用し、イニシエータとターゲッ
ト間のペアワイズゾーンメンバーシップを構築します。

• vHBAイニシエータのポートWWNは、vHBAイニシエータグループから作成されます。

•ストレージアレイのポートWWNは、ストレージ接続ポリシーから作成されます。

スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割

スイッチベースのゾーン分割の場合、Cisco UCSドメインはアップストリームスイッチからゾー
ン分割設定を継承します。 Cisco UCS Managerでは、ゾーン分割の設定に関する情報を設定した
り表示したりできません。 VSANに対してスイッチベースのゾーン分割を適用するには、Cisco
UCS Managerでその VSANのゾーン分割を無効にする必要があります。
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Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分
割に関するガイドラインおよび推奨事項

ファイバチャネルゾーン分割の設定を計画する際は、次のガイドラインおよび推奨事項を考慮し

てください。

ファイバチャネルスイッチングモードは Cisco UCS Manager設定用のスイッチモードでなければ
ならない

Cisco UCS Managerにファイバチャネルゾーン分割を処理させる場合は、ファブリックインター
コネクトがファイバチャネルスイッチモードである必要があります。エンドホストモードでは

ファイバチャネルゾーン分割を設定できません。

ハイアベイラビリティのために対称構成を推奨

Cisco UCSドメインが 2つのファブリックインターコネクトによるハイアベイラビリティ構成で
ある場合は、両方のファブリックインターコネクトに同一のVSANセットを設定することを推奨
します。

Cisco UCSでのファイバチャネルのゾーン分割の設定

この手順は、Cisco UCS Managerにより制御されるファイバチャネルゾーン分割に対し Cisco
UCSドメインを設定するのに必要な手順の概要を示します。次のすべてのステップを完了す
る必要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

まだ完了してない場合は、Cisco UCSド
メイン内のファブリックインターコネク

ステップ 1   

トの接続を、外付けファイバチャネル

スイッチ（MDSなど）から切り離してく
ださい。

この機能は現在、CiscoUCSManagerGUIで
は使用できません。このステップは、Cisco

Cisco UCSドメインにまだ外部ファイバ
チャネルスイッチによって管理された

ステップ 2   

UCS Manager CLIで実行する必要がありま
す。

ゾーンが含まれる場合は、これらのゾー

ンを削除するために、影響を受けたすべ

てのVSANで clear-unmanaged-fc-zone-all
コマンドを実行します。
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目的コマンドまたはアクション

エンドホストモードではファイバチャネル

ゾーン分割を設定できません。

ファイバチャネルスイッチモードの両

方のファブリックインターコネクトで

ステップ 3   

ファイバチャネルスイッチングモード

を設定します。
ファイバチャネルスイッチングモードの

設定を参照してください。

ポートおよびポートチャネルの設定, （59
ページ）を参照してください。

ファイバチャネルゾーンのトラフィッ

ク転送に必要なファイバチャネルとFCoE
ストレージポートを設定します。

ステップ 4   

クラスタ設定では、SANアップリンクマ
ネージャのファイバチャネルゾーンに含め

1つ以上の VSANを作成し、ファイバ
チャネルゾーンのトラフィック転送に必

ステップ 5   

る予定のVSANを作成し、共通/グローバル要なすべての VSANで、ファイバチャ
ネルのゾーン分割を有効にします。 コンフィギュレーションを使用して、両方

のファブリックインターコネクトにアクセ

スできるようにすることを推奨します。

ファイバチャネルゾーン分割用の VSAN
の作成, （335ページ）を参照してくださ
い。

必要に応じて、この手順を実行してサービ

スプロファイルにファイバチャネルゾー

ン分割を設定することができます。

1つ以上のファイバチャネルストレージ
接続ポリシーを作成します。

ステップ 6   

ファイバチャネルストレージ接続ポリシー

の作成, （338ページ）を参照してくださ
い。

この設定を完了するには、次の手順を完了

します。

ファイバチャネルゾーン経由で通信す

る必要があるサーバに対してサービスプ

ステップ 7   

ロファイルまたはサービスプロファイル • VHBAに割り当てられたVSAN（複数
の場合あり）のゾーン分割を有効にし

ます。

テンプレートにゾーン分割を設定しま

す。

• 1つ以上の vHBAイニシエータグルー
プを設定します。

サービスプロファイルの設定, （525ペー
ジ）を参照してください。
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ファイバチャネルゾーン分割用の VSAN の作成

SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の FCoE VLANと VLANで同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用している
すべての vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。
FCoE VLAN IDと重なる IDが設定されたすべてのVLAN上でイーサネットトラフィックがド
ロップされます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブの [SAN]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [SAN Uplinks]タブの [SAN Uplinks Manager]リンクをクリックします。
別のウィンドウに [SAN Uplinks Manager]が開きます。

ステップ 4 [SAN Uplinks Manager]で [VSAN]タブをクリックします。
VSANは、どのサブタブでも作成できます。ただし、[All]サブタブを使用した場合は、設定され
たすべての VSANが表に表示されます。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create VSAN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ネットワークに割り当てられている名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

CiscoUCSManagerがCiscoUCSドメインに対してファイバチャ
ネルゾーン分割を設定するかどうかを決定するためのオプショ

ンボタンをクリックします。次のいずれかになります。

• [Disabled]：アップストリームスイッチがファイバチャネ
ルゾーン分割を処理します。またはファイバチャネルゾー

ン分割は、Cisco UCSドメインに対して実行されません。
Cisco UCSManagerはファイバチャネルゾーン分割を設定
しません。

• [Enabled]：Cisco UCS Managerは Cisco UCSドメインに対
してファイバチャネルゾーン分割を設定し、制御します。

CiscoUCSManagerを介してファイバチャネルゾーン
分割をイネーブルにする場合は、ファイバチャネル

ゾーン分割に使用されているVSANでアップストリー
ムスイッチを設定しないでください。

（注）

[FC Zoning]フィールド

オプションボタンをクリックして、VSANの設定方法を決定し
ます。次のいずれかになります。

• [Common/Global]：VSANは、すべての使用可能なファブ
リック内で同じ VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric A]：VSANは、ファブリック Aにだけ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Fabric B]：VSANは、ファブリック Bにだけ存在する
VSAN IDにマッピングされます。

• [Both Fabrics Configured Differently]：VSANは、使用可能な
ファブリックごとに異なる VSAN IDにマッピングされま
す。このオプションを選択すると、CiscoUCSManagerGUI
に、各ファブリックの [VSAN ID]フィールドと [FCoE
VLAN]フィールドが表示されます。

[Type]オプションボタン

ネットワークに割り当てられている固有識別情報。

IDは、1～ 4078または 4080～ 4093の間で設定できます。 4079
は予約済みVSAN IDです。また、FCエンドホストモードを使
用する場合は、3840～ 4079も予約済みのVSAN ID範囲です。

[VSAN ID]フィールド
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説明名前

ファイバチャネル接続に使用されるVLANに割り当てられた固
有識別情報。

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS
Managerでは、VLAN 4048が次のデフォルト値に使用されま
す。 4048を VLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定
する必要があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEスト
レージポートのネイティブVLANは、デフォルトでVLAN
4048を使用します。デフォルトFCoEVSANが、アップグ
レード前にVLAN 1を使用するように設定されていた場合
は、使用または予約されていない VLAN IDに変更する必
要があります。たとえば、デフォルトを 4049に変更する
ことを検討します（その VLAN IDが使用されていない場
合）。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォル
ト VSAN用の FCoE VLANは、デフォルトで VLAN 4048
を使用します。FCoEストレージポートネイティブVLAN
は VLAN 4049を使用します。

Cisco UCS CNA M72KR-Qや Cisco UCS CNA M72KR-Eなどの
FIP対応統合型ネットワークアダプタの場合は、FCoE VLAN
IDのネイティブ VLANではないネームド VLANを使ってネー
ムドVSANを設定する必要があります。この設定により、FCoE
トラフィックが確実にこれらのアダプタを通過できるようにな

ります。

[FCoE VLAN]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの設定

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Storage Connection Policies]ノードを右クリックし、[Create Storage Connection Policy]を選択しま
す。

ステップ 5 [Create Storage Connection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドを入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用でき
ます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された

後で、この名前を変更することはできません。

[名前]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と

条件についての情報を含めることを推奨しま

す。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文
字またはスペースを使用できます。`（アクセン
ト記号）、\（円記号）、^（カラット）、"（二
重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できませ
ん。

[説明]フィールド

ステップ 6 [Zoning Type]フィールドで、次のオプションボタンのいずれかをクリックします。

• [None]：Cisco UCS Managerはファイバチャネルゾーン分割を設定しません。

• [Single Initiator Single Target]：Cisco UCS Managerは、vHBAとストレージポートの組み合わ
せごとに 1つのゾーンを自動作成します。各ゾーンには 2つのメンバが含まれます。ゾー
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ンの数がサポートされる最大数を超える見込みがない場合は、このタイプのゾーン分割を設

定することをお勧めします。

• [Single Initiator Multiple Targets]：Cisco UCS Managerは、vHBAごとに 1つゾーンを自動作成
します。ゾーンの数がサポートされている最大値に到達またはそれを超えると予想される場

合は、このタイプのゾーン分割を設定することを推奨します。

ステップ 7 [FC Target Endpoints]テーブルで、テーブルの右側にあるアイコンバーで [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 8 [Create FC Target Endpoint]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力し、[OK]をクリッ
クします。

説明名前

ファイバチャネルまたは FCoEストレージアレイ上の物理ター
ゲットポートに割り当てられたWWPN（WWN）です。サーバ
は、このWWPN（WWN）を使用して、ストレージアレイに設
定された LUNにアクセスします。

[WWPN]フィールド

ターゲットエンドポイントの説明。ターゲットエンドポイン

トが接続するポート、LUN、またはストレージアレイに関する
情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド

ターゲットエンドポイントとの通信に使用するファブリックイ

ンターコネクト。

[Path]フィールド

ターゲットエンドポイントとの通信に使用する VSAN。[Select VSAN]ドロップダウン
リスト

VSANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VSAN]リンク

ポリシーの対象となるすべてのターゲットエンドポイントを作成するまでこの手順を繰り返し行

います。

ステップ 9 ポリシーの対象となるすべてのターゲットエンドポイントを作成したら、[OK]をクリックしま
す。
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ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Storage Connection Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 27 章

サーバ関連プールの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• サーバプールの設定, 341 ページ

• UUID接尾辞プールの設定, 344 ページ

• IPプールの設定, 346 ページ

サーバプールの設定

サーバプール

サーバプールは複数のサーバで構成されています。これらのサーバは通常、同じ特性を持ってい

ます。これらの特性は、シャーシ内の位置であったり、サーバタイプ、メモリ容量、ローカル

ストレージ、CPUのタイプ、ローカルドライブ設定などの属性だったりします。サーバを手動で
サーバプールに割り当てることも、サーバプールポリシーとサーバプールポリシー資格情報を

使用して割り当てを自動化することもできます。

システムが組織を通じて、マルチテナント機能を実装している場合、特定の組織で使用されるサー

バプールを 1つ以上、指定できます。たとえば、CPUを 2個搭載したサーバをすべて含むプール
をマーケティング組織に割り当て、メモリのサイズが 64GBのサーバをすべて、財務組織に割り
当てることができます。

サーバプールには、システム内のどのシャーシにあるサーバでも入れることができます。 1つの
サーバは複数のサーバプールに属することができます。
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サーバプールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Server Pools]ノードを右クリックし、[Create Server Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool]ウィザードの [Set Name and Description]ページで、次のフィールドに値を入力
します。

説明名前

サーバプールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

サーバプールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create Server Pool]ウィザードの [Add Servers]ページで、次の手順を実行します。
a) [Available Servers]テーブルで、1つ以上のサーバを選択します。
b) [>>]ボタンをクリックして、サーバプールにサーバを追加します。
c) 適切なサーバをすべてプールに追加したら、[Finish]をクリックします。
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サーバプールの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Server Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバプールへのサーバの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 1つまたは複数のサーバを追加するプールを右クリックして、[Add Servers to Server Pool]を選択し

ます。

ステップ 4 [Add Servers to Server Pool]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Servers]テーブルで、サーバプールに追加するサーバを選択します。

Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

b) [>>]ボタンをクリックして、それらのサーバを [Pooled Servers]テーブルに移動し、サーバ
プールに追加します。

c) [OK]をクリックします。
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サーバプールからのサーバの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 1つまたは複数のサーバを削除するプールを右クリックし、[Add Servers to Server Pool]を選択しま

す。

ステップ 4 [Add Servers to Server Pool]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Pooled Servers]テーブルで、サーバプールから削除するサーバを選択します。

Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

b) [<<]ボタンをクリックして、選択したサーバを[Servers]テーブルに移動し、サーバプールから
削除します。

c) [OK]をクリックします。

UUID 接尾辞プールの設定

UUID 接尾辞プール
UUID接尾辞プールは、サーバへの割り当てに使用できる SMBIOS UUIDの集まりです。 UUID
の接頭辞を構成する先頭の桁の数字は固定です。残りの桁で構成される UUID接尾辞は変数で
す。 UUID接尾辞プールは、特定のプールを使用するサービスプロファイルに関連づけられた各
サーバについて、これらの変数が一意であることを保証して競合を回避します。

サービスプロファイルでUUID接尾辞プールを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付
けられたサーバの UUIDを手動で設定する必要はありません。

UUID 接尾辞プールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [UUID Suffix Pools]を右クリックし、[Create UUID Suffix Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create UUID Suffix Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに
値を入力します。

説明名前

UUIDプールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

プールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Derived]：システムによって接尾辞が作成されます。

• [other]：任意の接尾辞を指定します。このオプションを選
択すると、任意の接尾辞を XXXXXXXX-XXXX-XXXXの形式
で入力できるテキストフィールドが Cisco UCS Manager
GUIに表示されます。

[Prefix]フィールド

次のいずれかになります。

• [デフォルト]：Cisco UCS Managerはプールからランダム
IDを選択します。

• [シーケンシャル]：CiscoUCSManagerはプールから最も小
さい使用可能 IDを選択します。

[割り当て順序]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create UUID Suffix Pool]ウィザードの [Add UUID Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of UUID Suffixes]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初の UUID。[From]フィールド

ブロック内の UUIDの数。[Size]フィールド
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ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次の作業

UUID接尾辞プールをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

UUID 接尾辞プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCSManagerは、でそのプールの vNICまたは vHBAに割り当てら
れたアドレスを再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次

のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [UUID Suffix Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

IP プールの設定

IP プール
IPプールは、用途が初期設定されていない IPアドレスの集合です。Cisco UCSManagerで IPv4ま
たは IPv6アドレスプールを作成して以下を行うことができます。

•
•サービスプロファイルが関連付けられているサーバのデフォルトの管理 IPプール ext-mgmt
の置き換え。CiscoUCSManagerは、サーバ上のCisco IntegratedManagementController（CIMC）
で終端する外部アクセス用に、IPプールの各 IPアドレスブロックを予約します。サービス
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プロファイルが関連付けられていない場合は、CIMC用の ext-mgmt IPプールを使用して IP
アドレスを取得する必要があります。

• CIMC用の管理インバンドまたはアウトオブバンド IPアドレスの置き換え。

Cisco UCS Managerでは iSCSIブート IPv6プールを作成できません。（注）

Cisco UCS Managerで IPv4アドレスプールを作成して以下を行うことができます。

•デフォルトの iSCSIブート IPプール iscsi-initiator-poolの置き換え。 Cisco UCS Managerは、
指定された IPプールの各 IPアドレスブロックを予約します。

•管理 IPアドレスと iSCSIブート IPアドレス両方の置き換え。

サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている IP
アドレスが、IPプールに含まれていてはなりません。

（注）

IP プールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [IP Pools]を右クリックし、[Create IP Pool]を選択します。

ステップ 4 [Create IP Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに入力しま
す。

説明名前

IPアドレスプールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

ユーザ定義による IPアドレスプールの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [デフォルト]：Cisco UCS Managerはプールからランダム
IDを選択します。

• [シーケンシャル]：CiscoUCSManagerはプールから最も小
さい使用可能 IDを選択します。

[割り当て順序]フィールド

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create IP Pool]ウィザードの [Add IPv4 Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create a Block of IPv4 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロック内の最初の IPv4アドレス。[From]フィールド

プール内の IPアドレスの数。[Size]フィールド

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたサブネットマス
ク。

[Subnet Mask]フィールド

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたデフォルトゲー
トウェイ。

[Default Gateway]フィールド

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプライ
マリ DNSサーバ。

[Primary DNS]フィールド

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカン
ダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]フィールド

ステップ 8

ステップ 9 [Next]をクリックします。

ステップ 10 [Create IP Pool]ウィザードの [Add IPv6 Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 11 [Create a Block of IPv6 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

ブロック内の最初の IPv6アドレス。[From]フィールド

ブロック内の最後の IPv6アドレス。[Size]フィールド

ブロック内の IPv6アドレスに関連付けられた
デフォルトゲートウェイ。

[Default Gateway]フィールド

ブロック内の IPv6アドレスに関連付けられた
ネットワークアドレスプレフィクス。

Prefix

この IPv6アドレスのブロックがアクセスする
プライマリ DNSサーバ。

[Primary DNS]フィールド

この IPv6アドレスのブロックがアクセスする
セカンダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]フィールド

ステップ 12 [OK]をクリックします。

ステップ 13 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次の作業

IPプールをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

IP プールへのブロックの追加
IPプールに IPv4または IPv6のアドレスのブロックを追加できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 目的の IPプールを右クリックし、次のうちの 1つを選択します。

• [Create Block of IPv4 Addresses]

• [Create Block of IPv6 Addresses]

ステップ 5 適切なダイアログボックスのフィールドに入力します。

a) [Create a Block of IPv4 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

ブロックに割り当てられた IPv4アドレスの範囲。[名前]カラム

ブロック内の最初の IPv4アドレス。[From]カラム

ブロック内の最後の IPv4アドレス。[To]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたサブネットマ
スク。

[Subnet]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたデフォルトゲー
トウェイ。

[Default Gateway]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプラ
イマリ DNSサーバ。

[Primary DNS]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカ
ンダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]カラム

b) [Create a Block of IPv6 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロックに割り当てられている IPv6アドレスの範囲。[名前]カラム

ブロック内の最初の IPv6アドレス。[From]カラム

ブロック内の最後の IPv6アドレス。[To]カラム

ブロック内の IPv6アドレスに関連付けられたネットワーク
アドレスプレフィクス。

[Prefix]カラム

ブロック内の IPv6アドレスに関連付けられたデフォルトゲー
トウェイ。

[Default Gateway]カラム

この IPv6アドレスのブロックがアクセスするプライマリDNS
サーバ。

[Primary DNS]カラム

この IPv6アドレスのブロックがアクセスするセカンダリDNS
サーバ。

[Secondary DNS]カラム

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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IP プールからのブロックの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Root]を展開します。

ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 IPアドレスのブロックを削除するプールを展開します。

ステップ 5 削除する IPアドレスブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

IP プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCSManagerは、でそのプールの vNICまたは vHBAに割り当てら
れたアドレスを再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次

のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除する IPプールを右クリックし、[Delete]を選択します。
デフォルトプールである [ext-mgmt]および [iscsi-initiator-pool]は削除できませ
ん。

（注）

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 28 章

管理 IP アドレスの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• 管理 IPアドレス, 353 ページ

• ブレードサーバの管理 IPアドレスの設定, 354 ページ

• ラックサーバの管理 IPアドレスの設定, 359 ページ

• サービスプロファイルの管理 IPアドレスの設定, 364 ページ

• サービスプロファイルテンプレートの管理 IPアドレスの設定, 368 ページ

• 管理 IPプールの設定, 369 ページ

管理 IP アドレス
Cisco UCSドメインドメインの各サーバには 1つ以上の管理 IPアドレスが必要です。これらの IP
アドレスは、Cisco Integrated Management Controller（CIMC）に割り当てられたり、サーバに関連
付けられたサービスプロファイルに割り当てられます。 Cisco UCS Managerは、CIMCで終端す
る外部アクセスに対してこれらの IPアドレスを使用します。この外部アクセスは、次のいずれか
のサービスを経由することが可能です。

• KVMコンソール

• Serial over LAN

• IPMIツール

サーバのCIMCにアクセスするための管理 IPアドレスとして、アウトオブバンド（OOB）アドレ
ス（このアドレスから管理ポート経由で、トラフィックがファブリックインターコネクトを通

過）、またはインバンドアドレス（このアドレスからファブリックアップリンクポート経由で、

トラフィックがファブリックインターコネクトを通過）を使用できます。サーバのCIMCにアク
セスする最大 6つの IPアドレスを設定できます（2つはアウトオブバンド（OOB）アドレス、他
の 4つはインバンドアドレス）。
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以下の管理 IPアドレスを設定できます。

•サーバに直接割り当てられるスタティック OOB IPv4アドレス。

•グローバル ext-mgmtプールからサーバに割り当てられる OOB IPv4アドレス

•サーバに関連付けられたサービスプロファイルから取得するインバンド IPv4アドレス

•管理 IPプールから取り込まれ、サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプ
レートに割り当てられるインバンド IPv4アドレス

•サーバに直接割り当てられるスタティックインバンド IPv6アドレス

•サーバに関連付けられたサービスプロファイルから取得するインバンド IPv6アドレス

サーバの各CIMCおよびサーバに関連付けられたサービスプロファイルに、複数の管理 IPアドレ
スを割り当てることができます。その場合は、それぞれ異なる IPアドレスを使用する必要があり
ます。

サービスプロファイルに関連付けられた管理 IPアドレスはそのサービスプロファイルとともに
移動します。別のサーバにサービスプロファイルを移行するときにKVMまたは SoLセッション
がアクティブな場合、CiscoUCSManagerはセッションを終了させ、移行完了後もそのセッション
を再開しません。管理 IPアドレスは、サービスプロファイルを作成または変更するときに設定
します。

Cisco UCSドメイン内のサーバまたはサービスプロファイルにすでにスタティック IPアドレ
スが割り当てられている場合、サーバまたはサービスプロファイルにそのスタティック IPア
ドレスを割り当てることはできません。そのような設定を試みると、Cisco UCSManagerは IP
アドレスがすでに使用中であることを警告し、設定を拒否します。

（注）

ブレードサーバの管理 IP アドレスの設定

ブレードサーバでスタティック IP アドレスを使用するための設定
このアクションがグレー表示されている場合、サーバにはすでにスタティック IPアドレスが割り
当てられています。

サーバ 1台あたり合計 3つのスタティック管理アドレスを設定できます。

•アウトバンド IPv4

•インバンド IPv4

•インバンド IPv6
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3つをすべて設定する必要はありません。（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 IPアドレスを設定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC]サブタブをクリックします。
[Actions]領域では、管理 IPアドレスに関して 2つの選択肢があります。

• [Modify Outband Static Management IP]

• [Change Inband Management IP]

ステップ 6 アウトバンドスタティック管理 IPアドレスを変更するには、[Actions]領域で [Modify Outband
Static Management IP]をクリックします。

ステップ 7 [Modify Outband Static Management IP]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明フィールド

サーバに割り当てられるスタティック IPv4ア
ドレス。

IP Address

IPアドレスのサブネットマスク。Subnet Mask

IPアドレスで使用するデフォルトゲートウェ
イ。

デフォルトゲートウェイ

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 インバンド管理 IPアドレスを変更するには、[Change Inband Management IP]をクリックします。
[Change Management IP Address]ダイアログボックスには、2つのタブがあります。

• [Inband IPv4]

• [Inband IPv6]

a) スタティックインバンド管理 IPv4アドレスを変更するには、[In-Band IPv4]サブタブをクリッ
クします。

b) [Change Management IP Address]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明フィールド

[Static]をクリックします。[Management IPAddress Policy]ドロップダウン
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説明フィールド

サーバに割り当てられるスタティック IPv4ア
ドレス。

IP Address

IPアドレスのサブネットマスク。Subnet Mask

IPアドレスで使用するデフォルトゲートウェ
イ。

デフォルトゲートウェイ

c) [OK]をクリックします。
d) スタティックインバンド管理 IPv6アドレスを変更するには、[In-Band IPv6]サブタブをクリッ
クします。

e) [Change Management IP Address]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明フィールド

[Static]をクリックします。[Management IPAddress Policy]ドロップダウン

サーバに割り当てられるスタティック IPv6ア
ドレス。

IP Address

IPアドレスのネットワークプレフィックス。Prefix

IPアドレスで使用するデフォルトゲートウェ
イ。

デフォルトゲートウェイ

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ブレードサーバで管理 IP プールを使用する設定
この手順のなかのどれかのアクションがグレー表示されている場合、設定がすでに完了している

ことを示します。

サーバ 1台あたりに合計 3つの管理 IPプールを設定できます。

•アウトバンド IPv4

•インバンド IPv4

•インバンド IPv6
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3つをすべて設定する必要はありません。（注）

はじめる前に

サーバで管理 IPプールを使用するように設定する前に、管理 IPプールを設定します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 管理 IPプールを使用するように設定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC]サブタブをクリックします。

•アウトバンド IPプール管理 IPアドレスポリシーを設定するには、ステップ 6に進みます。

•インバンド IPv4、IPv6管理 IPアドレスポリシーを設定するには、ステップ 8に進みます。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Use Outband Pooled Management IP]をクリックします。

ステップ 7 [Use Outband Pooled Management IP]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックし、[OK]をク
リックします。

これで管理 IPアドレスポリシーが、アウトバンド管理 IPプールの OOB IPアドレスを使用する
ように設定されます。

ステップ 8 [Actions]領域で、[Change Inband Management IP]をクリックします。

ステップ 9 [Change Management IP]ダイアログボックスには、2つのタブがあります。

• [Inband IPv4]

• [Inband IPv6]

a) インバンド IPv4管理 IPプールを変更するには、[Inband IPv4]タブをクリックし、次のフィー
ルドに入力します。

説明フィールド

関連付けられているVLANグループから選択
された VLAN。

[Network]ドロップダウンリスト
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説明フィールド

サーバに割り当てる管理 IPプール。使用可能
なプールが 2種類あります。

• Domain Pools

• Global Pools

[Domain Pools]のエントリ、または [Global
Pools]のエントリから使用可能なプールを 1
つ選択します。

[Management IPAddress Policy]ドロップダウン
リスト

b) インバンド IPv6管理 IPプールを変更するには、[Inband IPv6]タブをクリックし、次のフィー
ルドに入力します。

説明フィールド

関連付けられているVLANグループから選択
された VLAN。

[Network]ドロップダウンリスト

サーバに割り当てる管理 IPプール。使用可能
なプールが 2種類あります。

• Domain Pools

• Global Pools

[Domain Pools]のエントリ、または [Global
Pools]のエントリから使用可能なプールを 1
つ選択します。

[Management IPAddress Policy]ドロップダウン
リスト

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ブレードサーバからのインバンド設定の削除

この手順では、ブレードサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このアク
ションがグレー表示されている場合、インバンド設定は完了していません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] > [Server Name]を展開し
ます。

ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 6 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプール
名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除した約 1分後、サーバCIMCが
自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

ラックサーバの管理 IP アドレスの設定

ラックサーバでスタティック IP アドレスを使用するための設定
このアクションがグレー表示されている場合、サーバにはすでにスタティック IPアドレスが割り
当てられています。

サーバ 1台あたり合計 3つのスタティック管理アドレスを設定できます。

•アウトバンド IPv4

•インバンド IPv4

•インバンド IPv6

3つをすべて設定する必要はありません。（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 IPアドレスを設定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC]サブタブをクリックします。
[Actions]領域では、管理 IPアドレスに関して 2つの選択肢があります。

• [Modify Outband Static Management IP]

• [Change Inband Management IP]

ステップ 6 アウトバンドのスタティック管理 IPアドレスを変更するには、[Actions]領域で、[Modify Outband
Static Management IP]をクリックします。

ステップ 7 [Modify Outband Static Management IP]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明フィールド

サーバに割り当てられるスタティック IPv4ア
ドレス。

IP Address

IPアドレスのサブネットマスク。Subnet Mask

IPアドレスで使用するデフォルトゲートウェ
イ。

デフォルトゲートウェイ

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 インバンド管理 IPアドレスを変更するには、[Change Inband Management IP]をクリックします。
[Change Management IP Address]ダイアログボックスには、2つのタブがあります。

• [Inband IPv4]

• [Inband IPv6]

ステップ 10 スタティックインバンド IPv4管理アドレスを変更するには、[Inband IPv4]タブをクリックしま
す。

ステップ 11 [Change Management IP Address]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明フィールド

[Static]をクリックします。[Management IP Address Policy]ドロップダウン

サーバに割り当てられるスタティック IPv4ア
ドレス。

IP Address
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説明フィールド

IPアドレスのサブネットマスク。Subnet Mask

IPアドレスで使用するデフォルトゲートウェ
イ。

デフォルトゲートウェイ

ステップ 12 [OK]をクリックします。

ステップ 13 スタティックインバンド IPv6管理アドレスを変更するには、[Inband IPv6]タブをクリックしま
す。

ステップ 14 [Change Management IP Address]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明フィールド

[Static]をクリックします。[Management IP Address Policy]ドロップダウン

サーバに割り当てられるスタティック IPv6ア
ドレス。

IP Address

IPアドレスのプレフィックス。Prefix

IPアドレスで使用するデフォルトゲートウェ
イ。

デフォルトゲートウェイ

ステップ 15 [OK]をクリックします。

ステップ 16 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ラックサーバで管理 IP プールを使用する設定
この手順のなかのどれかのアクションがグレー表示されている場合、設定がすでに完了している

ことを示します。

サーバ 1台あたりに合計 3つの管理 IPプールを設定できます。

•アウトバンド IPv4

•インバンド IPv4

•インバンド IPv6
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3つをすべて設定する必要はありません。（注）

はじめる前に

サーバで管理 IPプールを使用するように設定する前に、管理 IPプールを設定します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 管理 IPプールを使用するように設定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC]サブタブをクリックします。

•アウトバンド IPプール管理 IPアドレスポリシーを設定するには、ステップ 6に進みます。

•インバンド IPv4、IPv6管理 IPアドレスポリシーを設定するには、ステップ 8に進みます。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Use Outband Pooled Management IP]をクリックします。

ステップ 7 [Use Outband Pooled Management IP]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックし、[OK]をク
リックします。

これで管理 IPアドレスポリシーが、アウトバンド管理 IPプールの OOB IPアドレスを使用する
ように設定されます。

ステップ 8 [Actions]領域で、[Change Inband Management IP]をクリックします。

ステップ 9 [Change Management IP]ダイアログボックスには、2つのタブがあります。

• [Inband IPv4]

• [Inband IPv6]

a) インバンド IPv4管理 IPプールを変更するには、[Inband IPv4]タブをクリックし、次のフィー
ルドに入力します。

説明フィールド

サーバに使用させるネットワーク（VLAN）。[Network]ドロップダウンリスト
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説明フィールド

サーバに割り当てる管理 IPプール。使用可能
なプールが 2種類あります。

• Domain Pools

• Global Pools

[Domain Pools]のエントリ、または [Global
Pools]のエントリから使用可能なプールを 1
つ選択します。

[Management IPAddress Policy]ドロップダウン
リスト

b) インバンド IPv6管理 IPプールを変更するには、[Inband IPv6]タブをクリックし、次のフィー
ルドに入力します。

説明フィールド

サーバに使用させるネットワーク（VLAN）。[Network]ドロップダウンリスト

サーバに割り当てる管理 IPプール。使用可能
なプールが 2種類あります。

• Domain Pools

• Global Pools

[Domain Pools]のエントリ、または [Global
Pools]のエントリから使用可能なプールを 1
つ選択します。

[Management IPAddress Policy]ドロップダウン
リスト

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ラックサーバからのインバンド設定の削除

この手順では、ラックサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このアクショ
ンがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Name]を展開します。
ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 6 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプール
名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除した約 1分後、サーバCIMCが
自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

サービスプロファイルの管理 IP アドレスの設定
サービスプロファイルで次の管理 IPアドレスを設定できます。

•アウトオブバンド（OOB）IPv4アドレス

•インバンド IPv4アドレス

•インバンド IPv6アドレス

この手順では、サービスプロファイルの管理 IPアドレスを設定するプロセスを説明します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 管理 IPアドレスを設定するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 管理 IPアドレスを設定するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change Management IP Address]をクリックします。

ステップ 7 アウトオブバンド IPv4アドレスを変更するには、[Outband IPv4]タブをクリックして次のフィー
ルドに入力します。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
364

管理 IP アドレスの設定
サービスプロファイルの管理 IP アドレスの設定



説明名前

このサービスプロファイルに関連付けられたサーバ用の OOB
管理 IPv4アドレスの取得方法。次のいずれかになります。

• [None]：サービスプロファイルによってサーバに割り当て
られた管理 IPアドレスはありません。管理 IPアドレス
は、サーバで定義される CIMC管理 IPアドレスに基づき
ます。

• [Static]：サービスプロファイルは、関連するサーバにスタ
ティック管理 IPアドレスを割り当てます。サービスプロ
ファイルを新しいサーバに移行すると、この管理 IPアド
レスも一緒に移動します。

• [Domain Pools]：サービスプロファイルは、プールリスト
から選択されたプールから IP管理アドレスを関連するサー
バに割り当てます。サービスプロファイルを新しいサー

バに移行すると、この管理 IPアドレスも一緒に移動しま
す。

[Management IP Address Policy]
ドロップダウン

サービスプロファイルを介してサーバに割り当てられた OOB
管理 IPv4アドレス。

IPアドレスフィールドは、[Management IP Address
Policy]を [Static]に設定した場合、または、[Domain
Pools]の IPアドレスプールのいずれかを [Management
IPAddressPolicy]フィールドのドロップダウンリスト
から選択した場合にのみ表示されます。

（注）

[IP Address]フィールド

OOB管理 IPv4アドレスのサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

OOB管理 IPv4アドレスのデフォルトのゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド

a) [Management IP Address Policy]ドロップダウンリストから [Static]を選択した場合は、次の
フィールドに入力します。

説明名前

サービスプロファイルを介してサーバに割り当てられた管理

IPアドレス。
[IP Address]フィールド

管理 IPアドレスのサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

管理 IPアドレスのデフォルトのゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド
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ステップ 8 インバンド IPv4アドレスを変更するには、[Inband]タブをクリックし、[Inband IPv4]サブタブを
クリックして次のフィールドに入力します。

説明名前

関連付けられている VLANグループから選択された VLAN。[Network]ドロップダウン

このサービスプロファイルに関連付けられたサーバ用のインバ

ンド管理 IPv4アドレスの取得方法。次のいずれかになります。

• [None]：サービスプロファイルによってサーバに割り当て
られた管理 IPアドレスはありません。管理 IPアドレス
は、サーバで定義される CIMC管理 IPアドレスに基づき
ます。

• [Static]：サービスプロファイルは、関連するサーバにスタ
ティック管理 IPアドレスを割り当てます。サービスプロ
ファイルを新しいサーバに移行すると、この管理 IPアド
レスも一緒に移動します。

• [Domain Pools]：サービスプロファイルは、プールリスト
から選択されたプールから IP管理アドレスを関連するサー
バに割り当てます。サービスプロファイルを新しいサー

バに移行すると、この管理 IPアドレスも一緒に移動しま
す。

[Management IP Address Policy]
ドロップダウン

サービスプロファイルを介してサーバに割り当てられたインバ

ンド管理 IPv4アドレス。

IPアドレスフィールドは、[Management IP Address
Policy]を [Static]に設定した場合、または、[Domain
Pools]の IPアドレスプールのいずれかを [Management
IPAddressPolicy]フィールドのドロップダウンリスト
から選択した場合にのみ表示されます。

（注）

[IP Address]フィールド

インバンド管理 IPv4アドレスのサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

インバンド管理 IPv4アドレスのデフォルトのゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド

a) [Management IP Address Policy]ドロップダウンリストから [Static]を選択した場合は、次の
フィールドに入力します。

説明名前

このサービスプロファイルに関連付けられたサーバのインバ

ンド管理 IPv4アドレス。
[IP Address]フィールド

OOB管理 IPv4アドレスのサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
366

管理 IP アドレスの設定
サービスプロファイルの管理 IP アドレスの設定



説明名前

OOB管理 IPv4アドレスのデフォルトのゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド

ステップ 9 インバンド IPv6アドレスを変更するには、[Inband]タブをクリックし、[Inband IPv6]サブタブを
クリックして次のフィールドに入力します。

説明名前

関連付けられている VLANグループから選択された VLAN。[Network]ドロップダウン

このサービスプロファイルに関連付けられたサーバ用のインバ

ンド管理 IPv6アドレスの取得方法。次のいずれかになります。

• [None]：サービスプロファイルによってサーバに割り当て
られた管理 IPアドレスはありません。管理 IPアドレス
は、サーバで定義される CIMC管理 IPアドレスに基づき
ます。

• [Static]：サービスプロファイルは、関連するサーバにスタ
ティック管理 IPアドレスを割り当てます。サービスプロ
ファイルを新しいサーバに移行すると、この管理 IPアド
レスも一緒に移動します。

• [Domain Pools]：サービスプロファイルは、プールリスト
から選択されたプールから IP管理アドレスを関連するサー
バに割り当てます。サービスプロファイルを新しいサー

バに移行すると、この管理 IPアドレスも一緒に移動しま
す。

[Management IP Address Policy]
ドロップダウン

サービスプロファイルを介してサーバに割り当てられたインバ

ンド管理 IPv6アドレス。

IPアドレスフィールドは、[Management IP Address
Policy]を [Static]に設定した場合、または、[Domain
Pools]の IPアドレスプールのいずれかを [Management
IPAddressPolicy]フィールドのドロップダウンリスト
から選択した場合にのみ表示されます。

（注）

[IP Address]フィールド

インバンド管理 IPv6アドレスのプレフィックス。[Prefix]フィールド

インバンド管理 IPv6アドレスのデフォルトゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド

a) [Management IP Address Policy]ドロップダウンリストから [Static]を選択した場合は、次の
フィールドに入力します。
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説明名前

サービスプロファイルを介してサーバに割り

当てられたインバンド管理 IPv6アドレス。
[IP Address]フィールド

インバンド管理 IPv6アドレスのプレフィック
ス。

[Prefix]フィールド

インバンド管理 IPv6アドレスのデフォルト
ゲートウェイ。

[Default Gateway]フィールド

ステップ 10 [Save Changes]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートの管理 IP アドレス
の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profile Templates]を展開します。

ステップ 3 管理 IPアドレスを設定するサービスプロファイルテンプレートを含む組織のノードを展開しま
す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 管理 IPアドレスを設定するサービスプロファイルテンプレートをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Management IP Address]領域を展開します。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Change Management IP Address]をクリックします。

ステップ 8 [Change Management IP Address]ダイアログボックスのフィールドに入力します。

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。
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管理 IP プールの設定

管理 IP プール
デフォルトの管理 IPプール ext-mgmtは、外部の IPv4および IPv6アドレスの集合です。 Cisco
UCS Managerは、サーバの CIMCで終端する外部アクセスのために、管理 IPプールに IPアドレ
スの各ブロックを予約しています。

個別のアウトオブバンド IPv4アドレスプール、およびインバンド IPv4または IPv6アドレスプー
ルを設定できます。 IPv4と IPv6アドレスブロックの両方を含むインバンドプールを設定できま
す。

サーバ CIMCに IPv4アドレスのみを含む IPプールをインバンド IPv6ポリシーとして割り当
てたり、IPv6アドレスのみ含む IPプールをインバンド IPv4ポリシーとして割り当てることを
回避するために、それぞれが IPv4または IPv6アドレスのみを持つ個別のインバンドアドレス
プールを設定することを推奨します。

ヒント

管理 IPプールの IPアドレスを使用するようにサービスプロファイルとサービスプロファイルテ
ンプレートを設定できます。管理 IPプールを使用するようサーバを設定することはできません。

管理 IPプール内のすべての IPアドレスは、同じ IPv4サブネットに含まれるか、ファブリックイ
ンターコネクトの IPアドレスと同じ IPv6ネットワークプレフィックスが付けられている必要が
あります。

サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている IP
アドレスが、管理 IPプールに含まれていてはなりません。

（注）

管理 IP プールでの IPv4 アドレスブロックの作成
サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている IPア
ドレスが、管理 IPプールに含まれていてはなりません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 [IP Pool ext-mgmt]を右クリックし、[Create Block of IP Addresses]を選択します。

ステップ 5 [Create a Block of IPv4 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

ブロックに割り当てられた IPv4アドレスの範囲。[名前]カラム

ブロック内の最初の IPv4アドレス。[From]カラム

ブロック内の最後の IPv4アドレス。[To]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたサブネットマス
ク。

[Subnet]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたデフォルトゲー
トウェイ。

[Default Gateway]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプライ
マリ DNSサーバ。

[Primary DNS]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカン
ダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]カラム

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

1つ以上のサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートを設定し、管理 IP
プールから CIMC IPアドレスを取得します。

管理 IP プールでの IPv6 アドレスブロックの作成
サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている IPア
ドレスが、管理 IPプールに含まれていてはなりません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 [IP Pool ext-mgmt]を右クリックし、[Create Block of IP Addresses]を選択します。

ステップ 5 [Create a Block of IPv6 Addresses]ダイアログボックスで、必要な情報を指定します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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次の作業

1つ以上のサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートを設定し、管理 IP
プールから CIMC IPアドレスを取得します。

管理 IP プールからの IP アドレスブロックの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 [IP Pool ext-mgmt]を選択します。

ステップ 5 削除する IPアドレスブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 29 章

サーバ関連ポリシーの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• BIOSの設定, 373 ページ

• CIMCセキュリティポリシー, 402 ページ

• ローカルディスク設定ポリシーの設定, 405 ページ

• スクラブポリシーの設定, 416 ページ

• DIMMエラー管理の設定, 418 ページ

• Serial over LANポリシーの設定, 421 ページ

• サーバ自動構成ポリシーの設定, 422 ページ

• サーバディスカバリポリシーの設定, 424 ページ

• サーバ継承ポリシーの設定, 426 ページ

• サーバプールポリシーの設定, 428 ページ

• サーバプールポリシーの資格情報の設定, 430 ページ

• vNIC/vHBA配置ポリシーの設定, 437 ページ

• CIMCマウント vMedia, 452 ページ

BIOS の設定

サーバ BIOS 設定
Cisco UCSでは、Cisco UCSドメイン内のサーバ上の BIOS設定をグローバルに変更する方法が 2
通り用意されています。サーバまたはサーバの集合のニーズに合う特定の BIOS設定グループを
含む BIOSポリシーを 1つ以上作成するか、特定のサーバプラットフォームに対するデフォルト
の BIOS設定を使用できます。
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BIOSポリシーおよびサーバプラットフォームのデフォルトのBIOS設定のいずれを使用しても、
Cisco UCS Managerによって管理されているサーバの BIOS設定を微調整できます。

データセンターのニーズに応じて、一部のサービスプロファイルについては BIOSポリシーを設
定し、同じ Cisco UCSドメイン内の他のサービスプロファイルについては BIOSのデフォルトを
使用したり、そのいずれかのみを使用したりできます。また、Cisco UCS Managerを使用して、
サーバの実際の BIOS設定を表示し、それらが現在のニーズを満たしているかどうかを確認でき
ます。

Cisco UCS Managerは、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定による BIOS設定の変更
を Cisco Integrated Management Controller（CIMC）バッファにプッシュします。これらの変更
はバッファ内にとどまり、サーバがリブートされるまでは有効になりません。

設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードなど一部の設定は、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされているわけではあ
りません。

（注）

メイン BIOS 設定
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトのBIOS設定を介して行うことができるメインサーバ
の BIOS設定を示しています。

説明名前

1つ以上の BIOS設定を変更した後にサーバをリブート
するタイミング。

この設定を有効にした場合は、サーバのサービスプロ

ファイルのメンテナンスポリシーに従ってリブートされ

ます。たとえば、メンテナンスポリシーでユーザの確

認応答が必要な場合、サーバはリブートされず、ユーザ

が保留中のアクティビティを確認するまで BIOSの変更
は適用されません。

この設定を有効にしない場合は、別のサーバ設定の変更

によるリブートであれ手動によるリブートであれ、次回

サーバがリブートされるまで BIOSの変更は適用されま
せん。

[Reboot on BIOS Settings Change]
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説明名前

BIOSが Power On Self-Test（POST）中に表示する内容。
次のいずれかになります。

• [disabled]：BIOSはブート中にすべてのメッセージ
とオプション ROM情報を表示します。

• [enabled]：BIOSはロゴ画面を表示しますが、ブー
ト中にメッセージやオプション ROM情報を表示し
ません。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Quiet Boot]

POST中にサーバで重大なエラーが発生した場合の処理。
次のいずれかになります。

• [disabled]：BIOSはサーバのブートを続行します。

• [enabled]：POST中に重大なエラーが発生した場合、
BIOSはサーバのブートを一時停止し、ErrorManager
を開きます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Post Error Pause]

予期しない電力損失後、電力が復帰したときにサーバが

実行する動作を決定します。次のいずれかになります。

• [stay-off]：手動で電源をオンにするまでサーバの電
源がオフになります。

• [last-state]：サーバの電源がオンになり、システムが
最後の状態を復元しようとします。

• [reset]：サーバの電源がオンになり、自動的にリセッ
トされます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Resume Ac On Power Loss]
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説明名前

前面パネルの電源ボタンとリセットボタンがサーバに

よって無視されるかどうかを決定します。次のいずれか

になります。

• [disabled]：前面パネルの電源ボタンとリセットボタ
ンはアクティブであり、サーバに影響を与えるため

に使用できます。

• [enabled]：電源ボタンとリセットボタンはロック
アウトされます。サーバをリセットしたり、電源を

オンにしたりできるのは、CIMC GUIからだけで
す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Front Panel Lockout]

プロセッサの BIOS 設定
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができるプロセッサの
BIOS設定を示しています。

説明名前

プロセッサで Intel Turbo Boost Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、仕様よりも低い電力、

温度、または電圧でプロセッサが動作していると、自動

的にそのプロセッサの周波数が上がります。次のいずれ

かになります。

• [disabled]：プロセッサの周波数は自動的には上がり
ません。

• [enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technologyが利用されます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Turbo Boost]
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説明名前

プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep Technologyを使用
するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサの電

圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。この

テクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発生量が

減少する可能性があります。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的に
調整しません。

• [enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべて
のスリープ状態でさらに電力を節約することが可能

になります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Enhanced Intel Speedstep]

プロセッサで Intel Hyper-Threading Technologyを使用す
るかどうか。このテクノロジーでは、マルチスレッドソ

フトウェアアプリケーションのスレッドを各プロセッサ

内で並列に実行できます。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでのハイパースレッディング
を禁止します。

• [enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実行
を許可します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Hyper Threading]
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説明名前

パッケージ内の論理プロセッサコアの状態を設定しま

す。この設定をディセーブルにすると、ハイパースレッ

ディングもディセーブルになります。次のいずれかにな

ります。

• [all]：すべての論理プロセッサコアでマルチプロ
セッシングを有効にします。

• [1]～ [10]：サーバで実行可能な論理プロセッサコ
アの数を指定します。マルチプロセッシングをディ

セーブルにし、サーバ上で動作する論理プロセッサ

コアを 1つだけにするには、[1]を選択します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Core Multi Processing]

サーバのメモリ領域を分類し、アプリケーションコード

を実行可能な場所を指定します。この分類の結果、悪意

のあるワームがバッファにコードを挿入しようとした場

合、プロセッサでコードの実行をディセーブルにしま

す。この設定は、損害、ワームの増殖、および特定クラ

スの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃を防止する

のに役立ちます。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでメモリ領域を分類しませ
ん。

• [enabled]：プロセッサでメモリ領域を分類します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disabled Bit]
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説明名前

プロセッサで Intel Virtualization Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、1つのプラットフォー
ムで、複数のオペレーティングシステムとアプリケー

ションをそれぞれ独立したパーティション内で実行でき

ます。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでのバーチャライゼーション
を禁止します。

• [enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティング
システムをそれぞれ独立したパーティション内で実

行できます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

このオプションを変更した場合は、設定を有効

にするためにサーバの電源を再投入する必要が

あります。

（注）

[Virtualization Technology (VT)]

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマンス
を向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [disabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュには入れられません。

• [enabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れられます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Direct Cache Access]
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説明名前

アイドル期間中にシステムが省電力モードに入ることが

できるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：システムはアイドル時でもハイパフォー
マンス状態のままになります。

• [enabled]：システムは DIMMや CPUなどのシステ
ムコンポーネントへの電力を低減できます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Processor C State]

C1ステートになったときに、プロセッサが最小周波数に
移行できるようにします。この設定は、サーバをリブー

トするまで有効になりません。次のいずれかになりま

す。

• [disabled]：CPUは C1ステートでも引き続き最大周
波数で動作します。

• [enabled]：CPUは最小周波数に移行します。このオ
プションでは C1ステートで節約される電力量が最
大になります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Processor C1E]
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説明名前

プロセッサからオペレーティングシステムに C3レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサから C3レポートを送信しま
せん。

• [acpi-c2]：ACPIC2フォーマットを使用してプロセッ
サから C3レポートを送信します。

• [acpi-c3]：ACPIC3フォーマットを使用してプロセッ
サから C3レポートを送信します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

B440サーバの場合、[BIOS Setup]メニューではこれらの
オプションに対して [enabled]と [disabled]が使用されま
す。 [acpi-c2]または [acpi-c2]を指定すると、このサーバ
ではそのオプションの BIOS値に [enabled]が設定されま
す。

[Processor C3 Report]

プロセッサからオペレーティングシステムに C6レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサから C6レポートを送信しま
せん。

• [enabled]：プロセッサから C6レポートを送信しま
す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Processor C6 Report]

プロセッサからオペレーティングシステムに C7レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサから C7レポートを送信しま
せん。

• [enabled]：プロセッサから C7レポートを送信しま
す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Processor C7 Report]

Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0    
381

サーバ関連ポリシーの設定

サーバ BIOS 設定



説明名前

サーバの CPUパフォーマンスプロファイルを設定しま
す。次のいずれかになります。

• [enterprise]：M3サーバの場合、すべてのプリフェッ
チャとデータの再利用がイネーブルになります。

M1およびM2サーバの場合は、データの再利用と
DCU IPプリフェッチャはイネーブルになり、他の
すべてのプリフェッチャはディセーブルになりま

す。

• [high-throughput]：データの再利用と DCU IPプリ
フェッチャはイネーブルになり、他のすべてのプリ

フェッチャはディセーブルになります。

• [hpc]：プリフェッチャはすべてイネーブルになり、
データの再利用はディセーブルになります。 この

設定はハイパフォーマンスコンピューティングと

も呼ばれます。

[CPU Performance]

MTRR変数の数を選択できます。次のいずれかになりま
す。

• [auto-max]：BIOSはプロセッサのデフォルト値を使
用します。

• [8]：BIOSはMTRR変数に対して指定された数を使
用します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Max Variable MTRR Setting]
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説明名前

APICアーキテクチャのタイプを設定できます。次のい
ずれかになります。

• [xapic]：標準の xAPICアーキテクチャを使用しま
す。

• [x2apic]：拡張 x2APICアーキテクチャを使用してプ
ロセッサの 32ビットアドレス指定機能をサポート
します。

• [auto]：検出された xAPICアーキテクチャを自動的
に使用します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Local X2 APIC]

Intel Directed I/O の BIOS 設定
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができる Intel Directed
I/Oの BIOS設定を示しています。

説明名前

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [disabled]：プロセッサでバーチャライゼーションテ
クノロジーを使用しません。

• [enabled]：プロセッサでバーチャライゼーションテ
クノロジーを使用します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

他の Intel Directed I/O BIOS設定を変更する場
合は、このオプションを有効にする必要があり

ます。

（注）

[VT for Directed IO]
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説明名前

プロセッサで Intel VT-d Interrupt Remappingをサポートす
るかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでリマッピングをサポートし
ません。

• [enabled]：プロセッサでVT-d Interrupt Remappingを
必要に応じて使用します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Interrupt Remap]

プロセッサで Intel VT-dCoherencyをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポートし
ません。

• [enabled]：プロセッサでVT-dCoherencyを必要に応
じて使用します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Coherency Support]

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかになり
ます。

• [disabled]：プロセッサでATSをサポートしません。

• [enabled]：プロセッサで VT-d ATSを必要に応じて
使用します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[ATS Support]
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説明名前

プロセッサで Intel VT-d Pass-through DMAをサポートす
るかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：プロセッサでパススルー DMAをサポー
トしません。

• [enabled]：プロセッサで VT-d Pass-through DMAを
必要に応じて使用します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Pass Through DMA Support]

RAS メモリの BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できる RASメモリの BIOS設
定の一覧を示します。

説明名前

サーバに対するメモリの Reliability, Availability, and
Serviceability（RAS）の設定方法。次のいずれかになり
ます。

• [maximumperformance]：システムのパフォーマンス
が最適化されます。

• [mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ
プとして使用することにより、システムの信頼性が

最適化されます。

• [lockstep]：サーバ内の DIMMペアが、同一のタイ
プ、サイズ、および構成を持ち、SMIチャネルにま
たがって装着されている場合、ロックステップモー

ドをイネーブルにして、メモリアクセス遅延の最小

化およびパフォーマンスの向上を実現できます。

B440サーバでは lockstepがデフォルトでイネーブル
になっています。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Memory RAS Config]
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説明名前

BIOSでNUMAをサポートするかどうか。次のいずれか
になります。

• [disabled]：BIOSで NUMAをサポートしません。

• [enabled]：NUMAに対応したオペレーティングシ
ステムに必要なACPIテーブルをBIOSに含めます。
このオプションをイネーブルにした場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリイ

ンターリーブをディセーブルにする必要がありま

す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[NUMA]

メモリのミラーリングでは、メモリに 2つの同じデータ
イメージを保存することにより、システムの信頼性が向

上します。

このオプションは、[Memory RAS Config]で [mirroring]
オプションを選択したときのみ使用可能です。次のいず

れかを指定できます。

• [inter-socket]：メモリは、CPUソケットをまたいで
2台の Integrated Memory Controller（IMC）間でミ
ラーリングされます。

• [intra-socket]：1つの IMCが同じソケット内の別の
IMCとミラーリングされます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Mirroring Mode]
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説明名前

スペアリングはメモリを予備に保持することで信頼性を

最適化し、別のDIMMの障害発生時に使用できるように
します。このオプションは、メモリの冗長性を実現しま

すが、ミラーリングほどの冗長性は提供されません。使

用可能なスペアリングのモードは、現在のメモリの数に

よって異なります。

このオプションは、[Memory RAS Config]で [sparing]オ
プションを選択したときのみ使用可能です。次のいずれ

かを指定できます。

• [dimm-sparing]：1枚の DIMMが予備に保持されま
す。 DIMMに障害が発生すると、その DIMMの内
容はスペア DIMMに移されます。

• [rank-sparing]：DIMMのスペアランクが予備に保持
されます。DIMMのランクに障害が発生した場合、
そのランクの内容がスペアランクに移されます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Sparing Mode]

低電圧と高周波数のどちらのメモリ動作をシステムで優

先するか。次のいずれかになります。

• [power-saving-mode]：低電圧のメモリ動作が高周波
数のメモリ動作よりも優先されます。 このモード

では、電圧を低く維持するために、メモリの周波数

が低下する可能性があります。

• [performance-mode]：高周波数の動作が低電圧の動
作よりも優先されます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[LV DDR Mode]

このオプションは、内部メモリの更新頻度を制御しま

す。

[DRAM Refresh Rate]
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シリアルポートの BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルトBIOS設定を介して実行できるシリアルポートのBIOS
設定の一覧を示します。

説明名前

シリアルポート Aがイネーブルかディセーブルか。次
のいずれかになります。

• [disabled]：シリアルポートはディセーブルになりま
す。

• [enabled]：シリアルポートはイネーブルになりま
す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Serial Port A]

USB の BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できる USB BIOS設定の一覧
を示します。

説明名前

サーバが USBデバイスからブートできるかどうか。次
のいずれかになります。

• [disabled]：サーバは USBデバイスからブートでき
ます。

• [enabled]：サーバはUSBデバイスからブートできま
せん。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Make Device Non Bootable]
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説明名前

システムでレガシーUSBデバイスをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [disabled]：USBデバイスは、EFIアプリケーション
でのみ使用できます。

• [enabled]：レガシーUSBのサポートは常に使用でき
ます。

• [auto]：USBデバイスが接続されていない場合、レ
ガシーUSBのサポートがディセーブルになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Legacy USB Support]

USB EHCIのアイドル時電力消費を減らすためにUSBシ
ステムにアイドル時電力最適化設定を使用するかどう

か。この設定で選択した値によって、パフォーマンスが

影響を受けることがあります。次のいずれかになりま

す。

• [high-performance]：最適なパフォーマンスを電力節
約より優先するため、USBシステムのアイドル時電
力最適化設定はディセーブルにされます。

このオプションを選択すると、パフォーマンスが大

幅に向上します。サイトにサーバの電源制限がない

場合はこのオプションを選択することを推奨しま

す。

• [lower-idle-power]：電力節約を最適なパフォーマン
スより優先するため、USBシステムのアイドル時電
力最適化設定はイネーブルにされます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[USB System Idle Power Optimizing
Setting]
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説明名前

USBの前面パネルのロックが、USBポートに前面パネル
からアクセス可能または不可能に設定されます。次のい

ずれかになります。

• disabled

• enabled

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[USB Front Panel Access Lock]

PCI 設定の BIOS 設定
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができる PCI設定の
BIOS設定を示しています。

説明名前

システム設定に応じて、PAE非対応のオペレーティング
システムのメモリ使用量をBIOSで 4GB以下に最大化す
るかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：メモリ使用量を最大化しません。 PAE
対応のオペレーティングシステムすべてに対してこ

のオプションを選択します。

• [enabled]：PAE非対応のオペレーティングシステム
に対して、メモリ使用量を 4 GB以下に最大化しま
す。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Max Memory Below 4G]
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説明名前

64ビット PCIデバイスの 4 GB以上のアドレス空間に対
するメモリマップド I/Oをイネーブルにするか、ディ
セーブルにするか。レガシーなオプションROMは 4GB
を超えるアドレスにアクセスできません。 PCIデバイス
が 64ビット対応でも、レガシーなオプションROMを使
用する場合は、この設定をイネーブルにしても正しく機

能しない場合があります。次のいずれかになります。

• [disabled]：64ビット PCIデバイスを 4 GB以上のア
ドレス空間にマッピングしません。

• [enabled]：64ビット PCIデバイスを 4 GB以上のア
ドレス空間にマッピングします。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Memory Mapped IO Above 4Gb Config]

ブートオプションの BIOS 設定
次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができるブートオプ
ションの BIOS設定を示しています。

説明名前

BIOSでユーザ入力を待機せずに非 EFIベースのブート
オプションを再試行するかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [disabled]：ユーザ入力を待機してから非EFIベース
のブートオプションを再試行します。

• [enabled]：ユーザ入力を待機せずに非 EFIベースの
ブートオプションを継続的に再試行します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Boot Option Retry]
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説明名前

Intel SASEntryRAIDモジュールがイネーブルかどうか。
次のいずれかになります。

• [disabled]：Intel SAS Entry RAIDモジュールはディ
セーブルです。

• [enabled]：Intel SASEntryRAIDモジュールはイネー
ブルです。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Intel Entry SAS RAID]

Intel SAS Entry RAIDモジュールをどのように設定する
か。次のいずれかになります。

• [it-ir-raid]：Intel IT/IRRAIDを使用するようRAIDモ
ジュールを設定します。

• [intel-esrtii]：Intel Embedded Server RAID Technology
IIを使用するよう RAIDモジュールを設定します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Intel Entry SAS RAID Module]

オンボードソフトウェアRAIDコントローラをサーバで
使用できるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：ソフトウェアRAIDコントローラを使用
できません。

• [enabled]：ソフトウェア RAIDコントローラを使用
できます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Onboard SCU Storage Support]

サーバ管理 BIOS 設定
次の表に、BIOSポリシーまたはデフォルト BIOS設定を介して実行できるサーバ管理 BIOS設定
の一覧を示します。
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[General Settings]

説明名前

システムエラー（SERR）の発生時に、BIOSがマスク不
能割り込み（NMI）を生成し、エラーをログに記録する
かどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：SERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
することもエラーをログに記録することもしませ

ん。

• [enabled]：SERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
し、エラーをログに記録します。 [AssertNmionPerr]
をイネーブルにする場合は、この設定をイネーブル

にする必要があります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Assert Nmi on Serr]

プロセッサバスパリティエラー（PERR）の発生時に、
BIOSがマスク不能割り込み（NMI）を生成し、エラーを
ログに記録するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：PERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
することもエラーをログに記録することもしませ

ん。

• [enabled]：PERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
し、エラーをログに記録します。この設定を使用す

るには、[Assert Nmi on Serr]をイネーブルにする必
要があります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Assert Nmi on Perr]
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説明名前

BIOSが、定義済みのタイムアウト値を持つウォッチドッ
グタイマーをプログラムするかどうか。タイマーが切

れる前にオペレーティングシステムのブートを完了しな

い場合、CIMCはシステムをリセットし、エラーがログ
に記録されます。次のいずれかになります。

• [disabled]：サーバのブートにかかる時間をトラッキ
ングするためにウォッチドッグタイマーは使用され

ません。

• [enabled]：サーバのブートにかかる時間をウォッチ
ドッグタイマーでトラッキングします。サーバが

事前に定義した時間内にブートしない場合、CIMC
はシステムをリセットし、エラーを記録します。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

この機能には、オペレーティングシステムのサポートま

たは Intel管理ソフトウェアが必要です。

[OS Boot Watchdog Timer]

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実行

されるアクション。次のいずれかになります。

• [power-off]：OSブート中にウォッチドッグタイマー
が期限切れになった場合、サーバは電源オフになり

ます。

• [Reset]：OSのブート中にウォッチドッグタイマー
が切れた場合、サーバはリセットされます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

このオプションは、[OSBootWatchdogTimer]をイネーブ
ルにした場合にだけ利用できます。

[OS Boot Watchdog Timer Timeout
Policy]
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説明名前

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用されるタ
イムアウト値。次のいずれかになります。

• [5-minutes]：ウォッチドッグタイマーは OSブート
開始から 5分後に期限切れになります。

• [10-minutes]：ウォッチドッグタイマーはOSブート
開始から 10分後に期限切れになります。

• [15-minutes]：ウォッチドッグタイマーはOSブート
開始から 15分後に期限切れになります。

• [20-minutes]：ウォッチドッグタイマーはOSブート
開始から 20分後に期限切れになります。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

このオプションは、[OSBootWatchdogTimer]をイネーブ
ルにした場合にだけ利用できます。

[OS Boot Watchdog Timer Timeout]
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コンソールリダイレクション設定

説明名前

POSTおよび BIOSのブート中に、シリアルポートをコ
ンソールリダイレクションに使用できるようにします。

BIOSのブートが完了し、オペレーティングシステムが
サーバを担当すると、コンソールリダイレクションは関

連がなくなり、無効になります。次のいずれかになりま

す。

• [disabled]：POST中にコンソールリダイレクション
は発生しません。

• [serial-port-a]：POST中のコンソールリダイレクショ
ンのためシリアルポートAをイネーブルにします。
このオプションはブレードサーバおよびラックマウ

ントサーバに対して有効です。

• [serial-port-b]：コンソールリダイレクションのため
シリアルポート Bをイネーブルにし、サーバ管理
タスク実行を許可します。このオプションは、ラッ

クマウントサーバでのみ有効です。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

このオプションをイネーブルにする場合は、

POST中に表示される Quiet Bootのロゴ画面も
ディセーブルにします。

（注）

[Console Redirection]

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかど

うか。送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用
すると、隠れた端末問題が原因で発生する可能性がある

フレームコリジョンを減らすことができます。次のい

ずれかになります。

• [none]：フロー制御は使用されません。

• [rts-cts]：RTS/CTSがフロー制御に使用されます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Flow Control]
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説明名前

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレー

ト。 [ConsoleRedirection]をディセーブルにした場合は、
このオプションを使用できません。次のいずれかになり

ます。

• [9600]：ボーレート 9600が使用されます。

• [19200]：ボーレート 19200が使用されます。

• [38400]：ボーレート 38400が使用されます。

• [57600]：ボーレート 57600が使用されます。

• [115200]：ボーレート 115200が使用されます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[BAUD Rate]

コンソールリダイレクションに使用される文字フォー

マットのタイプ。次のいずれかになります。

• [pc-ansi]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [vt100]：サポートされている vt100ビデオ端末とそ
の文字セットが使用されます。

• [vt100-plus]：サポートされている vt100-plusビデオ
端末とその文字セットが使用されます。

• [vt-utf8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用さ
れます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Terminal Type]
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説明名前

シリアルポートでレガシーなオペレーティングシステ

ム（DOSなど）からのリダイレクションをイネーブルに
するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled]：コンソールリダイレクションがイネーブ
ルになっているシリアルポートは、レガシーなオペ

レーティングシステムから認識されません。

• [enabled]：コンソールリダイレクションがイネーブ
ルになっているシリアルポートは、レガシーなオペ

レーティングシステムから認識できます。

• [platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーのBIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値
を使用します。

[Legacy OS Redirect]

BIOS ポリシー
BIOSポリシーは、サーバまたはサーバグループに対するBIOS設定の設定を自動化するポリシー
です。ルート組織内のすべてのサーバに対して使用可能なグローバル BIOSポリシーを作成する
か、サブ組織の階層に対してだけ使用可能な BIOSポリシーを作成できます。

BIOSポリシーを使用するには、次の手順を実行します。

1 Cisco UCS Managerで BIOSポリシーを作成します。

2 BIOSポリシーを 1つ以上のサービスプロファイルに割り当てます。

3 サービスプロファイルをサーバと関連付けます。

サービスプロファイルの関連付け時に、Cisco UCS Managerはサーバ上の BIOS設定を BIOSポリ
シー内の設定と一致するように変更します。 BIOSポリシーを作成せず、BIOSポリシーをサービ
スプロファイルに割り当てていない場合は、サーバの BIOS設定にそのサーバプラットフォーム
のデフォルトが使用されます。

デフォルトの BIOS 設定
Cisco UCS Managerには、Cisco UCSがサポートするサーバの各タイプのための 1セットのデフォ
ルト BIOS設定が含まれます。デフォルト BIOS設定は、ルート組織だけで使用でき、グローバ
ルです。 Cisco UCSでサポートされている各サーバプラットフォームには、1セットの BIOS設
定だけを適用できます。デフォルト BIOS設定は変更できますが、デフォルト BIOS設定の追加
セットの作成はできません。
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デフォルト BIOS設定の各セットは、サポートされているサーバの特定のタイプに合わせて設計
されており、サービスプロファイルに BIOSポリシーが含まれていない、特定のタイプのすべて
のサーバに適用されます。

Cisco UCS実装にサーバ特定の設定によって満たされない特定の要件がない限り、Cisco UCSドメ
インのサーバの各タイプ用に設計されたデフォルト BIOS設定を使用するよう推奨します。

Cisco UCSManagerにより、これらのサーバプラットフォーム固有のBIOS設定が次のように適用
されます。

•サーバに関連付けられたサービスプロファイルには、BIOSポリシーはインクルードされま
せん。

• BIOSポリシーでは、特定の設定に対してプラットフォームデフォルトのオプションが設定
されます。

Cisco UCSManagerによって提供されるデフォルトのBIOS設定は変更できます。ただし、デフォ
ルトの BIOS設定に対する変更は、その特定のタイプまたはプラットフォームのすべてのサーバ
に適用されます。特定のサーバのBIOS設定だけを変更する場合は、BIOSポリシーを使用するこ
とを推奨します。

BIOS ポリシーの作成

Cisco UCS Managerは、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定による BIOS設定の変更
を Cisco Integrated Management Controller（CIMC）バッファにプッシュします。これらの変更
はバッファ内にとどまり、サーバがリブートされるまでは有効になりません。

設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードなど一部の設定は、すべてのCiscoUCSサーバでサポートされているわけではあ
りません。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Policies]を右クリックして [Create BIOS Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create BIOS Policy]ウィザードの [Main]ページで [名前]フィールドの BIOSポリシーの名前を入
力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で
きません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前を変更することはできません。
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ステップ 6 [Create BIOS Policy]ウィザードで、次の手順を実行して BIOS設定を実行します。
a) BIOS設定を変更する場合は、該当するオプションボタンをクリックするか、ドロップダウン
リストから適切な項目を選択します。

各 BIOS設定のオプションに関する説明および情報については、次のトピックを参照してくだ
さい。

• [Main]ページ：メイン BIOS設定, （374ページ）

• [Processor]ページ：プロセッサの BIOS設定, （376ページ）

• [Intel Directed IO]ページ： Intel Directed I/Oの BIOS設定, （383ページ）

• [RAS Memory]ページ： RASメモリの BIOS設定, （385ページ）

• [Serial Port]ページ：シリアルポートの BIOS設定, （388ページ）

• [USB]ページ： USBの BIOS設定, （388ページ）

• [PCI Configuration]ページ： PCI設定の BIOS設定, （390ページ）

• [Boot Options]ページ：ブートオプションの BIOS設定, （391ページ）

• [Server Management]ページ：サーバ管理 BIOS設定, （392ページ）

b) 次のページに移動するには、[Next]をクリックします

ステップ 7 ポリシーの BIOS設定すべてが完了したら、[Finish]をクリックします。

BIOS のデフォルトの修正
設定するサーバで BIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。 RASメモリのミラーリ
ングモードなど一部の設定は、すべてのCisco UCSサーバでサポートされているわけではありま
せん。

Cisco UCS実装にサーバ特定の設定によって満たされない特定の要件がない限り、Cisco UCSドメ
インのサーバの各タイプ用に設計されたデフォルト BIOS設定を使用するよう推奨します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [BIOS Defaults]を展開して、デフォルトの BIOS設定を変更するサーバのモデル番号を選択しま
す。

ステップ 5 [Work]ペインで該当するタブをクリックしてから、必要なオプションボタンをクリックするか、
ドロップダウンリストから選択してデフォルトの BIOS設定を変更します。
各 BIOS設定のオプションに関する説明および情報については、次のトピックを参照してくださ
い。すべての BIOS設定がサーバの各タイプに使用できるわけではありません。

• [Main]タブ：メイン BIOS設定, （374ページ）

• [Advanced]タブ：

◦ [Processor]サブタブ：プロセッサの BIOS設定, （376ページ）

◦ [Intel Directed IO]サブタブ： Intel Directed I/Oの BIOS設定, （383ページ）

◦ [RAS Memory]サブタブ： RASメモリの BIOS設定, （385ページ）

◦ [Serial Port]サブタブ：シリアルポートの BIOS設定, （388ページ）

◦ [USB]サブタブ： USBの BIOS設定, （388ページ）

◦ [PCI Configuration]サブタブ： PCI設定の BIOS設定, （390ページ）

• [Boot Options]タブ：ブートオプションの BIOS設定, （391ページ）

• [Server Management]タブ：サーバ管理 BIOS設定, （392ページ）

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

サーバの実際の BIOS 設定の表示
サーバの実際の BIOS設定を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 実際の BIOS設定を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Motherboard]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [BIOS Settings]領域で、見出しの右側にある [Expand]アイコンをクリックして領域を開きます。
[BIOS Settings]領域の各タブに、そのサーバプラットフォームの設定が表示されます。いくつか
のタブには追加情報を含むサブタブがあります。
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CIMC セキュリティポリシー
Cisco UCS Managerは、セキュリティを強化するために次のポリシーを提供しています。

• KVM管理ポリシー

• IPMIアクセスプロファイル

IPMI アクセスプロファイル
このポリシーでは、IPアドレスを使用して、IPMIコマンドを直接サーバに送信できるかどうかを
決定することができます。たとえば、CIMCからセンサーデータを取得するためのコマンドを送
信することができます。このポリシーは、サーバでローカルに認証可能なユーザ名とパスワード

を含む IPMIアクセス、およびこのアクセスが読み取り専用か、読み取りと書き込みであるかを定
義します。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

IPMI アクセスプロファイルの作成

はじめる前に

IPMIプロファイルは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にし
ています。

•適切な権限があり、サーバのオペレーティングシステムによる認証が可能なユーザ名

•このユーザ名のパスワード

•ユーザ名と関連付けられている権限

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IPMI Access Profiles]を右クリックし、[Create IPMI Access Profile]を選択します。

ステップ 5 [Create IPMI Access Profile]ダイアログボックスで次の手順を実行します。
a) プロファイルの一意の名前および説明を入力します。
b) [IPMI Over LAN]フィールドで、リモート接続を許可するか、禁止するかを選択します。
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c) [OK]をクリックします。

ステップ 6 ナビゲータの [IPMI Users]領域で、[+]をクリックします。

ステップ 7 [Create IPMI User]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

この IPMIプロファイルと関連付けるユーザ名。

1～ 16文字の英数字を入力します。「@」（アットマー
ク）、「_」（アンダースコア）、「-」（ハイフン）も使用
できます。プロファイルの保存後は、この名前を変更できま

せん。

[Name]フィールド

このユーザ名に関連付けられるパスワード。

1～ 20文字の標準 ASCII文字を入力します（ただし、「=」
（等号）、「$」（ドル記号）、「|」（縦棒）は除く）。

[Password]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

ユーザロール。次のいずれかになります。

• Admin

• Read Only

[Role]フィールド

b) [OK]をクリックします。

ステップ 8 別のユーザを追加するには、ステップ 6および 7を繰り返します。

ステップ 9 [OK]をクリックして、[Work]ペインの IPMIプロファイルに戻ります。

次の作業

IPMIプロファイルをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。
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IPMI アクセスプロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name] を展開します。
ステップ 3 [IPMI Profiles]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

KVM 管理ポリシー
このポリシーを使用して、KVM経由でサーバにアクセスするときに vMedia暗号化を有効にする
かどうかを指定できます。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

KVM 管理ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [KVM Management Policies]を右クリックし、[Create KVM Management Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create KVM Management Policy]ダイアログボックスで次の手順を実行します。
a) ポリシーの一意の名前と説明を入力します。
b) [vMedia Encryption]フィールドで、vMedia暗号化をイネーブルにするかどうかを選択します。
c) [OK]をクリックします。
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ローカルディスク設定ポリシーの設定

ローカルディスク設定ポリシー

このポリシーは、ローカルドライブのオンボード RAIDコントローラを通じて、サーバ上にイン
ストールされているオプションのSASローカルドライブを設定します。このポリシーでは、ロー
カルディスク設定ポリシーを含むサービスプロファイルに関連付けられたすべてのサーバに対し

て、ローカルディスクモードを設定できるようにします。

ローカルディスクモードには次のものがあります。

• [ローカルストレージなし]：ディスクレスサーバまたは SAN専用の設定で使用します。こ
のオプションを選択する場合、このポリシーを使用する任意のサービスプロファイルを、

ローカルディスクを持つサーバに関連付けることができません。

• [RAID 0がストライプ済み]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化され、高速
スループットを提供します。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害が発生する

と、すべてのデータが失われます。

• [RAID 1がミラー済み]：データが 2つのディスクに書き込まれ、1つのディスクで障害が発
生した場合でも完全なデータ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドライブの
小さい方の空き容量に等しくなります。

• [任意の設定]：変更なしのローカルディスク設定を転送するサーバ設定で使用します。

• [RAIDなし]：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイロードを変更しない状態のままに
するサーバ設定で使用します。

[RAIDなし]を選択し、このポリシーをすでに RAIDストレージが設定されているオペレー
ティングシステムを使用するサーバに適用した場合、ディスクの内容は削除されません。

そのため、[RAIDなし]モードの適用後にサーバでの違いがわからないことがあります。よっ
て、ポリシーの RAID設定と、サーバの [インベントリ] > [ストレージ]タブに表示される実
際のディスク設定とが一致しない場合があります。

以前のすべてのRAID設定情報をディスクから削除するには、[RAIDなし]コンフィギュレー
ションモードの適用後にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適用します。

• [RAID 5が部分的にストライプ済み]：データはアレイのすべてのディスクにストライプ化さ
れます。各ディスクの容量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使用できる

パリティ情報が格納されます。 RAID 5は、高い読み取り要求レートで、アプリケーション
に適切なデータスループットを提供します。

• [RAID 6が部分的にデュアルストライプ済み]：データはアレイのすべてのディスクにストラ
イプ化され、2つのパリティディスクを使用して、最大 2つの物理ディスクの障害に対する
保護を提供します。データブロックの各行に、2セットのパリティデータが格納されます。

• [RAID10がミラーおよびストライプ済み]：RAID10はミラー化されたディスクのペアを使用
して、完全なデータ冗長性と高いスループットレートを提供します。
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• [RAID50が部分的にストライプおよびストライプ済み]：データが複数のストライプ化された
パリティディスクセットにストライプ化され、高いスループットと複数のディスク故障耐

性を提供します。

• [RAID 60部分的にストライプおよびストライプ済み]：データが複数のストライプ化された
パリティディスクセットにストライプ化され、高いスループットと優れたディスク故障耐

性を提供します。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このポリシーを有効に

するには、サーバに関連付ける必要があります。

すべてのローカルディスク設定ポリシーに関するガイドライン

ローカルディスク設定ポリシーを作成する前に、次のガイドラインを考慮してください。

HDD と SSD を混合しない

1台のサーバや RAID設定に、HDDと SSDを使用しないでください。

JBOD モードのサポート

B200 M3サーバはローカルディスクの JBODモードをサポートします。

RAID 用に設定されているローカルディスク設定ポリシーに関するガ
イドライン

MegaRAID ストレージコントローラを搭載したサーバ用のローカルディスク設定ポリシーに RAID
設定を設定する

ブレードサーバまたは統合されたラックマウントサーバにMegaRAIDコントローラが搭載され
ている場合、そのサーバのサービスプロファイルに含まれるローカルディスク設定ポリシーでド

ライブの RAID設定を設定する必要があります。これを実行するには、そのサーバに定義されて
いる RAIDモードのいずれかを使用して、サービスプロファイルのローカルディスク設定ポリ
シーを設定するか、[任意の設定]モードと LSIユーティリティツールセットを使用して、RAID
ボリュームを作成します。

OSをインストールする前に RAID LUNを設定していないと、インストール時にディスク検出エ
ラーが発生し、「NoDevice Found」といったエラーメッセージが表示される可能性があります。

サーバプロファイルで [任意の設定] モードが指定されている場合、RAID 1 クラスタ移行後にサー
バが起動しない

RAID 1クラスタの移行後、サービスプロファイルをサーバに関連付ける必要があります。サー
ビスプロファイル内のローカルディスク設定ポリシーに RAID 1ではなく [任意の設定]モードが
設定されていると、RAID LUNは、関連付け中およびその後も「非アクティブ」状態のままにな
ります。その結果、サーバは起動できなくなります。
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この問題を回避するには、サーバに関連付けるサービスプロファイルに、移行前の元のサービス

プロファイルとまったく同じローカルディスク設定ポリシーが含まれるようにし、[任意の設定]
モードは含まれないようにします。

MegaRAID ストレージコントローラを搭載したサーバ上で JBOD モードを使用しない

MegaRAIDストレージコントローラが搭載されたブレードサーバまたは統合ラックマウントサー
バ上で JBODモードまたは JBOD操作を設定または使用しないでください。 JBODモードと操作
は、このサーバで完全に機能するよう設計されていません。

統合されたラックマウントサーバ内の RAID ボリュームと RAID コントローラはそれぞれ 1 つまで

Cisco UCSManagerと統合されているラックマウントサーバは、Cisco UCS Centralサーバ上に存在
するハードドライブの数とは関係なく、RAIDボリュームを 1つまでしか設定できません。

統合されたラックマウントサーバ内のローカルハードドライブは、1つの RAIDコントローラの
みにすべて接続される必要があります。 Cisco UCS Managerとの統合では、ローカルハードドラ
イブが単一のラックマウントサーバ内の複数の RAIDコントローラに接続することはサポートさ
れていません。そのため、Cisco UCS Managerと統合されるラックマウントサーバを発注する際
は、単一の RAIDコントローラ構成を要求することを推奨します。

また、サードパーティ製のツールを使用して、ラックマウントサーバ上に複数のRAIDLUNを作
成しないでください。 Cisco UCS Managerでは、そのような設定はサポートされていません。

ブレードサーバ内の RAID ボリュームと RAID コントローラはそれぞれ 1 つまで

ブレードサーバは、サーバ内に存在するドライブの数とは関係なく、RAIDボリュームを 1つま
でしか設定できません。ローカルハードドライブは、1つの RAIDコントローラのみにすべて接
続される必要があります。たとえば、B200 M3に LSIコントローラと Intel Patsburgコントローラ
が搭載されていても、LSIコントローラだけが RAIDコントローラして使用できます。

また、サードパーティ製のツールを使用して、ブレードサーバ上に複数のRAIDLUNを作成しな
いでください。 Cisco UCS Managerでは、そのような設定はサポートされていません。

一部のサーバの特定の RAID 設定オプションでは、ライセンスが必要

一部のCisco UCSサーバには、特定のRAID設定オプションのライセンスが必要です。Cisco UCS
Managerで、このローカルディスクポリシーを含むサービスプロファイルとサーバを関連付ける
と、Cisco UCSManagerによって選択されたRAIDオプションに適切なライセンスが備わっている
かが確認されます。問題がある場合は、サービスプロファイルを関連付ける際に、Cisco UCS
Managerに設定エラーが表示されます。

特定の Cisco UCSサーバの RAIDライセンス情報については、そのサーバの『ハードウェアイン
ストールガイド』を参照してください。
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ローカルディスク設定ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Local Disk Config Policies]を右クリックし、[Create Local Disk Configuration Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create LocalDiskConfiguration Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[名前]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド

次のいずれかになります。

• [ローカル]：このポリシーは、CiscoUCSドメイン内のサー
ビスプロファイルとサービスプロファイルテンプレート

でのみ使用できます。

• [Pending Global]：このポリシーの制御は Cisco UCS Central
に移行中です。移行が完了すると、このポリシーは Cisco
UCSCentralに登録されているすべてのCisco UCSドメイン
で使用可能になります。

• [Global]：このポリシーはCiscoUCSCentralによって管理さ
れます。このポリシーを変更する場合は、必ず Cisco UCS
Centralを使用して変更してください。

[所有者]フィールド
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説明名前

[Mode]ドロップダウンリスト
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説明名前

次のローカルディスクポリシーモードのいずれかを選択でき

ます。

• [ローカルストレージなし]：ディスクレスサーバまたは
SAN専用の設定で使用します。このオプションを選択す
る場合、このポリシーを使用する任意のサービスプロファ

イルを、ローカルディスクを持つサーバに関連付けること

ができません。

• [RAID 0がストライプ済み]：データはアレイのすべての
ディスクにストライプ化され、高速スループットを提供し

ます。データの冗長性はなく、いずれかのディスクで障害

が発生すると、すべてのデータが失われます。

• [RAID 1がミラー済み]：データが 2つのディスクに書き込
まれ、1つのディスクで障害が発生した場合でも完全なデー
タ冗長性を提供します。最大アレイサイズは、2つのドラ
イブの小さい方の空き容量に等しくなります。

• [任意の設定]：変更なしのローカルディスク設定を転送す
るサーバ設定で使用します。

• [RAIDなし]：RAIDを削除し、ディスクMBRおよびペイ
ロードを変更しない状態のままにするサーバ設定で使用し

ます。

[RAIDなし]を選択し、このポリシーをすでに RAIDスト
レージが設定されているオペレーティングシステムを使用

するサーバに適用した場合、ディスクの内容は削除されま

せん。そのため、[RAIDなし]モードの適用後にサーバで
の違いがわからないことがあります。よって、ポリシーの

RAID設定と、サーバの [インベントリ] > [ストレージ]タ
ブに表示される実際のディスク設定とが一致しない場合が

あります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除するに
は、[RAIDなし]コンフィギュレーションモードの適用後
にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシーを適

用します。

• [RAID 5が部分的にストライプ済み]：データはアレイのす
べてのディスクにストライプ化されます。各ディスクの容

量の一部に、ディスクの障害発生時にデータの再構築に使

用できるパリティ情報が格納されます。 RAID 5は、高い
読み取り要求レートで、アプリケーションに適切なデータ

スループットを提供します。

• [RAID 6
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説明名前

が部分的にデュアルストライプ済み]：データはアレイのす
べてのディスクにストライプ化され、2つのパリティディ
スクを使用して、最大 2つの物理ディスクの障害に対する
保護を提供します。データブロックの各行に、2セットの
パリティデータが格納されます。

• [RAID 10がミラーおよびストライプ済み]：RAID 10はミ
ラー化されたディスクのペアを使用して、完全なデータ冗

長性と高いスループットレートを提供します。

• [RAID 50が部分的にストライプおよびストライプ済み]：
データが複数のストライプ化されたパリティディスクセッ

トにストライプ化され、高いスループットと複数のディス

ク故障耐性を提供します。

• [RAID60部分的にストライプおよびストライプ済み]：デー
タが複数のストライプ化されたパリティディスクセット

にストライプ化され、高いスループットと優れたディスク

故障耐性を提供します。

一部の Cisco UCSサーバには、特定の RAID設定オプ
ションのライセンスが必要です。 Cisco UCS Manager
で、このローカルディスクポリシーを含むサービス

プロファイルとサーバを関連付けると、Cisco UCS
Managerによって選択された RAIDオプションに適切
なライセンスが備わっているかが確認されます。問題

がある場合は、サービスプロファイルを関連付ける際

に、CiscoUCSManagerに設定エラーが表示されます。

特定の Cisco UCSサーバの RAIDライセンス情報につ
いては、そのサーバの『ハードウェアインストール

ガイド』を参照してください。

（注）

Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0    
411

サーバ関連ポリシーの設定

ローカルディスク設定ポリシーの作成



説明名前

このチェックボックスをオンにすると、サーバは、サービスプ

ロファイルとの関連付けが解除されても、ローカルディスク設

定ポリシー内の設定を保持します。

サーバ内の 1つ以上のディスクに障害が発生すると、
[設定の保護]は機能しなくなります。

注意

このプロパティは、デフォルトでオンになっています。

サービスプロファイルがサーバから関連付けを解除され、新し

いサービスプロファイルが関連付けられると、新しいサービス

プロファイルの Protect Configurationプロパティの設定が優先さ
れ、前のサービスプロファイルの設定が上書きされます。

このオプションが有効な状態でサーバとサービスプ

ロファイルの関連付けを解除した後、そのサーバに新

しいサービスプロファイルを関連付け、そのサービ

スプロファイル内のローカルディスク設定ポリシー

に前とは異なるプロパティが含まれていると、サーバ

から設定不一致のエラーが返され、関連付けは失敗し

ます。

（注）

[設定の保護]チェックボックス

SDカードの FlexFlashコントローラを有効化または無効化にす
るには、該当するボタンをクリックしてください。

このパラメータは、SDカードモジュールのあるサー
バのみ該当します。

（注）

[FlexFlashステータス]オプショ
ンボタン

RAIDレポートを有効化または無効化にするには、該当するボ
タンをクリックしてください。RAIDレポートを有効にすると、
RAIDステータスがモニタリングされ、障害が有効化されます。

1枚のSDカードのみが装着されている場合は、RAID
レポートが有効な場合でも、RAIDステータスは「無
効化」と表示され、RAIDの状態は「NA」と表示さ
れます。

（注）

[FlexFlashRAIDレポートステー
タス]オプションボタン

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ローカルディスク設定ポリシーの変更

この手順は、関連付けられたサービスプロファイルからローカルディスク設定ポリシーを変更

するものです。 [Servers]タブの [Policies]ノードからローカルディスク設定ポリシーを変更する
こともできます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 変更するローカルディスク設定ポリシーを持つサービスプロファイルを含む組織を展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 変更するローカルディスク設定ポリシーを含むサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change Local Disk Configuration Policy]をクリックします。

ステップ 7 [Change Local Disk Configuration Policy]ダイアログボックスで、[Select the Local Disk Configuration
Policy]ドロップダウンリストから次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

このオプションのリストから既存のローカルディスク設定ポリシー

を選択します。 Cisco UCS Managerこのポリシーをサービスプロ
ファイルに割り当てます。

Use a Disk Policy

選択されたサービスプロファイルだけがアクセスできるローカル

ディスク設定ポリシーを作成できます。

Create a Local Disk Policy

選択されたサービスプロファイルのローカルディスク設定ポリ

シーを使用しません。

No Disk Policy

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 （任意） [Local Disk Configuration Policy]領域を展開し、変更が行われたことを確認します。

ローカルディスク設定ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Local Disk Config Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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FlexFlash のサポート

概要

Cisco UCS Bシリーズおよび CシリーズM3サーバは内部セキュアデジタル（SD）メモリカード
をサポートします。 SDカードは、Cisco Flexible Flashストレージコントローラ（SDカード用ス
ロットが 2つある PCIベースのコントローラ）によってホストされます。カードには、HVと呼
ばれる単一のパーティションが含まれます。 FlexFlashがイネーブルの場合、Cisco UCS Manager
には、BIOSとホストオペレーティングシステムの両方に対する USBドライブとして HVパー
ティションが表示されます。

FlexFlashはデフォルトでディセーブルになっています。サービスプロファイルで使用されるロー
カルディスクポリシーで FlexFlashをイネーブルにできます。 FlexFlashがローカルディスクポ
リシーでイネーブルと定義され、サーバが SDカードをサポートしている場合、FlexFlashコント
ローラはサービスプロファイルを関連付ける際にイネーブルになります。サーバが SDカードを
サポートしていない場合や CIMCバージョンが古い場合は、構成エラーメッセージが表示されま
す。

サポートされるサーバでFlexFlashをディセーブルにすると、ホストの再起動がトリガーされ、再
起動の警告メッセージが表示されます。FlexFlashコントローラは、関連サービスプロファイルの
関連付け解除の一環としてもディセーブルになります。

FlexFlashコントローラはデュアル SDカード用の RAID-1をサポートします。 FlexFlashスクラブ
ポリシーを作成しサーバを再認識することで RAIDペアに新しい SDカードを設定できます。
FlexFlashスクラブポリシーは、両方のカードのHVパーティションを削除し、そのカードを正常
な RAID状態にすることができます。

ペアリングが完了したらすぐにスクラブポリシーをディセーブルにします。（注）

HVパーティションから起動するには、SDカードがサービスプロファイルで使用されるブート
ポリシーで定義されている必要があります。

FlexFlash ファームウェア管理

FlexFlashコントローラファームウェアは、CIMCイメージの一部としてバンドルされます。CIMC
をアップグレードする際に、最新のファームウェアバージョンがFlexFlashコントローラで使用可
能な場合、コントローラは管理されなくなり、FlexFlashインベントリには、コントローラステー
タスが [Waiting For User Action]、コントローラヘルスが [Old Firmware Running]と表示されます。
FlexFlashコントローラのファームウェアをアップグレードするには、ボードコントローラの更新
を行う必要があります。詳細については、適切な『CiscoUCSB-Series FirmwareManagement Guide
（Cisco UCS Bシリーズのファームウェアの管理ガイド）』を参照してください。

制限事項：

• 16 GBの SDカードのみサポートされます。
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•ラックサーバの SDカードをブレードサーバで使用したり、ブレードサーバの SDカードを
ラックサーバで使用することは推奨されません。サーバタイプ間での SDカードの交換は
SDカードのデータ損失につながる可能性があります。

•一部の Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバには、4つのパーティション（HV、
HUU、SCU、ドライバ）を持つ SDカードが搭載されています。Cisco UCSManagerではHV
パーティションのみが表示されます。 FlexFlashスクラブポリシーを使用して、4つのパー
ティションを持つ SDカードを単一 HVパーティションカードに移行できます。

• FlexFlashコントローラは RAID-1同期（ミラー再構築）をサポートしません。 SDカードが
RAIDデグレード状態である場合、あるいはメタデータエラーがコントローラによって報告
された場合は、FlexFlashスクラブポリシーを実行してRAIDのためのカードを組み合わせる
必要があります。 FlexFlashスクラブポリシーの詳細については、スクラブポリシー, （416
ページ）を参照してください。次の条件によって RAIDデグレードやメタデータエラーが
引き起こされる可能性があります。

◦サーバの 1つのスロットにすでに SDカードが装着されているときに、別のスロットに
新しいまたは使用されていた SDカードを挿入する。

◦異なるサーバの 2つの SDカードを挿入する。

•サーバのファームウェアバージョンは、2.2(1a)以上が必要です。

FlexFlash SD カードのサポートのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Local Disk Config Policies]を展開し、FlexFlashサポートをイネーブルにするローカルディスク設
定ポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [FlexFlash State]フィールドで、[Enable]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 [FlexFlash RAID Reporting State]フィールドで、[Enable]オプションボタンをクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。
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スクラブポリシーの設定

スクラブポリシー

このポリシーは、ディスカバリプロセス中にサーバのローカルデータおよび BIOS設定に何が起
こるか、サーバがいつ再認識されるか、またはサーバとサービスプロファイルの関連付けがいつ

解除されるかを決定します。

ローカルディスクスクラブポリシーは、Cisco UCS Managerによって管理されるハードドラ
イブにのみ適用され、USBドライブなど他のデバイスには適用されません。

（注）

スクラブポリシーの設定によっては、そのようなときに次の処理が行われます。

ディスクスクラブ

ローカルドライブのデータに対しては、アソシエーションが解除されるときに、次のいずれかが

発生します。

•有効になっている場合は、ローカルドライブ上のすべてのデータが破棄されます。

•無効になっている場合は、ローカルドライブ上のすべてのデータが保持されます（ローカル
ストレージ設定を含む）。

BIOS 設定スクラブ

BIOS設定に対しては、スクラブポリシーを含むサービスプロファイルがサーバからアソシエー
ション解除されるときに、次のいずれかが発生します。

•有効になっている場合は、サーバのすべての BIOS設定が消去され、そのサーバタイプとベ
ンダーに応じた BIOSのデフォルトにリセットされます。

•無効になっている場合は、サーバの既存の BIOS設定が保持されます。

FlexFlash スクラブ

FlexFlashスクラブにより、新規またはデグレードしたSDカードの組み合わせ、FlexFlashメタデー
タの設定エラーの解決、4パーティションの旧式 SDカードから単一パーティション SDカードへ
の移行を実行することができます。スクラブポリシーを含むサービスプロファイルとサーバと

の関連付けが解除されるとき、またはサーバが再認識されるときに、SDカードに対して次のいず
れかが発生します。

•有効になっている場合は、PNUOSフォーマットユーティリティによりSDカードのHVパー
ティションがフォーマットされます。 SDカードが 2枚ある場合、それらカードは RAID-1
ペアになっており、両方のカードの HVパーティションが有効と見なされます。スロット 1
のカードはプライマリ、スロット 2のカードはセカンダリと見なされます。
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•無効になっている場合は、既存の SDカード設定が保持されます。

（注） • FlexFlashスクラブを行うと SDカードのHVパーティションが消去されるため、FlexFlash
スクラブを実行する前に、ホストオペレーティングシステム用の適切なユーティリティ

を使用して SDカードの完全バックアップを行うことを推奨します。

•サービスプロファイルのメタデータ設定の不具合を解決するには、FlexFlashスクラブを
実行する前に、ローカルディスク設定ポリシーの FlexFlashを無効にして、サーバが再認
識された後に FlexFlashを有効にする必要があります。

•ペアリングが完了したら、またはメタデータの不具合が解決したら、ただちにスクラブ
ポリシーを無効にしてください。

スクラブポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Scrub Policies]を右クリックし、[Create Scrub Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Scrub Policy]ウィザードで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[名前]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド
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説明名前

このフィールドを [Yes]に設定すると、このスクラブポリシー
を含むサービスプロファイルがサーバとの関連付けを解除され

たときに、サーバのローカルドライブにあるすべてのデータが

完全に消去されます。このフィールドを [No]に設定すると、
すべてのローカルストレージ設定を含むローカルドライブ上の

データが維持されます。

[Disk Scrub]フィールド

このフィールドを [Yes]に設定すると、このスクラブポリシー
を含むサービスプロファイルがサーバとの関連付けを解除され

たときに、そのサーバの BIOS設定が消去され、そのサーバタ
イプとベンダーのデフォルトにリセットされます。このフィー

ルドを [No]に設定すると、BIOS設定が維持されます。

[BIOS Settings Scrub]フィール
ド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

スクラブポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Scrub Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

DIMM エラー管理の設定

DIMM の修正可能なエラー処理
CiscoUCSManagerでは、DIMMが事前定義されたウィンドウにおいて修正可能な重大エラーに遭
遇した場合、ステータスが Degradedと表され、機能しないデバイスと見なされます。

DIMMの修正可能なエラー処理機能により、サーバ内のすべてのDIMMに関する修正可能および
修正不可能なメモリエラーをすべてリセットできます。エラー設定をリセットすると、当該DIMM
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のエラー数はクリアされ、ステータスは操作可能に変わり、DIMMのセンサー状態がリセットさ
れます。

メモリエラーのリセット

Cisco UCS Managerとベースボード管理コントローラ（BMC）で発生したすべての修正可能およ
び修正不可能なメモリエラーをリセットするには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 エラー設定をリセットするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Memory]サブタブをクリックします。

ステップ 6 コンポーネントを右クリックし、[Reset Memory Errors]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

DIMM のブラックリスト化
Cisco UCS Managerで、デュアルインラインメモリモジュール（DIMM）の状態は、SELイベン
トレコードに基づいています。 BIOSが BIOSポスト中のメモリテスト実行時に修正不可能なメ
モリエラーに遭遇した場合、DIMMは不良と判別されます。不良と判別された DIMMは機能し
ないデバイスと見なされます。

DIMMのブラックリスト化を有効にすると、Cisco UCS Managerはメモリテスト実行メッセージ
をモニタし、DIMM SPDデータ内でメモリエラーに遭遇した DIMMをブラックリストに載せま
す。これにより、ホストは修正不可能な ECCエラーに遭遇した DIMMをマップから外すことが
できます。

DIMM のブラックリストのイネーブル化
メモリポリシーは、Cisco UCSドメインの既存のサーバ、およびメモリポリシーを設定した後で
追加されたサーバに適用できるグローバルポリシーです。
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（注） •このグローバルポリシーをサービスプロファイルに追加することはできません。

• Cisco UCS BシリーズM1ブレードサーバはこの機能をサポートしません。

• Cisco UCS Cシリーズラックサーバへのサポートは今後のリリースで可能になる予定で
す。

はじめる前に

•サーバのファームウェアはリリース 2.2(1)以降である必要があります。

•次の権限のいずれかでログインする必要があります。

◦ Admin

◦サーバポリシー

◦サーバプロファイルのサーバポリシー

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ブラックリストをイネーブルにする組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Memory Policy]を展開して [default]を選択します。

ステップ 5 [Blacklisting]領域で、[enabled]オプションボタンをクリックします。

DIMMのブラックリストは、ドメインレベルポリシーでイネーブルにされ、これらの変更は、そ
の特定のドメイン内のすべてのサーバに適用されます。

サーバの CIMCが DIMMのブラックリストをサポートしない場合、infoレベルの障害が生成
されます。

（注）
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Serial over LAN ポリシーの設定

Serial over LAN ポリシー
このポリシーは、このポリシーを使用するサービスプロファイルと関連付けられているすべての

サーバに対する Serial over LAN接続の設定を行います。デフォルトでは、Serial over LAN接続は
ディセーブルにされています。

Serial over LANポリシーを実装する場合、IPMIプロファイルを作成することも推奨します。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このサービスプロファ

イルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

Creating a Serial over LAN Policy

手順

ステップ 1 On the menu bar, click Servers.

ステップ 2 In the Navigation Pane, expand Servers > Policies > root.
If you want to create or access a policy in a sub-organization, expand Sub-Organizations >Organization_Name.

ステップ 3 Right-click Serial over LAN Policies and choose Create Serial over LAN Policy.

ステップ 4 In the Create Serial over LAN Policy dialog box, enter the Name and optional description, choose the Serial
over LAN State, and choose a Speed from the drop-down list.

ステップ 5 Click OK.

Serial over LAN ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Serial over LAN Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サーバ自動構成ポリシーの設定

サーバ自動構成ポリシー

CiscoUCSManagerでは、このポリシーを使用して、新しいサーバの設定方法を決定します。サー
バ自動構成ポリシーを作成すると、新しいサーバの起動時に次の処理が行われます。

1 サーバに対してサーバ自動構成ポリシーの資格認定が実行されます。

2 必要な資格を満たしている場合、サーバは、サーバ自動構成ポリシーで設定されたサービスプ

ロファイルテンプレートから作成されたサービスプロファイルと関連付けられます。そのサー

ビスプロファイルの名前は、Cisco UCS Managerによって付与されるサーバの名前に基づきま
す。

3 サービスプロファイルは、サーバ自動構成ポリシーで設定された組織に割り当てられます。

自動構成ポリシーの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•サーバプールポリシー資格情報

•サービスプロファイルテンプレート

•組織（システムによりマルチテナント機能が実装されている場合）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Autoconfig Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create Autoconfiguration Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[名前]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド

この自動設定ポリシーに関連付けられているサーバプールポリ

シー資格情報。

サーバプールポリシー資格情報で指定された基準に合致する新

しいサーバが検出されると、CiscoUCSは、[policy template][サー
ビスプロファイルのテンプレート名]ドロップダウンリスト
フィールドで選択されたサービスプロファイルテンプレートに

基づいて、自動的にサービスプロファイルを作成し、それを

サーバに関連付けます。

[認定]ドロップダウンリスト

この自動構成ポリシーに関連付けられた組織。

Cisco UCSが自動的にサービスプロファイルを作成してサーバ
に関連付ける場合、サービスプロファイルはこのフィールドで

選択された組織に配置されます。

[ORG]ドロップダウンリスト

このポリシーに関連付けられたサービスプロファイルテンプ

レート。

[サービスプロファイルのテン
プレート名]ドロップダウンリ
スト

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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自動構成ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Autoconfig Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 削除する自動構成ポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバディスカバリポリシーの設定

サーバディスカバリポリシー

このディスカバリポリシーは、新しいサーバが追加されたときのシステムの反応を決定します。

サーバディスカバリポリシーを作成する場合、サーバがシャーシに追加されたときに、システム

により詳細なディスカバリを行うのか、または、ユーザがまず新しいサーバを確認する必要があ

るのかどうかを制御できます。デフォルトでは、システムにより完全なディスカバリが実行され

ます。

サーバディスカバリポリシーを作成した場合は、新しいサーバを起動すると次の処理が行われま

す。

1 サーバに対してサーバディスカバリポリシーの資格認定が行われます。

2 サーバが必要な資格を満たしている場合、Cisco UCS Managerはサーバに次の処理を適用しま
す。

•この処理に関して選択されたオプションに応じて、新しいサーバをただちに検出するか、
またはユーザが新しいサーバを確認するまで待機する

•サーバにスクラブポリシーを適用する
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サーバディスカバリポリシーの作成

はじめる前に

このポリシーとサーバプールを関連付ける予定がある場合は、サーバプールポリシー資格情報

を作成します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Server Discovery Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブルアイコンバーの [+]アイコンをクリックして、[Create Server Discovery Policy]ダイアロ
グボックスを開きます。

ステップ 6 [説明]フィールドに、ディカバリポリシーの説明を入力します。

ステップ 7 [Action]フィールドで、次のオプションのいずれかを選択します。

• [Immediate]：Cisco UCS Managerは、自動的に新しいサーバの検出を試みます。

• [UserAcknowledged]：CiscoUCSManagerは、新しいサーバの検索が指示されるまで待機しま
す。

ステップ 8 （任意） このポリシーをサーバプールに関連付けるには、[認定]ドロップダウンリストでサー
バプールポリシーの資格情報を選択します。

ステップ 9 （任意） スクラブポリシーを含めるには、[Scrub Policy]ドロップダウンリストでポリシーを選
択します。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

次の作業

サーバディスカバリポリシーをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方

に含めます。
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サーバディスカバリポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Server Discovery Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 削除するサーバディスカバリポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバ継承ポリシーの設定

サーバ継承ポリシー

このポリシーは、サーバ用のサービスプロファイルを作成するために、サーバディスカバリプ

ロセス中に呼び出されます。このポリシーから作成されたサービスプロファイルはすべて、製造

元でブレードに設定された値を使用します。このポリシーは次の機能を実行します。

•サーバのインベントリの分析

•選択された組織へのサーバの割り当て（設定されている場合）

•製造元でサーバに設定された IDを使って、このサーバのサービスプロファイルを作成

このポリシーを使って作成したサービスプロファイルは他のサーバに移行できません。

サーバ継承ポリシーの作成

VICアダプタが搭載されたブレードサーバまたはラックマウントサーバ（Cisco UCS M81KR仮
想インターフェイスカードなど）、サーバのアイデンティティ値が製造時にサーバハードウェア

に書き込まれていません。その結果、アダプタのアイデンティティは、デフォルトプールから取

得する必要があります。デフォルトプールに、サーバに割り当てるのに十分なエントリが格納さ

れていない場合、サービスプロファイルの関連付けが設定エラーで失敗します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Server Inheritance Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create Server Inheritance Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[名前]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド

このポリシーを 1つ以上の特定のサーバプールに関連付ける場
合は、これらのプールを識別するサーバプールの資格ポリシー

をドロップダウンリストから選択します。

[認定]ドロップダウンリスト

このポリシーに組織を関連付ける場合、または現在のアソシエー

ションを変更する場合は、該当する組織をドロップダウンリス

トから選択します。

[ORG]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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サーバ継承ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Server Inheritance Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 削除するサーバ継承ポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバプールポリシーの設定

サーバプールポリシー

このポリシーはサーバディスカバリプロセス中に呼び出されます。これは、サーバプールポリ

シー資格情報により、サーバと、ポリシーで指定されたターゲットプールが一致した場合にどの

ような処理が行われるかを定義します。

サーバが複数のプールに適合したときに、これらのプールにサーバプールポリシーがあった場

合、このサーバはこれらすべてのプールに追加されます。

サーバプールポリシーの作成

はじめる前に

このポリシーは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にしてい
ます。

•少なくとも 1つのサーバプール

•サーバプールポリシー資格情報（サーバをプールに自動的に追加する場合）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Server Pool Policies]を右クリックし、[Create Server Pool Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[名前]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド

このポリシーをサーバプールに関連付ける場合は、ドロップダ

ウンリストから該当のプールを選択します。

[Target Pool]ドロップダウンリ
スト

このポリシーを 1つ以上の特定のサーバプールに関連付ける場
合は、これらのプールを識別するサーバプールの資格ポリシー

をドロップダウンリストから選択します。

[認定]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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サーバプールポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Server Pool Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバプールポリシーの資格情報の設定

サーバプールポリシー資格情報

このポリシーは、ディスカバリプロセス中に実行されたサーバのインベントリに基づいて、サー

バを資格認定します。資格情報は、サーバが選択基準を満たすかどうかを判断するために、ポリ

シーで設定されたルールです。たとえば、データセンタープールのサーバの最小メモリ容量を指

定するルールを作成できます。

資格情報は、サーバプールポリシーだけではなく、その他のポリシーでも、サーバを配置するた

めに使用されます。たとえば、サーバがある資格ポリシーの基準を満たしている場合、このサー

バを 1つ以上のサーバプールに追加したり、自動的にサービスプロファイルと関連付けたりでき
ます。

サーバプールポリシー資格情報を使用すると、次の基準に従ってサーバを資格認定できます。

•アダプタのタイプ

•シャーシの場所

•メモリのタイプと設定

•電源グループ

• CPUのコア数、タイプ、および設定

•ストレージの設定と容量

•サーバのモデル

実装によっては、サーバプールポリシー資格情報を使用して、次を含む複数のポリシーを設定す

る必要があります。

•自動構成ポリシー
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•シャーシディスカバリポリシー

•サーバディスカバリポリシー

•サーバ継承ポリシー

•サーバプールポリシー

サーバプールポリシーの資格情報の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Server Pool Policy Qualifications]ノードを右クリックし、[Create Server Pool Policy Qualification]を
選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool Policy Qualification]ダイアログボックスに、ポリシーの一意の名前および説明
を入力します。

ステップ 6 （任意）このポリシーを使用して、アダプタ構成に基づいたサーバの資格認定を実行するには、

次の手順を実行します。

a) [Create Adapter Qualifications]をクリックします。
b) [Create Adapter Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

アダプタタイプ

アダプタの資格を保存すると、このタイプは変更できなくな

ります。

[Type]ドロップダウンリスト

アダプタ PIDが一致する必要のある正規表現。[PID]フィールド

選択されたタイプの最大容量

容量を指定するには、[Select]を選択し、必要な最大容量を入
力します。 1～ 65535の整数を入力できます。

[Maximum Capacity]フィール
ド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 7 （任意）このポリシーを使用して、サーバが物理的に存在するシャーシに基づいたサーバの資格

認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Chassis/Server Qualifications]をクリックします。
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b) [Create Chassis and Server Qualifications]ダイアログボックスの 領域で次のフィールドに値を入
力して、使用するシャーシの範囲を指定します。

• [First Chassis ID]フィールド—このポリシーに関連付けられたサーバプールが使用できる
最初のシャーシ ID。

• [Number ofChassis]フィールド—プールに含めるシャーシの合計数（[FirstChassis ID]フィー
ルドで指定されたシャーシから始まります）。

例：

たとえば、シャーシ 5、6、7、および 8を使用する場合、[First Chassis ID]フィールドに 5を入
力し、[Number of Chassis]フィールドに 4を入力します。シャーシ 3だけを使用する場合、
[First Chassis ID]フィールドに 3を入力し、[Number of Chassis]フィールドに 1を入力します。

シャーシ 5、6、および 9を使用する場合、5～ 6の範囲のシャーシ/サーバ資格を作
成し、シャーシ 9には別の資格を作成します。必要に応じた数のシャーシ/サーバ資
格を作成できます。

ヒント

c) [Finish]をクリックします。

ステップ 8 （任意）このポリシーを使用して、サーバが物理的に存在するシャーシとスロットの両方に基づ

いたサーバの資格認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Chassis/Server Qualifications]をクリックします。
b) [Create Chassis and Server Qualifications]ダイアログボックスの 領域で次のフィールドに値を入
力して、使用するシャーシの範囲を指定します。

• [First Chassis ID]フィールド—このポリシーに関連付けられたサーバプールが使用できる
最初のシャーシ ID。

• [Number ofChassis]フィールド—プールに含めるシャーシの合計数（[FirstChassis ID]フィー
ルドで指定されたシャーシから始まります）。

c) テーブルで、[Add]をクリックします。
d) [Create Server Qualifications]ダイアログボックスで次のフィールドに値を入力して、使用する
範囲のサーバの範囲を指定します。

• [First Slot ID]フィールド—このポリシーに関連付けられているサーバプールから取得で
きる最初のスロット ID。

• [Number of Slots]フィールド—このポリシーに関連付けられているサーバプールから取得
できるスロットの合計数。

e) [Finish Stage]をクリックします。
f) 別のスロットの範囲を追加するには、[Add]をクリックし、ステップ dおよび eを繰り返しま
す。

g) スロット範囲の指定を終了したら、[Finish]をクリックします。

ステップ 9 （任意）このポリシーを使用して、メモリ構成に基づいたサーバの資格認定を実行するには、次

の手順を実行します。
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a) [Create Memory Qualifications]をクリックします。
b) [Create Memory Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

必要な最小クロック速度（MHz）。[Clock]フィールド

許容される最大遅延（ナノ秒）。[Latency]フィールド

最小限必要なメモリ容量（MB単位）。[Min Cap]フィールド

メモリの許容最大容量（MB単位）。[Max Cap]フィールド

データバスの最小幅。[Width]フィールド

[Width]フィールドの値と関連付けられる測定単位。[Units]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 10 （任意）このポリシーを使用して、CPU/コア構成に基づいたサーバの資格認定を実行するには、
次の手順を実行します。

a) [Create CPU/Cores Qualifications]をクリックします。
b) [Create CPU/Cores Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このポリシーが適用される CPUアーキテクチャ。[Processor Architecture]ドロッ
プダウンリスト

プロセッサ PIDが一致する必要のある正規表現。[PID]フィールド

最小限必要な CPUコアの数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[Min Number of Cores]フィー
ルド

CPUコアの許容最大数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[Max Number of Cores]フィー
ルド

最小限必要な CPUスレッドの数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[MinNumber of Threads]フィー
ルド
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説明名前

CPUスレッドの許容最大数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[MaxNumber of Threads]フィー
ルド

最小限必要な CPU速度。

容量を指定するには、[select]を選択し、CPUの最小速度を入
力します。

[CPU Speed]フィールド

最小限必要な CPUバージョン。

容量を指定するには、[select]を選択し、CPUの最大速度を入
力します。

[CPU Stepping]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 11 （任意）このポリシーを使用して、ストレージ構成および容量に基づいたサーバの資格認定を実

行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Storage Qualifications]をクリックします。
b) [Create Storage Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

使用可能なストレージをディスクレスにする必要があるかど

うか。次のいずれかになります。

• [Unspecified]：どのストレージタイプも受け入れ可能で
す。

• [Yes]：ストレージをディスクレスにする必要がありま
す。

• [No]：ストレージをディスクレスにできません。

[Diskless]フィールド

最小限必要なブロック数。

容量を指定するには、[select]を選択し、ブロックの数を入力
します。

[Number of Blocks]フィールド

最小限必要なブロックサイズ（バイト単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、ブロックのサイズを
入力します。

[Block Size]フィールド
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説明名前

サーバ内のすべてのディスクの最小ストレージ容量（MB単
位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、ストレージの最小容
量を入力します。

[Min Cap]フィールド

ストレージの許容最大容量（メガバイト単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、ストレージの最大容
量を入力します。

[Max Cap]フィールド

最小限必要なディスクあたりのストレージ容量（ギガバイト

単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、各ディスクの最小容
量を入力します。

[Per Disk Cap]フィールド

ユニット数。

容量を指定するには、[select]を選択し、必要なユニットを入
力します。

[Units]フィールド

FlexFlashカードの数。

容量を指定するには、[select]を選択し、必要なユニットを入
力します。

[Number of Flex Flash Cards]
フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 12 （任意） このポリシーを使用して、サーバのモデルに基づいたサーバの資格認定を実行するに

は、次の手順を実行します。

a) [Create Server Model Qualifications]をクリックします。
b) [Create Server Model Qualifications]ダイアログボックスに、[Model]フィールドと一致する正規
表現を入力します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 13 （任意）このポリシーを使用して、電源グループに基づいたサーバの資格認定を実行するには、

次の手順を実行します。

a) [Create Group Power Qualifications]をクリックします。
b) [Create Group Power Qualifications]ダイアログボックスで、[Power Group]ドロップダウンリス
トから電源グループを選択します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 14 （任意） このポリシーを使用して、関連付けられたサーバプールに追加できるラックマウント

サーバの資格認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Rack Qualifications]をクリックします。
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b) [Create Storage Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このポリシーに関連付けられているサーバプールが取得に使

用できる最初のラックマウントサーバスロット ID。
[First Slot ID]フィールド

このポリシーに関連付けられているサーバプールが取得に使

用できるラックマウントサーバスロットの合計数。

[Number of Slots]フィールド

ステップ 15 テーブル内の資格を確認し、必要に応じて修正します。

ステップ 16 [OK]をクリックします。

サーバプールポリシーの資格情報の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Server Pool Policy Qualifications]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシー資格情報を右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバプールポリシーの資格情報からの資格の削除

1つまたは複数の資格のセットを削除してサーバプールポリシーの資格情報を変更するには、こ
の手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Server Pool Policy Qualifications]ノードを展開します。

ステップ 4 変更するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Qualifications]タブを選択します。

ステップ 6 資格のセットを削除するには、次の手順を実行します。

a) テーブルで、資格のセットを示す行を選択します。
b) この行を右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

vNIC/vHBA 配置ポリシーの設定

vNIC/vHBA 配置ポリシー
vNIC/vHBA配置ポリシーは、以下を決定するために使用されます。

•仮想ネットワークインターフェイス接続（vCon）をサーバ上の物理アダプタにマッピングす
る方法。

•各 vConに割り当てることができる vNICまたは vHBAのタイプ。

各 vNIC/vHBA配置ポリシーには、物理アダプタの仮想表現である 4つの vConが含まれていま
す。 vNIC/vHBA配置ポリシーがサービスプロファイルに割り当てられ、サービスプロファイル
がサーバに関連付けられると、vNIC/vHBA配置ポリシーのvConが物理アダプタに割り当てられ、
vNICと vHBAがそれらの vConに割り当てられます。

1つのアダプタを持つブレードサーバやラックサーバの場合は、Cisco UCSがすべての vConをそ
のアダプタに割り当てます。 4つのアダプタを持つサーバの場合は、Cisco UCSが vCon1をアダ
プタ 1に、vCon2をアダプタ 2に、vCon3をアダプタ 3に、vCon4をアダプタ 4に割り当てます。

2つまたは3つのアダプタを搭載したブレードサーバまたはラックサーバの場合、CiscoUCSは、
サーバのタイプと選択された仮想スロットマッピングスキーム（[Round Robin]または [Linear
Ordered]）に基づいてvConを割り当てます。使用可能なマッピングスキームの詳細については、
vConのアダプタへの配置, （438ページ）を参照してください。

Cisco UCSは、vConの割り当て後、vNICと vHBAを各 vConの選択プリファレンスに基づいて割
り当てます。これは次のいずれかになります。

• [すべて]：設定されたすべての vNICと vHBAが vConに割り当てられます。明示的な割り当
て、割り当て解除、動的のいずれかとなります。これがデフォルトです。
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• [割り当てのみ]：vNICsと vHBAを vConに明示的に割り当てる必要があります。サービス
プロファイルや vNICまたは vHBAのプロパティにより、明示的に割り当てることができま
す。

• [動的を除く]：動的な vNICや vHBAを vConに割り当てることはできません。 vConは静的
な vNICと vHBAに使用可能で、割り当て解除または明示的な割り当てを行います。

• [割り当て解除を除く]：割り当て解除された vNICや vHBAを vConに割り当てることはでき
ません。 vConは動的な vNICや vHBAの他、明示的に割り当てられた静的な vNICや vHBA
に使用できます。

• [Exclude usNIC]：Cisco usNICsを vConに割り当てることができません。 vConは他のすべて
の設定された vNICと vHBAで使用できます。それらが明示的に vConに割り当てられてい
るか、未割り当てか、動的であるかについては問いません。

[Exclude usNIC]に設定された vConに明示的に割り当てられている SRIOV
usNICは割り当てられたままになります。

（注）

vNIC/vHBA配置ポリシーをサービスプロファイルに含めない場合、Cisco UCS Managerはデフォ
ルトで、vConマッピングスキームを [Round Robi]、vNIC/vHBA選択プリファレンスを [All]に設
定し、各アダプタの機能と相対的な処理能力に基づいてvNICとvHBAをアダプタに配分します。

vCon のアダプタへの配置
CiscoUCSは、サービスプロファイル内のすべての vConをサーバ上の物理アダプタにマッピング
します。マッピングの実行方法、およびサーバ内の特定のアダプタへのvConの割り当て方法は、
次の条件によって決まります。

•サーバのタイプ。 2つのアダプタカードを搭載したN20-B6620-2およびN20-B6625-2ブレー
ドサーバは、他のサポートされるラックサーバまたはブレードサーバとは異なるマッピン

グスキームを使用します。

•サーバ内のアダプタの数。

• vNIC/vHBA配置ポリシー内の仮想スロットマッピングスキームの設定（該当する場合）。

vNICおよび vHBAを vConに割り当てるための vNIC/vHBA選択環境設定を設定するときは、こ
の配置を検討する必要があります。

vConのアダプタへの配置は、アダプタの PCIEスロット番号とは関係ありません。 vConの配
置のために使用されるアダプタ番号は、アダプタの PCIEスロット番号ではなく、サーバ検出
中にそれらに割り当てられる IDです。

（注）

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
438

サーバ関連ポリシーの設定

vCon のアダプタへの配置



N20-B6620-2 および N20-B6625-2 ブレードサーバでの vCon のアダプタへの配置
N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレードサーバの場合は、2つのアダプタを左から右に、vCon
を右から左に数えます。これらのブレードサーバの 1台が 1つのアダプタを持つ場合は、Cisco
UCSがすべての vConをそのアダプタに割り当てます。サーバが 2つのアダプタを持つ場合は、
vConの割り当ては仮想スロットマッピングスキームに基づいて行われます。

•ラウンドロビン：Cisco UCSが vCon2と vCon4をアダプタ 1に、vCon1と vCon3をアダプタ
2に割り当てます。これがデフォルトです。

•線形順序：Cisco UCSが vCon3と vCon4をアダプタ 1に、vCon1と vCon2をアダプタ 2に割
り当てます。

vCon のアダプタへの配置（他のすべてのサポート対象サーバの場合）
N20-B6620-2と N20-B6625-2ブレードサーバに加え、Cisco UCSでサポートされるその他すべて
のサーバにおいて、vConの割り当ては、サーバ内のアダプタの数および仮想スロットマッピング
スキームによって異なります。

1つのアダプタを持つブレードサーバやラックサーバの場合は、Cisco UCSがすべての vConをそ
のアダプタに割り当てます。 4つのアダプタを持つサーバの場合は、Cisco UCSが vCon1をアダ
プタ 1に、vCon2をアダプタ 2に、vCon3をアダプタ 3に、vCon4をアダプタ 4に割り当てます。

2つまたは3つのアダプタを搭載したブレードサーバまたはラックサーバの場合、CiscoUCSは、
選択された仮想スロットマッピングスキーム（「ラウンドロビン」または「線形順序」）に基づ

いて vConを割り当てます。

表 6：ラウンドロビンマッピングスキームを使用した vCon のアダプタへの配置

vCon4 の割り当てvCon3 の割り当てvCon2 の割り当てvCon1 の割り当てアダプタの数

アダプタ1アダプタ1アダプタ1アダプタ11

アダプタ2アダプタ1アダプタ2アダプタ12

アダプタ2アダプタ3アダプタ2アダプタ13

アダプタ4アダプタ3アダプタ2アダプタ14

ラウンドロビンはデフォルトのマッピングスキームです。

表 7：線形順序マッピングスキームを使用した vCon のアダプタへの配置

vCon4 の割り当てvCon3 の割り当てvCon2 の割り当てvCon1 の割り当てアダプタの数

アダプタ1アダプタ1アダプタ1アダプタ11
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vCon4 の割り当てvCon3 の割り当てvCon2 の割り当てvCon1 の割り当てアダプタの数

アダプタ2アダプタ2アダプタ1アダプタ12

アダプタ3アダプタ3アダプタ2アダプタ13

アダプタ4アダプタ3アダプタ2アダプタ14

Cisco UCS B440 M2ブレードサーバ内の 2つのアダプタで vConポリシーを使用している場合
は、次のマッピングに注意してください。

（注）

•最初に vCon 2からアダプタ 1へのマッピング

• 2番目に vCon 1からアダプタ 2へのマッピング

vCon への vNIC/vHBA の割り当て
Cisco UCS Managerには、vNIC/vHBA配置ポリシーによって vConに vNICおよび vHBAを割り当
てる 2種類のオプション（明示的割り当てと暗黙的割り当て）があります。

vNIC および vHBA の明示的割り当て

明示的割り当てでは、vConを指定してから、vNICまたは vHBAを割り当てるアダプタを指定し
ます。この割り当てオプションは、サーバ上のアダプタに vNICおよび vHBAを配布する方法を
決める必要がある場合に使用します。

明示的割り当ての場合、vConおよび関連付ける vNICと vHBAを設定するには、次の手順を実行
します。

• vCon設定を任意の使用可能なオプションに設定します。vConは、vNIC/vHBA配置ポリシー
を使用して設定するか、サーバに関連付けられているサービスプロファイルで設定できま

す。 vConで [All]が設定されている場合でも、vNICまたは vHBAをその vConに明示的に割
り当てることができます。

• vNICおよび vHBAを vConに割り当てます。この割り当ては、vNICまたは vHBAの仮想ホ
ストインターフェイス配置プロパティを使用して行うか、サーバに関連付けられているサー

ビスプロファイルで設定できます

vNICや vHBAをそれらのタイプ用に設定されていない vConに割り当てようとすると、CiscoUCS
Managerによって、設定エラーを示すメッセージ表示されます。

サービスプロファイルの関連付け中、Cisco UCSManagerは、ポリシーの設定に従って vNICおよ
び vHBAを割り当てる前に、設定された vNICおよび vHBAの配置をサーバ内の物理アダプタの
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数および機能と比較して検証します。負荷分散は、このポリシーで設定された vConおよびアダ
プタへの明示的な割り当てに基づいて実行されます。

1つ以上の vNICまたは vHBAの割り当てがアダプタでサポートされない場合、CiscoUCSManager
はサービスプロファイルに対してエラーを発生させます。

vNIC および vHBA の暗黙的割り当て

暗黙的割り当てでは、Cisco UCS Managerは vConを決定した後で、アダプタの機能とそれらの相
対的な処理能力に基づいて vNICまたは vHBAを割り当てるアダプタを決定します。この割り当
てオプションは、vNICまたはvHBAを割り当てるアダプタがシステム設定において重要ではない
場合に使用します。

暗黙的割り当ての場合に vConを設定するには、次の手順を実行します。

• vCon設定を [All]、[Exclude Dynamic]、または [Exclude Unassigned]に設定します。 vConは、
vNIC/vHBA配置ポリシーを使用して設定するか、サーバに関連付けられているサービスプ
ロファイルで設定できます。

• vCon設定を [Assigned Only]にしないでください。この設定を使用して暗黙的割り当てを実
行することはできません。

• vNICまたは vHBAを vConに割り当てないでください。

サービスプロファイルの関連付け中、Cisco UCS Managerは、サーバ内の物理アダプタの数およ
び機能を検証し、それに従って vNICおよび vHBAを割り当てます。負荷分散はアダプタの機能
に基づいて実行され、vNICおよびvHBAの配置は、システムで決定された実際の順序に従って実
行されます。たとえば、あるアダプタが他のアダプタよりも多くの vNICを処理できる場合、そ
のアダプタにはより多くの vNICが割り当てられます。

アダプタがそのサーバに対して設定されたvNICとvHBAの数をサポートしていない場合は、Cisco
UCS Managerによってサービスプロファイルに対するエラーが生成されます。

デュアルアダプタ環境での vNIC の暗黙的割り当て

各スロットにアダプタカードを搭載したデュアルスロットサーバで暗黙的な vNIC割り当てを使
用する場合、Cisco UCS Managerは通常、次のように vNIC/vHBAを割り当てます。

•サーバの両方のスロットに同じアダプタがある場合、Cisco UCS Managerは、各アダプタに
vNICと vHBAを半分ずつ割り当てます。

•サーバに 1つの非 VICアダプタと 1つの VICアダプタがある場合、Cisco UCS Managerは、
2つの vNICと 2つの vHBAを非 VICアダプタに割り当て、残りの vNICと vHBAを VICア
ダプタに割り当てます。

•サーバに 2つの異なる VICアダプタがある場合、Cisco UCS Managerは、2つのアダプタの
相対的な処理能力に基づいて、vNICと vHBAを比例的に割り当てます。

次の例は、サポートされるアダプタカードのさまざまな組み合わせに対して、CiscoUCSManager
が vNICと vHBAを割り当てる一般的な方法を示しています。
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• 4つの vNICと、2つの Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダプタ（それぞれに 2つ
の vNIC）を搭載したサーバを設定する場合、Cisco UCS Managerは 2つの vNICを各アダプ
タに割り当てます。

• 50の vNICと、Cisco UCS CNA M72KR-Eアダプタ（2つの vNIC）および Cisco UCS M81KR
仮想インターフェイスカードアダプタ（128の vNIC）を搭載したサーバを設定する場合、
Cisco UCS Managerは、2つの vNICを Cisco UCS CNA M72KR-Eアダプタに割り当て、48の
vNICを Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードアダプタに割り当てます。

• 150の vNICと、Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードアダプタ（128の vNIC）お
よび Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカードアダプタ（256の vNIC）を搭載した
サーバを設定する場合、Cisco UCS Managerは、50の vNICを Cisco UCS M81KR仮想イン
ターフェイスカードアダプタに割り当て、100の vNICを Cisco UCS VIC-1240仮想インター
フェイスカードアダプタに割り当てます。

vNICをファブリックフェールオーバー用に設定し、ダイナミック vNICをサーバ用に設定し
た場合に、この暗黙的な割り当てに対する例外が発生します。

（注）

1つのアダプタが vNICフェールオーバーをサポートしない環境で vNICファブリックフェール
オーバーを含む設定を行った場合、Cisco UCS Managerは、ファブリックフェールオーバーが有
効になっているすべてのvNICを、それらをサポートしているアダプタに暗黙的に割り当てます。
ファブリックフェールオーバー用に設定された vNICのみが設定に含まれている場合、それらを
サポートしてないアダプタには vNICが暗黙的に割り当てられません。一部の vNICがファブリッ
クフェールオーバー用に設定され、一部の vNICがそうでない場合、Cisco UCSManagerは、上記
の比率に従って、すべてのフェールオーバー vNICをそれらをサポートしているアダプタに割り
当て、少なくとも 1つの非フェールオーバー vNICをそれらをサポートしていないアダプタに割
り当てます。

ダイナミック vNICが含まれる設定では、同様の暗黙的な割り当てが発生します。 Cisco UCS
Managerは、すべてのダイナミック vNICをそれらをサポートするアダプタに割り当てます。た
だし、ダイナミック vNICとスタティック vNICの組み合わせでは、少なくとも 1つのスタティッ
ク vNICがダイナミック vNICをサポートしていないアダプタに割り当てられます。

vNIC/vHBA 配置ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [vNIC/vHBA Placement Policies]を右クリックし、[Create Placement Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Placement Policy]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

この配置ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペース

は使用できません。また、オブジェクトが保存された後で、

この名前を変更することはできません。

[名前]フィールド
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説明名前

[仮想スロットマッピングス
キーム]フィールド
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説明名前

Cisco UCSは、サーバの PCIeアダプタカードに、仮想ネット
ワークインターフェイス接続（vCon）を割り当てます。各
vConは、vNICsや vHBAに割り当て可能な物理アダプタとし
て仮想表示されます。

1つのアダプタを持つブレードサーバやラックサーバの場合
は、Cisco UCSがすべての vConをそのアダプタに割り当てま
す。 4つのアダプタを持つサーバの場合は、Cisco UCSが
vCon1をアダプタ 1に、vCon2をアダプタ 2に、vCon3をア
ダプタ 3に、vCon4をアダプタ 4に割り当てます。

2つまたは 3つのアダプタを持つブレードサーバやラック
サーバの場合は、Cisco UCSが選択された仮想スロットマッ
ピングスキームに基づいて、vConを割り当てます。次のい
ずれかになります。

•ラウンドロビン：2つのアダプタカードを持つサーバの
場合は、Cisco UCSが vCon1と vCon3をアダプタ 1に、
vCon2と vCon4をアダプタ 2に割り当てます。

3つのアダプタカードを持つサーバの場合は、CiscoUCS
が vCon1をアダプタ 1に、vCon2と vCon4をアダプタ 2
に、vCon3をアダプタ 3に割り当てます。

これがデフォルトのスキームです。

•線形順序：Cisco UCSが vCon1と vCon2をアダプタ 1
に、vCon3と vCon4をアダプタ 2に割り当てます。

3つのアダプタカードを持つサーバの場合は、CiscoUCS
が vCon1をアダプタ 1に、vCon2をアダプタ 2に割り当
て、 vCon3と vCon4をアダプタ 3に割り当てます。

N20-B6620-2およびN20-B6625-2ブレードサーバの
場合は、2つのアダプタを左から右に、vConを右か

（注）

ら左に数えます。これらのブレードサーバの 1台
が 1つのアダプタを持つ場合は、Cisco UCSがすべ
ての vConをそのアダプタに割り当てます。サーバ
が2つのアダプタを持つ場合は、vConの割り当ては
仮想スロットマッピングスキームに基づいて行わ

れます。

•ラウンドロビン：Cisco UCSが vCon2と vCon4
をアダプタ 1に、vCon1と vCon3をアダプタ 2
に割り当てます。これがデフォルトです。

•線形順序：Cisco UCSが vCon3と vCon4をアダ
プタ 1に、vCon1と vCon2をアダプタ 2に割り
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説明名前

当てます。

Cisco UCSは、vConの割り当て後、vNICと vHBAを各 vCon
の選択プリファレンスに基づいて割り当てます。

b) 各 [Virtual Slot]の [Selection Preference][選択プリファレンス]カラムカラムで、ドロップダウン
リストから次のいずれかを選択します。

• [すべて]：設定されたすべての vNICと vHBAが vConに割り当てられます。明示的な割
り当て、割り当て解除、動的のいずれかとなります。これがデフォルトです。

• [割り当てのみ]：vNICsと vHBAを vConに明示的に割り当てる必要があります。サービ
スプロファイルや vNICまたは vHBAのプロパティにより、明示的に割り当てることが
できます。

• [動的を除く]：動的な vNICや vHBAを vConに割り当てることはできません。 vConは静
的な vNICと vHBAに使用可能で、割り当て解除または明示的な割り当てを行います。

• [割り当て解除を除く]：割り当て解除された vNICや vHBAを vConに割り当てることは
できません。 vConは動的な vNICや vHBAの他、明示的に割り当てられた静的な vNIC
や vHBAに使用できます。

• [Exclude usNIC]：Cisco usNICsを vConに割り当てることができません。 vConは他のすべ
ての設定された vNICと vHBAで使用できます。それらが明示的に vConに割り当てられ
ているか、未割り当てか、動的であるかについては問いません。

[Exclude usNIC]に設定された vConに明示的に割り当てられているSRIOVusNIC
は割り当てられたままになります。

（注）

c) [OK]をクリックします。

vNIC/vHBA 配置ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [NIC/vHBA Placement Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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vCon への vNIC の明示的割り当て

はじめる前に

vNIC/vHBA配置ポリシーまたはサービスプロファイルで次のいずれかの値を使用して、vConを
設定します。

• Assigned Only

• Exclude Dynamic

• Exclude Unassigned

vConで [All]が設定されている場合でも、vNICまたは vHBAをその vConに明示的に割り当てる
ことができます。しかし、この設定ではほとんど制御ができません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 vNICを、明示的に vConに割り当てるサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。

ステップ 5 明示的に vConに割り当てる vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Virtual Host Interface Placement]セクションで、次のフィールドに入力します。

説明名前

vNIC用のユーザ指定仮想ネットワークインターフェイス
（vCon）配置。次のいずれかになります。

• [Any]：Cisco UCSManagerが、vNICを割り当てる vConを
決定できるようにします。

• [1]：vNICを vCon1に明示的に割り当てます。

• [2]：vNICを vCon2に明示的に割り当てます。

• [3]：vNICを vCon3に明示的に割り当てます。

• [4]：vNICを vCon4に明示的に割り当てます。

[Desired Placement]ドロップダ
ウンリスト

サーバの vNICの実際の vCon割り当て。[Actual Assignment]フィールド

Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0    
447

サーバ関連ポリシーの設定

vCon への vNIC の明示的割り当て



vNICをその vNICタイプ用に設定されていない vConに割り当てようとすると、CiscoUCSManager
は設定エラーを知らせるメッセージボックスを表示します。別のvConにvNICを割り当てるか、
サービスプロファイルの vCon設定を変更する必要があります。

ステップ 8 [Order]セクションで、次のフィールドに入力します。

説明名前

vNICのユーザ指定の PCI順序。

0～ 128の範囲の整数を入力します。サーバには 128を超える
vNICを作成できません。

[Desired Order]フィールド

サーバの vNICの実際の PCI順序。[Actual Order]フィールド

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

vCon への vHBA の明示的割り当て

はじめる前に

vNIC/vHBA配置ポリシーまたはサービスプロファイルで次のいずれかの値を使用して、vConを
設定します。

• Assigned Only

• Exclude Dynamic

• Exclude Unassigned

vConで [All]が設定されている場合でも、vNICまたは vHBAをその vConに明示的に割り当てる
ことができます。しかし、この設定ではほとんど制御ができません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 vHBAを明示的に vConに割り当てるサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。

ステップ 5 明示的に vConに割り当てる vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Virtual Host Interface Placement]セクションで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

vHBA用のユーザ指定仮想ネットワークイン
ターフェイス（vCon）配置。次のいずれかに
なります。

• [Any]：Cisco UCSManagerが、vHBAを割
り当てる vConを決定できるようにしま
す。

• [1]：vHBAを vCon1に明示的に割り当て
ます。

• [2]：vHBAを vCon2に明示的に割り当て
ます。

• [3]：vHBAを vCon3に明示的に割り当て
ます。

• [4]：vHBAを vCon4に明示的に割り当て
ます。

[Desired Placement]フィールド

サーバの vHBAの実際の vCon割り当て。[Actual Assignment]フィールド

vHBAをそのvHBAタイプ用に設定されていないvConに割り当てようとすると、CiscoUCSManager
は設定エラーを知らせるメッセージボックスを表示します。別の vConに vHBAを割り当てる
か、サービスプロファイルの vCon設定を変更する必要があります。

ステップ 8 [Order]セクションで、次のフィールドに入力します。

説明名前

vHBAのユーザ指定の PCI順序。

0～ 128の範囲の整数を入力します。サーバに
は 128を超える vHBAを作成できません。

[Desired Order]フィールド

サーバの vHBAの実際の PCI順序。[Actual Order]フィールド

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。
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ダイナミック vNIC の前にスタティック vNIC を配置
最適なパフォーマンスを得るために、スタティック vNICとスタティック vHBAは、PCIeバス上
のダイナミック vNICの前に配置する必要があります。スタティック vNICとは、スタティック
vNICと vHBAの両方を指します。 Cisco UCS Managerリリース 2.1は、スタティックおよびダイ
ナミック vNICの順序に関する次の機能を備えています。

• Cisco UCS Managerリリース 2.1にアップグレードした後、既存のサービスプロファイル
（Cisco UCSManagerリリース 2.1以前のリリースで定義されたプロファイル）に変更がない
場合は、vNICの順序は変更されません。

• Cisco UCSManagerリリース 2.1へのアップグレード後、vNIC関連の変更によって vNICマッ
プの順序が変更される場合があります。その場合、結果としてすべてのダイナミック vNIC
がスタティック vNICの後に配置されます。

• CiscoUCSManagerリリース 2.1で新しく作成されたサービスプロファイルでは、スタティッ
ク vNICが常にダイナミック vNICの前に順序付けられます。

•上記の動作は、スタティックvNICまたはダイナミックvNICの作成または削除の順番に依存
しません。

• SRIOV対応のサービスプロファイルの場合は、UCSMによって対応する仮想関数（VF）の
前に vNIC物理関数（PF）が挿入されます。この方式では、VFが PCIeバスおよび BDF上
の親 PF vNICの近くに配置され、VFの継続的な増分順序になることが保証されます。

例

Cisco UCS Managerリリース 2.0での当初のデバイス順序
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2

Cisco UCS Managerリリース 2.0での新たなデバイス順序（2つのスタティック vNICを追加）
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2
eth-vNIC-1 3
eth-vNIC-2 4

Cisco UCS Managerリリース 2.1へのアップグレード後（vNIC関連の変更がサービスプロファイ
ルで行われる前）
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2
eth-vNIC-1 3
eth-vNIC-2 4

Cisco UCS Managerリリース 2.1での新たなデバイス順序（ポリシー数を 2から 4に変更すること
によって 2つのダイナミック vNICを追加）
dyn-vNIC-1 3
dyn-vNIC-2 4
eth-vNIC-1 1
eth-vNIC-2 2
dyn-vNIC-3 5
dyn-vNIC-4 6
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多機能 PCIe デバイスとしてのダイナミック vNIC

Cisco UCS Managerバージョン 2.1は、0機能デバイス（すべてのスタティック vNICに対応する
新しい BUS）としてスタティック vNICをプロビジョニングします。多機能ダイナミック vNIC
は、新しいバススロットから最後のスタティック vNIC/vHBAの後に配置されます。

Cisco UCS Managerバージョン 2.1は、新しい StaticZeroモードをサポートしています。（注）

表 8：バージョンの互換性

Cisco UCS Manager

バージョン 2.1
方式：
ZeroFunction/MultiFunction/StaticZero

Version 2.0
方式：ZeroFunction/MultiFunction

バージョン 1.4
方式：ZeroFunction

スタティック vNICまたは PF
は、バス [0-57]、関数 [0]上に
あります。 SRIOV：対応する
VFが同一バスおよび関数
[1-255]上にあります。
No-SRIOV：ダイナミックvNIC
は、バス [0-57]、関数 [0-7]上
にあります。

< StaticZeroモード>

スタティック vNICおよびダイ
ナミック vNICは、バス
[0-57]、関数 [0-7]上にあります
バス 0、関数 0
バス 0、関数 7

バス 1、関数 0

< MultiFunctionモード >

スタティックおよびダイナミッ

ク vNICはすべて、バス
[0-57]、関数 [0]上にあります。

< ZeroFunctionモード >

Balboaからのアップグレードで
は、バスが <= 57になるまで
BDFの番号の付け直しは行わ
れません（ZeroFunctionモード
のまま）。デバイスが 58台ま
たはプラットフォーム固有の最

大 PCIeバス数を超えるか、
SRIOV設定に変更されると、
StaticZeroモードに切り替わり
ます。

Balboaからのアップグレードで
は、バスが <= 57になるまで
BDFの番号の付け直しは行わ
れません（ZeroFunctionモード
のまま）。

デバイスが 58台を超えると、
MultiFunctionモードに切り替わ
ります。
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Cisco UCS Manager

バージョン 2.1
方式：
ZeroFunction/MultiFunction/StaticZero

Version 2.0
方式：ZeroFunction/MultiFunction

バージョン 1.4
方式：ZeroFunction

Cisco UCS Managerバージョン
2.0からのアップグレードで
は、BDFの番号の付け直しは
行われません

（ZeroFunction/MultiFunction
モードのまま）。デバイスが

58台またはプラットフォーム
固有の最大 PCIeバス数を超え
るか、SRIOV設定に変更され
ると、StaticZeroモードに切り
替わります。

CIMC マウント vMedia

スクリプト可能な vMedia の使用

Cisco UCSManagerでは、リモートUCSサーバの vMediaデバイス ISOイメージをプロビジョニン
グできます。スクリプト可能な vMediaを使用して、リモートサーバに IMGまたは ISOイメージ
をマウントするようにプログラミングできます。CIMCマウントvMediaを使用すると、メディア
接続を追加することなく、データセンター内の他のマウントメディア間で通信できるようになり

ます。スクリプト可能な vMediaを使用すると、ブラウザを使用せずに仮想メディアデバイスを
制御して、手動で各 UCSサーバを個別にマッピングできます。

スクリプト可能な vMediaは、NFS、CIFS、HTTP、および HTTPSの共有など、複数の共有タイ
プをサポートします。スクリプト可能な vMediaは BIOS設定によって有効になり、Web GUIお
よび CLIインターフェイスを介して設定されます。

Cisco UCS Managerのスクリプト可能な vMediaは次の機能をサポートしています。

•特定の vMediaデバイスからのブート

•マウントされた共有からローカルディスクへのファイルのコピー

• OSドライバのインストールおよび更新

Cisco UCSManagerによるスクリプト可能な vMediaのサポートは、CIMCにマッピングされて
いるデバイスにのみ適用されます。既存の KVMベースの vMediaデバイスはサポートされま
せん。

（注）
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vMedia ポリシーの作成
リモートの vMediaデバイスのマッピング情報を設定するために、vMediaポリシーが使用されま
す。 vMediaポリシー内で 2つの vMediaデバイスと、CDおよび HDDに対するマッピングが使用
できます。同時に、1つの ISOと 1つの IMGを設定できます。 ISO構成は CDドライブに、IMG
構成は HDDデバイスにマッピングします。

デバイスをリモートフォルダにマッピングする場合、IMGを作成し、HDDデバイスとして
マッピングします。

（注）

はじめる前に

次にアクセスできることを確認します。

•リモート vMediaサーバ

• vMediaデバイス

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vMedia Policies]ポリシーを右クリックし、[Create vMedia Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create vMedia Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vMediaポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用すべき場所や条件についての

情報を含めることを推奨します。

説明
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説明名前

障害の発生時にvMediaがマウントを続行するかどうかを指定し
ます。ここに表示される値は次のとおりです。

• Yes

• No

デフォルト設定は、[Yes]です。 [Yes]を選択すると、
マウントに成功するか、このオプションが無効化され

るまで、リモートサーバはvMediaマウントプロセス
のマウントを試行し続けます。 [No]を選択すると、
警告メッセージが表示され、マウントが失敗した場合

にはリトライが機能しないことが示されます。

（注）

Retry on Mount Failure

ステップ 6 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。

ステップ 7 [Create vMedia Mount ]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vMediaマウントポリシーの名前。名前

マウントするリモート vMediaのタイプ。ここに表示される値
は次のとおりです。

• [CDD]：スクリプト可能 vMedia CD。

• [HDD]：スクリプト可能 vMedia HDD。

Device Type

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のオプ

ションボタンのいずれかをクリックして、マウントされたリ

モートサーバとの通信に使用するプロトコルを指定します。こ

こに表示される値は次のとおりです。

• [NFS]：Network Files System。

• [CIFS]：Common Internet File System。

• [HTTP]：Hypertext Transfer Protocol。

• [HTTPS]：Hypertext Transfer Protocol over Secure。

プロトコル
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説明名前

バックアップファイルを格納する場所の IPアドレスまたはホ
スト名を入力します。これは、サーバ、ストレージアレイ、

ローカルドライブ、またはファブリックインターコネクトが

ネットワーク経由でアクセス可能な任意の読み取り/書き込みメ
ディアなどがあります。

ホスト名を使用する場合は、DNSサーバを使用するようにCisco
UCS Managerを設定する必要があります。 [Inband]ネットワー
クがそのサーバに設定されている場合、ホスト名（DNS）を使
用できます。

[Hostname/IPAddress]

バックアップコンフィギュレーションファイルのフルパスを

入力します。このフィールドにはファイル名（ファイル拡張子

付き）だけを含めることができます。

[Remote File]

リモートの vMediaコンフィギュレーションファイルのフルパ
スを入力します。

Remote Path

Cisco UCS Managerがリモートサーバへのログインに使用する
ユーザ名を入力します。

プロトコルがNFSの場合、このフィールドは適用されません。
プロトコルがHTTPの場合、このフィールドの選択は任意です。

[Username]

ユーザ名に関連付けるパスワードを入力します。

プロトコルがNFSの場合、このフィールドは適用されません。
プロトコルがHTTPの場合、このフィールドの選択は任意です。

パスワード

ステップ 8 [OK]をクリックします。
リモートサーバの詳細は、[Create vMedia Mount]ダイアログボックスの [vMedia Mounts]領域に
一覧表示されます。

次の作業

vMediaブートポリシーを作成します。

サービスプロファイルへの vMedia ポリシーの追加
Scriptable vMediaを使用する前に、vMediaおよびBootポリシーをサービスプロファイルに追加す
る必要があります。vMediaポリシーとブートポリシーがサービスプロファイルに追加された後、
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そのサービスプロファイルをCiscoUCSサーバに関連付けることができます。次の手順に、vMedia
ポリシーをサービスプロファイルに追加する方法を示します。

はじめる前に

サービスプロファイルに追加する vMediaポリシーを設定します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。
[Unified Computing System Manager]ペインが表示されます。

ステップ 5 [Name]フィールドに、サービスプロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。
この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で
きません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロファイ

ルテンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要がありま

す。

ステップ 6 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかの手順を実行します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから UUIDを割り当てます。

ステップ 8に進みます。

Select (pool default
used by default)

製造元によってサーバに割り当てられた UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUIDはサービスプロファイルがサーバと
関連付けられるまで割り当てられません。この時点で、UUIDは製造元に
よってサーバに割り当てられたUUID値に設定されます。サービスプロファ
イルを後で別のサーバに移動すると、UUIDは新しいサーバに一致するよう
に変更されます。

ステップ 8に進みます。

手動で割り当てる UUIDを使用します。

ステップ 7に進みます。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
456

サーバ関連ポリシーの設定

サービスプロファイルへの vMedia ポリシーの追加



説明オプション

ドロップダウンリストの下部のリストから選択する UUID接尾辞プールか
ら UUIDを割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可能なUUIDの数およびUUIDの合計
数を示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。

既存のプールを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイルがア

クセスできるプールを作成する場合は、ステップ 4に進みます。それ以外
の場合はステップ 8に進みます。

Pools Pool_Name

ステップ 7 （任意） オプションを選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効なUUID
を入力します。

b) 選択した UUIDが使用可能であることを確認するには、[here]リンクをクリックします。

ステップ 8 （任意） このサービスプロファイルで使用する新しい UUID接尾辞プールを作成する場合は、
[Create UUID Suffix Pool]をクリックし、[Create UUID Suffix Pool]ウィザードのフィールドに値を
入力します。

詳細については、UUID接尾辞プールの作成, （344ページ）を参照してください。

ステップ 9 （任意） テキストボックスに、このサービスプロファイルの説明を入力します。

このサービスプロファイルのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペースを使用できます。`（アクセント
記号）、\（円記号）、^（カラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小な
り）、または'（一重引用符）は使用できません。

ステップ 10 [Next] クリックします。

ステップ 11 [vMedia]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルに vMediaポリシーを割り当てられる
ようにします。

ステップ 12に進みます。

使用する vMediaポリシーを
選択します

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできる

ローカル vMediaポリシーを作成できます。
特定の vMediaポリシーを作
成します。
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説明オプション

サービスプロファイルに既存のvMediaポリシーを割り当てます。
このオプションを選択した場合、CiscoUCSManagerでポリシーの
詳細が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロ

ファイルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create
vMedia Policy]をクリックします。それ以外の場合は、リストで
ポリシーを選択し、ステップ 13に進みます。

[vMedia Policies] [Policy_Name]

ステップ 12 すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートがアクセスできる新しい vMediaポリシーを
作成した場合は、[vMedia]をドロップダウンリストから選択します。

ステップ 13 [Next]をクリックします。

CIMC vMedia ポリシーの表示

はじめる前に

vMediaポリシーを設定しておきます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Policies] > [vMedia Policies]の順に展開します。

ステップ 3 [vMedia Policies]ノードを展開して、[vMedia Policies]のリストを表示します。

ステップ 4 vMediaポリシーの名前をダブルクリックし、選択した [vMedia Mount]のプロパティを表示しま
す。

[Properties]ページで、[vMedia Mounts]で使用されるプロパティを変更できます。
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第 30 章

サーバブートの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ブートポリシー, 459 ページ

• UEFIブートモード, 460 ページ

• UEFIセキュアブート, 461 ページ

• ブートポリシーの作成, 461 ページ

• SANブート, 463 ページ

• iSCSIブート, 464 ページ

• LANブート, 491 ページ

• ローカルデバイスブート, 492 ページ

• ブートポリシーの削除, 499 ページ

ブートポリシー
Cisco UCS Managerブートポリシーは、BIOS設定メニューのブート順序をオーバーライドし、次
のことを決定します。

•ブートデバイスの選択

•サーバのブート元である場所

•ブートデバイスの起動順序

たとえば、ローカルディスクや CD-ROM（VMedia）などのローカルデバイスから関連するサー
バを選択するか、または SANブートもしくは LAN（PXE）ブートを選択することができます。

1つ以上のサービスプロファイルに関連付けることができる名前付きブートポリシーを作成する
か、特定のサービスプロファイルに対するブートポリシーを作成できます。ブートポリシーを

有効にするには、ブートポリシーをサービスプロファイルに含め、このサービスプロファイル
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をサーバに関連付ける必要があります。サービスプロファイルにブートポリシーを含めない場

合、Cisco UCS Managerによってデフォルトのブートポリシーが適用されます。

ブートポリシーに対する変更は、そのブートポリシーを含んでいる、更新中のサービスプロ

ファイルテンプレートを使って作成されたすべてのサーバに伝播されます。BIOSにブート順
序情報を再書き込みするためのサービスプロファイルとサーバとの再アソシエーションは自

動的にトリガーされます。

（注）

UEFI ブートモード
Unified Extensible Firmware Interface（UEFI）は、オペレーティングシステムとプラットフォーム
ファームウェア間のソフトウェアインターフェイスを定義する仕様です。CiscoUCSManagerは、
UEFIを使用して BIOSファームウェアインターフェイスを置き換えします。これにより、BIOS
は従来のサポートを提供しながら、UEFIモードで動作できるようになります。

ブートポリシーを作成する際は、レガシーブートモードまたは UEFIブートモードのいずれか
を選択できます。レガシーブートモードは、すべての Cisco UCSサーバでサポートされます。
UEFIブートモードはM3サーバでのみサポートされ、ユーザは UEFIセキュアブートモードを
有効にすることができます。

UEFIブートモードには以下の制限が適用されます。

• UEFIブートモードは、Cisco UCS BシリーズM3ブレードサーバと、Cisco UCS Cシリーズ
M3ラックサーバでのみサポートされます。

• UEFIブートモードは、次の組み合わせではサポートされません。

◦ Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCSブレードおよびラックサーバ上の Gen-3
Emulexおよび QLogicアダプタ。

◦ Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCSラックサーバ上のすべてのアダプタに対す
る PXEブート。

◦ Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCSラックサーバ上の Broadcomアダプタに対
する iSCSIブート。

•同じサーバでUEFIブートモードとレガシーブートモードを混在させることはできません。

•ブートポリシーに設定されているブートデバイスにUEFI対応オペレーティングシステムが
インストールされている場合にのみ、サーバは UEFIモードで正常に起動します。互換性の
ある OSが存在しない場合、ブートデバイスは [Boot Order Details]領域の [Actual Boot Order]
タブに表示されません。

•ごくまれですが、UEFIブートマネージャエントリがBIOSNVRAMに正しく保存されなかっ
たため、UEFIブートが成功しない場合があります。 UEFIシェルを使用すると、UEFIブー
トマネージャエントリを手動で入力することができます。この状況は、以下の場合に発生

する可能性があります。
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◦ UEFIブートモードが有効になっているブレードサーバをサービスプロファイルとの関
連付けから解除し、[Equipment]タブまたは前面パネルを使用して、手動でそのブレー
ドサーバに電源を投入した場合。

◦ UEFIブートモードが有効になっているブレードサーバをサービスプロファイルとの関
連付けから解除し、VICファームウェアの直接アップグレードを試みた場合。

◦ UEFIブートモードが有効になっているブレードサーバまたはラックサーバをSANLUN
から起動し、サービスプロファイルを移行した場合。

UEFI セキュアブート
Cisco UCS Managerは、Cisco UCS BシリーズM3ブレードサーバで UEFIセキュアブートをサ
ポートします。 UEFIセキュアブートを有効にすると、すべての実行可能ファイル（ブートロー
ダ、アダプタドライバなど）はロードされる前に BIOSによって認証されます。認証されるに
は、そのイメージに Cisco認証局（CA）またはMicrosoft CAによる署名が必要です。

UEFIセキュアブートには次の制限が適用されます。

• UEFIブートモードは、ブートポリシーで有効にする必要があります。

• Cisco UCS Managerソフトウェアと BIOSファームウェアは、リリース 2.2以降である必要が
あります。

•ユーザにより生成された暗号キーはサポートされません。

• UEFIセキュアブートは、Cisco UCS Managerでのみ制御できます。

• Cisco UCS Managerの以前のバージョンにダウングレードする必要があり、ブレードサーバ
がセキュアブートモードになっている場合は、ダウングレードを実行する前に、ブレード

サーバの関連付けを解除し、再び関連付ける必要があります。これを行わないと、そのブ

レードサーバは正常に検出されません。

ブートポリシーの作成
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプ

ロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Boot Policies]を右クリックし、[Create Boot Policy]を選択します。
[Create Boot Policy]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で
きません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意） ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するすべてのサーバをリブートする

には、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスをオンにします。
シスコ以外の VICアダプタがあるサーバに適用されるブートポリシーの場合、[Reboot on Boot
Order Change]チェックボックスがオフでも、SANデバイスが追加、削除または順序の変更がなさ
れると、ブートポリシーの変更の保存時にサーバは常にリブートします。

ステップ 7 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスをオンにします。

•オンにした場合、Cisco UCS Managerは設定エラーを表示し、[Boot Order]テーブルにリスト
された 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI、vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に一致
するかどうかをレポートします。

•オフにした場合、Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルから（ブートオプションに
応じて）vNIC、vHBA、iSCSI、または vNICを使用します。

ステップ 8 次の 1つ以上のオプションをブートポリシーに設定し、ブート順序を設定します。

• [Local Devices boot]：サーバのローカルディスクなどのローカルデバイスから、仮想メディ
アまたはリモート仮想ディスクを起動するには、ブートポリシー用ローカルディスクブー

トポリシー設定, （493ページ）に進みます。

• [SANboot]：SANのオペレーティングシステムイメージから起動するには、ブートポリシー
用 SANブートポリシー設定, （463ページ）に進みます。

プライマリおよびセカンダリ SANブートを指定できます。プライマリブートが失敗した場
合、サーバはセカンダリからのブートを試行します。

• [LANboot]：集中型プロビジョニングサーバから起動するには、ブートポリシー用LANブー
トポリシー設定, （491ページ）に進みます。

• [iSCSI boot]：iSCSI LUNから起動するには、iSCSIブートポリシーの作成, （474ページ）に
進みます。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。
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SAN ブート
SAN上のオペレーティングシステムイメージから 1つ以上のサーバがブートするように、ブー
トポリシーを設定できます。ブートポリシーにはプライマリとセカンダリの SANブート含める
ことができます。プライマリブートが失敗した場合、サーバはセカンダリからのブートを試行し

ます。

システムに最高のサービスプロファイルモビリティを提供するSANブートの使用を推奨します。
SANからブートした場合、あるサーバから別のサーバにサービスプロファイルを移動すると、移
動後のサーバは、まったく同じオペレーティングシステムイメージからブートします。したがっ

て、ネットワークからは、この新しいサーバはまったく同じサーバと認識されます。

SANブートを使用するには、次の項目が設定されていることを確認してください。

• CiscoUCSドメインが、オペレーティングシステムイメージをホストしているSANストレー
ジデバイスと通信できること。

•オペレーティングシステムイメージが置かれているデバイス上のブートターゲット LUN。

SANブートは、CiscoUCSブレードおよびラックサーバ上のGen-3Emulexアダプタではサポー
トされていません。

（注）

ブートポリシー用 SAN ブートポリシー設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプ

ロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ローカルディスクと SAN LUNの両方がブート順序のストレージタイプに設定されていて、
オペレーティングシステムまたは論理ボリュームマネージャ（LVM）の設定が誤っている場
合、サーバが SAN LUNではなくローカルディスクからブートする場合があります。

たとえば、Red Hat Linuxがインストールされているサーバで、LVMにデフォルトの LVMが
設定されていて、ブート順序に SAN LUNとローカルディスクが設定されている場合、Linux
は同じ名前の LVが 2つあるという通知を生成し、SCSI IDの値が最も小さい LV（ローカル
ディスクの可能性があります）からブートします。

ヒント

この手順は、ブートポリシーの作成, （461ページ）から直接続いています。
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手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [vHBAs]領域を展開します。

ステップ 2 [Add SAN Boot]リンクをクリックします。

ステップ 3 [Add San Boot]ダイアログボックスで、vHBAとタイプを指定して、[OK]をクリックします。

ステップ 4 この vHBAがブート可能な SANイメージを参照する場合は、[Add SAN Boot Target]リンクをク
リックし、[Add SAN Boot Target]ダイアログボックスで、ブートターゲット LUN、ブートター
ゲットWWPN、およびタイプを指定して、[OK]をクリックします。

ステップ 5 次のどちらかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

•終了するには、[OK]をクリックします。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

iSCSI ブート
iSCSIブートを利用すると、サーバはネットワークにリモートに配置されている iSCSIターゲット
マシンからオペレーティングシステムを起動できます。

iSCSIブートは次の Cisco UCSハードウェアでサポートされます。

• Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC-1280仮想インターフェイスカード

• Cisco UCSラックサーバ上の Cisco UCS VIC1225仮想インターフェイスカード

iSCSIブートを設定する前に満たさなければならない前提条件があります。これらの前提条件の
リストについては、iSCSIブートのガイドラインと前提条件,（465ページ）を参照してください。

iSCSIブートを実装するための手順の概要については、iSCSIブートの設定,（468ページ）を参照
してください。

iSCSI ブートプロセス
CiscoUCSManagerは、サーバにあるアダプタをプログラムするための関連付けプロセスで、サー
ビスプロファイル用に作成された iSCSI vNICと iSCSIのブート情報を使用します。アダプタの
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プログラミング後に、サーバは最新のサービスプロファイル値で再起動します。電源投入時セル

フテスト（POST）の後、アダプタは、それらのサービスプロファイル値を使用して初期化を試
みます。値を使用して指定されたターゲットにログインできる場合、アダプタは iSCSIブート
ファームウェアテーブル（iBFT）を初期化してホストメモリにポスト紙、有効なブート可能LUN
をシステム BIOSにポストします。ホストメモリにポストされる iBFTには、プライマリ iSCSI
VNICにプログラミングされた、イニシエータとターゲットの設定が含まれています。

これまでホストは、LUN検出が最初に終了したパスに応じて、設定されたブートパスのうち
1つだけを参照し、そのパスから起動していました。現在は、設定された iSCSIブート vNIC
が 2つある場合、ホストは両方のブートパスを参照するようになりました。したがってマル
チパス設定については、単一の IQNを両方のブート vNICで設定する必要があります。ホスト
のブート vNICに異なる IQNが設定されている場合、ホストは下位の PCIを持つブート vNIC
で設定された IQNで起動します。

（注）

次の手順であるオペレーティングシステム（OS）のインストールでは、iBFT対応のOSが必要で
す。 OSのインストール時、OSインストーラはホストメモリをスキャンして iBFTテーブルを調
べ、その情報を使用してブートデバイスを検出し、ターゲット LUNへの iSCSIパスを作成しま
す。一部のOSでは、このパスを完了するためにNICドライバが必要です。このステップが成功
すると、OSインストーラは、OSをインストールする iSCSIターゲット LUNを検出します。

iBFTは OSインストールのソフトウェアレベルで動作し、HBAモード（別名 TCPオフロー
ド）では動作しない場合があります。 iBFTがHBAモードで動作するかどうかは、インストー
ル中の OSの機能によって異なります。また、Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダ
プタを含むサーバの場合、iBFTは、MTUジャンボ設定に関係なく、通常、1500の最大伝送単
位（MTU）サイズで動作します。 OSが HBAモードをサポートしている場合は、iSCSIイン
ストールプロセスの後に、HBAモード、デュアルファブリックのサポート、ジャンボMTU
サイズの設定が必要になることがあります。

（注）

iSCSI ブートのガイドラインと前提条件
iSCSIブートを設定する前に、以下のガイドラインと前提条件を満たす必要があります。

• iSCSIブートポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービス
プロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただ

し、ls-compute権限しかないユーザは iSCSIブートポリシーを作成できません。

•セカンド vNIC（フェールオーバー vNIC）が iSCSI LUNから起動する必要があるWindows
2008サーバからの iSCSIブートを設定するには、Microsoft Knowledge Base Article 976042を
参照してください。Microsoftには、ネットワーキングハードウェアが変更されたときに、
Windowsが iSCSIドライブからの起動に失敗するか、bugcheckエラーが発生する可能性があ
る、という既知の問題があります。この問題を回避するには、Microsoftが推奨する解決方法
に従ってください。
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•ストレージアレイは、iSCSIブートのライセンスが付与され、アレイサイド LUNマスキン
グが正しく設定されている必要があります。

•各 iSCSIイニシエータに 1つずつ、2つの IPアドレスを決定する必要があります。 IPアドレ
スは、ストレージアレイと同じサブネット上にある必要があります（可能な場合）。 IPア
ドレスは、Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）を使用して静的または動的に割り当
てられます。

•グローバルブートポリシーのブートパラメータは設定できません。代わりに、ブートパラ
メータの設定後、ブートポリシーを適切なサービスプロファイルに含める必要があります。

•オペレーティングシステム（OS）は iSCSIブートファームウェアテーブル（iBFT）互換で
ある必要があります。

• Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカードの場合：

◦ iSCSIデバイスにMACアドレスを設定しないでください。

◦ HBAモードおよび Boot to Target設定はサポートされていません。

◦ iSCSIターゲットに OSをインストールするときは、iSCSIターゲットの順番を OSイ
メージが存在するデバイスよりも後にしておく必要があります。たとえば、CDから
iSCSIターゲットにOSをインストールする場合、ブート順序は最初にCD、その後 iSCSI
ターゲットとする必要があります。

◦ DHCP Vendor ID（オプション 43）を使用している場合は、オーバレイ vNICのMACア
ドレスを /etc/dhcpd.confに設定する必要があります。

◦サーバの iSCSIブート後は、オーバレイ vNICの IPの詳細を変更しないでください。

• VMware ESX/ESXiオペレーティングシステムは、iSCSIブートターゲット LUNへのコアダ
ンプファイルの保存をサポートしていません。ダンプファイルはローカルディスクに書き

込む必要があります。

イニシエータ IQN の設定
Cisco UCSは、サービスプロファイルが物理サーバに関連付けられた時点で、以下のルールを使
用してアダプタ iSCSI vNICのイニシエータ IQNを決定します。

•サービスプロファイルレベルのイニシエータ IQNと iSCSI vNICレベルのイニシエータ IQN
を、1つのサービスプロファイルで一緒に使用することはできません。

•イニシエータ IQNをサービスプロファイルレベルで指定すると、DHCPオプション 43の場
合（イニシエータ IQNはアダプタ iSCSI vNICで空に設定される）を除き、すべてのアダプ
タ iSCSI vNICが同じイニシエータ IQNを使用するように設定されます。

•イニシエータ IQNを iSCSI vNICレベルで設定すると、サービスプロファイルレベルのイニ
シエータ IQNは削除されます（存在する場合）。

•サービスプロファイルに 2つの iSCSI vNICがあり、一方にだけイニシエータ IQNが設定さ
れている場合、もう一方にはデフォルトの IQNプールが設定されます。この設定は後で変
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更できます。唯一の例外は、DHCPオプション 43が設定されている場合です。その場合、
もう一方の iSCSI vNICのイニシエータ IQNは、サービスプロファイルを関連付けるときに
削除されます。

ベンダー IDを設定して、DHCP Option 43を使用するように iSCSI vNICを変
更した場合、サービスプロファイルレベルで設定したイニシエータ IQNは削
除されません。サービスプロファイルレベルのイニシエータ IQNは、DHCP
オプション 43を使用しない別の iSCSI vNICで使用できます。

（注）

Windows での MPIO のイネーブル化

ネットワークハードウェアを変更すると、Windowsが iSCSIドライブからの起動に失敗する
場合があります。詳細については、「Microsoft社のサポート技術情報 ID：976042」を参照し
てください。

（注）

はじめる前に

MPIOをイネーブルにするサーバには、Cisco VICドライバが必要です。

ブート LUNに設定されたパスが複数ある場合、LUNがインストールされるときにイネーブルに
するパスは 1つのみです。

手順

ステップ 1 サーバに関連付けられたサービスプロファイルで、プライマリ iSCSI vNICを設定します。
詳細については、サービスプロファイル用 iSCSI vNICの作成, （475ページ）を参照してくださ
い。

ステップ 2 プライマリ iSCSI vNICを使用して、iSCSIターゲット LUNにWindowsオペレーティングシステ
ムをインストールします。

ステップ 3 Windowsのインストールが完了したら、ホスト上でMPIOをイネーブルにします。

ステップ 4 サーバに関連付けられたサービスプロファイルで、ブートポリシーにセカンダリ iSCSI vNICを
追加します。

詳細については、iSCSIブートポリシーの作成, （474ページ）を参照してください。

Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0    
467

サーバブートの設定

Windows での MPIO のイネーブル化

http://support.microsoft.com/kb/976042/EN-US


iSCSI ブートの設定
LUNターゲットから iSCSIブートするように Cisco UCSでアダプタまたはブレードを設定する場
合、次のすべてのステップを完了する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

詳細については、iSCSIアダプタポリシー
の作成, （469ページ）を参照してくださ
い。

iSCSIブートのアダプタポリシーを設定
します。

ステップ 1   

（任意）

詳細については、iSCSI認証プロファイル
の作成, （471ページ）を参照してくださ
い。

イニシエータおよびターゲットが使用す

る認証プロファイルを設定します。

ステップ 2   

（任意）

詳細については、iSCSIイニシエータ IP
プールの作成, （473ページ）を参照して
ください。

IPアドレスプールの IPアドレスを使用
するように iSCSIイニシエータを設定す
る場合は、iSCSIイニシエータプールに
IPアドレスのブロックを追加します。

ステップ 3   

すべてのサービスプロファイルで使用で

きるブートポリシーの作成の詳細につい

すべてのサービスプロファイルで使用

できるブートポリシーを作成します。

ステップ 4   

ては、iSCSIブートポリシーの作成, （474
ページ）を参照してください。

または、特定のサービスポリシーに対

してのみローカルブートポリシーを作

成できます。ただし、複数のサービス

プロファイルと共有できるブートポリ

シーを作成することを推奨します。

ステップ 7において、サービスプロファ
イルで iSCSIブートおよび vNICパラメー

すべてのサービスプロファイルで使用

できるブートポリシーを作成した場合、

ステップ 5   

タを設定するときに、サービスプロファそれをサービスプロファイルに割り当

イルにブートポリシーを割り当てること

ができます。

てる必要があります。それ以外の場合

は、次のステップに進みます。

詳細については、サービスプロファイル

用 iSCSI vNICの作成, （475ページ）を参
照してください。

サービスプロファイルで iSCSI vNICを
作成します。

ステップ 6   

詳細については、[Expert]ウィザードを使
用したサービスプロファイルの作成, （

expertモードでサービスプロファイルに
おいて、またはサービスプロファイル

ステップ 7   

528ページ）またはサービスプロファイルテンプレートにおいて、iSCSIブートパ
テンプレートの作成, （532ページ）を参
照してください。
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目的コマンドまたはアクション

ラメータ（iSCSI修飾子名（IQN）、イ
ニシエータ、ターゲットインターフェ

イスなど）および iSCSI vNICパラメー
タを設定します。

詳細については、iSCSIブートの確認を参
照してください。

iSCSIブート動作を確認します。ステップ 8   

詳細については、次のいずれかのドキュメ

ントを参照してください。

サーバに OSをインストールします。ステップ 9   

• Cisco UCS Bシリーズブレードサー
バ VMwareインストレーションガイ
ド

• Cisco UCS Bシリーズブレードサー
バ Linuxインストレーションガイド

• Cisco UCS Bシリーズブレードサー
バ Windowsインストレーションガイ
ド

サーバをブートします。ステップ 10   

iSCSI アダプタポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create iSCSI Adapter Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create iSCSI Adapter Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[名前]フィールド

最初のログインが失敗し、iSCSIアダプタを使用できないとCisco
UCSが判断するまでの待機時間（秒）。

0～ 255の整数を入力します。 0を入力すると、Cisco UCSはア
ダプタのファームウェアの値セットを使用します（デフォルト

は 15秒）。

[ConnectionTimeout]フィールド

iSCSI LUN検出中に障害が発生した場合に接続を再試行する回
数。

0～ 60の整数を入力します。 0を入力すると、Cisco UCSはア
ダプタのファームウェアの値セットを使用します（デフォルト

は 15秒）。

[LUN Busy Retry Count]フィー
ルド

DHCPサーバを使用できないとイニシエータが判断するまでの
待機秒数。

60～ 300の整数を入力します（デフォルト: 60秒）。

[DHCP Timeout]フィールド

TCPタイムスタンプを使用する場合は、このボックスをオンに
します。この設定を使用すると、必要に応じてパケットの往復

時間を計算できるように、送信されたパケットにはパケットの

送信時にタイムスタンプが指定されます。

このオプションは、Cisco UCS NIC M51KR-Bアダプ
タを持つサーバに対してのみ適用されます。

（注）

[Enable TCP Timestamp]チェッ
クボックス

HBAモード（別名TCPオフロード）をイネーブルにするには、
このボックスをオンにします。

このオプションは、Windowsオペレーティングシステ
ムを実行する Cisco UCS NIC M51KR-Bを持つサーバに
対してのみイネーブルにする必要があります。

重要

[HBA Mode]チェックボックス

iSCSIターゲットから起動するには、このボックスをオンにし
ます。

このオプションは、Cisco UCS NIC M51KR-Bアダプ
タを持つサーバに対してのみ適用されます。これは、

サーバにオペレーティングシステムをインストール

するまでディセーブルにする必要があります。

（注）

[Boot to Target]チェックボック
ス
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ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

アダプタポリシーをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

iSCSI アダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]ノードを展開します。

ステップ 5 アダプタポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

iSCSI 認証プロファイルの作成
iSCSIブートの場合、イニシエータおよびターゲットの iSCSI認証プロファイルを作成する必要が
あります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [iSCSI Authentication Profiles]を右クリックし、[iSCSI Authentication Profile]を選択します。

ステップ 5 [Create Authentication Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

認証プロファイルの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

このプロファイルに関連付けられたユーザ ID。

1～ 128文字の文字、スペース、特殊文字を入力します。

[User ID]フィールド

このプロファイルに関連付けられたパスワード。

12～ 16文字（特殊文字を含む）を入力します。

[Password]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

認証プロファイルをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

iSCSI 認証プロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [iSCSI Authentication Profiles]ノードを展開します。

ステップ 5 削除する IPプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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iSCSI イニシエータ IP プールの作成
iSCSIブートに使用する IPアドレスのグループを作成できます。 Cisco UCS Managerは指定した
IPv4アドレスのブロックを予約します。

サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている IPア
ドレスが、IPプールに含まれていてはなりません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 [IP Pool iscsi-initiator-pool]を右クリックし、[Create Block of IPv4 Addresses]を選択します。

ステップ 6 [Create a Block of IPv4 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロックに割り当てられた IPv4アドレスの範囲。[名前]カラム

ブロック内の最初の IPv4アドレス。[From]カラム

ブロック内の最後の IPv4アドレス。[To]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたサブネットマス
ク。

[Subnet]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたデフォルトゲー
トウェイ。

[Default Gateway]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプライ
マリ DNSサーバ。

[Primary DNS]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカン
ダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]カラム

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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次の作業

1つ以上のサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートを設定し、iSCSIイ
ニシエータ IPプールから iSCSIイニシエータ IPアドレスを取得します。

iSCSI ブートポリシーの作成
ブートポリシーあたり最大 2つの iSCSI vNICを追加できます。一方の vNICはプライマリ iSCSI
ブートソースとして動作し、もう一方はセカンダリ iSCSIブートソースとして動作します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Boot Policies]を右クリックし、[Create Boot Policy]を選択します。
[Create Boot Policy]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で
きません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前を変更することはできません。

ステップ 6 （任意） ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するサーバをリブートするには、

[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスをオンにします。
Cisco UCS Manager GUIで、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスがブートポリシーに
ついて選択されており、CD-ROMまたはフロッピーがブート順の最後のデバイスの場合に、デバ
イスを取り外すか、装着すると、ブート順に直接効力がなく、サーバがリブートされません。

これは、標準のブート順序を使用しているサーバにのみ適用されま

す。

（注）

ステップ 7 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスをオンにします。

•オンにした場合、Cisco UCS Managerは設定エラーを表示し、[Boot Order]テーブルにリスト
された 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI、vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に一致
するかどうかをレポートします。

•オフにした場合、Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルから（ブートオプションに
応じて）vNIC、vHBA、iSCSI、または vNICを使用します。

ステップ 8 iSCSIブートをブートポリシーに追加するには、次の手順を実行します。
a) 下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。
b) [Add iSCSI Boot]リンクをクリックします。
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c) [Add iSCSI Boot]ダイアログボックスで、iSCSI vNICの名前を入力し、[OK]をクリックしま
す。

d) 別の iSCSI vNICを作成するには、ステップ b、cを繰り返します。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

サービスプロファイル用 iSCSI vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 iSCSI vNICを作成するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを作成するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [iSCSI vNICs]ノードを右クリックし、[Create vNICs]を選択します。

ステップ 6 [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

この iSCSIvNICに関連付けられたLANvNIC（存在する場合）。[Overlay vNIC]ドロップダウン
リスト

この iSCSI vNICに関連付けられた iSCSIアダプタポリシー（存
在する場合）。

[iSCSI Adapter Policy]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSIアダプタを作成
するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]リ
ンク

Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0    
475

サーバブートの設定

サービスプロファイル用 iSCSI vNIC の作成



説明名前

この iSCSI vNICに関連付けられたMACアドレス（存在する場
合）。MACアドレスが設定されていない場合は、Cisco UCS
Manager GUIに [Derived]が表示されます。

[MAC Address]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられたMACプール（存在する場
合）。

[MAC Pool]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN。デフォルトの
VLANは [default]です。

Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードおよ
び Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカード
の場合は、オーバレイ vNICのネイティブVLANと同
じ VLANを指定する必要があります。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711の場合は、
オーバーレイ vNICに割り当てられているどのVLAN
でも指定できます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [iSCSIMACAddress]領域の [MACAddress Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかを
選択します。

• MACアドレスの割り当てを解除したままにして、[Select (None used by default)]を選択しま
す。このサービスプロファイルに関連付けるサーバに Cisco UCS M81KR仮想インターフェ
イスカードまたは Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカードがある場合は、このオ
プションを選択します。

このサービスプロファイルに関連付けるサーバに Cisco UCS NIC M51KR-Bがある場
合は、MACアドレスを指定する必要があります。

重要

•特定のMACアドレスを使用する場合は、[00:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、[MAC Address]
フィールドにアドレスを入力します。このアドレスが使用可能であることを確認するには、

対応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プール
名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可能な

MACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレスの合計数です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合、プールカテゴリが 2つ
存在することがあります。ドメインプールはCiscoUCSドメインでローカルに定義され、グ
ローバルプールは、Cisco UCS Centralで定義されます。

ステップ 8 （任意） すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードでフィールドに値を入力します。
詳細については、MACプールの作成, （224ページ）を参照してください。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
476

サーバブートの設定

サービスプロファイル用 iSCSI vNIC の作成



ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 （任意） イニシエータ名を設定または変更する場合は、[iSCSI vNICs]タブから [Reset Initiator
Name]または [Change Initiator Name]をクリックし、[Change Initiator Name]ダイアログボックスの
フィールドを入力するかクリックします。詳細については、サービスプロファイルレベルでの

イニシエータ IQNの設定, （477ページ）またはサービスプロファイルレベルでのイニシエータ
IQNの設定, （477ページ）を参照してください。

サービスプロファイルからの iSCSI vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 iSCSI vNICを削除するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを削除するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [iSCSI vNICs]ノードを展開します。

ステップ 6 削除する iSCSI vNICを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルレベルでのイニシエータ IQN の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 対象となる組織のノードを展開します。

ステップ 4 変更する iSCSI vNICが含まれるサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[iSCSI vNICs]タブをクリックします。

ステップ 6 [Reset Initiator Name]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サービスプロファイルレベルでのイニシエータ IQN の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 対象となる組織のノードを展開します。

ステップ 4 変更する iSCSI vNICが含まれるサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[iSCSI vNICs]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change Initiator Name]をクリックします。

ステップ 7 [Change Initiator Name]ダイアログボックスで、次のフィールドの値を変更します。

説明名前

ドロップダウンリストから、使用する IQNイ
ニシエータ名を選択します。

[Initiator Name Assignment]ドロップダウンリス
ト

手動によるイニシエータ名の割り当てを選択し

た場合は、イニシエータ名を入力します。

[Initiator Name]フィールド

これをクリックして、新しい IQN接尾辞プール
を作成します。

[Create IQN Suffix Pool]リンク

ステップ 8 [OK]をクリックします。

iSCSI ブートパラメータの設定
iSCSI vNICのブート順序、ブートポリシー、iSCSI認証プロファイル、イニシエータインター
フェイス、ターゲットインターフェイスなど、iSCSIブートパラメータを設定できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 iSCSIブートパラメータを作成するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。シ
ステムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSIブートパラメータを作成するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 6 [Specific Boot Policy]領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。

ステップ 7 [iSCSIvNICs]領域で、サーバのブート元の iSCSIvNICをダブルクリックしてそれらを [BootOrder]
テーブルに追加します。

ステップ 8 [iSCSI vNICs]領域で、[Set Boot Parameters]リンクをクリックします。
2つの iSCSI vNICがある場合は、ブートパラメータを設定する方を選択します。

ステップ 9 [Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブートパラメータを設定している iSCSI vNICの名前。[Name]フィールド

関連する iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファイ
ルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Authentication Profile]リ
ンク

ステップ 10 [Initiator Name]領域で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

iSCSIブートイニシエータ名の割り当て方法を選択します。次
の方法の中から 1つを選択してください。

• [Manual]：[InitiatorName]フィールドに名前を入力します。
イニシエータ名には、最大で 223文字まで使用できます。

• [Pools]：IQN接尾辞プールを選択します。このプールから
名前が割り当てられます。

必要に応じて、イニシエータ名を変更またはリセット

できます。詳細については、サービスプロファイル

レベルでのイニシエータ IQNの変更, （478ページ）
を参照してください。

（注）

[Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスでイニ
シエータ名を設定すると、サービスプロファイルレ

ベルではなく、iSCSIvNICレベルでイニシエータ IQN
が設定されます。複数のパスが設定されている場合

は、[iSCSIvNICs]タブから、またはサービスプロファ
イルの作成時に、イニシエータ IQNを設定する必要
があります。

（注）

[Initiator Name Assignment]ド
ロップダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい IQN接尾辞プールを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create IQN Suffix Pool]リンク

iSCSIイニシエータ名を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

[Initiator Name]フィールド

ステップ 11 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

説明オプション

システムが DHCPを使用してインターフェイスを自動的に選択しま
す。

ステップ 13に進みます。

[Select (DHCP used by
default)]

スタティック IPv4アドレスが、この領域に入力された情報に基づい
て iSCSIブート vNICに割り当てられます。

ステップ 12に進みます。

スタティック
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説明オプション

IPv4アドレスが管理 IPアドレスプールから iSCSIブート vNICに割
り当てられます。

ステップ 13に進みます。

Pool

ステップ 12 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストから [Static]を選択した場合は、次のフィールド
に入力します。

説明名前

iSCSIブート vNICに割り当てられた IPv4アドレス。

このアドレスを指定する場合は、[Initiator IP Address Policy]
ドロップダウンリストで [Static]を選択する必要がありま
す。

[IPv4 Address]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたデフォルトゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド

プライマリ DNSサーバのアドレス。[Primary DNS]フィールド

セカンダリ DNSサーバのアドレス。[Secondary DNS]フィールド

ステップ 13 iSCSIターゲットインターフェイスでは、次のいずれかのオプションボタンを選択します。

説明オプション

システムにより、設定する必要があるスタティックターゲットイ

ンターフェイスが作成されます。

ステップ 14に進みます。

[iSCSI Static Target Interface]

システムにより、自動ターゲットインターフェイスが作成されま

す。自動ターゲットがイニシエータとDHCPベンダー IDのどちら
を使用するか指定する必要があります。

ステップ 16に進みます。

[iSCSI Auto Target Interface]

ステップ 14 [iSCSI Static Target Interface]を選択した場合、[Static Target Interface]テーブルで [Add]をクリック
します。

ステップ 15 [Create iSCSI Static Target]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

iSCSIターゲットの iSCSI修飾名（IQN）または拡張固有識別子
（EUI）の名前を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

この名前は、標準の IQNまたは EUIのガイドラインに
従って適切な形式にする必要があります。

重要

以下に、正しい形式の iSCSIターゲット名の例を示します。

• iqn.2001-04.com.example

• iqn.2001-04.com.example:storage:diskarrays-sn-a8675309

• iqn.2001-04.com.example:storage.tape1.sys1.xyz

• iqn.2001-04.com.example:storage.disk2.sys1.xyz

• eui.02004567A425678D

[iSCSI Target Name]フィールド

システムによって iSCSIターゲットに割り当てられたプライオ
リティ。

[Priority]フィールド

iSCSIターゲットに関連付けられたポート。

1～ 65535の整数を入力します。デフォルトは 3260です。

[Port]フィールド

関連する iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファイ
ルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Authentication
Profile]リンク

iSCSIターゲットに割り当てられた IPv4アドレス。[IPv4 Address]フィールド

iSCSIターゲットの LUN識別子。[LUN ID]フィールド

ステップ 16 [iSCSI Auto Target Interface]を選択した場合、[DHCP Vendor Id]フィールドにイニシエータ名また
は DHCPベンダー IDを入力します。イニシエータがすでに設定済みである必要があります。ベ
ンダー IDには、最大 32文字の英数字を指定できます。

ステップ 17 [OK]をクリックします。
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iSCSI ブートパラメータの変更
iSCSI vNICのブート順序、ブートポリシー、iSCSI認証プロファイル、イニシエータインター
フェイス、ターゲットインターフェイスなど、iSCSIブートパラメータを変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 iSCSIブートパラメータを変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。シ
ステムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSIブートパラメータを変更するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 6 [Specific Boot Policy]領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。

ステップ 7 ブート順序の iSCSI vNICを追加または削除する、またはブート順序を変更するには、次のいずれ
かを実行します。

• iSCSI vNICを追加するには、[iSCSI vNICs]領域で、iSCSI vNICをダブルクリックして [Boot
Order]テーブルに追加します。

•ブート順序から iSCSI vNICを削除するには、[Boot Order]テーブルで、iSCSI vNICを選択し
て [Delete]をクリックします。

• iSCSI vNICのブート順序を変更するには、[Boot Order]テーブルで、iSCSI vNICを選択して
[Move Up]または [Move Down]をクリックします。

ステップ 8 ブートパラメータを変更するには、[iSCSI vNICs]領域で、[Set Boot Parameters]リンクをクリック
します。

2つの iSCSI vNICがある場合は、ブートパラメータを変更する方を選択します。

ステップ 9 [Set iSCSIBoot Parameters]ダイアログボックスで、次のいずれかのフィールドの値を変更します。

説明名前

ブートパラメータを設定している iSCSI vNICの名前。[Name]フィールド

関連する iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロップ
ダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファイ
ルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Authentication Profile]リ
ンク

ステップ 10 [Initiator Name]領域で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

iSCSIブートイニシエータ名の割り当て方法を選択します。次
の方法の中から 1つを選択してください。

• [Manual]：[InitiatorName]フィールドに名前を入力します。
イニシエータ名には、最大で 223文字まで使用できます。

• [Pools]：IQN接尾辞プールを選択します。このプールから
名前が割り当てられます。

必要に応じて、イニシエータ名を変更またはリセット

できます。詳細については、サービスプロファイル

レベルでのイニシエータ IQNの変更, （478ページ）
を参照してください。

（注）

[Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスでイニ
シエータ名を設定すると、サービスプロファイルレ

ベルではなく、iSCSIvNICレベルでイニシエータ IQN
が設定されます。複数のパスが設定されている場合

は、[iSCSIvNICs]タブから、またはサービスプロファ
イルの作成時に、イニシエータ IQNを設定する必要
があります。

（注）

[Initiator Name Assignment]ド
ロップダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい IQN接尾辞プールを
作成するには、このリンクをクリックします。

[Create IQN Suffix Pool]リンク

iSCSIイニシエータ名を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

[Initiator Name]フィールド

ステップ 11 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストの選択を、次のいずれかに変更します。

説明オプション

システムが DHCPを使用してインターフェイスを自動的に選択しま
す。

ステップ 13に進みます。

[Select (DHCP used by
default)]

スタティック IPv4アドレスが、この領域に入力された情報に基づい
て iSCSIブート vNICに割り当てられます。

ステップ 12に進みます。

スタティック

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
484

サーバブートの設定

iSCSI ブートパラメータの変更



説明オプション

IPv4アドレスが管理 IPアドレスプールから iSCSIブート vNICに割
り当てられます。

ステップ 13に進みます。

Pool

ステップ 12 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストで [Static]を選択した場合、次のフィールドを入
力するか変更してください。

説明名前

iSCSIブート vNICに割り当てられた IPv4アドレス。

このアドレスを指定する場合は、[Initiator IP Address Policy]
ドロップダウンリストで [Static]を選択する必要がありま
す。

[IPv4 Address]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたデフォルトゲートウェイ。[Default Gateway]フィールド

プライマリ DNSサーバのアドレス。[Primary DNS]フィールド

セカンダリ DNSサーバのアドレス。[Secondary DNS]フィールド

ステップ 13 iSCSIターゲットインターフェイスでは、次のいずれかのオプションボタンを選択します。

説明オプション

システムにより、設定する必要があるスタティックターゲットイ

ンターフェイスが作成されます。

ステップ 14に進みます。

[iSCSI Static Target Interface]

システムにより、自動ターゲットインターフェイスが作成されま

す。自動ターゲットがイニシエータとDHCPベンダー IDのどちら
を使用するか指定する必要があります。

ステップ 15に進みます。

[iSCSI Auto Target Interface]

ステップ 14 [iSCSI Static Target Interface]を選択した場合は、[Static Target Interface]テーブルで次のいずれかを
実行します。

• iSCSIスタティックターゲットインターフェイスを追加するには、[Add]をクリックします。
iSCSIターゲットインターフェイスを変更するには、変更する iSCSIターゲットインター
フェイスを選択して [Modify]をクリックします。次に、[Create iSCSI Static Target]ダイアロ
グボックスで、次のフィールドを入力または変更します。
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説明名前

iSCSIターゲットの iSCSI修飾名（IQN）または拡張固有識
別子（EUI）の名前を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができま

す。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

この名前は、標準の IQNまたはEUIのガイドライン
に従って適切な形式にする必要があります。

重要

以下に、正しい形式の iSCSIターゲット名の例を示します。

• iqn.2001-04.com.example

• iqn.2001-04.com.example:storage:diskarrays-sn-a8675309

• iqn.2001-04.com.example:storage.tape1.sys1.xyz

• iqn.2001-04.com.example:storage.disk2.sys1.xyz

• eui.02004567A425678D

[iSCSI Target Name]フィール
ド

システムによって iSCSIターゲットに割り当てられたプライ
オリティ。

[Priority]フィールド

iSCSIターゲットに関連付けられたポート。

1～ 65535の整数を入力します。デフォルトは 3260です。

[Port]フィールド

関連する iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロッ
プダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファ
イルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Authentication
Profile]リンク

iSCSIターゲットに割り当てられた IPv4アドレス。[IPv4 Address]フィールド

iSCSIターゲットの LUN識別子。[LUN ID]フィールド

• iSCSIターゲットインターフェイスを削除するには、削除する iSCSIターゲットインター
フェイスを選択して [Delete]をクリックします。
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2つの iSCSIスタティックターゲットがあり、優先順位 1位のターゲットを削除する
と、優先順位 2位のターゲットが優先順位 1位のターゲットになります。ただし、この
ターゲットは、Cisco UCS Managerでは、引き続き優先順位 2位のターゲットとして表
示されます。

（注）

ステップ 15 [iSCSIAuto Target Interface]を選択した場合、[DHCPVendor Id]フィールドのエントリをイニシエー
タ名または DHCPベンダー IDに変更します。イニシエータがすでに設定済みである必要があり
ます。ベンダー IDには、最大 32文字の英数字を指定できます。

ステップ 16 [OK]をクリックします。

IQN プール
IQNプールは、iSCSI vNICが Cisco UCSドメインでイニシエータ IDとして使用する iSCSI修飾名
（IQN）の集合です。

IQNプールのメンバの形式は、プレフィックス:サフィックス:番号となり、プレフィックス、サ
フィックス、および番号のブロック（範囲）を指定できます。

IQNプールには、番号の範囲やサフィックスが異なる（ただし、プレフィクスは共通している）
複数の IQNブロックを含めることができます。

IQN プールの作成

ほとんどの場合、最大 IQNサイズ（プレフィックス +サフィックス +追加文字）は 223文字
です。 Cisco UCS NIC M51KR-Bアダプタを使用する場合、IQNサイズを 128文字に制限する
必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]を右クリックし、[Create IQN Suffix Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create IQN Suffix Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに値
を入力します。
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説明名前

iSCSI修飾名（IQN）プールの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

プールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

このプール用に作成された任意の IQNブロックのプレフィク
ス。

1～ 150文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特
殊文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハイ
フン）。たとえば、iqn1.alpha.comを使用できます。

[Prefix]フィールド

次のいずれかになります。

• [デフォルト]：Cisco UCS Managerはプールからランダム
IDを選択します。

• [シーケンシャル]：CiscoUCSManagerはプールから最も小
さい使用可能 IDを選択します。

[割り当て順序]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create IQN Suffix Pool]ウィザードの [Add IQN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of IQN Suffixes]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

iSCSI修飾名（IQN）のこのブロックの接尾辞。

1～64文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特殊
文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハイフ
ン）。たとえば、alphadc-1を使用できます。

[Suffix]フィールド

ブロック内の最初の接尾辞番号。[From]フィールド

ブロック内の接尾辞の数。[Size]フィールド
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ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次の作業

IQNサフィックスプールをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含め
ます。

IQN プールへのブロックの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールが格納されている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 目的の IQNプールを右クリックし、[Create a Block of IQN Suffixes]を選択します。

ステップ 6 [Create a Block of IQN Suffixes]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

iSCSI修飾名（IQN）のこのブロックの接尾辞。

1～64文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特殊
文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハイフ
ン）。たとえば、alphadc-1を使用できます。

[Suffix]フィールド

ブロック内の最初の接尾辞番号。[From]フィールド

ブロック内の接尾辞の数。[Size]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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IQN プールからのブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、Cisco UCSManagerはそのブロックの中の vNICまた
は vHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。削除されたブロックのすべての割り
当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残りま
す。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールが格納されている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 IQN接尾辞のブロックを削除する IQNプールを選択します。

ステップ 6 [Work]ペインで、[IQN Blocks]タブをクリックします。

ステップ 7 削除するブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 8 [Yes]をクリックして削除を確認します。

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

IQN プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCSManagerは、でそのプールの vNICまたは vHBAに割り当てら
れたアドレスを再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次

のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [SAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [SAN]タブで、[SAN] > [Pools]を展開します。

ステップ 3 プールが格納されている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 削除するプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN ブート
LANの集中プロビジョニングサーバから 1つまたは複数のサーバをブートするブートポリシー
を設定できます。LAN（またはPXE）ブートは、そのLANサーバからサーバにOSをインストー
ルする際に頻繁に使用されます。

LANブートポリシーには、複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、ローカ
ルディスクや仮想メディアブートをセカンダリブートデバイスとして追加できます。

ブートポリシー用 LAN ブートポリシー設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプ

ロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、セカンダリブー

トデバイスとして、ローカルディスクや仮想メディアブートを追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成, （461ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [vNICs]領域を展開します。

ステップ 2 [Add LAN Boot]リンクをクリックします。

ステップ 3 [Add LAN Boot]ダイアログボックスで、LANブートに使用する vNICの名前を [vNIC]フィール
ドに入力して、[OK]をクリックします。

ステップ 4 次のどちらかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。
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•終了するには、[OK]をクリックします。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

ローカルデバイスブート
Cisco UCS Managerでは、異なるローカルデバイスから起動することができます。

Cisco UCSM3ブレード/ラックサーバで拡張ブート順序を使用する場合は、最上位と第 2レベ
ルの両方のブートデバイスを選択できます。 Cisco UCS M1およびM2ブレード/ラックサー
バで標準ブート順序を使用する場合は、最上位のデバイスのみを選択できます。

（注）

ローカルディスクブート

サーバにローカルドライブがある場合は、ブートポリシーを設定して、最上位のローカルディ

スクデバイスまたは以下の第 2レベルのデバイスからサーバを起動できます。

•ローカル LUN

• SDカード

•内蔵 USB

•外部 USB

第 2レベルのデバイスは、Cisco UCSM3ブレード/ラックサーバで拡張ブート順序を使用する
場合にのみ使用できます。 Cisco UCSM1およびM2ブレード/ラックサーバで標準ブート順序
を使用する場合は、最上位の [Add Local Disk]のみ選択できます。

（注）

仮想メディアブート

ブートポリシーを設定して、サーバからアクセスできる仮想メディアデバイスから 1つ以上の
サーバを起動できます。仮想メディアデバイスは、物理 CD/DVDディスク（読み取り専用）ま
たはフロッピーディスク（読み取り書き込み）のサーバへの挿入を疑似的に実行します。このタ

イプのサーバブートは、通常、サーバに手動でオペレーティングシステムをインストールするた

めに使用されます。
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第 2レベルのデバイスは、Cisco UCSM3ブレード/ラックサーバで拡張ブート順序を使用する
場合にのみ使用できます。 Cisco UCSM1およびM2ブレード/ラックサーバで標準ブート順序
を使用する場合は、最上位の [Add CD/DVD]または [Add Floppy]のみ選択できます。

（注）

リモート仮想ドライブのブート

ブートポリシーを設定して、サーバからアクセスできるリモート仮想ドライブから 1つ以上の
サーバを起動できます。

ブートポリシー用ローカルディスクブートポリシー設定

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプ

ロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、セカンダリブー

トデバイスとして SDカードのブートを追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成, （461ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。

ステップ 2 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• [Add Local Disk]または

◦ Add Local LUN

◦ Add SD Card

◦ Add Internal USB

◦ Add External USB

Cisco UCSM3ブレード/ラックサーバで拡張ブート順序を使用する場合は、最上位と第
2レベルの両方のブートデバイスを選択できます。 Cisco UCS M1およびM2ブレード/
ラックサーバで標準ブート順序を使用する場合は、最上位のデバイスのみを選択でき

ます。

（注）

ステップ 3 次のどちらかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

•終了するには、[OK]をクリックします。
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次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

ブートポリシー用仮想メディアブートポリシー設定

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブート

ポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービスプ

ロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。ローカルディスクブート

をセカンダリブートデバイスとして追加できます。

仮想メディアでは、USBを有効にする必要があります。 USBの機能に影響する BIOS設定を
変更した場合は、仮想メディアにも影響します。したがって、最適なパフォーマンスを実現

するためには、次の USB BIOSをデフォルト設定のままにしておくことをお勧めします。

（注）

• [Make Device Non Bootable]：[disabled]に設定します。

• [USB Idle Power Optimizing Setting]：[high-performance]に設定します。

この手順は、ブートポリシーの作成, （461ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。

ステップ 2 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• [ADD CD/DVD]または

◦ Add Local CD/DVD

◦ [Add Remote CD/DVD]

• [Add Floppy]または

◦ Add Local Floppy

◦ Add Remote Floppy

• Add Remote Virtual Drive
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Cisco UCSM3ブレード/ラックサーバで拡張ブート順序を使用する場合は、最上位と第
2レベルの両方のブートデバイスを選択できます。 Cisco UCS M1およびM2ブレード/
ラックサーバで標準ブート順序を使用する場合は、最上位のデバイスのみを選択でき

ます。

（注）

ステップ 3 次のどちらかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

•終了するには、[OK]をクリックします。

次の作業

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方に含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

vMedia ブートポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 [Boot Policies]を右クリックし、[Create Boot Policy]を選択します。

ステップ 4 [Create Boot Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。[名前]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド
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説明名前

このチェックボックスをオンにすると、ブート順序を変更した

場合にサーバがリブートされます。このオプションが選択され

ると、次のアクションが実行されます。

• CDD/HDDのデバイスが vMediaポリシーに存在し、同じ
デバイスがブートポリシーにある場合、そのデバイスに対

する vmediaポリシーを変更すると、サーバが再起動され
ます。この再起動は、マウントされた最新のイメージから

起動することが目的です。

• CDD/HDDのデバイスが vMediaポリシーに存在し、同じ
デバイスがブートポリシーにある場合、そのデバイスに対

する vmediaポリシーを変更すると、サーバが再起動され
ます。

このオプションが選ばれなければ、vMediaポリシー
を変更してもホストは再起動されません。非仮想化

アダプタのブートデバイスを追加または変更すると、

常にサーバがリブートされます。

（注）

[Reboot on Boot Order Change]
チェックボックス

有効なブートモードのタイプ。次のいずれかになります。

• [Legacy]：システムがUEFI対応でない場合に選択します。

• [Uefi]：システムが UEFI対応の場合に選択します。

UEFIブートモードを使用するには、アダプタファー
ムウェアがUEFI対応であること、ブートデバイスが
UEFI対応のオペレーティングシステムを備えている
こと、サービスプロファイルが Cisco UCSM3ブレー
ドまたはラックサーバに関連付けられていることが

必要です。

（注）

[Boot Mode]フィールド

ステップ 5 ブート順序に仮想リモート vMediaデバイスを追加するために [CIMCMounted vMedia]を展開しま
す。

ステップ 6 [Add Remote vMedia HDD or Add Remote vMedia CD/DVD]リンクをクリックします。
選択する vMediaデバイスに応じて [Add Remote vMedia]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 7 ドロップダウンリストから [CIMCMountedCD/DVD]または [CIMCMountedHDD]を追加します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
vMediaブートポリシーが [Boot Order]ペインに追加されます。
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次の作業

vMediaおよびブートポリシーをサービスプロファイルに関連付けます。

vMedia サービスプロファイルへのブートポリシーの追加
この手順では、[Create Service Profile (expert)]ウィザードの [Server Boot Order]ページで、vMedia
のブートポリシーのオプションを設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。
[Unified Computing System Manager]ペインが表示されます。

ステップ 5 [Name]フィールドに、サービスプロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。
この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で
きません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロファイ

ルテンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要がありま

す。

ステップ 6 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかの手順を実行します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから UUIDを割り当てます。

ステップ 8に進みます。

Select (pool default
used by default)

製造元によってサーバに割り当てられた UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUIDはサービスプロファイルがサーバと
関連付けられるまで割り当てられません。この時点で、UUIDは製造元に
よってサーバに割り当てられたUUID値に設定されます。サービスプロファ
イルを後で別のサーバに移動すると、UUIDは新しいサーバに一致するよう
に変更されます。

ステップ 8に進みます。

手動で割り当てる UUIDを使用します。

ステップ 7に進みます。
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説明オプション

ドロップダウンリストの下部のリストから選択する UUID接尾辞プールか
ら UUIDを割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可能なUUIDの数およびUUIDの合計
数を示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。

既存のプールを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイルがア

クセスできるプールを作成する場合は、ステップ 4に進みます。それ以外
の場合はステップ 8に進みます。

Pools Pool_Name

ステップ 7 （任意） オプションを選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効なUUID
を入力します。

b) 選択した UUIDが使用可能であることを確認するには、[here]リンクをクリックします。

ステップ 8 （任意） このサービスプロファイルで使用する新しい UUID接尾辞プールを作成する場合は、
[Create UUID Suffix Pool]をクリックし、[Create UUID Suffix Pool]ウィザードのフィールドに値を
入力します。

詳細については、UUID接尾辞プールの作成, （344ページ）を参照してください。

ステップ 9 （任意） テキストボックスに、このサービスプロファイルの説明を入力します。

このサービスプロファイルのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペースを使用できます。`（アクセント
記号）、\（円記号）、^（カラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小な
り）、または'（一重引用符）は使用できません。

ステップ 10 [Next]をクリックします。

ステップ 11 [Create Service Profile (expert)]に移動し、[Server Boot Order]をクリックします。
[Boot Policy]ペインが表示されます。

ステップ 12 [Boot Policy]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにデフォルトのブートポリシーを割り当

てます。

ステップ 13に進みます。

Select Boot Policy to use

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできるロー

カルブートポリシーを作成できます。

Create a Specific Boot Policy
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説明オプション

サービスプロファイルに既存のブートポリシーを割り当てます。こ

のオプションを選択した場合、Cisco UCS Managerでポリシーの詳細
が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファ

イルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[CreateBootPolicy]
をクリックします。それ以外の場合は、リストでポリシーを選択し、

ステップ 13に進みます。

[Boot PoliciesPolicy_Name]

ステップ 13 すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートにアクセスできる新しいブートポリシーを作

成したら、[Boot Policy]ドロップダウンリストからそのポリシーを選択します。

ステップ 14 [Next]をクリックします。

次の作業

サービスプロファイルを Cisco UCSサーバに関連付けます。

ブートポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Boot Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 31 章

サービスプロファイル更新の遅延展開

この章の内容は、次のとおりです。

• サービスプロファイルの遅延展開, 501 ページ

• スケジュールの設定, 505 ページ

• メンテナンスポリシーの設定, 518 ページ

• 保留アクティビティの管理, 521 ページ

サービスプロファイルの遅延展開
サービスプロファイルの変更の一部、またはサービスプロファイルテンプレートの更新は、中

断をともなうことや、サーバのリブートが必要になることがあります。ただし、これらの中断を

ともなう設定変更をいつ実行するかを、遅延展開によって制御できます。たとえば、サービスプ

ロファイルの変更をすぐに展開するか、指定されたメンテナンス時間帯に展開するかを選択でき

ます。また、サービスプロファイルの展開にユーザの明示的な確認応答が必要かどうかを選択で

きます。

遅延展開は、サーバとサービスプロファイルとの関連付けによって発生するすべての設定変更に

使用できます。これらの設定変更は、サービスプロファイルへの変更、サービスプロファイル

に含まれるポリシーへの変更、更新サービスプロファイルテンプレートへの変更によってプロン

プト表示される場合があります。たとえば、サーバ BIOS、RAIDコントローラ、ホスト HBA、
ネットワークアダプタなどのホストファームウェアパッケージや管理ファームウェアパッケー

ジによって、ファームウェアのアップグレードおよびアクティブ化を延期することもできます。

ただし、CiscoUCSManager、ファブリックインターコネクト、I/Oモジュールなど、ファームウェ
アパッケージを使用しないコンポーネントのファームウェアイメージの直接展開を遅延させるこ

とはできません。

遅延展開は、サーバのリブートを必要とする次のアクションに使用できません。

•サーバのサービスプロファイルの最初の関連付け
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•サービスプロファイルと別のサーバを関連付けない、サービスプロファイルのサーバから
の関連付けの最終解除

•サーバの解放

•サーバの再認識

•サーバのリセット

サービスプロファイル変更の展開を遅延させる場合、1つ以上のメンテナンスポリシーを設定
し、各サービスプロファイルにメンテナンスポリシーを設定する必要があります。展開が発生

する時間帯を指定する場合、1つ以上の繰り返しオカレンスまたはワンタイムオカレンスを持つ
スケジュールを少なくとも 1つ作成し、そのスケジュールをメンテナンスポリシーに含める必要
があります。

遅延展開スケジュール

スケジュールには、一連のオカレンスが含まれます。これらのオカレンスは、1回だけ発生させ
るか、または毎週指定した日時に繰り返し発生させることができます。オカレンスの時間長や実

行されるタスクの最大数といった、オカレンスで定義されるオプションにより、サービスプロ

ファイルの変更が展開されるかどうかが決まります。たとえば、最大時間長またはタスク数に達

したため特定のメンテナンス時間帯に変更を展開できない場合、この展開は次のメンテナンス時

間に持ち越されます。

各スケジュールは、Cisco UCSドメインが 1つまたは複数のメンテナンス時間に入っているかど
うか、定期的に確認します。入っている場合、スケジュールはメンテナンスポリシーで指定され

た制限に対し適切な展開を実行します。

スケジュールには、スケジュールに関連付けられたメンテナンス時間を決定する 1つ以上のオカ
レンスが含まれています。オカレンスは次のいずれかになります。

ワンタイムオカレンス

ワンタイムオカレンスは、単一のメンテナンス時間を定義します。これらの時間帯は、そ

の時間帯の最大時間長まで、または時間帯の中で実行可能なタスクの最大数に達するまで継

続されます。

繰り返しオカレンス

繰り返しオカレンスは、一連のメンテナンス時間を定義します。これらの時間帯は、タス

クの最大数に達するまで、またはオカレンスに指定された日の終わりに達するまで継続しま

す。

メンテナンスポリシー

メンテナンスポリシーは、サーバに関連付けられたサービスプロファイル、または 1つ以上の
サービスプロファイルに関連付けられた更新中のサービスプロファイルに対して、サーバのリ

ブートが必要になるような変更が加えられた場合のCiscoUCSManagerの対処方法を定義します。
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メンテナンスポリシーは、Cisco UCS Managerでのサービスプロファイルの変更の展開方法を指
定します。展開は、次のいずれかの方法で実行されます。

•即時

•ユーザが管理者権限で承認したときに実行する

•スケジュールで指定された時間に自動的に実行する

スケジュール済みのメンテナンスウィンドウ中に変更を展開するように設定されているメンテナ

ンスポリシーでは、ポリシーに有効なスケジュールが含まれていることが必要です。この場合、

最初に使用可能なメンテナンスウィンドウ中に変更が展開されます。

メンテナンスポリシーでは、関連付けられたサービスプロファイルに設定変更が加えられた

場合に、サーバの即時リブートは回避できますが、次のアクションの即時実行は回避されま

せん。

（注）

•関連付けられたサービスプロファイルのシステムからの削除

•サーバプロファイルのサーバからの関連付けの解除

•サービスポリシーを使用しないファームウェアアップグレードの直接インストール

•サーバのリセット

保留アクティビティ

Cisco UCSドメインで遅延展開を設定すると、Cisco UCS Managerを使用して保留中のアクティビ
ティすべてを表示することができます。ユーザの確認応答を待っているアクティビティと、スケ

ジュールされたアクティビティを表示できます。

Cisco UCSドメインドメインに保留中のアクティビティがある場合、Cisco UCSManager GUIは管
理者権限を持つユーザがログインしたときに通知します。

Cisco UCS Managerは、すべての保留アクティビティについて次のような情報を表示します。

•展開され、サーバに関連付けられているサービスプロファイルの名前

•展開の影響を受けるサーバ

•展開により発生する中断

•展開によって実行される変更
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特定の保留アクティビティをサーバに適用するメンテナンス時間帯を指定することはできませ

ん。メンテナンス時間帯は、保留アクティビティの数およびサービスプロファイルに割り当

てられているメンテナンスポリシーに応じて変化します。ただし、保留アクティビティがユー

ザの確認応答またはメンテナンス時間帯のいずれを待っているかにかかわらず、管理者権限を

持つユーザは、手動で保留アクティビティを開始して、ただちにサーバをリブートできます。

（注）

遅延展開に関するガイドラインおよび制限事項

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートへのすべての変更を元に戻すこ

とはできない

保留中の変更をキャンセルする場合、Cisco UCS Managerはサーバを再起動せずに変更のロール
バックを試みます。ただし、複雑な変更を行った場合、Cisco UCS Managerは変更のロールバッ
クのためサーバを 2回リブートしなければならない場合があります。たとえば、vNICを削除す
ると、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに含まれているメンテナンスポリシーに従っ
てサーバをリブートします。サービスプロファイルで元の vNICを復元しても、この再起動およ
び変更はキャンセルできません。代わりに、CiscoUCSManagerは 2回目の展開とサーバのリブー
トをスケジュールします。

サービスプロファイルの関連付けはメンテナンス時間の境界を超えてもよい

Cisco UCS Managerがサービスプロファイルの関連付けを開始した後、スケジューラとメンテナ
ンスポリシーは手順を制御する方法を持っていません。サービスプロファイルの関連付けが割

り当てられたメンテナンス時間に完了しない場合、プロセスが完了するまで続行されます。たと

えば、いくつかの段階の再試行やその他の問題のため、関連付けが完了しなかった場合に発生す

ることがあります。

保留中のアクティビティの順序を指定できない

スケジュールされた展開は、独立して並行実行されます。展開が発生する順序は指定できませ

ん。また、あるサービスプロファイルの変更を他のものの完了を条件として実行することもでき

ません。

保留中のアクティビティの部分的な展開を実行できない

Cisco UCS Managerは、サーバプロファイルに加えられたすべての変更をスケジュールされたメ
ンテナンス時間に適用します。サービスプロファイルに複数の変更を加えた後にそれらの変更を

別々のメンテナンス時間に振り分けることはできません。サービスプロファイルの変更を展開す

るとき、Cisco UCS Managerはデータベース内の最新の設定に一致するようにサービスプロファ
イルを更新します。
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スケジュールの設定

スケジュールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[スケジュール]をクリックし、[Create Schedule]を選択します。

ステップ 3 [Create Schedule]ウィザードの[Identify Schedule]ページで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

スケジュールの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

スケジュールの説明。スケジュールを使用すべき場所や条件に

関する情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

スケジュールのオーナー。次のいずれかになります。

• [Local]：Cisco UCSManagerがこのCisco UCSドメインで設
定されたスケジュールを所有しています。

• [Pending Global]：Cisco UCS Managerは Cisco UCS Central
にこのスケジュールを転送中です。

• [Global]：Cisco UCS Centralがリモートサーバで設定され
たスケジュールを所有しています。

[Owner]フィールド

ステップ 4 [Next]をクリックします。

ステップ 5 [One Time Occurrences]ページで、次のいずれかをクリックします。
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説明オプション

次のページに移動します。このスケジュールのワンタイムオカレンスを作

成しない場合は、このオプションを選択します。

このオプションを選択した場合は、ステップ 8に進みます。

Next

[Create a One Time Occurrence]ダイアログボックスを開き、このスケジュー
ルを実行する単一の時間を指定できます。

このオプションを選択した場合は、ステップ 6に進みます。

追加

ステップ 6 （任意） [Create a One Time Occurrence]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

このスケジュールのワンタイムオカレンスの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペース

は使用できません。また、オブジェクトが保存された後で、

この名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

オカレンスが実行される日時。

フィールドの端にある下矢印をクリックして、カレンダーか

ら日付を選択します。

[Start Time]フィールド

b) 下矢印をクリックして [Options]領域を展開します。
c) [Options]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

スケジュールされたオカレンスを実行できる最大時間長。次

のいずれかになります。

• [None]：オカレンスはすべてのタスクが完了するまで実
行されます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIに [dd:hh:mm:ss]フィー
ルドが表示され、オカレンスを実行できる最大時間長を

指定できます。 Cisco UCSは、指定された時間内に可能
な限り多くのスケジュールされたタスクを完了させま

す。

デフォルトでは、最大時間は [none]に設定されます。この設
定を変更せず、タスクの最大数を設定しない場合は、保留中

のすべてのアクティビティが完了するまでメンテナンス時間

が続きます。

[Max Duration]フィールド

このオカレンスの間に実行可能な、スケジュール設定された

タスクの最大数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、スケジュールされたタスク
が [Max Duration]フィールドで指定された最大時間を超
えない限り、それらのタスクをすべて実行します。 [Max
Duration]が [none]に設定されている場合にこのオプショ
ンを選択すると、保留中のすべてのアクティビティが完

了するまでメンテナンス時間が続きます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールド
が表示され、このオカレンス中に実行できるタスクの最

大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力します。

このスケジュールがエラー抑制タスクに関連付けら

れている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Tasks]フィー
ルド

このオカレンス中に同時実行可能なタスクの最大数。次のい

ずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、システムで処理できる、可
能な限り多くの同時タスクを実行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールド
が表示され、このオカレンス中に同時に実行できるタス

クの最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力し
ます。

このスケジュールがエラー抑制タスクに関連付けら

れている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks]フィールド
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説明名前

システムが新しいタスクを開始するまで待機する最小時間長。

この設定は、同時実行タスクの最大数が [None]以外の値に設
定されている場合にのみ有効です。次のいずれかになりま

す。

• [None]：Cisco UCSは次のタスクを可能な限り早く実行
します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIに [dd:hh:mm:ss]フィー
ルドが表示され、Cisco UCSがタスク間で待機する最小
時間長を指定できます。

このスケジュールがエラー抑制タスクに関連付けら

れている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Minimum Interval Between
Tasks]フィールド

d) [OK]をクリックします。

ステップ 7 もう 1つワンタイムオカレンスを追加するには、[Add]をクリックし、ステップ 6を繰り返しま
す。それ以外の場合は、[Next]をクリックします。

ステップ 8 （任意）このスケジュールの繰り返しオカレンスを定義する場合は、[RecurringOccurrences]ペー
ジで [Add]をクリックします。
a) [Create a Recurring Occurrence]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このスケジュールの繰り返しオカレンスの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペース

は使用できません。また、オブジェクトが保存された後で、

この名前を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

CiscoUCSがこのスケジュールのオカレンスを実行する曜日。
次のいずれかになります。

•毎日

•月曜日

•火曜日

•水曜日

•木曜日

•金曜日

•土曜日

•日曜日

•奇数日

•偶数日

[Day]フィールド

スケジュールのこのオカレンスが開始される指定した曜日の

時刻。 0～ 24の整数で指定します。0と 24は両方とも深夜
を指します。

Cisco UCSは、最長期間に到達していない場合で
も、すべての繰り返しオカレンスを開始されたその

日のうちに終了します。たとえば、開始時刻を午

後 11時に指定し、最長期間を 3時間に設定した場
合、Cisco UCSはオカレンスを 11時に開始します
が、午後 11:59に終了させます。これはわずか 59
分後になります。

（注）

午後 11:59までに繰り返しオカレンスが完了するように、開
始時刻として早めの時刻を設定してください。

[Hour]フィールド

スケジュールオカレンスを開始する時刻（分単位）。 0～ 60
の整数を指定できます。

[Minute]フィールド

b) 下矢印をクリックして [Options]領域を展開します。
c) [Options]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

このスケジュールの各オカレンスを実行できる最大時間長。

次のいずれかになります。

• [None]：オカレンスはすべてのタスクが完了するまで実
行されます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIに [dd:hh:mm:ss]フィー
ルドが表示され、オカレンスを実行できる最大時間長を

指定できます。 Cisco UCSは、指定された時間内に可能
な限り多くのスケジュールされたタスクを完了させま

す。

[Max Duration]フィールド

各オカレンス中に実行可能な、スケジュール設定されたタス

クの最大数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、スケジュールされたタスク
が [Max Duration]フィールドで指定された最大時間を超
えない限り、それらのタスクをすべて実行します。 [Max
Duration]が [none]に設定されている場合にこのオプショ
ンを選択すると、保留中のすべてのアクティビティが完

了するまでメンテナンス時間が続きます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールド
が表示され、このオカレンス中に実行できるタスクの最

大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力します。

このスケジュールがエラー抑制タスクに関連付けら

れている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Tasks]フィー
ルド

各オカレンス中に同時に実行可能なタスクの最大数。次のい

ずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、システムで処理できる、可
能な限り多くの同時タスクを実行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールド
が表示され、このオカレンス中に同時に実行できるタス

クの最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力し
ます。

このスケジュールがエラー抑制タスクに関連付けら

れている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks]フィールド
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説明名前

システムが新しいタスクを開始するまで待機する最小時間長。

この設定は、同時実行タスクの最大数が [None]以外の値に設
定されている場合にのみ有効です。次のいずれかになりま

す。

• [None]：Cisco UCSは次のタスクを可能な限り早く実行
します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIに [dd:hh:mm:ss]フィー
ルドが表示され、Cisco UCSがタスク間で待機する最小
時間長を指定できます。

このスケジュールがエラー抑制タスクに関連付けら

れている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Minimum Interval Between
Tasks]フィールド

d) [OK]をクリックします。
e) 別の繰り返しオカレンスを追加するには、[Add]をクリックし、このステップを繰り返します。

ステップ 9 [Finish]をクリックします。

スケジュールのワンタイムオカレンスの作成

デフォルトでは、タスクの最大期間と最大数は [none]に設定されています。これらのデフォ
ルトをどちらも変更しない場合、Cisco UCS Managerは、メンテナンスウィンドウが続く期間
に対する制限は課せられません。保留中のすべてのアクティビティは、スケジュールされた

メンテナンスウィンドウが開始されるとすぐに適用され、Cisco UCS Managerは、これらすべ
てのタスクが完了するまで、保留中のアクティビティによる影響を受けるサーバのリブートを

続行します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules]を展開します。

ステップ 3 オカレンスを追加するスケジュールを右クリックし、[Create a One Time Occurrence]を選択しま
す。

ステップ 4 [Create a One Time Occurrence]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

このスケジュールのワンタイムオカレンスの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

オカレンスが実行される日時。

フィールドの端にある下矢印をクリックして、カレンダーから

日付を選択します。

[Start Time]フィールド

ステップ 5 下矢印をクリックして [Options]領域を展開します。

ステップ 6 [Options]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

スケジュールされたオカレンスを実行できる最大時間長。次の

いずれかになります。

• [None]：オカレンスはすべてのタスクが完了するまで実行
されます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIに [dd:hh:mm:ss]フィール
ドが表示され、オカレンスを実行できる最大時間長を指定

できます。 Cisco UCSは、指定された時間内に可能な限り
多くのスケジュールされたタスクを完了させます。

デフォルトでは、最大時間は [none]に設定されます。この設定
を変更せず、タスクの最大数を設定しない場合は、保留中のす

べてのアクティビティが完了するまでメンテナンス時間が続き

ます。

[Max Duration]フィールド
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説明名前

このオカレンスの間に実行可能な、スケジュール設定されたタ

スクの最大数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、スケジュールされたタスクが
[Max Duration]フィールドで指定された最大時間を超えな
い限り、それらのタスクをすべて実行します。 [Max
Duration]が [none]に設定されている場合にこのオプション
を選択すると、保留中のすべてのアクティビティが完了す

るまでメンテナンス時間が続きます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールドが
表示され、このオカレンス中に実行できるタスクの最大数

を指定できます。 1～ 65535の整数を入力します。

このスケジュールがエラー抑制タスクに関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Tasks]フィール
ド

このオカレンス中に同時実行可能なタスクの最大数。次のいず

れかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、システムで処理できる、可能
な限り多くの同時タスクを実行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールドが
表示され、このオカレンス中に同時に実行できるタスクの

最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力します。

このスケジュールがエラー抑制タスクに関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks]フィールド

システムが新しいタスクを開始するまで待機する最小時間長。

この設定は、同時実行タスクの最大数が [None]以外の値に設定
されている場合にのみ有効です。次のいずれかになります。

• [None]：Cisco UCSは次のタスクを可能な限り早く実行し
ます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIに [dd:hh:mm:ss]フィール
ドが表示され、Cisco UCSがタスク間で待機する最小時間
長を指定できます。

このスケジュールがエラー抑制タスクに関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Minimum Interval Between Tasks]
フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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スケジュールの繰り返しオカレンスの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules]を展開します。

ステップ 3 オカレンスを追加するスケジュールを右クリックし、[Create a Recurring Occurrence]を選択しま
す。

ステップ 4 [Create a Recurring Occurrence]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このスケジュールの繰り返しオカレンスの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

Cisco UCSがこのスケジュールのオカレンスを実行する曜日。
次のいずれかになります。

•毎日

•月曜日

•火曜日

•水曜日

•木曜日

•金曜日

•土曜日

•日曜日

•奇数日

•偶数日

[Day]フィールド
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説明名前

スケジュールのこのオカレンスが開始される指定した曜日の時

刻。 0～ 24の整数で指定します。0と 24は両方とも深夜を指
します。

Cisco UCSは、最長期間に到達していない場合でも、
すべての繰り返しオカレンスを開始されたその日のう

ちに終了します。たとえば、開始時刻を午後 11時に
指定し、最長期間を 3時間に設定した場合、Cisco
UCSはオカレンスを11時に開始しますが、午後11:59
に終了させます。これはわずか 59分後になります。

（注）

午後 11:59までに繰り返しオカレンスが完了するように、開始
時刻として早めの時刻を設定してください。

[Hour]フィールド

スケジュールオカレンスを開始する時刻（分単位）。 0～ 60
の整数を指定できます。

[Minute]フィールド

ステップ 5 下矢印をクリックして [Options]領域を展開します。

ステップ 6 [Options]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このスケジュールの各オカレンスを実行できる最大時間長。次

のいずれかになります。

• [None]：オカレンスはすべてのタスクが完了するまで実行
されます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIに [dd:hh:mm:ss]フィール
ドが表示され、オカレンスを実行できる最大時間長を指定

できます。 Cisco UCSは、指定された時間内に可能な限り
多くのスケジュールされたタスクを完了させます。

[Max Duration]フィールド
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説明名前

各オカレンス中に実行可能な、スケジュール設定されたタスク

の最大数。次のいずれかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、スケジュールされたタスクが
[Max Duration]フィールドで指定された最大時間を超えな
い限り、それらのタスクをすべて実行します。 [Max
Duration]が [none]に設定されている場合にこのオプション
を選択すると、保留中のすべてのアクティビティが完了す

るまでメンテナンス時間が続きます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールドが
表示され、このオカレンス中に実行できるタスクの最大数

を指定できます。 1～ 65535の整数を入力します。

このスケジュールがエラー抑制タスクに関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Tasks]フィール
ド

各オカレンス中に同時に実行可能なタスクの最大数。次のいず

れかになります。

• [Unlimited]：Cisco UCSは、システムで処理できる、可能
な限り多くの同時タスクを実行します。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIにテキストフィールドが
表示され、このオカレンス中に同時に実行できるタスクの

最大数を指定できます。 1～ 65535の整数を入力します。

このスケジュールがエラー抑制タスクに関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Max Number of Concurrent
Tasks]フィールド

システムが新しいタスクを開始するまで待機する最小時間長。

この設定は、同時実行タスクの最大数が [None]以外の値に設定
されている場合にのみ有効です。次のいずれかになります。

• [None]：Cisco UCSは次のタスクを可能な限り早く実行し
ます。

• [other]：Cisco UCS Manager GUIに [dd:hh:mm:ss]フィール
ドが表示され、Cisco UCSがタスク間で待機する最小時間
長を指定できます。

このスケジュールがエラー抑制タスクに関連付けられ

ている場合、このオプションは適用されません。

（注）

[Minimum Interval Between Tasks]
フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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スケジュールからのワンタイムオカレンスの削除

これがスケジュールにおける唯一の実行である場合には、そのスケジュールは実行なしで再設定

されます。スケジュールがメンテナンスポリシーに含まれており、そのポリシーがサービスプ

ロファイルに割り当てられている場合、サービスプロファイルに関連付けられているサーバに関

連する保留中のアクティビティは展開できません。保留中のアクティビティを展開するには、1
回限りの実行か繰り返し実行をスケジュールに追加する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules] > [Schedule_Name]を展開します。
ステップ 3 [One Time Occurrences]を展開します。

ステップ 4 削除するオカレンスを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

スケジュールからの繰り返しオカレンスの削除

これがスケジュールにおける唯一の実行である場合には、そのスケジュールは実行なしで再設定

されます。スケジュールがメンテナンスポリシーに含まれており、そのポリシーがサービスプ

ロファイルに割り当てられている場合、サービスプロファイルに関連付けられているサーバに関

連する保留中のアクティビティは展開できません。保留中のアクティビティを展開するには、1
回限りの実行か繰り返し実行をスケジュールに追加する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules] > [Schedule_Name]を展開します。
ステップ 3 [Recurring Occurrences]を展開します。

ステップ 4 削除するオカレンスを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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スケジュールの削除

このスケジュールがメンテナンスポリシーに含まれている場合、ポリシーはスケジュールなしで

再設定されます。そのポリシーがサービスプロファイルに割り当てられている場合、サービス

プロファイルに関連付けられているサーバに関連する保留中のアクティビティは展開できません。

保留中のアクティビティを展開するには、スケジュールをメンテナンスポリシーに追加する必要

があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Schedules]を展開します。

ステップ 3 削除するスケジュールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

メンテナンスポリシーの設定

メンテナンスポリシーの作成

はじめる前に

このメンテナンスポリシーを自動遅延展開用に設定する予定の場合は、スケジュールを作成しま

す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Maintenance Policies]を右クリックし、[Create Maintenance Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Maintenance Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用でき
ます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された

後で、この名前を変更することはできません。

[名前]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と

条件についての情報を含めることを推奨しま

す。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文
字またはスペースを使用できます。`（アクセン
ト記号）、\（円記号）、^（カラット）、"（二
重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できませ
ん。

[説明]フィールド

サービスプロファイルをサーバに関連付けたと

きや、サーバにすでに関連付けられているサー

ビスプロファイルに変更を加えたときは、プロ

セスを完了するためにサーバをリブートする必

要があります。 [Reboot Policy]フィールドは、
このメンテナンスポリシーを含むサービスプ

ロファイルのいずれかに関連付けられたサーバ

をリブートする時期を決定します。次のいずれ

かになります。

• [Immediate]：サービスプロファイルの関
連付けが完了したときや、サービスプロ

ファイルの変更がユーザによって保存され

たときに、ただちにサーバが自動リブート

されます。

• [User Ack]：サービスプロファイルの関連
付けが完了したときや変更を加えたとき

は、サーバを手動でリブートする必要があ

ります。

• [Timer Automatic]：Cisco UCSは、
[Schedule]フィールドのスケジュールで定
義されているメンテナンス時間帯まで、す

べてのサービスプロファイルの関連付け

や変更を延期します。

[Reboot Policy]フィールド
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説明名前

[Reboot Policy]が [Timer Automatic]に設定され
ている場合は、メンテナンス操作をサーバに適

用できる時期をスケジュールで指定します。ス

ケジュールした時間に Cisco UCSよってサーバ
がリブートされ、サービスプロファイルの変更

が完了します。

[Schedule]ドロップダウンリスト

この Cisco UCSドメイン内のすべてのオブジェ
クトで使用できる新しいスケジュールを作成す

るには、このリンクをクリックします。

[Create Schedule]リンク

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

ポリシーをサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めます。

メンテナンスポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Maintenance Policies]を展開します。

ステップ 4 削除するメンテナンスポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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保留アクティビティの管理

保留アクティビティの表示

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 次のいずれかのタブをクリックします。

• [User Acknowledged Activities]：完了する前にユーザ確認が必要なタスクを表示する [Service
Profiles]タブと [Fabric Interconnects]タブが含まれています。

• [ScheduledActivities]：関連するメンテナンススケジュールに基づいて実行されるタスクを表
示します。

ステップ 3 表の行をクリックし、保留アクティビティの詳細を表示します。

[Server]列のリンクをクリックすると、Cisco UCS Managerによってサーバのプロパティが表示さ
れます。

ユーザの確認応答待ちサービスプロファイル変更の展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Managerが影響のあるサーバをリブートす
ることは禁止できません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 [PendingActivities]ダイアログボックスで、[User AcknowledgedActivities]タブをクリックしてから
[Service Profiles]タブをクリックします。

ステップ 3 即時展開する保留中の各アクティビティの [Reboot Now]列のチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager保留中のアクティビティの影響を受けるサーバがただちにリブートします。
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ユーザの確認応答待ちのすべてのサービスプロファイル変更の展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Managerが影響のあるサーバをリブートす
ることは禁止できません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 [PendingActivities]ダイアログボックスで、[User AcknowledgedActivities]タブをクリックしてから
[Service Profiles]タブをクリックします。

ステップ 3 ツールバーの [Acknowledge All]チェックボックスをオンにします。
Cisco UCSManager GUIが、テーブル内のすべての保留中のアクティビティに対して [Reboot Now]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
CiscoUCSManagerが、テーブル内にリストされている保留中のアクティビティに影響されるすべ
てのサーバをただちにリブートします。

スケジュールされたサービスプロファイル変更の即時展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Managerが影響のあるサーバをリブートす
ることは禁止できません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 [Pending Activities]ダイアログボックスの [Scheduled Activities]タブをクリックします。

ステップ 3 即時展開する保留中の各アクティビティの [Reboot Now]列のチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager保留中のアクティビティの影響を受けるサーバがただちにリブートします。
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スケジュールされたすべてのサービスプロファイル変更の即時展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Managerが影響のあるサーバをリブートす
ることは禁止できません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。

ステップ 2 [Pending Activities]ダイアログボックスの [Scheduled Activities]タブをクリックします。

ステップ 3 ツールバーの [Acknowledge All]チェックボックスをオンにします。
Cisco UCSManager GUIが、テーブル内のすべての保留中のアクティビティに対して [Reboot Now]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
CiscoUCSManagerが、テーブル内にリストされている保留中のアクティビティに影響されるすべ
てのサーバをただちにリブートします。
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第 32 章

サービスプロファイルの設定

この章の内容は、次のとおりです.

• サーバ IDを上書きするサービスプロファイル, 525 ページ

• サーバ IDを継承するサービスプロファイル, 526 ページ

• サービスプロファイルテンプレート, 527 ページ

• サービスプロファイルに関するガイドラインおよび推奨事項, 527 ページ

• サービスプロファイルの作成, 528 ページ

• サービスプロファイルテンプレートの使用, 532 ページ

• サービスプロファイルの管理, 536 ページ

• サービスプロファイルテンプレートの管理, 549 ページ

サーバ ID を上書きするサービスプロファイル
このタイプのサービスプロファイルにより、柔軟性と制御性が最大化されます。このプロファイ

ルを使用すると、アソシエーション時にサーバに設定された ID値を上書きし、CiscoUCSManager
で設定されたリソースプールとポリシーを使用して一部の管理タスクを自動化できます。

このサービスプロファイルは、あるサーバとの関連付けを解除して、別のサーバに関連付けるこ

とができます。この再アソシエーションは手動で行うこともできますし、自動サーバプールポ

リシーを通じて行うこともできます。 UUIDやMACアドレスなど、新しいサーバの工場出荷時
の設定は、サービスプロファイルでの設定で上書きされます。その結果、サーバでの変更はネッ

トワークには透過的に行われます。新しいサーバの使用を開始するために、ネットワークでコン

ポーネントやアプリケーションを再設定する必要はありません。

このプロファイルにより、次のようなリソースプールやポリシーを通じて、システムリソースを

利用し、管理できるようになります。

• MACアドレスのプール、WWNアドレス、UUIDなどの仮想 ID情報
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•イーサネットおよびファイバチャネルアダプタプロファイルポリシー

•ファームウェアパッケージポリシー

•オペレーティングシステムブート順序ポリシー

サービスプロファイルに電源管理ポリシー、サーバプール資格情報ポリシー、または特定のハー

ドウェア設定が必要な別のポリシーが含まれていない場合は、そのサービスプロファイルをCisco
UCSドメインのどのタイプのサーバにも使用できます。

これらのサービスプロファイルは、ラックマウントサーバまたはブレードサーバのどちらかに

関連付けることができます。サービスプロファイルの移行の可否は、サービスプロファイルの

移行制限を選択するかどうかによって決まります。

移行を制限しない場合は、既存のサービスプロファイルを移行する前に、Cisco UCS Manager
による新規サーバに対する互換性チェックは実行されません。両方のサーバのハードウェア

が類似していない場合、アソシエーションが失敗することがあります。

（注）

サーバ ID を継承するサービスプロファイル
このハードウェアベースのサービスプロファイルは使用も作成も簡単です。このプロファイル

は、サーバのデフォルト値を使用して、ラックマウント型サーバの管理を模倣します。これは特

定のサーバに関連付けられているため、別のサーバへの移動や移行はできません。

このサービスプロファイルを使用するために、プールや設定ポリシーを作成する必要はありませ

ん。

このサービスプロファイルは、アソシエーション時に存在する次のような ID情報および設定情
報を継承し、適用します。

• 2つの NICのMACアドレス

•統合ネットワークアダプタまたは仮想インターフェイスカードについては、2つの HBAの
WWNアドレス

• BIOSバージョン

•サーバの UUID

このプロファイルをサーバに関連付ける前に、製造元でサーバのハードウェアに設定された値

が変更された場合、このサービスプロファイルを通じて継承されたサーバの IDおよび設定情
報は、この値とは異なる可能性があります。

重要
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サービスプロファイルテンプレート
サービスプロファイルテンプレートを使用して、vNICや vHBAの個数などの同じ基本パラメー
タ、および同じプールから取得された ID情報を使ってすばやく複数のサービスプロファイルを
作成できます。

既存のサービスプロファイルに類似した値を持つ 1つのサービスプロファイルだけが必要な
場合は、Cisco UCS Manager GUIでサービスプロファイルを複製できます。

ヒント

たとえば、データベースソフトウェアをホストするサーバの設定に、類似した値を持つ数個の

サービスプロファイルが必要である場合、手動、または既存のサービスプロファイルから、サー

ビスプロファイルテンプレートを作成できます。その後、このテンプレートを使用して、サー

ビスプロファイルを作成します。

Cisco UCSは、次のタイプのサービスプロファイルテンプレートをサポートしています。

初期テンプレート

初期テンプレートから作成されたサービスプロファイルはテンプレートのプロパティをす

べて継承します。初期のサービスプロファイルテンプレートから作成されたサービスプロ

ファイルはテンプレートにバインドされます。ただし、初期のテンプレートに対して行わ

れた変更は、バインドされたサービスプロファイルに自動的に伝播されません。バインド

されたサービスプロファイルに変更を伝播したい場合は、そのサービスプロファイルをア

ンバインドしてから、再び初期テンプレートにバインドします。

アップデートテンプレート

アップデートテンプレートから作成されたサービスプロファイルはテンプレートのプロパ

ティをすべて継承し、そのテンプレートへの接続をそのまま保持します。アップデートテ

ンプレートを変更すると、このテンプレートから作成されたサービスプロファイルが自動

的にアップデートされます。

サービスプロファイルに関するガイドラインおよび推奨

事項
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含まれるポリシー（ローカ

ルディスク設定ポリシーなど）やプールに固有のガイドラインと推奨事項に加え、以下のガイド

ラインと推奨事項にも留意する必要があります。これらの事項は、サービスプロファイルとサー

バを関連付ける機能に影響します。
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ラックマウントサーバで設定できる vNIC 数の制限

CiscoUCSManagerと統合されているラックマウントサーバでは、サポート対象のアダプタ（Cisco
UCS P81E仮想インターフェイスカード（N2XX-ACPCI01）など）ごとに最大 56の vNICを設定
できます。

ラックマウントサーバの電力制限はサポート対象外

電力制限はラックサーバではサポートされません。ラックマウントサーバに関連付けられてい

るサービスプロファイルに電力制御ポリシーを含めた場合、そのポリシーは実行されません。

vNIC に関する QoS ポリシーのガイドライン

QoSポリシーのプライオリティ設定が fc（ファイバチャネルシステムクラス）ではない場合に
のみ、そのポリシーを vNICに割り当てることができます。 QoSポリシーのプライオリティに他
のシステムクラスを設定できます。

vHBA に関する QoS ポリシーのガイドライン

QoSポリシーのプライオリティ設定が fc（ファイバチャネルシステムクラス）である場合にの
み、そのポリシーを vHBAに割り当てることができます。

QoSポリシーのホスト制御設定は vNICにのみ適用されます。 vHBAには影響しません。

サービスプロファイルの作成

[Expert] ウィザードを使用したサービスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。

ステップ 5 [Identify Service Profile]パネルで、サービスプロファイルの [Name]、[UUID assignment]を指定し
て、[Next]をクリックします。
このサービスプロファイルに任意で説明を設定できます。 UUIDが使用できない場合、このパネ
ルから UUID接尾辞プールを作成することもできます。

サービスプロファイルを手早く作成する場合は、名前を指定した後で [Finish]をクリッ
クして構いません。 Cisco UCS Managerは、指定された名前とすべてのデフォルト値を
使用して新しいサービスプロファイルを作成します。

（注）
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ステップ 6 （任意）[Networking]パネルで、[Dynamic vNICConnection Policy]と [LANConnectivity]のセクショ
ンに必要な情報を指定して、[Next]をクリックします。
このパネルからダイナミック vNIC接続ポリシーおよび LAN接続ポリシーを作成できます。

ステップ 7 （任意）[Storage]パネルで、[Local Storage Policy]、[SAN Connectivity]、[WWNN]、[VSAN]など
の、SAN構成情報を指定して、[Next]をクリックします。
このパネルからローカルディスク設定ポリシーおよび SAN接続ポリシーを作成できます。

ステップ 8 （任意）[Zoning]パネルで、必要なゾーン分割情報を指定して [Next]をクリックします。
このパネルから vHBAイニシエータグループを作成できます。

ステップ 9 （任意）[vNIC/vHBAPlacement]パネルで、配置方法と PCI順序を指定して [Next]をクリックしま
す。

このパネルから配置ポリシーを作成できます。

ステップ 10 （任意）[Server Boot Order]パネルで、ドロップダウンリストから [Boot Policy]を指定して [Next]
をクリックします。

このパネルからブートポリシーを作成できます。

ステップ 11 （任意）[Maintenance Policy]パネルで、メンテナンスポリシーを指定して [Next]をクリックしま
す。

このパネルから、新しいメンテナンスポリシーを作成してメンテナンススケジュールを指定でき

ます。

ステップ 12 （任意）[Server Assignment]パネルで、ドロップダウンリストから [Server Assignment]を、また、
サーバ割り当てに適用する電源状態を指定して [Next]をクリックします。
このパネルからサーバプールまたはホストファームウェアパッケージを作成できます。

ステップ 13 （任意）[Operational Policies]パネルで、[BIOS Configuration]、[External IPMI Management
Configuration]、[Management IP Address]、[Monitoring Configuration(Thresholds)]、[Power Control
Policy Configuration]、[Scrub Policy]などのシステムの動作情報を指定して [Finish]をクリックしま
す。

アウトバンド IPv4アドレス、またはインバンドの IPv4か IPv6のアドレスをセットアッ
プするには、それぞれのタブをクリックして、必須フィールドに値を入力します。

（注）

これらの各設定に必要なポリシーが見つからない場合は、このパネルで作成できます。

サーバ ID を継承するサービスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile]を選択します。

ステップ 5 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [Naming]領域で、次のフィールドに値を入力します。
a) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

b) [Description]フィールドに、このサービスプロファイルの説明を入力します。

ステップ 6 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [vNICs]領域で、プライマリおよびセカンダリの vNIC
を選択します。

ステップ 7 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [vHBAs]領域で、プライマリおよびセカンダリの
vHBAを選択します。

ステップ 8 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [Boot Order]領域で、プライマリおよびセカンダリの
ブートデバイスを選択します。

ステップ 9 （任意） [Server Association (optional)]領域の [Select]カラムで、サーバのオプションボタンをク
リックして、このサービスとこのサーバを関連付けます。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ブレードサーバのハードウェアベースのサービスプロファイルの作

成

ハードウェアベースのサービスプロファイルを別のサーバに移動することはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 ハードウェアベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Create Service Profile in Organization]ドロップダウンリストから、サービスプロファイルを作
成する組織を選択します。

b) オプションボタンをクリックします。
c) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。
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この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

d) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vNICを作成する場合、[Create Default vNICs]
チェックボックスをオンにします。

e) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vHBAを作成する場合、[Create Default vHBAs]
チェックボックスをオンにします。

f) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerがサーバの IDおよび設定情報を継承して適用し、サービスプロファイルを作
成してからサーバに関連付けます。

ラックマウントサーバのハードウェアベースのサービスプロファイ

ルの作成

ハードウェアベースのサービスプロファイルを別のサーバに移動することはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 ハードウェアベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Create Service Profile in Organization]ドロップダウンリストから、サービスプロファイルを作
成する組織を選択します。

b) オプションボタンをクリックします。
c) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

d) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vNICを作成する場合、[Create Default vNICs]
チェックボックスをオンにします。

e) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vHBAを作成する場合、[Create Default vHBAs]
チェックボックスをオンにします。
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f) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerがサーバの IDおよび設定情報を継承して適用し、サービスプロファイルを作
成してからサーバに関連付けます。

サービスプロファイルテンプレートの使用

サービスプロファイルテンプレートの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profile Templates]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルテンプレートを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile Template]を選択します。

ステップ 5 [Identify Service Profile Template]パネルで、サービスプロファイルの [Name]、[Type]、[UUID
Assignment]を指定し、[Next]をクリックします。
このサービスプロファイルテンプレートの説明を任意に設定できます。

サービスプロファイルテンプレートを手早く作成するには、名前を指定した後で、

[Finish]をクリックして構いません。CiscoUCSManagerは、指定された名前とすべての
システムデフォルト値で新しいサービスプロファイルテンプレートを作成します。

（注）

ステップ 6 （任意）[Networking]パネルで、[Dynamic vNIC Connection Policy]と [LAN Connectivity]セクショ
ンに必要な情報を指定して、[Next]をクリックします。
このパネルからダイナミック vNIC接続ポリシーおよび LAN接続ポリシーを作成できます。

ステップ 7 （任意）[Storage]パネルで、SAN構成情報（[Local Storage Policy]、[SANConnectivity]、[WWNN]、
[vHBAs]など）を指定して、[Next]をクリックします。
このパネルからローカルディスク設定ポリシーおよび SAN接続ポリシーを作成できます。

ステップ 8 （任意）[Zoning]パネルで、必要なゾーン分割情報を指定して [Next]をクリックします。
このパネルから vHBAイニシエータグループを作成できます。

ステップ 9 （任意）[vNIC/vHBAPlacement]パネルで、配置方法と PCI順序を指定して [Next]をクリックしま
す。

このパネルから配置ポリシーを作成できます。

ステップ 10 （任意）[Server Boot Order]パネルで、ドロップダウンリストから [Boot Policy]を指定して [Next]
をクリックします。

このパネルからブートポリシーを作成できます。
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ステップ 11 （任意）[Maintenance Policy]パネルで、メンテナンスポリシーを指定して [Next]をクリックしま
す。

このパネルから、新しいメンテナンスポリシーを作成してメンテナンススケジュールを指定でき

ます。

ステップ 12 （任意）[Server Assignment]パネルで、ドロップダウンリストの [Pool Assignment]と、割り当て
に適用する電源状態からプールを指定して、[Next]をクリックします。
このパネルからサーバプールまたはホストファームウェアパッケージを作成できます。

ステップ 13 （任意）[Operational Policies]パネルで、[BIOS Configuration]、[External IPMI Management
Configuration]、[Management IP Address]、[Monitoring Configuration (Thresholds)]、[Power Control
Policy Configuration]、[Scrub Policy]などのシステムの動作情報を指定して [Finish]をクリックしま
す。

アウトバンド IPv4アドレス、またはインバンドの IPv4か IPv6のアドレスをセットアッ
プするには、それぞれのタブをクリックして、必須フィールドに値を入力します。

（注）

これらの各設定に必要なポリシーが見つからない場合は、このパネルで作成できます。

サービスプロファイルテンプレートから 1 つ以上のサービスプロファ
イルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profile Templates]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルのベースとして使用するサービスプロファイルテンプレートを含む組織

のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 プロファイルの作成元となるサービスプロファイルテンプレートを右クリックし、[CreateService
Profiles From Template]を選択します。

ステップ 5 [Create Service Profiles From Template]ダイアログボックスで、必要なフィールドに値を入力しま
す。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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ブレードサーバのテンプレートベースのサービスプロファイルの作

成

はじめる前に

Cisco UCS Managerには、適切な値の設定された正規のサービスプロファイルテンプレートが存
在する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 テンプレートベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) オプションボタンをクリックします。
b) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

c) ドロップダウンリストで、このサーバに関連付けるサービスプロファイルの作成元となるテン
プレートを選択します。

ドロップダウンリストには、選択したブレードサーバと互換性のあるサービスプロ

ファイルテンプレートだけが表示されます。

（注）

d) [OK]をクリックします。

ラックマウントサーバのテンプレートベースのサービスプロファイ

ルの作成

はじめる前に

Cisco UCS Managerには、適切な値の設定された正規のサービスプロファイルテンプレートが存
在する必要があります。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
534

サービスプロファイルの設定

ブレードサーバのテンプレートベースのサービスプロファイルの作成



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 テンプレートベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) オプションボタンをクリックします。
b) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

c) ドロップダウンリストで、このサーバに関連付けるサービスプロファイルの作成元となるテン
プレートを選択します。

d) [OK]をクリックします。

サービスプロファイルからのサービスプロファイルテンプレートの

作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 テンプレートのベースとして使用するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開しま

す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 テンプレートの作成元となるサービスプロファイルを右クリックし、[Create a Service Profile
Template]を選択します。

ステップ 5 [Create Template From Service Profile]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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サービスプロファイルの管理

サービスプロファイルのクローン化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 クローンするサービスプロファイルを右クリックし、[Create a Clone]を選択します。

ステップ 5 [Create Clone From Service Profile]ダイアログボックスで次の作業を行います。
a) 新しいプロファイルに使用する名前を [Clone Name]フィールドに入力します。
この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要があり

ます。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 6 作成したサービスプロファイルに移動し、すべてのオプションが正しいことを確認します。

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け

作成時にサービスプロファイルとブレードサーバまたはサーバプールを関連付けなかった場合、

またはサービスプロファイルを関連付けるブレードサーバまたはサーバプールを変更する場合

には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 新しいサーバまたはサーバプールに関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織のノー

ドを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 サーバに関連付けるサービスプロファイルを右クリックし、[Associate Service Profile]をします。

ステップ 5 [Associate Service Profile]ダイアログボックスで、次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

ドロップダウンリストからサーバプールを選択します。CiscoUCSManager
で、サービスプロファイルにこのプールのサーバが割り当てられます。

ステップ 7に進みます。

サーバプール

ナビゲーションツリーで適切な使用可能サーバに移動し、サービスプロ

ファイルに割り当てるサーバを選択します。

ステップ 7に進みます。

Server

サービスプロファイルに割り当てられるサーバが含まれるシャーシおよび

スロットを指定します。サーバがスロット内に存在しない場合、またはそ

れ以外の理由で使用できない場合、サービスプロファイルは、サーバが使

用できるようになったらサーバに関連付けられます。

ステップ 6に進みます。

Custom Server

ステップ 6 [Custom Server]を選択した場合は、次の手順を実行します。
a) [Chassis Id]フィールドに、選択したサーバが配置されるシャーシの番号を入力します。
b) [Server Id]フィールドで、選択したサーバが配置されているスロットの番号を入力します。

ステップ 7 サービスプロファイルがサーバに関連付けられた後にそのサービスプロファイルの移行を制限す

る場合は、[Restrict Migration] チェックボックスをオンにします。
移行を制限しない場合は、既存のサービスプロファイルを移行する前に、Cisco UCS Managerに
よる新規サーバに対する互換性チェックは実行されません。両方のサーバのハードウェアが類似

していない場合、アソシエーションが失敗することがあります。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け解除

サービスプロファイルの関連付けを解除すると、Cisco UCS Managerはサーバのオペレーティン
グシステムのシャットダウンを試みます。ある程度の時間が経過してもオペレーティングシス

テムがシャットダウンされない場合は、CiscoUCSManagerにより、サーバが強制的にシャットダ
ウンされます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サーバまたはサーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルが含まれる組織のノー

ドを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバとの関連付けを解除するサービスプロファイルを右クリックし、[DisassociateServiceProfile]
を選択します。

ステップ 5 [Disassociate Service Profile]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックしてサービスプロファイル
の関連付けを解除することを確認します。

ステップ 6 （任意）サーバのステータスおよび有限状態マシン（FSM）をモニタして、アソシエーションの
解除が完了したことを確認します。

サービスプロファイルからのインバンド設定の削除

この手順では、サービスプロファイルからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。こ
のアクションがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブの [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]を展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
サービスプロファイルのインバンド管理 IPアドレスの設定が削除されます。

サービスプロファイルの名前の変更

サービスプロファイルの名前を変更すると、次のことが起こります。

•サービスプロファイルの以前の名前を参照するイベントログと監査ログは、その名前のま
ま保持されます。

•名前変更の操作を記録する、新しい監査データが作成されます。
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•サービスプロファイルの以前の名前で生じたすべての障害データは、新しいサービスプロ
ファイル名に転送されます。

保留中の変更があるサービスプロファイルの名前は変更できません。（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 名前を変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 名前を変更するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Rename Service Profile]をクリックします。

ステップ 7 [Rename Service Profile]ダイアログボックスで、[New Name]フィールドにサービスプロファイル
の新しい名前を入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で
きません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロファイ

ルテンプレートで一意であることが必要です。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルの UUID の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 UUIDを変更したいサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバの UUIDを変更する必要のあるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change UUID]をクリックします。

ステップ 7 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかの手順を実行します。
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説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから UUIDを割り当てます。

ステップ 9に進みます。

Select (pool default
used by default)

製造元によってサーバに割り当てられた UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUIDはサービスプロファイルがサーバ
と関連付けられるまで割り当てられません。この時点で、UUIDは製造元
によってサーバに割り当てられた UUID値に設定されます。サービスプ
ロファイルを後で別のサーバに移動すると、UUIDは新しいサーバに一致
するように変更されます。

ステップ 9に進みます。

手動で割り当てる UUIDを使用します。

ステップ 8に進みます。

ドロップダウンリストの下部のリストから選択するUUID接尾辞プールか
ら UUIDを割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可能な UUIDの数および UUIDの合
計数を示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。

ステップ 9に進みます。

Pools Pool_Name

ステップ 8 （任意） オプションを選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効なUUID
を入力します。

b) 選択した UUIDが使用可能であることを確認するには、[here]リンクをクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルのブート順序の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 ブート順序を変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 ブート順序を変更するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで [Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 6 [Modify Boot Policy]をクリックして既存のブートポリシーを変更します。

ステップ 7 [Modify Boot Policy]ダイアログボックスで、[Boot Policy]ドロップダウンリストから次のいずれ
かを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにデフォルトのブートポリシーを割り当

てます。

ステップ 14に進みます。

Select Boot Policy to use

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできるロー

カルブートポリシーを作成できます。

ステップ 8に進みます。

Create a Specific Boot
Policy

サービスプロファイルに既存のブートポリシーを割り当てます。こ

のオプションを選択した場合、Cisco UCS Managerでポリシーの詳細
が表示されます。

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファ

イルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[CreateBootPolicy]
をクリックし、ステップ 2に進みます。それ以外の場合はステップ
14に進みます。

[Boot PoliciesPolicy_Name]

ステップ 8 ブートポリシーの作成を選択した場合は、[Create Boot Policy]ダイアログボックスにポリシーの
一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で
きません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前を変更することはできません。

ステップ 9 （任意） ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するすべてのサーバをリブートする

には、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスをオンにします。
Cisco UCS Manager GUIで、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスがブートポリシーに
ついて選択されており、CD-ROMまたはフロッピーがブート順の最後のデバイスの場合に、デバ
イスを取り外すか、装着すると、ブート順に直接効力がなく、サーバがリブートされません。

ステップ 10 （任意） 必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスをオンにします。

•オンにした場合、Cisco UCS Managerは設定エラーを表示し、[Boot Order]テーブルにリスト
された 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI、vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に一致
するかどうかをレポートします。

•オフにした場合、Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルから（ブートオプションに
応じて）vNIC、vHBA、iSCSI、または vNICを使用します。
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ステップ 11 ローカルディスク、仮想CD-ROM、または仮想フロッピーをブート順序に追加するには、次の手
順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。
b) 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• [Add Local Disk]または

• Add Local LUN

• Add SD Card

• Add Internal USB

• Add External USB

• [Add CD/DVD]または

• Add Local CD/DVD

• Add Local Remote CD/DVD

c) 別のブートデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了
します。

ステップ 12 LANブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。
a) 下矢印をクリックして [vNICs]領域を展開します。
b) [Add LAN Boot]リンクをクリックします。
c) [Add LAN Boot]ダイアログボックスで、LANブートに使用する vNICの名前を [vNIC]フィー
ルドに入力して、[OK]をクリックします。

d) 別のデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了します。

ステップ 13 SANブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。
a) 下矢印をクリックして [vHBAs]領域を展開します。
b) [Add SAN Boot]リンクをクリックします。
c) [Add San Boot]ダイアログボックスで、vHBAとタイプを指定して、[OK]をクリックします。
d) この vHBAがブート可能な SANイメージを参照する場合は [Add SAN Boot Target]リンクをク
リックし、[Add SAN Boot Target]ダイアログボックスで、ブートターゲット LUN、ブート
ターゲットWWPN、およびタイプを指定して、[OK]をクリックします。

e) 別のブートデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了
します。

ステップ 14 [OK]をクリックします。
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サービスプロファイル用の vNIC の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 vNICを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vNICを作成するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [vNICs]ノードを右クリックし、[Create vNICs]を選択します。

ステップ 6 [Create vNIC]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルからの vNIC の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 vNICを削除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vNICを削除するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 vNICノードを展開します。

ステップ 6 削除する vNICを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サービスプロファイル用の vHBA の作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 vHBAを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vHBAを作成するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [vHBAs]ノードを右クリックし、[Create vHBAs]を選択します。

ステップ 6 [Create vHBAs]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

vHBA に対する WWPN の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 WWPNを変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。
ステップ 5 WWPNを変更する vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Change World Wide Name]をクリックします。

ステップ 8 [Change World Wide Port Name]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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vHBA の永続的なバインディングのクリア

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 vHBAを変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。
ステップ 5 永続的なバインディングをクリアする vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Clear Persistent Binding]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルからの vHBA の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 vHBAを削除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vHBAを削除するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [vHBAs]ノードを展開します。

ステップ 6 削除する vHBAを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルへの vHBA イニシエータグループの追加

手順

ステップ 1 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 2 vHBAイニシエータグループを追加するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開しま
す。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 3 vHBAイニシエータグループを追加するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Storage] > [vHBA Initiator Groups]をクリックします。

ステップ 5 [Select vHBA Initiator Groups]テーブルテーブルの右のアイコンバーで、[+]をクリックします。

ステップ 6 [Create vHBA Initiator Group]ダイアログボックスで、名前と説明を設定するには、次のフィール
ドに入力します。

説明名前

vHBAイニシエータグループの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピ
リオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペース

は使用できません。また、オブジェクトが保存された後で、

この名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

グループの説明。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

ステップ 7 [Select vHBA Initiators][Select vHBA Initiators]テーブルテーブルで、vHBAイニシエータグループ
に含める各 vHBAの [Select]列のチェックボックスをオンにします。

ステップ 8 イニシエータグループにストレージ接続ポリシーを追加するには、次のオプションの 1つを選択
します。

• [Storage Connection Policy]ドロップダウンリストドロップダウンリストから既存のストレー
ジ接続ポリシーを選択します。ステップ 10に進みます。

• Cisco UCSドメイン内の他の vHBAのイニシエータグループで使用可能な新しいストレージ
接続ポリシーを作成する場合は、[Create StorageConnection Policy]リンクのリンクをクリック
します。詳細については、ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの作成,（338ページ）
を参照してください。ストレージ接続ポリシーを作成した後、ステップ 10に進みます。

•このvHBAのイニシエータグループにのみ利用可能なストレージ接続ポリシーを作成するに
は、[Specific Storage Connection Policy]オプションオプションを選択します。ステップ 9に進
みます。

ステップ 9 この vHBAのイニシエータグループにのみ利用可能なストレージ接続ポリシーを作成するには、
[Specific Storage Connection Policy]領域領域で、次のフィールドを入力します。
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド

次のいずれかになります。

• [None]：Cisco UCS Managerはファイバチャネルゾーン分
割を設定しません。

• [Single Initiator Single Target]：Cisco UCSManagerは、vHBA
とストレージポートの組み合わせごとに1つのゾーンを自
動作成します。各ゾーンには2つのメンバが含まれます。
ゾーンの数がサポートされる最大数を超える見込みがない

場合は、このタイプのゾーン分割を設定することをお勧め

します。

• [Single Initiator Multiple Targets]：Cisco UCS Managerは、
vHBAごとに 1つゾーンを自動作成します。ゾーンの数が
サポートされている最大値に到達またはそれを超えると予

想される場合は、このタイプのゾーン分割を設定すること

を推奨します。

[Zoning Type]フィールド

このポリシーに関連付けられたファイバチャネルターゲット

エンドポイントこのテーブルには、次のカラムとボタンがあり

ます。

• [WWPN]カラム：エンドポイントに関連付けられたワール
ドワイドポート名。

• [Path]カラム：エンドポイントへのパス。

• [VSAN]カラム：エンドポイントに関連付けられたVSAN。

• [Add]ボタン：新しい FCターゲットエンドポイントを作
成します。

• [Delete]ボタン：選択したエンドポイントを削除します。

• [Properties]ボタン：選択したエンドポイントのすべてのプ
ロパティを表示します。

[FC Target Endpoints]テーブル
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ステップ 10 [OK]をクリックします。

ステップ 11 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートへのサービスプロファイルのバ

インディング

サービスプロファイルをサービスプロファイルテンプレートにバインドすることができます。

サービスプロファイルをテンプレートにバインドした場合、Cisco UCS Managerにより、サービ
スプロファイルテンプレートで定義された値を使ってサービスプロファイルが設定されます。

既存のサービスプロファイル設定がテンプレートと一致しない場合、CiscoUCSManagerにより、
サービスプロファイルが再設定されます。バインドされたサービスプロファイルの設定は、関

連付けられたテンプレートを使用してのみ変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 バインドするサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 バインドするサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。

ステップ 7 [Bind to a Service Profile Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Service Profile Template]ドロップダウンリストから、サービスプロファイルにバインドする
テンプレートを選択します。

b) [OK]をクリックします。
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サービスプロファイルテンプレートからのサービスプロファイルの

バインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 バインドを解除するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 バインドを解除するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [Unbind from the Template]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 削除するサービスプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートの管理

サービスプロファイルテンプレートとサーバプールの関連付け

作成時にサービスプロファイルテンプレートとサーバプールを関連付けなかった場合、または

このテンプレートから作成されたサービスプロファイルに関連付けるサーバプールを変更する場

合には、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profile Templates]を展開します。

ステップ 3 サーバプールに関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバプールに関連付けるサービスプロファイルテンプレートを右クリックして、[Associatewith
Server Pool]を選択します。
[Associate with Server Pool]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Pool Assignment]ドロップダウンリストの [Server Pool]セクションから、サーバプールを選択し
ます。

[Assign Later]を選択すると、サービスプロファイルテンプレートはサーバプールに関連付けら
れません。

ステップ 6 （任意） [SelectQualification]ドロップダウンリストから、このテンプレートで作成したサービス
プロファイルに関連付けられているサーバに適用するサーバプールポリシー資格情報を選択しま

す。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

サーバプールからのサービスプロファイルテンプレートの関連付け

解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profile Templates]を展開します。

ステップ 3 サーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開しま

す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルテンプレートを右クリックし、

[Disassociate Template]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サービスプロファイルテンプレートの UUID の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profile Templates]を展開します。

ステップ 3 UUIDを変更するサービスプロファイルテンプレートを含む組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 UUID割り当てを変更するサービスプロファイルテンプレートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change UUID]をクリックします。

ステップ 7 [UUID Assignment]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから UUIDを割り当てます。Select (pool default used
by default)

製造元によってサーバに割り当てられた UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUIDはサービスプロファイルがサー
バと関連付けられるまで割り当てられません。この時点で、UUIDは製
造元によってサーバに割り当てられた UUID値に設定されます。サービ
スプロファイルを後で別のサーバに移動すると、UUIDは新しいサーバ
に一致するように変更されます。

ドロップダウンリストの下部のリストから選択する UUID接尾辞プール
から UUIDを割り当てます。

各プール名の後には、プール内で利用可能な UUIDの数および UUIDの
合計数を示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。

Pools Pool_Name

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルに割り当てられた UUID の、サービスプロファ
イルテンプレートのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられている UUIDサフィックスプール
を変更しても、CiscoUCSManagerにより、そのテンプレートにより作成されたサービスプロファ
イルに割り当てられているUUIDは変更されません。CiscoUCSManagerを使用して、新しくサー
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ビスプロファイルに割り当てられたプールから UUIDを割り当て、これを関連付けられたサーバ
に反映させるには、UUIDをリセットする必要があります。サービスプロファイルおよび関連付
けられたサーバに割り当てられている UUIDは、次の状況でのみリセットできます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されていて、
UUID接尾辞プールから割り当てられた UUIDが含まれている。

• UUID接尾辞プール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が空
でない場合です。

• UUIDの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 UUIDをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応するノードを展開
します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバの UUIDを別の UUID接尾辞プールにリセットする必要があるサービスプ
ロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [Reset UUID]をクリックします。
この処理が表示されない場合、そのサービスプロファイルの UUID設定は UUIDのリセット要件
を満たしていません。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

vNIC に割り当てられた MAC アドレスの、サービスプロファイルテン
プレートのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられているMACプールを変更しても、
Cisco UCS Managerより、そのテンプレートにより作成されたサービスプロファイルに割り当て
られているMACアドレスは変更されません。 Cisco UCS Managerを使用して、新しくサービス
プロファイルに割り当てられたプールからMACアドレスを割り当て、これを関連付けられたサー
バに反映させるには、MACアドレスをリセットする必要があります。サービスプロファイルお
よび関連付けられたサーバに割り当てられているMACアドレスは、次の状況でのみリセットで
きます。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
552

サービスプロファイルの設定

vNIC に割り当てられた MAC アドレスの、サービスプロファイルテンプレートのプールからのリセット



•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されていて、
MACプールからMACアドレスが割り当てられている。

• MACプール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が空でない
場合です。

• MACアドレスの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 MACアドレスをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応するノー
ドを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。
ステップ 5 リセットするMACアドレスに対応する vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Reset MAC Address]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

vHBA に割り当てられた WWPN の、サービスプロファイルテンプレー
トのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられているWWPNプールを変更しても、
Cisco UCS Managerにより、そのテンプレートにより作成されたサービスプロファイルに割り当
てられているWWPNは変更されません。 Cisco UCS Managerを使用して、新しくサービスプロ
ファイルに割り当てられたプールからWWPNを割り当て、これを関連付けられたサーバに反映さ
せるには、WWPNをリセットする必要があります。サービスプロファイルおよび関連付けられ
たサーバに割り当てられているWWPNは、次の状況でのみリセットできます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されていて、
WWPNプールからWWPNが割り当てられている。

• WWPNプール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が空でな
い場合です。

• WWPNの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 WWPNをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応するノードを展開
します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。
ステップ 5 リセットするWWPNに対応する vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Reset WWPN]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートからのインバンド設定の削除

この手順では、サービスプロファイルテンプレートからインバンド管理 IPアドレスの設定を削
除します。このアクションがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていませ

ん。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブの [Servers] > [Service Profile Template] > [Service_Profile_Template_Name]を展開しま
す。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
サービスプロファイルテンプレートのインバンド管理 IPアドレスの設定が削除されます。

次の作業
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第 33 章

Cisco UCS での電源管理

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCSでの電源管理 , 555 ページ

• ラックサーバの電源管理, 555 ページ

• 電源管理の注意事項, 556 ページ

• 電源ポリシーの設定, 556 ページ

• グローバル電力割り当てポリシーの設定, 557 ページ

• グローバル電力プロファイリングポリシーの設定, 558 ページ

• ポリシー方式のシャーシグループの電力制限の設定, 559 ページ

• 手動ブレードレベル電力制限の設定, 566 ページ

Cisco UCSでの電源管理
次の機能のいずれかを設定することで、Cisco UCS Managerで電源を管理できます。

• Cisco UCSドメイン内のすべてのシャーシの電源冗長性

•ポリシー方式のシャーシレベルの電力制限

•手動によるブレードレベルの電力制限

ラックサーバの電源管理
電力制限はラックサーバではサポートされません。
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電源管理の注意事項
CIMCをリセットすると、CIMCがリブートするまでの間、Cisco UCSの電力モニタリング機能が
短時間使用不能になります。通常は 20秒しかかかりませんが、その間にピーク電力制限を超え
る可能性があります。非常に低い電力制限が設定された環境で、設定された電力制限を超えない

ようにするには、CIMCのリブートまたはアクティブ化を交互に実施することを検討してくださ
い。

電源ポリシーの設定

電源ポリシー

電源ポリシーは、Cisco UCSドメイン内のすべてのシャーシに電源冗長性を指定するグローバル
ポリシーです。このポリシーは PSUポリシーとも呼ばれます。

電源の冗長性の詳細については、『『CiscoUCS 5108 Server Chassis Hardware InstallationGuide』』
を参照してください。

電源ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Power Policy]領域で、[Redundancy]フィールドの次のオプションボタンのいずれかをクリックし
ます。

• [NonRedundant]：すべての取り付け済み電源装置がオンになり、負荷が均等に分散されます。
小規模の構成（必要な電力が 2500 W未満）に限り、1つの電源装置でも電力を供給できま
す。

• [n+1]：非冗長性を満たす電源装置の合計数に、冗長性を与える追加の電源装置を1つ加えた
数です。これらすべての電源装置がオンになり、シャーシの電力負荷が均等に分担されま

す。さらに電源装置を取り付けた場合、それらは Cisco UCS Managerによって「オフ」状態
に設定されます。

• [Grid]：2つの電源がオンになります。オンにならない場合は、シャーシに N+1よりも高い
冗長性が必要です。電源の 1つに障害が発生しても（それにより、1つまたは 2つの電源装
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置への電力供給が失われる）、別の電力回路に接続されている残りの電源装置により、シャー

シへの電力供給は継続されます。

電源の冗長性の詳細については、『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware Installation Guide』を
参照してください。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

グローバル電力割り当てポリシーの設定

グローバル電力割り当てポリシー

グローバル電力割り当てポリシーは、ポリシー方式のシャーシグループ電力制限または手動によ

るブレードレベル電力制限のいずれを、シャーシ内のすべてのサーバに適用するか指定するグ

ローバルポリシーです。

デフォルトの電力割り当て方法である、ポリシー方式のシャーシグループ電力制限を使用するこ

とを推奨します。

手動によるブレードレベル電力割り当ての設定に変更を加えると、ポリシー方式のシャーシ

グループ電力割り当てで設定されたグループや設定オプションが失われます。

重要

グローバル電力割り当てポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Global Power Allocation Policy]領域で、Cisco UCSドメインで使用される電力制限管理モードを設
定するために [Cap Policy][Allocation Method]フィールドフィールドの以下のオプションボタンか
ら 1つをクリックします。

• [Manual Blade Level Cap]：電力割り当ては、すべてのシャーシの個々のブレードサーバに設
定されます。このオプションを選択した場合、電源グループは作成できません。
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• [PolicyDrivenChassisGroupCap]：電力割り当ては、関連付けられたサービスプロファイルに
含まれる電力制御ポリシーによって、シャーシレベルで設定されます。このオプションを

選択すると、CiscoUCSドメインに1つ以上のシャーシを含む電源グループを作成できます。

デフォルトでは、電力割り当ては電力制御ポリシーによって各シャーシで実行されます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

グローバル電力プロファイリングポリシーの設定

グローバル電力プロファイリングポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

電力制限管理モードを開始します。UCS-A# scope power-cap-mgmtステップ 1   

電力プロファイリングポリシーをイネー

ブル化またはディセーブル化します。

UCS-A /power-cap-mgmt # set
profile-policy {no | yes}

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /power-cap-mgmt #
commit-buffer

ステップ 3   

次の例で、グローバル電力プロファイリングポリシーをイネーブルにし、トランザクションをコ

ミットする方法を示します。
UCS-A# scope power-cap-mgmt
UCS-A /power-cap-mgmt # set profile-policy yes
UCS-A /power-cap-mgmt* # commit-buffer
UCS-A /power-cap-mgmt #
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グローバル電力プロファイルポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Global Power Profile Policy]領域で、グローバル電力プロファイルポリシーをイネーブルにする
[Profile Power]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ポリシー方式のシャーシグループの電力制限の設定

ポリシー方式のシャーシグループの電力制限

グローバル制限ポリシーでポリシー方式の電源シャーシグループ電力制限を選択すると、費用の

かかる電力障害のリスクを冒すことなく、Cisco UCSでサーバのオーバーサブスクリプションを
維持できます。これは、二重のプロセスによって実現されます。シャーシレベルでは、Cisco
UCSは使用可能な電力量を電源グループのメンバに分配します。ブレードレベルでは、シャーシ
に割り当てられた電力量が優先順位に基づいてブレードに分配されます。

サービスプロファイルの関連付けや関連付け解除が実行されるたびに、UCS Managerはシャーシ
内の各ブレードサーバへの電力割り当てを再計算します。必要に応じて、優先順位の低いサービ

スプロファイルの電力が優先順位の高いサービスプロファイルに再分配されます。

データセンターの回路ブレーカーを保護するために、UCS電源グループは 1秒未満で電力を制限
します。ブレードは、シャーシの電力配分が最適化されるまで 20秒間その上限にとどまる必要
があります。これは、必要とされる一時的なスパイクに反応することがないよう、意図的により

ゆっくりとしたタイムスケールで実行されます。

システムは、各スロットのサーバを起動するのに十分な電力をリザーブしています。これは、

スロットが空の場合でも同様です。このリザーブ電力が、より多くの電力を必要とするサー

バで使用されることはありません。電力制限に準拠しないブレードはペナルティを課される

か、シャットダウンされます。

（注）
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電源グループの設定

電源グループ

電源グループは、すべてが同じ配電ユニット（PDU）から電源を得ているシャーシのセットです。
Cisco UCS Managerでは、1つ以上のシャーシを含む電源グループを作成し、その電源グループに
ACワット単位でピーク電力制限を設定することができます。

シャーシレベルの電力制限を設定するには、以下が必要です。

• IOM、CIMC、および BIOSバージョン 1.4以上

• 2台の PSU

ピーク電力キャップは、特定の電源グループ内のすべてのブレードサーバで使用可能な最大電力

を表すスタティック値です。電源グループにブレードを追加、または電源グループからブレード

を除外し、手動でピーク電力キャップを変更しなかった場合、電源グループはピーク電力キャッ

プを調整して、その電源グループ内のすべてのブレードの基本的な電源投入要件をサポートしま

す。

最低AC 1556ワットが各シャーシに設定されます。これは、満載したシャーシに電源を供給する
ために必要な最低電力量である DC電力 1400ワットに変換されます。

シャーシが電源グループに追加されると、シャーシ内のブレードに関連付けられているすべての

サービスプロファイルもその電源グループの一部になります。同様に、シャーシに新規ブレード

を追加すると、そのブレードは、当然のこととして、シャーシの電源グループの一部になります。

電源グループの作成は、サーバプールの作成とは異なります。ただし、電源修飾子を作成し

てサーバプールポリシーに追加することで、サーバプールに同じ電源グループのメンバを組

み入れることができます。

（注）

シャーシを除外または削除すると、そのシャーシは電源グループから削除されます。

次の表は、電源バジェットの割り当て時および電源グループとの連動時に、表示される可能性の

あるエラーメッセージを示しています。

推奨処置Causeエラーメッセージ

電力制限を AC 1556ワット
（DC1400ワット）以上に増加
します。

このメッセージは、シャーシに

電力制限を割り当てる際に最小

限度を満たしていない場合に表

示されます。

Insufficient budget for
power group
POWERGROUP_NAME
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推奨処置Causeエラーメッセージ

次のいずれかを実行して、電源

バジェットを再度割り当てるこ

とができます。

•電源グループ内のシャー
シまたはブレードを削除

または解放します。

•グループの電源バジェッ
トを増加します。

•グループのブレードに関
連付けられている優先順

位を下げます。

このメッセージは、新しいブ

レードの導入時にブレードの検

出に使用可能なブート電力が不

十分な場合に表示されます。

Insufficient power
available to discover
server Chassis
ID/BladeID

電源グループの作成

はじめる前に

グローバル電力割り当てポリシーが [Global Policies]タブで [Policy Driven Chassis Group Cap]に設
定されていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Power Groups]サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create Power Group]ウィザードの最初のページで、次のフィールドに値を入力します。
a) 電源グループの一意の名前および説明を入力します。
この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前を変更することはできません。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create Power Group]ウィザードの [Add Chassis Members]ページで、次の手順を実行します。
a) [Chassis]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上のシャーシを選択します。
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b) 電源グループに含まれるすべてのシャーシを表示する [Selected Chassis]テーブルにシャーシを
追加するには、[>>]ボタンをクリックします。
電源グループから 1つ以上のシャーシを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 8 [Create Group Wizard]の [Power Group Attributes]ページで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

電源グループで使用可能な最大ピーク時電力（W）。

0～ 10000000の整数を入力します。

[Power Cap]フィールド

次のいずれかになります。

• [Chassis]：Cisco UCSは電力消費量をモニタし、電力使
用量の最大化に適合するようにブレードの割り当てを変

更します。

• [None]：ブレードの割り当ては動的に調整されません。

[Enable Dynamic Reallocation]
フィールド

b) [Finish]をクリックします。

電源グループへのシャーシの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Power Groups]タブをクリックします。

ステップ 4 シャーシを追加する電源グループを右クリックし、[Add Chassis Members]を選択します。

ステップ 5 [Add Members Chassis]ダイアログボックスで、次のようにします。
a) [Chassis]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上のシャーシを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべてのシャーシを表示する [Selected Chassis]テーブルにシャーシを
追加するには、[>>]ボタンをクリックします。
電源グループから 1つ以上のシャーシを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [OK]をクリックします。
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電源グループからのシャーシの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Power Groups]タブをクリックします。

ステップ 4 シャーシを削除する電源グループを展開します。

ステップ 5 電源グループから削除するシャーシを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

電源グループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Power Groups]タブをクリックします。

ステップ 4 削除する電源グループを右クリックして、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

電源制御ポリシーの設定

電源制御ポリシー

CiscoUCSは、電力制御ポリシーの優先順位設定をブレードのタイプおよび設定と共に使用して、
シャーシ内の各ブレードに対する初期電力割り当てを計算します。通常の動作中、シャーシ内の

アクティブなブレードは、同じシャーシ内のアイドルブレードから電力を借りることができま

す。すべてのブレードがアクティブで、電力制限に到達した場合は、優先順位が高い電力制御ポ

リシーを備えたサービスプロファイルが、優先順位の低い電力制御ポリシーを備えたサービスプ

ロファイルよりも優先されます。

優先順位は 1～ 10の段階にランク付けされており、1が最も高い優先順位、10が最も低い優先順
位を表します。デフォルトの優先順位 5です。
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ミッションクリティカルなアプリケーションには、no-capという特殊な優先順位も使用できま
す。優先順位を no-capに設定すると、Cisco UCSが特定のサーバの未使用電力を利用するのを回
避できます。この設定を行うと、サーバタイプに対して許可されている最大の電力容量がサーバ

に割り当てられます。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このサービスプロ

ファイルを有効にするには、サーバに関連付ける必要があります。

（注）

電力制御ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Power Control Policies]を右クリックし、[Create Power Control Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Power Control Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオ
ド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

[名前]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[説明]フィールド
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説明名前

電源グループ内の電源に対する要求が電源を超える場合のサー

バの処理。次のいずれかになります。

• [No Cap]：電源グループ内の他のサーバの所要電力に関係
なく、サーバはフルキャパシティで動作します。

• [cap]：サーバグループ内の他のサーバに対するサーバの相
対的なプライオリティに基づいて、最小限の電力容量が

サーバに割り当てられます。より多くの電力が使用可能に

なった場合、Cisco UCSは、電力を制限されていたサーバ
がそれまで以上の電力を使用することを許可します。電源

グループに供給される総電力量が低下した場合には、割り

当てられる電力が低下します。

[cap]を選択すると、[Priority]フィールドが Cisco UCS Manager
GUIによって表示されます。

[Power Capping]フィールド

電源の制限が有効な場合の、電源グループ内におけるサーバの

プライオリティ。

1～ 10の整数を入力します。ここで、最も高いプライオリティ
は 1です。

[Priority]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

ポリシーをサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに含めます。

電力制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Power Control Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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手動ブレードレベル電力制限の設定

手動によるブレードレベルの電力制限

手動によるブレードレベルの電力制限がグローバル制限ポリシーで設定されている場合は、Cisco
UCSドメインドメインの各ブレードサーバに対して電力制限を設定できます。

次の設定オプションを使用できます。

イネーブル

サーバが一度に消費可能な最大電力量を指定できます。この最大値には、0～ 1100 Wの任
意の量を指定できます。

ディセーブル

サーバに対して電力使用量の制限を課しません。サーバは、必要なだけ電力を使用できま

す。

サーバの電力使用量が瞬間的に上昇し、設定されている最大値以上になった場合でも、CiscoUCS
Managerによってサーバが切断またはシャットダウンされることはありません。代わりに、Cisco
UCS Managerは、サーバにとって適切な量まで電力を低減します。この削減により、サーバの速
度（CPU速度など）が低下する可能性があります。

手動によるブレードレベル電力制限は、[Equipment] > [Policies] > [Global Policies] > [Global Power
Allocation Policy]の順に設定します。電力制御ポリシーで設定された優先順位は関係ありませ
ん。

（注）

サーバのブレードレベル電力制限の設定

はじめる前に

グローバル電力割り当てポリシーが [Global Policies]タブで [Manual Blade Level Cap]に設定されて
いることを確認してください。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 電力使用量を設定するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Power Budget]領域で次の手順を実行します。
a) 見出しの右側の [Expand]アイコンをクリックしてフィールドを表示します。
b) 次のフィールドに入力します。

説明名前

このサーバが電力制限されているかどうか。次のいずれかに

なります。

• [Unbounded]：どのような場合でもサーバは電力制限され
ません。

• [Enabled]：Cisco UCS Manager GUIに [Watts]フィールド
が表示されます。

電力制限は、要求を満たす十分な電力がシャーシに

ない場合にのみ有効になります。十分な電力があ

る場合、サーバは必要なだけ電力を使用できます。

（注）

[Admin Status]フィールド

要求を満たす十分な電力がシャーシにない場合に、サーバが

使用できる最大ワット数です。

0～ 10000000の整数を入力します。

[Watts]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ブレードレベル電力制限の表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 サーバ電力使用量を表示するシャーシを選択します。

ステップ 4 次のどちらかを実行します。
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•シャーシ内のすべてのサーバの電力使用量を表示するには、[Work]ペインの [Power]タブを
クリックします。

•シャーシ内の 1台のサーバの電力使用量を表示するには、シャーシを展開して目的のサーバ
をクリックします。その後、[Work]ペインの [Power]タブをクリックします。

ステップ 5 必要に応じて [Motherboards]ノードを展開し、電力カウンタを表示します。
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第 34 章

タイムゾーンの管理

この章の内容は、次のとおりです。

• タイムゾーン, 569 ページ

• 時間帯の設定, 569 ページ

• NTPサーバの追加, 570 ページ

• NTPサーバの削除, 570 ページ

タイムゾーン
Cisco UCSでは、Cisco UCS Managerで正しい時刻を表示するために、ドメイン固有のタイムゾー
ン設定とNTPサーバが必要です。これらの両方をCisco UCSドメインに設定しないと、時間が正
確に表示されません。

時間帯の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All]を展開します。

ステップ 3 [Time Zone Management]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Time zone]ドロップダウンリストから、Cisco UCSドメインに使用するタイムゾーンを選択しま
す。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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NTP サーバの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All]を展開します。

ステップ 3 [Time Zone Management]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [NTP Servers]領域のテーブルアイコンバーにある [+]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Add NTP Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [NTP Server]フィールドに、ユーザがこの Cisco UCSドメインに使用する NTPサーバの IPv4
または IPv6のアドレス、またはホスト名を入力します。

b) [OK]をクリックします。

NTP サーバの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All]を展開します。

ステップ 3 [Time Zone Management]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [NTP Servers]領域で、削除するサーバを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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第 35 章

シャーシの管理

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco UCS Manager GUIのシャーシ管理 , 571 ページ

• シャーシの削除および解放に関するガイドライン, 571 ページ

• シャーシの確認, 572 ページ

• シャーシの稼働中止, 573 ページ

• シャーシの削除, 573 ページ

• 単一シャーシの再稼動, 573 ページ

• 複数のシャーシの再稼動, 574 ページ

• シャーシの番号付け直し, 575 ページ

• ロケータ LEDの切り替え, 576 ページ

• ヘルス LEDアラーム, 576 ページ

• シャーシの POST結果の表示, 578 ページ

Cisco UCS Manager GUIのシャーシ管理
Cisco UCSManager GUIによって Cisco UCSドメインのすべてのシャーシを管理および監視できま
す。

シャーシの削除および解放に関するガイドライン
CiscoUCSManagerを使ってシャーシを削除するか解放するかを決定する場合は、次のガイドライ
ンを考慮してください。
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シャーシの稼働中止

解放は、シャーシが物理的に存在し接続しているときに、一時的に設定から削除する場合に実行

します。解放されたシャーシは最終的に再稼働することが予測されるので、シャーシの情報部分

は、将来の使用に備え、Cisco UCS Managerによって保持されます。

シャーシの削除

削除は、システムから物理的にシャーシを削除する（取り外す）場合に実行します。シャーシの

物理的な削除が完了した後、その設定を Cisco UCS Managerから削除できます。

シャーシが物理的に存在し接続しているときは、Cisco UCS Managerから削除できません。（注）

削除したシャーシを再び設定に追加する場合は、それを再び接続して検出する必要があります。

再検出時、Cisco UCSManagerによって以前の IDとは異なる新しい IDがシャーシに割り当てられ
ます。

シャーシの確認
シャーシをファブリックインターコネクトに接続するリンクの数を増減させた場合は、次の手順

を実行します。シャーシを確認することにより、Cisco UCS Managerがリンク数の変化を認識し
ていること、および使用可能なリンクすべてでトラフィックがフローしていることを確認できま

す。

ファブリックインターコネクト上でポートを有効または無効にした後、1分以上待ってからシャー
シを再認識させます。シャーシを再認識させるのが早すぎると、シャーシからのサーバトラフィッ

クのピン接続が、有効または無効にしたポートに対する変更を使用して更新されないことがあり

ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 確認するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Acknowledge Chassis]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Managerに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
Cisco UCSManagerによって、シャーシの接続が解除され、システム内にシャーシと 1つまたは複
数のファブリックインターコネクトとの接続が再確立されます。
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シャーシの稼働中止

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 稼働を停止するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Decommission Chassis]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
稼働が停止するまでには、数分間かかります。シャーシが構成から削除されたら、Cisco UCS
Managerでシャーシが [Decommissioned]タブに追加されます。

シャーシの削除

はじめる前に

次の手順を実行する前に、シャーシを物理的に取り外します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 削除するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Remove Chassis]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Managerに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
削除が完了するまでに数分かかる場合があります。

単一シャーシの再稼動
この手順により、シャーシがコンフィギュレーションに再度追加され、このシャーシにシャーシ

ディスカバリポリシーが適用されます。この手順を実行すると、シャーシおよびシャーシ内のす

べてのサーバにアクセスできるようになります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 5 再稼動するシャーシについて、次の手順を実行します。

a) シャーシを右クリックし、[Re-commission Chassis]を選択します。
b) [Re-commission Chassis]ダイアログボックスの [Chassis ID]フィールドに、シャーシに割り当て
る IDを入力するか、矢印を使用して選択します

c) [OK]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
この手順が終了するまでに数分かかる場合があります。シャーシが再稼働すると、Cisco UCS
Managerはシャーシディスカバリポリシーを実行し、シャーシを [Navigation]ペインのリストに追
加します。

複数のシャーシの再稼動
この手順により、シャーシがコンフィギュレーションに再度追加され、このシャーシにシャーシ

ディスカバリポリシーが適用されます。この手順を実行すると、シャーシおよびシャーシ内のす

べてのサーバにアクセスできるようになります。

複数のシャーシを同時に再稼動する場合、シャーシに番号を付け直すことはできません。Cisco
UCS Managerはシャーシに前と同じ IDを割り当てます。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 5 再稼動する各シャーシの行で、[Re-commission]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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この手順が終了するまでに数分かかる場合があります。シャーシが再稼働すると、Cisco UCS
Managerはシャーシディスカバリポリシーを実行し、シャーシを [Navigation]ペインのリストに追
加します。

シャーシの番号付け直し

Cisco UCS Managerを通じたブレードサーバの番号の再設定はできません。ブレードサーバ
に割り当てられる IDは、シャーシ内のその物理スロットで決まります。ブレードサーバの番
号を再設定するには、サーバをシャーシ内の別のスロットに物理的に移動する必要がありま

す。

（注）

はじめる前に

シャーシ間で IDを交換する場合は、まず両方のシャーシを解放し、シャーシ解放 FSMが完了す
るのを待ってから、番号の再設定手順に進みます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 [Chassis]ノードに以下が含まれていないことを確認してください。

•番号を付け直すシャーシ

•使用する番号を持つシャーシ

これらのシャーシのいずれかが [Chassis]ノードにリストされている場合は、これらのシャーシを
解放します。続行前に、解放 FSMが完了し、シャーシが [Chassis]ノードにリストされなくなる
まで待機する必要があります。これには数分かかる場合があります。

ステップ 4 [Equipment]タブで [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 6 番号を付け直すシャーシについて、次の手順を実行します。

a) シャーシを右クリックし、[Re-commission Chassis]を選択します。
b) [Re-commission Chassis]ダイアログボックスの [Chassis ID]フィールドに、シャーシに割り当て
る IDを入力するか、矢印を使用して選択します

c) [OK]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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ロケータ LED の切り替え

シャーシのロケータ LED の電源投入

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 位置を特定する必要があるシャーシをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Turn on Locator LED]をクリックします。
ロケータ LEDの電源がすでにオンになっている場合、この処理は実行できません。

シャーシの LEDが点滅を開始します。

シャーシのロケータ LED の電源切断

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 ロケータ LEDの電源をオフにするシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Turn off Locator LED]をクリックします。
ロケータ LEDの電源がすでにオフになっている場合、この処理は実行できません。

シャーシの LEDの点滅が停止します。

ヘルス LED アラーム
ブレードヘルス LEDは、各Cisco UCS Bシリーズブレードサーバの前面にあります。Cisco UCS
Managerでは、センサー故障が発生すると、ブレードヘルスLEDが緑色からオレンジ色またはオ
レンジ色の点滅に変化します。
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ヘルス LEDアラームには次の情報が表示されます。

説明名前

アラームの重大度。次のいずれかになります。

• [Critical]：ブレードヘルスLEDがオレンジで点滅します。
これは赤色のドットで示されます。

• [Minor]：ブレードヘルス LEDがオレンジに点灯します。
これはオレンジ色のドットで示されます。

[Severity]カラム

アラームの簡単な説明。[Description]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの ID。[Sensor ID]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの名前。[Sensor Name]カラム

ヘルス LED アラームの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 ヘルス LEDアラームを表示するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[View Health LED Alarms]をクリックします。
[View Health LED Alarms]ダイアログボックスに、選択したサーバのヘルス LEDアラームが一覧
表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックして、[View Health LED Alarms]ダイアログボックスを閉じます。
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ヘルス LED ステータスの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定サーバのシャーシサーバモードを開

始します。

UCS-A# scope server chassis-id /
blade-id

ステップ 1   

選択したサーバのヘルスLEDおよびセン
サーアラームを表示します。

UCS-A /chassis/server # show
health-led expand

ステップ 2   

次の例では、シャーシ 1サーバ 1のヘルスLEDステータスとセンサーアラームを表示する方法を
示します。

UCS-A# scope server 1/1
UCS-A /chassis/server # show health-led
Health LED:

Severity: Minor
Reason:: P0V75_STBY:Voltage Threshold Crossed;TEMP_SENS_FRONT:Temperature Threshold

Crossed;
Color: Amber
Oper State:: On

Sensor Alarm:
Severity: Minor
Sensor ID: 7
Sensor Name: P0V75_STBY
Alarm Desc: Voltage Threshold Crossed

Severity: Minor
Sensor ID: 76
Sensor Name: TEMP_SENS_FRONT
Alarm Desc: Temperature Threshold Crossed

Severity: Minor
Sensor ID: 91
Sensor Name: DDR3_P1_D2_TMP
Alarm Desc: Temperature Threshold Crossed

UCS-A /chassis/server #

シャーシの POST 結果の表示
シャーシ内のすべてのサーバおよびアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集されたす
べてのエラーを表示できます。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
578

シャーシの管理

ヘルス LED ステータスの表示



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis]を展開します。

ステップ 3 Power On Self-Test（POST）の結果を表示するシャーシを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。
[POSTResults]ダイアログボックスに、シャーシ内の各サーバとそのアダプタに対する POSTの結
果が一覧表示されます。

ステップ 6 （任意） アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。
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第 36 章

ブレードサーバの管理

この章の内容は、次のとおりです。

• ブレードサーバ管理, 582 ページ

• ブレードサーバの削除および解放に関するガイドライン, 583 ページ

• 予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項, 584 ページ

• ブレードサーバのブート, 585 ページ

• ブレードサーバのシャットダウン, 587 ページ

• ブレードサーバのリセット, 588 ページ

• ブレードサーバの再確認, 589 ページ

• シャーシからのサーバの削除, 590 ページ

• ブレードサーバからのインバンド設定の削除, 590 ページ

• ブレードサーバの解放, 591 ページ

• ブレードサーバの再稼動, 592 ページ

• シャーシ内のサーバスロットの再確認, 592 ページ

• 存在しないブレードサーバの設定データベースからの削除, 593 ページ

• ブレードサーバのロケータ LEDの切り替え, 593 ページ

• ブレードサーバの CMOSのリセット, 594 ページ

• ブレードサーバの CIMCのリセット, 594 ページ

• ブレードサーバの破損した BIOSの復旧, 595 ページ

• ブレードサーバの POST結果の表示, 596 ページ

• ブレードサーバからの NMIの発行, 596 ページ

• ヘルス LEDアラーム, 597 ページ
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• ヘルス LEDアラームの表示, 597 ページ

ブレードサーバ管理
Cisco UCS Managerを使用して Cisco UCSドメインのすべてのブレードサーバを管理および監視
できます。電源状態の変更など一部のブレードサーバ管理タスクは、サーバおよびサービスプ

ロファイルから行うことができます。

残りの管理タスクは、サーバ上でだけ実行できます。

シャーシ内のブレードサーバスロットが空の場合、そのスロットに関する情報、エラー、および

障害が Cisco UCSManagerから提供されます。サーバミスマッチエラーを解決し、そのスロット
内のブレードサーバを Cisco UCS Managerで再検出するために、スロットを再認識させることも
できます。

Cisco UCS B460 M4 ブレードサーバの管理
Cisco UCS B460 M4ブレードサーバは、Cisco UCS拡張コネクタで接続された 2台の Cisco UCS
B260最大幅ブレードサーバから構成されています。各ブレードサーバはノードと呼ばれ、マス
ターノードまたはスレーブノードになることができます。

各 Cisco UCS B460 M4ブレードサーバには 2つの異なるノードが存在するため、以下について注
意する必要があります。

•マスターノードは常に、最も大きな番号が付いたスロットのノードです。

• Cisco UCS B460ブレードサーバが Cisco UCS Managerで参照される際は、マスターのスロッ
ト番号が参照されます。

• Cisco UCS B460 M4ブレードサーバから Cisco UCS拡張コネクタを取り外すと、Cisco UCS
Manager GUIの [Physical Display]領域に、両方のマスターノードスロットと両方のスレーブ
ノードスロットに [Needs Resolution]が表示されます。

•ヘルス LEDには、マスターノードとスレーブノードの個々の状態、および両方のノードを
組み合せた状態が表示されます。複合ヘルスLEDには常に、最も状態が悪いノードのステー
タスが表示されます。ヘルス LEDアラームは個別に表示されます。

• Cisco UCS Manager GUIでは、マスターまたはスレーブノードのロケータ LEDのオン/オフ
を切り替えることができます。 Cisco UCS Manager CLIでは、ロケータ LEDのオン/オフを
個々に切り替えるか、両方のロケータLEDのオン/オフを同時に切り替えることができます。

• Cisco UCS B460M4ブレードサーバに対する電力制限はサーバレベルで適用され、各ノード
は合計値の 2分の 1に制限されます。

•ファームウェアを更新すると、マスターとスレーブノードの両方が同時に更新されます。
個々のノードのファームウェアは更新できません。

•ローカルディスク構成はマスターノードでのみサポートされます。
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• CiscoUCSB460ブレードサーバは、マスターまたはスレーブノードによって生成されたSEL
ログを区別しません。ログは同じページに表示され、スロット番号で区別されます。

• Cisco UCS Manager GUIでは、[Storage]タブの [Local Disk Configuration Policy]と [Actual Disk
Configurations]領域に、Cisco UCS B460ブレードサーバのマスターノードのデータだけが表
示されます。スレーブノード用のフィールドは表示されません。

Cisco UCS B460 M4 ブレードサーバへのアップグレード
Cisco UCS B260 M4ブレードサーバがある場合、アップグレードキットを購入して Cisco UCS
B460 M4ブレードサーバにすることができます。詳細については、該当の『Cisco UCS Hardware
Installation Guide』を参照してください。

はじめる前に

2台の Cisco UCS B260 M4ブレードサーバと Cisco UCSスケーラビリティコネクタが必要です。

手順

ステップ 1 既存の Cisco UCS B260M4ブレードサーバがサービスプロファイルに関連付けられていないこと
を確認します。

ステップ 2 1台目のブレードサーバの上か下のシャーシに 2台目の Cisco UCS B260 M4ブレードサーバを挿
入します。

2台目のブレードサーバにCiscoUCSスケーラビリティターミネータが付いていない場
合は、1台目のブレードサーバのターミネータを使用します。

（注）

ステップ 3 両方の Cisco UCS B260 M4ブレードサーバを停止させます。

ステップ 4 ファームウェアを同期させます。

自動的に新しいサーバを更新するには、UCSCisco UCS Managerの [Firmware Auto Sync Server]ポ
リシーを使用します。詳細については、適切な『Cisco UCS B-Series Firmware Management Guide
（Cisco UCS Bシリーズのファームウェアの管理ガイド）』を参照してください。

ステップ 5 Cisco UCSスケーラビリティコネクタを Cisco UCSスケーラビリティターミネータで置き換えま
す。

スロットのプレゼンスはミスマッチに変わりますが、検出はトリガーされません。

ステップ 6 新しい Cisco UCS B460 M4ブレードサーバを再認識します。

ブレードサーバの削除および解放に関するガイドライン
Cisco UCS Managerを使ってブレードサーバを削除するか解放するかを決定する場合は、次のガ
イドラインを考慮してください。
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ブレードサーバの解放

解放は、ブレードサーバが物理的に存在し接続しているときに、一時的に設定から削除する場合

に実行します。解放されたブレードサーバは最終的に再稼働することが予測されるので、サーバ

の情報部分は、将来の使用に備え、Cisco UCS Managerによって保持されます。

ブレードサーバの削除

削除は、ブレードサーバをシャーシから接続解除して、サーバから物理的に削除する（取り外

す）場合に実行します。ブレードサーバが物理的に存在し、シャーシに接続しているときは、

Cisco UCS Managerから削除できません。ブレードサーバの物理的な削除が完了した後、その設
定を Cisco UCS Managerから削除できます。

削除時、そのブレードサーバへのアクティブリンクは無効化され、すべてのエントリがデータ

ベースから削除されます。サーバは検出時に割り当てられたすべてのサーバプールから自動的に

削除されます。

自動的に削除されるのは、検出時に自動的にサーバプールに追加されたサーバだけです。サー

バプールに手動で追加したサーバは手動で削除する必要があります。

（注）

削除したブレードサーバを再び設定に追加する場合は、それを再び接続して検出する必要があり

ます。 Cisco UCS Managerに再導入したサーバは、新しいサーバとして処理され、詳細な検出プ
ロセスが実施されます。このため、Cisco UCS Managerによって以前とは異なる新しい IDがサー
バに割り当てられることがあります。

予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項
サーバがサービスプロファイルに関連付けられていない場合は、サーバの物理的な [Power]また
は [Reset]ボタンなど、サーバの電源状態を変更するために使用可能な手段をすべて使用できま
す。

サーバがサービスプロファイルに関連付けられているか、サービスプロファイルに割り当てられ

ている場合は、サーバの電源状態の変更は次の方法でのみ行う必要があります。

• Cisco UCS Manager GUIで、サーバに関連付けられたサーバまたはサービスプロファイルの
[General]タブに移動し、[Actions]領域で [Boot Server]または [Shutdown Server]を選択しま
す。

• Cisco UCS Manager CLIで、サーバ、またはサーバに関連付けられたサービスプロファイル
に対して power upまたは power downコマンドを使用します。
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電源がオフになっている関連サーバには、次のオプションのいずれも使用しないでください。重要

• GUIの [Reset]

• CLIの cycle cycle-immediateまたは reset hard-reset-immediate

•サーバの物理的な [Power]または [Reset]ボタン

現在電源がオフになっているサーバに対して、リセットまたはサイクルを実施するか、サーバの

物理的な [Power]ボタンを使用すると、サーバの実際の電力状態がサービスプロファイルで必要
とされる電源状態の設定と同期しなくなる可能性があります。サーバと Cisco UCS Manager間の
通信が中断した場合や、サービスプロファイルの設定が変更されると、CiscoUCSManagerによっ
て、必要とされる電源状態がサービスプロファイルからサーバに適用される場合があり、この結

果予期しない電源変更が発生する可能性があります。

電源の同期に関する問題は、次に示すように予期しないサーバの再起動につながる可能性があり

ます。

通信が中断された後のサーバの

電源状態

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要

とされる電源状態

電源オンPowered OffUp

電源オン

実行中のサーバは、

サービスプロファイ

ルに必要とされる電

源状態に関係なく

シャットダウンされ

ません。

（注）

電源オンDown

ブレードサーバのブート

ブレードサーバのブート

[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャットダ
ウンする必要があります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表示さ
れます。

サービスプロファイルからのサーバのブート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。
サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは [up]
ステータスが表示されます。

ブレードサーバのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを
表示できます。

ヒント
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order Details]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[Configured Boot Order]タブをクリック
します。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[Actual Boot
Order]タブをクリックします。

[Actual Boot Order]では、[Internal EFI Shell]は常にブート順リストの最下部に表示され
ます。

（注）

ブレードサーバのシャットダウン

ブレードサーバのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オフ
状態が表示されます。
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サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをシャットダウンする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドにダウンス
テータスまたは電源オフ状態が表示されます。

ブレードサーバのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信されま
す。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。オ

ペレーティングシステムでグレースフルシャットダウンがサポートされていない場合、サーバ電

源の再投入が行われます。 Cisco UCS Managerに、サーバをリセットする前にすべての管理操作
を完了させるオプションでは、これらの操作がサーバのリセット前に完了するかどうかは保証さ

れていません。

電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset]を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを

電源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックし、[Boot Server]アクション
を選択します。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。

ステップ 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) （任意） Cisco UCS Managerに、このサーバで保留中のすべての管理操作を完了させる場合
は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。

リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]タ
ブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。

ブレードサーバの再確認
CiscoUCSManagerにサーバ、およびそのサーバのすべてのエンドポイントを再検出させる必要が
ある場合は、次の手順を実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していな

かった状態から抜け出せなくなっている場合に、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Re-acknowledge]をクリックしてから [OK]をクリックしま
す。

Cisco UCS Managerはサーバの接続を解除し、その後、サーバとシステム内の 1つまたは複数の
ファブリックインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合が

あります。サーバが確認されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに OKステータス
が表示されます。
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シャーシからのサーバの削除

はじめる前に

次の手順を実行する前に、サーバをシャーシから物理的に取り外します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 シャーシから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Decommission]をクリックし、[OK]をクリックします。
サーバが Cisco UCSの設定から削除されます。

ステップ 7 シャーシの物理的な配置場所で、スロットからサーバハードウェアを取り外します。

サーバハードウェアの取り外し方法については、お使いのシャーシの『Cisco UCS Hardware
Installation Guide』を参照してください。

次の作業

ブレードサーバを物理的に取り付けなおす場合は、スロットを再認識して、Cisco UCS Manager
にこのサーバを再検出させる必要があります。

詳細については、シャーシ内のサーバスロットの再確認, （592ページ）を参照してください。

ブレードサーバからのインバンド設定の削除
この手順では、ブレードサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このアク
ションがグレー表示されている場合、インバンド設定は完了していません。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
590

ブレードサーバの管理

シャーシからのサーバの削除



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] > [Server Name]を展開し
ます。

ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 6 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプール
名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除した約 1分後、サーバCIMCが
自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

ブレードサーバの解放

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Decommission]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCSの設定から削除されます。

次の作業

ブレードサーバを物理的に取り付けなおす場合は、スロットを再認識して、Cisco UCS Manager
にこのサーバを再検出させる必要があります。

詳細については、シャーシ内のサーバスロットの再確認, （592ページ）を参照してください。
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ブレードサーバの再稼動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 4 再稼動する各ブレードサーバの行で、[Recommission]カラムのチェックボックスをオンにしてか
ら、[Save Changes]をクリックします。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 6 （任意） サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。

次の作業

•

シャーシ内のサーバスロットの再確認
物理ハードウェアをシャーシから取り外さずにブレードサーバを解放した場合、CiscoUCSManager
にサーバを再検出させ、再稼働させるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 スロットを再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Managerに [Resolve Slot Issue]ダイアログボックスが表示された場合は、次のいずれか
の手順を実行します。

説明オプション

このリンクをクリックし、次に確認ダイアログボックスの [Yes]をク
リックします。 Cisco UCS Managerはスロットを再確認し、スロット
内のサーバを検出します。

[Situation]領域の [here]
リンク

[General]タブに移動するには、このボタンをクリックします。 [Actions]
領域の [Reacknowledge Slot]リンクを使用すると、Cisco UCS Manager
でスロットを再確認し、スロット内のサーバを検出できます。

OK
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存在しないブレードサーバの設定データベースからの削

除
サーバを解放せずにサーバハードウェアを物理的に外した場合は、次の手順を実行します。サー

バが物理的に存在する場合はこの手順を実行できません。

サーバを物理的に削除する場合は、シャーシからのサーバの削除,（590ページ）を参照してくだ
さい。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Remove]をクリックし、[OK]をクリックします。
CiscoUCSManagerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除します。
サーバスロットは、新しいサーバハードウェアの挿入に使用できます。

ブレードサーバのロケータ LED の切り替え

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• Turn on Locator LED：選択したサーバの LEDを点灯します。

• Turn on Locator LED：選択したサーバの LEDを消灯します。
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ブレードサーバの CMOS のリセット
非常に珍しいケースですが、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要に
なることがあります。この手順は、通常のサーバメンテナンスには含まれません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CMOS]をクリックし、[OK]をクリックします。

ブレードサーバの CIMC のリセット
現在実行されているファームウェアで問題が発生した場合など、非常に珍しいケースですが、サー

バのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要になることがあります。この手順は、
通常のサーバメンテナンスには含まれません。 CIMCのリセット後、サーバは、そのサーバで実
行されているバージョンのファームウェアを使ってブートされます。

CIMCをリセットすると、CIMCがリブートするまでの間、Cisco UCSの電力モニタリング機能が
短時間使用不能になります。通常は 20秒しかかかりませんが、その間にピーク電力制限を超え
る可能性があります。非常に低い電力制限が設定された環境で、設定された電力制限を超えない

ようにするには、CIMCのリブートまたはアクティブ化を交互に実施することを検討してくださ
い。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)]をクリックし、[OK]をク
リックします。

   Cisco UCS Mini 向け Cisco UCS Manager GUI ユーザガイド、リリース 3.0
594

ブレードサーバの管理

ブレードサーバの CMOS のリセット



ブレードサーバの破損した BIOS の復旧
非常に珍しいケースですが、サーバの問題により、破損した BIOSの復旧が必要になることがあ
ります。この手順は、通常のサーバメンテナンスには含まれません。 BIOSの復旧後、サーバ
は、そのサーバで実行されているバージョンのファームウェアを使ってブートされます。 BIOS
が復旧を必要としていない場合、またはそのサーバではこのオプションが使用できない場合は、

このオプションボタンが淡色表示されることがあります。

はじめる前に

サーバ上で破損している BIOSの復旧を試行する前に、そのサーバに接続またはマップされて
いる USBストレージをすべて取り外します。外部 USBドライブが vMediaからサーバに取り
付けられた、またはマップされている場合、BIOSの回復に失敗します。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 BIOSを回復させるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Recover Corrupt BIOS]をクリックします。

このオプションが特定のサーバで使用できない場合、サーバのBIOSを更新および起
動する手順を実行してください。

（注）

b) [OK]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Recover Corrupt BIOS]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

アクティブ化するファームウェアバージョンをドロップダウ

ンリストから選択します。

[アクティブ化するバージョン]
ドロップダウンリスト

b) [OK]をクリックします。
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ブレードサーバの POST 結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示でき
ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。
[POSTResults]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表示さ
れます。

ステップ 6 （任意） アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。

ブレードサーバからの NMI の発行
システムが応答しないままになっており、CiscoUCSManagerで、CIMCからNonMaskable Interrupt
（NMI）を BIOSまたはオペレーティングシステムに発行する必要がある場合は、次の手順を実
行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティングシステム

応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 NMIを発行するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Diagnostic Interrupt]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerは BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。
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ヘルス LED アラーム
ブレードヘルス LEDは、各Cisco UCS Bシリーズブレードサーバの前面にあります。Cisco UCS
Managerでは、センサー故障が発生すると、ブレードヘルスLEDが緑色からオレンジ色またはオ
レンジ色の点滅に変化します。

ヘルス LEDアラームには次の情報が表示されます。

説明名前

アラームの重大度。次のいずれかになります。

• [Critical]：ブレードヘルスLEDがオレンジで点滅します。
これは赤色のドットで示されます。

• [Minor]：ブレードヘルス LEDがオレンジに点灯します。
これはオレンジ色のドットで示されます。

[Severity]カラム

アラームの簡単な説明。[Description]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの ID。[Sensor ID]カラム

アラームをトリガーしたセンサーの名前。[Sensor Name]カラム

ヘルス LED アラームの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 ヘルス LEDアラームを表示するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[View Health LED Alarms]をクリックします。
[View Health LED Alarms]ダイアログボックスに、選択したサーバのヘルス LEDアラームが一覧
表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックして、[View Health LED Alarms]ダイアログボックスを閉じます。
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第 37 章

ラックマウントサーバの管理

この章の内容は、次のとおりです。

• ラックマウントサーバ管理, 600 ページ

• ラックマウントサーバの削除および解放に関するガイドラインと推奨事項, 600 ページ

• 予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項, 601 ページ

• ラックマウントサーバのブート, 602 ページ

• ラックマウントサーバのシャットダウン, 604 ページ

• ラックマウントサーバのリセット, 605 ページ

• ラックマウントサーバの再確認, 606 ページ

• ラックサーバからのインバンド設定の削除, 606 ページ

• ラックマウントサーバの解放, 607 ページ

• ラックマウントサーバの再稼動, 607 ページ

• ラックマウントサーバの番号付け直し, 608 ページ

• 存在しないラックマウントサーバの設定データベースからの削除, 608 ページ

• ラックマウントサーバのロケータ LEDの切り替え, 609 ページ

• ラックマウントサーバの CMOSのリセット, 609 ページ

• ラックマウントサーバの CIMCのリセット, 610 ページ

• ラックマウントサーバの破損した BIOSの復旧, 610 ページ

• ラックマウントサーバの POST結果の表示, 611 ページ

• ラックマウントサーバからの NMIの発行, 612 ページ
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ラックマウントサーバ管理
Cisco UCS Managerを使用して、Cisco UCSドメインに統合されているすべてのラックマウント
サーバを管理およびモニタすることができます。電力制限を除くすべての管理およびモニタリン

グ機能がラックマウントサーバでサポートされます。電源状態の変更など一部のラックマウント

サーバ管理タスクは、サーバとサービスプロファイルの両方から行うことができます。残りの管

理タスクは、サーバ上でだけ実行できます。

Cisco UCS Managerは、検出した各ラックマウントサーバの情報、エラー、および障害を提供し
ます。

サポート対象の Cisco UCSラックマウントサーバを Cisco UCSManagerに統合する方法につい
ては、使用している Cisco UCS Managerのリリースに応じた Cisco UCS Cシリーズサーバのイ
ンストールガイドを参照してください。

ヒント

ラックマウントサーバの削除および解放に関するガイド

ラインと推奨事項
Cisco UCS Managerを使ってラックマウントサーバを削除するか解放するかを決定する場合は、
次のガイドラインを考慮してください。

ラックマウントサーバの解放

解放は、ラックマウントサーバが物理的に存在し接続しているときに、一時的に設定から削除す

る場合に実行します。解放されたラックマウントサーバは最終的に再稼働することが予測される

ので、サーバの情報部分は、将来の使用に備え、Cisco UCS Managerによって保持されます。

ラックマウントサーバの削除

削除は、ラックマントサーバをファブリックエクステンダから接続解除して、システムから物理

的に削除する（取り外す）場合に実行します。ラックマウントサーバが物理的に存在し、ファブ

リックエクステンダに接続しているときは、Cisco UCS Managerから削除できません。ラックマ
ウントサーバの接続を解除した後、その設定を Cisco UCS Managerから削除できます。

削除時、管理インターフェイスは接続解除され、すべてのエントリがデータベースから削除され

ます。サーバは検出時に割り当てられたすべてのサーバプールから自動的に削除されます。

自動的に削除されるのは、検出時に自動的にサーバプールに追加されたサーバだけです。サー

バプールに手動で追加したサーバは手動で削除する必要があります。

（注）
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削除したラックマウントサーバを再び設定に追加する場合は、それを再び接続して検出する必要

があります。 Cisco UCS Managerに再導入したサーバは、新しいサーバとして処理され、詳細な
検出プロセスが実施されます。このため、Cisco UCS Managerによって以前とは異なる新しい ID
がサーバに割り当てられることがあります。

予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項
サーバがサービスプロファイルに関連付けられていない場合は、サーバの物理的な [Power]また
は [Reset]ボタンなど、サーバの電源状態を変更するために使用可能な手段をすべて使用できま
す。

サーバがサービスプロファイルに関連付けられているか、サービスプロファイルに割り当てられ

ている場合は、サーバの電源状態の変更は次の方法でのみ行う必要があります。

• Cisco UCS Manager GUIで、サーバに関連付けられたサーバまたはサービスプロファイルの
[General]タブに移動し、[Actions]領域で [Boot Server]または [Shutdown Server]を選択しま
す。

• Cisco UCS Manager CLIで、サーバ、またはサーバに関連付けられたサービスプロファイル
に対して power upまたは power downコマンドを使用します。

電源がオフになっている関連サーバには、次のオプションのいずれも使用しないでください。重要

• GUIの [Reset]

• CLIの cycle cycle-immediateまたは reset hard-reset-immediate

•サーバの物理的な [Power]または [Reset]ボタン

現在電源がオフになっているサーバに対して、リセットまたはサイクルを実施するか、サーバの

物理的な [Power]ボタンを使用すると、サーバの実際の電力状態がサービスプロファイルで必要
とされる電源状態の設定と同期しなくなる可能性があります。サーバと Cisco UCS Manager間の
通信が中断した場合や、サービスプロファイルの設定が変更されると、CiscoUCSManagerによっ
て、必要とされる電源状態がサービスプロファイルからサーバに適用される場合があり、この結

果予期しない電源変更が発生する可能性があります。

電源の同期に関する問題は、次に示すように予期しないサーバの再起動につながる可能性があり

ます。

通信が中断された後のサーバの

電源状態

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要

とされる電源状態

電源オンPowered OffUp
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通信が中断された後のサーバの

電源状態

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要

とされる電源状態

電源オン

実行中のサーバは、

サービスプロファイ

ルに必要とされる電

源状態に関係なく

シャットダウンされ

ません。

（注）

電源オンDown

ラックマウントサーバのブート

ラックマウントサーバのブート

[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャットダ
ウンする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表示さ
れます。

サービスプロファイルからのサーバのブート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。
サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは [up]
ステータスが表示されます。

ラックマウントサーバのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを
表示できます。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order Details]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[Configured Boot Order]タブをクリック
します。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[Actual Boot
Order]タブをクリックします。

[Actual Boot Order]では、[Internal EFI Shell]は常にブート順リストの最下部に表示され
ます。

（注）
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ラックマウントサーバのシャットダウン

ラックマウントサーバのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オフ
状態が表示されます。

サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムによりサーバをシャッ

トダウンする場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 関連付けられたサーバをシャットダウンする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドにダウンス
テータスまたは電源オフ状態が表示されます。

ラックマウントサーバのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信されま
す。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。オ

ペレーティングシステムでグレースフルシャットダウンがサポートされていない場合、サーバ電

源の再投入が行われます。 Cisco UCS Managerに、サーバをリセットする前にすべての管理操作
を完了させるオプションでは、これらの操作がサーバのリセット前に完了するかどうかは保証さ

れていません。

電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset]を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを

電源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックし、[Boot Server]アクション
を選択します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。

ステップ 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) （任意） Cisco UCS Managerに、このサーバで保留中のすべての管理操作を完了させる場合
は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。
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リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]タ
ブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。

ラックマウントサーバの再確認
CiscoUCSManagerにサーバ、およびそのサーバのすべてのエンドポイントを再検出させる必要が
ある場合は、次の手順を実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していな

かった状態から抜け出せなくなっている場合に、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Re-acknowledge]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerはサーバの接続を解除し、その後、サーバとシステム内の 1つまたは複数の
ファブリックインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合が

あります。サーバが確認されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに OKステータス
が表示されます。

ラックサーバからのインバンド設定の削除
この手順では、ラックサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このアクショ
ンがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Name]を展開します。
ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 6 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。
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サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプール
名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除した約 1分後、サーバCIMCが
自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

ラックマウントサーバの解放

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Decommission]をクリックし、[OK]をクリックします。
サーバが Cisco UCSの設定から削除されます。

ラックマウントサーバの再稼動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで [Rack-Mounts]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 4 再稼動する各ラックマウントサーバの行で、次の手順を実行します。

a) [Recommission]カラムでチェックボックスをオンにします。
b) [Save Changes]をクリックします

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 6 （任意） サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。
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ラックマウントサーバの番号付け直し

はじめる前に

サーバ間で IDを交換する場合は、まず両方のサーバを解放し、サーバ解放 FSMが完了するのを
待ってから、番号の再設定手順に進みます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 [Servers]ノードを展開し、以下が含まれていないことを確認します。

•番号を付け直すラックマウントサーバ

•使用する番号を持つラックマウントサーバ

これらのサーバのいずれかが [Servers]ノードに表示されている場合は、それらのサーバを解放し
ます。続行前に、解放 FSMが完了し、サーバがノードにリストされなくなるまで待機する必要
があります。これには数分かかる場合があります。

ステップ 4 番号を付け直すラックマウントサーバを選択します。

ステップ 5 [Equipment]タブで [Rack-Mounts]ノードをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 7 番号を付け直す各ラックマウントサーバの行で、次の手順を実行します。

a) [ID]フィールド内でダブルクリックし、ラックマウントサーバに割り当てる新しい番号を入力
します。

b) [Recommission]カラムでチェックボックスをオンにします。
c) [Save Changes]をクリックします

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 （任意） サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。

存在しないラックマウントサーバの設定データベースか

らの削除
サーバを解放せずにサーバハードウェアを物理的に外した場合は、次の手順を実行します。サー

バが物理的に存在する場合はこの手順を実行できません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Remove]をクリックし、[OK]をクリックします。
CiscoUCSManagerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除します。
サーバスロットは、新しいサーバハードウェアの挿入に使用できます。

ラックマウントサーバのロケータ LED の切り替え

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• Turn on Locator LED

• Turn off Locator LED

ラックマウントサーバの CMOS のリセット
非常に珍しいケースですが、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要に
なることがあります。この手順は、通常のサーバメンテナンスには含まれません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CMOS]をクリックし、[OK]をクリックします。

ラックマウントサーバの CIMC のリセット
現在実行されているファームウェアで問題が発生した場合など、非常に珍しいケースですが、サー

バのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要になることがあります。この手順は、
通常のサーバメンテナンスには含まれません。 CIMCのリセット後、サーバは、そのサーバで実
行されているバージョンのファームウェアを使ってブートされます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)]をクリックし、[OK]をク
リックします。

ラックマウントサーバの破損した BIOS の復旧
非常に珍しいケースですが、サーバの問題により、破損した BIOSの復旧が必要になることがあ
ります。この手順は、通常のサーバメンテナンスには含まれません。 BIOSの復旧後、サーバ
は、そのサーバで実行されているバージョンのファームウェアを使ってブートされます。 BIOS
が復旧を必要としていない場合、またはそのサーバではこのオプションが使用できない場合は、

このオプションボタンが淡色表示されることがあります。
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はじめる前に

サーバ上で破損している BIOSの復旧を試行する前に、そのサーバに接続またはマップされて
いる USBストレージをすべて取り外します。外部 USBドライブが vMediaからサーバに取り
付けられた、またはマップされている場合、BIOSの回復に失敗します。

重要

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 BIOSを回復させるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Recover Corrupt BIOS]をクリックし、[OK]をクリックし
ます。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Recover Corrupt BIOS]ダイアログボックスで、アクティブにするバージョンを指定し、[OK]をク
リックします。

ラックマウントサーバの POST 結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示でき
ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。
[POSTResults]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表示さ
れます。

ステップ 6 （任意） アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。
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ラックマウントサーバからの NMI の発行
システムが応答しないままになっており、CiscoUCSManagerで、CIMCからNonMaskable Interrupt
（NMI）を BIOSまたはオペレーティングシステムに発行する必要がある場合は、次の手順を実
行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティングシステム

応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]を展開します。

ステップ 3 NMIを発行するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで [Diagnostic Interrupt]をクリックし、[OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerは BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。
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第 38 章

KVM コンソールの起動

この章の内容は、次のとおりです。

• KVMコンソール, 613 ページ

• サーバからの [KVM Console]KVMコンソールの起動, 619 ページ

• サービスプロファイルからの KVMコンソールの起動 , 620 ページ

• KVM Launch Managerからの KVMコンソールの起動, 621 ページ

• [Cisco UCS KVM Direct] Webページからの KVMコンソールの起動, 622 ページ

KVM コンソール
KVMコンソールは、Cisco UCS Manager GUIまたは KVMの直接接続をエミュレートする KVM
Launch Managerからアクセスできるインターフェイスです。サーバに物理的に接続する必要があ
るKVMドングルとは異なり、KVMコンソールを使用すると、ネットワーク上のリモートロケー
ションからサーバに接続できます。

KVMコンソールを使用してサーバにアクセスする場合は、サーバまたはサーバに関連付けられて
いるサービスプロファイルのいずれかにCIMC IPアドレスが設定されていることを確認する必要
があります。 KVMコンソールは、サーバまたはサービスプロファイルに割り当てられた CIMC
IPアドレスを使用して、Cisco UCSドメイン内の適切なサーバを識別し、そのサーバに接続しま
す。

CD、DVD、またはフロッピードライブを使用してサーバに直接接続する代わりに、KVMコン
ソールでは仮想メディアを使用します。仮想メディアは、仮想 CD、DVD、またはフロッピード
ライブにマップされた実際のディスクドライブまたはディスクイメージファイルです。次に示

す任意の仮想ドライブをマップできます。

•お使いのコンピュータ上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•コンピュータ上のディスクイメージファイル

•ネットワーク上の CD/DVDまたはフロッピードライブ
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•ネットワーク上のディスクイメージファイル

サーバ OS のインストールに KVM コンソールを使用する場合の推奨事項

仮想CD/DVDまたはフロッピードライブからOSをインストールするには、その仮想CD/DVDま
たはフロッピードライブがサービスプロファイルで最初のブートデバイスとして設定されてい

る必要があります。

KVMコンソールを使用した OSのインストールは、KVMドングルを使用する場合よりも時間が
かかることがあります。これは、ネットワークを介してインストールファイルをサーバにダウン

ロードする必要があるためです。ディスクドライブまたはディスクイメージファイルをネット

ワーク共有から仮想ドライブにマップする場合は、インストールにさらに時間がかかることがあ

ります。これは、インストールファイルをネットワークから KVMコンソール（お使いのコン
ピュータ）にダウンロードした後、KVMコンソールからサーバにダウンロードする必要があるか
らです。このインストール方式を使用する場合は、KVMコンソールを搭載したシステムのでき
る限り近くにインストールメディアを配置することを推奨します。

仮想 KVM コンソール
KVMコンソールはCIMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキーボード、
ビデオ、マウス（KVM）の直接接続をエミュレートします。遠隔地のサーバから接続して制御
し、この KVMセッション中にアクセスできる仮想ドライブに物理ロケーションをマッピングす
ることができます。

KVMコンソールには、Java Runtime Environment（JRE）バージョン 1.5.0以降が必要です。重要

[KVM Console]タブ

このタブは、サーバへのコマンドラインアクセスを提供します。このタブで使用可能なメニュー

オプションは以下のとおりです。

[File]メニュー

説明メニュー項目

現在の画面を JPG画像として保存できる [Save]ダイアログボッ
クスを開きます。

[Capture to File]ボタン

KVMコンソールを閉じます。[Exit]ボタン
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の [View]メニュー

説明メニュー項目

サーバの現在のビデオ出力を使用してコンソー

ル表示を更新します。

[Refresh]ボタン

サーバからのビデオ映像を表示するために必要

な最小サイズにコンソールウィンドウのサイズ

を変更します。

このオプションは、コンソールが [Windowed]
モードの場合にのみ使用できます。

[Fit]ボタン

コンソールウィンドウ内に全体が収まるように

ビデオ映像のサイズを決定します。

[Video Scaling]ボタン

画面全体になるように KVMコンソールを拡大
します。

[Full Screen]ボタン

ホストサーバのサムネイルビューを表示し、

キーボード、マウスの入力を無効にします。

[Mini Mode]ボタン

[Macros]メニュー

リモートシステムで実行するキーボードショートカットを選択します。

説明メニュー項目

Cisco IMCからダウンロードされたサーバサイドマクロがある
場合、表示します。サーバサイドマクロがダウンロードされ

ていない場合、このメニュー項目は無効になります。

[Server Macros]メニュー

マクロの定義済みのセットを表示します。[Static Macros]メニュー

作成済みのユーザ定義マクロを表示します。[User Defined Macros]メニュー

マクロの作成および管理ができる [ConfigureUserDefinedMacros]
ダイアログボックスを開きます。

システム定義されたマクロは削除できません。

[Manage]ボタン
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[Tools]メニュー

説明メニュー項目

構成設定のための、以下のタブを含む [Session Options]ダイア
ログボックスを開きます。

• [General]タブ：コンソールがWindowedモードの場合に、
すべてのキーストロークをターゲットシステムに送るかど

うか。デフォルトは noです。

• [Mouse]タブ：ターゲットシステムで使用します。以下の
項目を指定できます。

◦ [TerminationKey]：シングルカーソルモードを終了す
るために使用するキー。デフォルトは F12です。

◦ [MouseAcceleration]：USBマウスの位置決めを変更で
きます。デフォルトは [Absolute Positioning]です。

• [Security]タブ：ユーザの同意なしで受け入れるセキュアで
ない接続の種類を決定します。また、以前に受け入れた接

続をクリアできます。

• [Scaling]タブ：コンソールがWindowedモードまたは全画
面モードのときにアスペクト比メンテナンスを有効にする

かどうか。デフォルトは、[Windowed Mode]です。

• [Mini-Mode]タブ：ミニモードのときの KVM/vMediaクラ
イアントのサイズを決めます。

• [Certificate]タブ：現在のセッションで使用される証明書の
詳細を表示します。エクスポートされる証明書ファイルの

名前とパスを設定できます。

[Session Options]ボタン

一部のリモートオペレーティングシステムで検出されたマウス

の位置決めの問題を補正するシングルカーソル機能をオンにし

ます。この機能をオンにすると、マウスポインタの位置が

ビューワウィンドウ内に制限されます。

機能をオフにするには、[Session Options]ダイアログボックス
で指定された終了キーを押します。デフォルトは F12です。

[Single Cursor]ボタン
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説明メニュー項目

以下の項目を表示する [Stats]ダイアログボックスを開きます。

• KVMセッションの統計情報

•フレームレート。単位は、フレーム数/秒です。

•帯域幅。単位は、KB/秒です。

•圧縮率。単位は、使用される圧縮パーセンテージです。

•パケットレート。単位は、パケット/秒です。

vMediaがアクティヴになると、[Stats]ダイアログボックスに以
下の項目が表示されます。

• vMediaの転送速度。1秒間に転送されたデータ量です。

•ホストサーバのデバイスがマッピングされているローカル
のデバイスまたはイメージファイルの種類。

•マッピングするデバイスの経過時間。

•サーバで送受信されたバイト数。

•サーバに接続されたすべての USBデバイスをリセットす
るための [USB Reset]ボタン

[Stats]ボタン

アクティブKVMセッションを持つすべてのユーザ IDを表示す
る [Session User List]ダイアログボックスを開きます。

[Session User List]ボタン

仮想コンソールビューワで使用できるチャットインターフェイ

スを通じて、他の仮想コンソールユーザと通信します。チャッ

トはすべての Cisco UCSサーバでサポートされているわけでは
ありません。

チャットウィンドウは最小化できず、ウィンドウを

閉じるとチャット履歴は保存されません。サーバの

電源をオフにしてもチャットはできます。

（注）

[Chat]ボタン
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[Virtual Media]メニュー

説明名前

[Create Image from Folder]ダイアログボックス
が開き、ユーザがローカルフォルダにマップす

るサーバのフォルダのイメージを作成できま

す。

システムはイメージを作成すると、ユーザのシ

ステム上に IMGファイルを保存します。

[Create Image]

vMediaセッションをアクティブにし、ユーザが
ローカルコンピュータまたはネットワークか

ら、ドライブまたはイメージファイルをアタッ

チできるようにします。

セキュアでない接続を許可していな

い場合は、セッションを受け入れる

ためのプロンプトが表示されます。

セッションを拒否すると、その仮想

メディアセッションは終了します。

（注）

[Activate Virtual Devices]

ユーザがアクセスするCD/DVDを選択し、[Map
Device]ボタンをクリックしてそれをホストサー
バのデバイスにマップします。

[Read Only]チェックボックスがオン
の場合、デバイスに書き込み機能が

あってもサーバはその vMediaデバイ
スに書き込むことができません。

（注）

[Map CD/DVD]

ユーザがアクセスするリムーバブルディスクを

選択し、[Map Device]ボタンをクリックしてそ
れをホストサーバのデバイスにマップします。

[Read Only]チェックボックスがオン
の場合、デバイスに書き込み機能が

あってもサーバはその vMediaデバイ
スに書き込むことができません。

（注）

[Map Removable Disk]

ユーザがアクセスするフロッピーを選択し、

[Map Device]ボタンをクリックしてそれをホス
トサーバのデバイスにマップします。

[Read Only]チェックボックスがオン
の場合、デバイスに書き込み機能が

あってもサーバはその vMediaデバイ
スに書き込むことができません。

（注）

[Map Floppy]
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KVM ダイレクトアクセス
KVMダイレクトアクセスにより、ユーザのCisco UCSManagerドメイン内のブレードおよびラッ
クサーバを管理する管理者は、Webブラウザを使用してサーバの KVMに直接アクセスすること
ができます。この機能により、管理者に彼らが管理するサーバの KVMコンソールへのアクセス
を許可する一方で、ファブリックインターコネクトの IPアドレスへのアクセスを制限することが
できます。

アウトオブバンド IPv4管理インターフェイスアドレスのみが KVMダイレクトアクセスに対
してサポートされます。

（注）

KVMダイレクトアクセスは、ユーザが Cisco UCS Manager GUIインターフェイスまたは KVM
LaunchManagerを使用せずにサーバの管理 IPアドレスに移動できるカスタムアプリケーションも
サポートします。

KVMダイレクトアクセスは、サーバに直接割り当てられた管理 IPアドレス、またはサービスプ
ロファイルによってサーバに関連付けられた管理 IPアドレスをサーバの管理者に提供することで
サポートされます。サーバ管理者は、ブラウザに IPアドレスを入力し、CiscoUCSKVMDirectロ
グインページに移動します。ログインページで、ユーザはユーザ名とパスワードを入力し、認

証ドメインを選択します。CiscoUCSKVMDirectを起動すると、CiscoUCSManager GUIからサー
バにアクセスした場合と同様に、サーバのコンソールが表示されます。

KVMダイレクトアクセスは、認証に自己署名証明書を使用します。ユーザがサーバの管理 IPア
ドレスまたはサービスプロファイルの IPアドレスに初めてアクセスしたときに、警告ダイアログ
ボックスが表示され、ブラウザのキャッシュに証明書の例外を追加する必要があることが告げら

れます。

Cisco UCS KVMダイレクトアクセスをサポートするデフォルトの通信サービスは HTTPSです。
これは無効化できません。ユーザがアドレスの一部としてHTTPを使用してブラウザで管理 IPを
入力すると、HTTPSサービスに自動的にリダイレクトされます。

KVMダイレクトアクセスに対応するには、Cisco UCSManagerで CIMCWebサービス（通信サー
ビス）が有効になっていることを確認してください。

CIMC Webサービスは、Cisco UCS Managerではデフォルトで有効になっています。（注）

サーバからの [KVM Console]KVM コンソールの起動
サーバに割り当てられたアドレスを使用して複数のKVMコンソールセッションを開始できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]を展開します。
ステップ 3 [KVM Console]KVMコンソールからアクセスするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[KVM Console]の右側の [>>]ボタンをクリックします。
別のウィンドウで [KVMコンソール]が開き、サーバに関連付けられている使用可能なアウトオ
ブバンドアドレスおよびインバンドアドレスのリストが表示されます。

[>>]ボタンではなく [KVMConsole]をクリックすると、セッションは、最初がインバン
ド IPv6、2番目がインバンド IPv4、3番目がアウトオブバンド IPv4の優先順序でサーバ
アドレスを使用して起動します。

（注）

ステップ 6 [Select IP Address]リストからアドレスを選択します。
[(Inband)]と表示されるアドレスは、アップリンクポート経由でサーバにアクセスし、[(Outband)]
と表示されるアドレスは、管理インターフェイスのポート経由でサーバにアクセスします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
KVMコンソールは、選択したアドレスを使用して起動します。

KVMセッションを開いたときにキーボードの Caps Lockキーがオンになっており、そ
の後に Caps Lockキーをオフにすると、[KVM Console]KVMコンソールは Caps Lock
キーがオンのときのように動作する場合があります。KVMコンソールとキーボードを
同期させるには、[KVM Console]KVMコンソールにフォーカスがない状態で Caps Lock
キーを 1度押し、次に [KVMConsole]KVMコンソールにフォーカスを置いて Caps Lock
キーをもう一度押します。

ヒント

ステップ 8 同じサーバの別の KVMセッションを開始するには、ステップ 5～ 7を繰り返します。
別の KVMセッションが開始されます。設定されているアドレスの数に応じて、サーバに対して
最大 6つのセッションを開始できます。

サービスプロファイルからの KVM コンソールの起動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 KVMコンソールを起動するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 関連付けられているサーバへの KVMのアクセスが必要なサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[KVM Console]の右側の [>>]ボタンをクリックします。
別のウィンドウで [KVMコンソール]が開き、サーバに関連付けられている使用可能なアウトオ
ブバンドアドレスおよびインバンドアドレスのリストが表示されます。

[>>]ボタンではなく [KVMConsole]をクリックすると、セッションは、最初がインバン
ド IPv6、2番目がインバンド IPv4、3番目がアウトオブバンド IPv4の優先順序でサーバ
アドレスを使用して自動的に起動します。

（注）

ステップ 7 [Select IP Address]リストからアドレスを選択します。
[(Inband)]と表示されるアドレスは、アップリンクポート経由でサーバにアクセスし、[(Outband)]
と表示されるアドレスは、管理インターフェイスのポート経由でサーバにアクセスします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
KVMコンソールは、選択したアドレスを使用して起動します。

KVMセッションを開いたときにキーボードの Caps Lockキーがオンになっており、そ
の後に Caps Lockキーをオフにすると、[KVM Console]KVMコンソールは Caps Lock
キーがオンのときのように動作する場合があります。KVMコンソールとキーボードを
同期させるには、[KVM Console]KVMコンソールにフォーカスがない状態で Caps Lock
キーを 1度押し、次に [KVMConsole]KVMコンソールにフォーカスを置いて Caps Lock
キーをもう一度押します。

ヒント

ステップ 9 同じサーバの別のセッションを開始するには、ステップ 6～ 8を繰り返します。
別の KVMセッションが開始されます。設定されているアドレスの数に応じて、サーバに対して
最大 6つのセッションを開始できます。

KVM Launch Manager からの KVM コンソールの起動
KVM Launch Managerでは、Cisco UCS Managerにログインせずに KVMコンソールからサーバに
アクセスできます。

はじめる前に

KVMLaunchManagerからサーバのKVMコンソールにアクセスするには、次の情報が必要です。

• Cisco UCSのユーザ名およびパスワード。

•アクセスする KVMのサーバに関連付けられたサーバプロファイル名。

手順

ステップ 1 Webブラウザで、Cisco UCS Manager GUIのWebリンクを入力または選択します。

例：
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HTTPアクセスのデフォルトのWebリンクは、IPv4アドレスの場合はhttp://UCSManager_IP、
IPv6アドレスの場合は http://UCSManager_IP6です。 HTTPSアクセスのデフォルトのWeb
リンクは、IPv4アドレスの場合は https://UCSManager_IP、IPv6アドレスの場合は
https://UCSManager_IP6です。スタンドアロン設定では、UCSManager_IPまたは
UCSManager_IP6はそれぞれ、ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレスま
たは IPv6アドレスです。クラスタ設定では、UCSManager_IPまたは UCSManager_IP6はそれ
ぞれ、Cisco UCS Managerに割り当てられた IPv4アドレスまたは IPv6アドレスです。

ステップ 2 Cisco UCS Managerの起動ページの [Launch KVMManager]をクリックします。

ステップ 3 [Security Alert]ダイアログボックスが表示された場合は、[Yes]をクリックしてセキュリティ証明
書を受け入れ、続行します。

ステップ 4 [UCS - KVM Launch Manager Login]ページで、次の手順を実行します。
a) Cisco UCSのユーザ名およびパスワードを入力します。
b) （任意） Cisco UCS実装に複数のドメインが含まれている場合は、[Domain]ドロップダウン
リストから適切なドメインを選択します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 5 KVM Launch Managerの [Service Profiles]テーブルで、次の手順を実行します。
a) サービスプロファイルと、KVMアクセスが必要な関連するサーバを含む行を探します。
b) そのサーバの [Launch KVM]列の [Launch]をクリックします。
別ウィンドウに KVMコンソールが表示されます。

KVMセッションを開いたときにキーボードの Caps Lockキーがオンになっており、
その後に Caps Lockキーをオフにすると、[KVM Console]KVMコンソールは Caps
Lockキーがオンのときのように動作する場合があります。 KVMコンソールとキー
ボードを同期させるには、[KVM Console]KVMコンソールにフォーカスがない状態
で Caps Lockキーを 1度押し、次に [KVM Console]KVMコンソールにフォーカスを
置いて Caps Lockキーをもう一度押します。

ヒント

[Cisco UCS KVM Direct] Web ページからの KVM コンソール
の起動

Cisco UCS KVMDirect]のログインページでは、Cisco UCS ManagerにログインせずにWebブラウ
ザから直接サーバにアクセスできます。

はじめる前に

Cisco UCS KVMDirect]のログインページを使用してサーバのKVMコンソールにアクセスするに
は、次の情報が必要です。

• Cisco UCSのユーザ名とパスワード。

•アクセスするサーバのサーバ CIMCまたはサービスプロファイル IPv4管理アドレス。
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手順

ステップ 1 Webブラウザで、アクセスするサーバの管理 IPアドレスのWebリンクを入力または選択します。

ステップ 2 [Security Alert]ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックしてセキュリティ例外を作
成します。

セキュリティ例外はブラウザのキャッシュに永続的に保存されます。

ステップ 3 Cisco UCS [KVM Direct]ダイアログボックスで、名前、パスワード、およびドメインを指定しま
す。

ステップ 4 [Lauch KVM]をクリックします。
KVMコンソールが起動します。
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第 39 章

CIMC セッション管理

この章の内容は、次のとおりです。

• CIMCセッション管理, 625 ページ

CIMC セッション管理
Cisco UCSManager内のKVM、vMedia、および SoLセッションを表示および終了できます。管理
者権限を持つユーザは、任意のユーザのKVM、vMedia、およびSoLセッションを切断できます。
. Cisco Integrated Management Controller（CIMC）により、セッション情報が Cisco UCS Managerに
提供されます。 Cisco UCS Managerは CIMCからイベントを取得すると、そのセッションテーブ
ルを更新し、すべてのユーザに情報を表示します。

セッション情報は次のとおりです。

•名前：セッションを開始したユーザの名前。

•セッション ID：セッションに関連付けられた ID。ブレードのセッション IDの形式は [unique
identifier] _ [chassis id] _ [Blade id]です。ラックのセッション IDの形式は [unique identifier] _
0 _ [Rack id]です。

•セッションタイプ：KVM、vMedia、または SoL。

•ユーザの権限レベル：読み取り/書き込み、読み取り専用、または付与。

•管理状態：アクティブまたは非アクティブ。値は、セッションがアクティブの場合はアク
ティブです。値は、セッション終了コマンドが発行されたが、セッションが終了していない

場合は非アクティブとなります。この状況は、サーバの FSMが別の操作で進行中である場
合、または CIMCへの接続が失われた場合に発生します。

•送信元アドレス：セッションが開かれたコンピュータの IPアドレス。

•サービスプロファイル：セッションに関連付けられたサービスプロファイル。 CIMCセッ
ションのサービスプロファイルの属性値は、セッションがサービスプロファイルから提供

された IPアドレスで開くときにだけ表示されます。
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•サーバ：セッションに関連付けられたサーバの名前。

•ログイン時刻：セッションが開始された日時。

•最終更新時刻：セッション情報が CIMCにより更新された最終時刻。

新しいセッションは通常、ユーザがKVM、vMedia、またはSOLに接続するときに追加されます。
Pnuos vMediaセッションは、ユーザ名 __vmediausr__を用いたサーバ検出時にセッションテーブ
ルに表示されます。

CIMCセッションデータは Cisco UCSManager GUIの [CIMC Sessions]タブで使用できます。ユー
ザによって終了された CIMCセッションは、適切な詳細とともにログに記録された監査です。

このガイドに記載されている GUIおよび CLIタスクを実行するには、2.1(2a)以上の CIMCイ
メージバージョンがブレードサーバのセッション管理サポートに必要です。 1.5(1l)以上の最
新の CIMCイメージバージョンが、ラックサーバに必要です。

（注）

すべての CIMC セッションの表示
ここでは、Cisco UCSManagerでグローバルに開かれているCIMCセッションの表示方法を 1つ説
明します。ローカルユーザ、リモートユーザ、IPMIユーザによって開かれたすべてのサーバの
CIMCセッションを表示できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[User Management] > [User Services]の順にクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [CIMC Sessions]タブをクリックします。

サーバの CIMC セッションの表示
ここでは、特定のサーバの CIMCセッションの表示方法について説明します。サーバおよびサー
ビスプロファイルで開かれている CIMCセッションを表示できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] > [Server Number]の順に展開します。
ステップ 3 [Work]ペインの [CIMC Sessions]タブをクリックします。
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サービスプロファイルの CIMC セッションの表示
ここでは、特定のサービスプロファイルの CIMCセッションの表示方法について説明します。

サービスプロファイルの下に CIMCセッションが表示されるのは、そのサービスプロファイ
ルで指定された IPアドレスで CIMCセッションが開かれた場合だけです。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles] > [Root] > [Service Profile Name]を展開します。
ステップ 3 [Work]ペインの [CIMC Sessions]タブをクリックします。

ローカルユーザによって開かれた CIMC セッションの表示
ここでは、ローカルユーザによって開かれた CIMCセッションの表示方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[User Management] > [User Services] > [Locally Authenticated Users] > [User Name]
の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [CIMC Sessions]タブをクリックします。

リモートユーザによって開かれた CIMC セッションの表示
ここでは、リモートユーザによって開かれた CIMCセッションの表示方法について説明します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[User Management] > [User Services] > [Remotely Authenticated Users] > [User Name]
の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [CIMC Sessions]タブをクリックします。

開いているすべての CIMC セッションのクリア
このタスクでは、開いているすべての CIMCセッションをクリアする方法を示します。ローカ
ル、リモート、および IPMIユーザが開いているすべてのサーバとサービスプロファイルのCIMC
セッションをクリアできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブの [User Management]をクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [CIMC Sessions]タブをクリックします。

ステップ 4 クリアする CIMCセッションを選択して右クリックし [Clear CIMC Session]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバの CIMC セッションのクリア
このタスクでは、サーバの CIMCセッションをクリアする方法について説明します。サーバ上で
開いている 1つ以上の CIMCセッションをクリアできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Servers] > [Server Name]を展開します。
ステップ 3 [Work]ペインの [CIMC Sessions]タブをクリックします。

ステップ 4 クリアする CIMCセッションを選択して右クリックし、[Clear CIMC Session]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サービスプロファイルの CIMC セッションのクリア
このタスクは、サービスプロファイルの CIMCセッションをクリアする方法について説明しま
す。サービスプロファイルで提供されている IPアドレスで開いている 1つ以上のCIMCセッショ
ンをクリアできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles] > [root] > [Service Profile Name]を展開します。
ステップ 3 [Work]ペインの [CIMC Sessions]タブをクリックします。

ステップ 4 クリアする CIMCセッションを選択して右クリックし、[Clear CIMC Session]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ローカルユーザの CIMC セッションのクリア
このタスクは、ローカルユーザのCIMCセッションをクリアする方法について説明します。ロー
カルユーザが開いている、1つ以上の CIMCセッションをクリアすることができます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[User Services] > [Locally Authenticated Users] > [User Name]を展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブ下で、[CIMC Sessions]セクションを展開します。

ステップ 5 クリアする CIMCセッションを選択して右クリックし [Clear CIMC Session]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

リモートユーザの CIMC セッションのクリア
このタスクでは、リモートユーザのCIMCセッションをクリアする方法について説明します。リ
モートユーザによって開かれている、1つ以上の CIMCセッションをクリアできます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[User Services] > [Remotely Authenticated Users] > [User Name]を展開します。
ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブ下で、[CIMC Sessions]セクションを展開します。

ステップ 5 クリアする CIMCセッションを選択して右クリックし、[Clear CIMC Session]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 40 章

設定のバックアップと復元

この章の内容は、次のとおりです。

• バックアップおよびエクスポートの設定, 631 ページ

• バックアップタイプ, 632 ページ

• バックアップ操作の考慮事項と推奨事項, 632 ページ

• スケジュールバックアップ, 633 ページ

• Import Configuration, 634 ページ

• インポート方法, 634 ページ

• システムの復元, 635 ページ

• バックアップ操作とインポート操作に必要なユーザロール, 635 ページ

• バックアップ操作の設定, 636 ページ

• スケジュールバックアップの設定, 642 ページ

• インポート操作の設定, 646 ページ

• ファブリックインターコネクトの設定の復元, 651 ページ

バックアップおよびエクスポートの設定
Cisco UCS Managerからバックアップを実行する場合は、システム設定全体またはその一部のス
ナップショットを作成し、ファイルをネットワーク上の場所にエクスポートします。 Cisco UCS
Managerを使用して、サーバにデータをバックアップすることはできません。

バックアップは、システムが起動されて動作している間に実行できます。バックアップ操作で

は、管理プレーンからの情報だけが保存されます。バックアップは、サーバまたはネットワーク

トラフィックには影響しません。
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バックアップタイプ
Cisco UCSManagerおよびCisco UCS Centralで、次のバックアップのタイプのうちの 1つ以上を実
行できます。

• [Full state]：システム全体のスナップショットが含まれるバイナリファイル。このバックアッ
プにより生成されたファイルを使用して、ディザスタリカバリ時にシステムを復元できま

す。このファイルにより、元のファブリックインターコネクト上で設定を復元または再構

築できます。また、別のファブリックインターコネクト上で設定を再現することもできま

す。このファイルは、インポートには使用できません。

Full Stateバックアップファイルを使用した場合にのみ、バックアップファイ
ルのエクスポート元のシステムと同じバージョンを実行しているシステムを

復元できます。

（注）

• [All configuration]：すべてのシステム設定と論理設定が含まれる XMLファイル。このバッ
クアップにより生成されたファイルを使用して、これらの設定を元のファブリックインター

コネクトまたは別のファブリックインターコネクトにインポートできます。このファイル

は、システムの復元には使用できません。このファイルには、ローカル認証されたユーザの

パスワードは含まれません。

• [Systemconfiguration]：ユーザ名、ロール、ロケールなどのすべてのシステム設定が含まれる
XMLファイル。このバックアップにより生成されたファイルを使用して、これらの設定を
元のファブリックインターコネクトまたは別のファブリックインターコネクトにインポー

トできます。このファイルは、システムの復元には使用できません。

• [Logical configuration]：サービスプロファイル、VLAN、VSAN、プール、ポリシーなどのす
べての論理設定が含まれる XMLファイル。このバックアップにより生成されたファイルを
使用して、これらの設定を元のファブリックインターコネクトまたは別のファブリックイ

ンターコネクトにインポートできます。このファイルは、システムの復元には使用できませ

ん。

バックアップ操作の考慮事項と推奨事項
バックアップ操作を作成する前に、次のことを考慮してください。

バックアップの場所

バックアップ場所とは、Cisco UCS Managerでバックアップファイルをエクスポートする
ネットワーク上の宛先またはフォルダのことです。バックアップ操作は、バックアップファ

イルを保存する場所ごとに 1つしか保持できません。
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バックアップファイル上書きの可能性

ファイル名を変更しないでバックアップ操作を再実行すると、サーバ上にすでに存在する

ファイルが Cisco UCS Managerによって上書きされます。既存のバックアップファイルが
上書きされるのを回避するには、バックアップ操作内のファイル名を変更するか、既存の

ファイルを別の場所にコピーします。

バックアップの複数のタイプ

同じ場所に対して複数種類のバックアップを実行し、エクスポートできます。バックアッ

プ操作を再実行する前に、バックアップタイプを変更する必要があります。バックアップ

タイプの識別を容易にし、また既存のバックアップファイルが上書きされるのを回避する

ために、ファイル名を変更することを推奨します。

スケジュールバックアップ

バックアップ操作を前もって作成し、そのバックアップの実行準備が整うまで管理状態を

ディセーブルのままにしておくことができます。 Cisco UCSManagerは、バックアップ操作
の管理状態がイネーブルに設定されるまで、バックアップ操作を実行したり、コンフィギュ

レーションファイルを保存したり、エクスポートしたりしません。

増分バックアップ

Cisco UCS Managerまたは Cisco UCS Centralの増分バックアップを実行できません。

完全な状態のバックアップの暗号化

パスワードなどの機密情報がクリアテキストでエクスポートされることがないように、完

全な状態のバックアップは暗号化されます。

スケジュールバックアップ
次のタイプのバックアップをスケジュールするように Cisco UCSにポリシーを設定できます。

• Fullステート

• Allコンフィギュレーション

他のタイプのバックアップはスケジュールできません。

Full State バックアップポリシー
Full Stateバックアップポリシーを使用すると、システム全体のスナップショットの定期的な Full
Stateバックアップをスケジュールすることができます。Full Stateバックアップを行う間隔は、日
単位、週単位、または隔週単位で設定できます。

CiscoUCSManagerは、リモートサーバ上のバックアップファイルの最大数を維持します。maxfiles
パラメータは、Cisco UCS Managerを Cisco UCS Centralに登録するときに使用されます。maxfiles
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パラメータは Cisco UCS Centralでユーザが設定できるパラメータで、Cisco UCS Centralに保存す
るバックアップファイルの数を制御します。

CiscoUCSManagerがCiscoUCSCentralに登録されておらず、ユーザがリモートバックアップサー
バにバックアップファイルを保存している場合、バックアップファイルは Cisco UCS Managerに
よって管理されません。リモートマシンのサーバ管理者は、ディスク使用率を監視してバック

アップファイルのローテンションを行い、新しいバックアップファイル用の領域を確保する必要

があります。

All Configuration エクスポートポリシー
AllConfigurationバックアップポリシーでは、定期的なバックアップをスケジュールし、すべての
システム設定と論理設定をエクスポートできます。このバックアップには、ローカル認証された

ユーザのパスワードは含まれません。AllConfigurationバックアップを行う間隔は、日単位、週単
位、または隔週単位で設定できます。

Cisco UCSは、リモートサーバ上のバックアップファイルの最大数を維持します。この数を超え
ると、Cisco UCSは最も古いバックアップファイルを上書きします。

Import Configuration
Cisco UCSからエクスポートされたコンフィギュレーションファイルをインポートできます。
ファイルは、同じ Cisco UCSからエクスポートされたものである必要はありません。

インポート機能は、すべてのコンフィギュレーションファイル、システムコンフィギュレーショ

ンファイル、および論理コンフィギュレーションファイルで使用できます。インポートは、シ

ステムがアップ状態で、稼働中に実行できます。インポート操作によって情報が変更されるの

は、管理プレーンだけです。インポート操作によって行われる一部の変更（サーバに割り当てら

れた vNICに対する変更など）により、サーバのリブートまたはトラフィックを中断する他の動
作が行われることがあります。

インポート操作はスケジュールできません。ただし、インポート操作を前もって作成し、そのイ

ンポートの実行準備が整うまで管理状態をディセーブルのままにしておくことはできます。Cisco
UCSでは、管理状態がイネーブルに設定されるまで、コンフィギュレーションファイルに対する
インポート操作は実行されません。

インポート操作は、コンフィギュレーションバックアップファイルを保存する場所ごとに 1つし
か保持できません。

インポート方法
次のいずれかの方法により、Cisco UCSを介してシステム設定をインポートしてアップデートで
きます。
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• [Merge]：インポートされたコンフィギュレーションファイルの情報は、既存の設定情報と
比較されます。 情報が一致しない場合は、インポートしたコンフィギュレーションファイ

ルの情報によって Cisco UCSドメインの情報が上書きされます。

• [Replace]：現在の設定情報が、インポートされたコンフィギュレーションファイルの情報で
一度に 1つのオブジェクトについて置き換えられます。

システムの復元
この復元機能は、ディザスタリカバリに使用できます。

Cisco UCSからエクスポートされた任意の完全な状態のバックアップファイルからシステム設定
を復元できます。このファイルは、復元するシステム上の Cisco UCSからエクスポートされたも
のでなくてもかまいません。別のシステムからエクスポートされたバックアップファイルを使用

して復元する場合、ファブリックインターコネクト、サーバ、アダプタ、および I/Oモジュール
またはFEX接続を含めて、同じまたは同様のシステム設定およびハードウェアを持つシステムを
使用することを強く推奨します。ハードウェアまたはシステム設定が一致しない場合、復元され

たシステムが完全には機能しないことがあります。 2つのシステムの I/Oモジュールリンク間ま
たはサーバ間に不一致がある場合は、復元操作後にシャーシまたはサーバまたはその両方を確認

します。

この復元機能は、完全な状態のバックアップファイルにだけ使用できます。完全な状態のバック

アップファイルはインポートできません。復元は、初期システムセットアップで実行します。

Full Stateバックアップファイルを使用した場合にのみ、バックアップファイルのエクスポー
ト元のシステムと同じバージョンを実行しているシステムを復元できます。

（注）

バックアップ操作とインポート操作に必要なユーザロー

ル
バックアップ操作とインポート操作を作成し、実行するには、管理ロールを持つユーザアカウン

トが必要です。
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バックアップ操作の設定

バックアップ操作の作成

はじめる前に

バックアップサーバの IPv4アドレスまたは IPv6アドレスおよび認証クレデンシャルを取得しま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の [Backup Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Backup Configuration]ダイアログボックスで、[Create Backup Operation]をクリックします。

ステップ 6 [Create Backup Operation]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

次のいずれかになります。

• [Enabled]：[OK]をクリックするとすぐに、Cisco UCS
Managerによってバックアップ操作が実行されます。

• [Disabled]：[OK]をクリックしても、Cisco UCSManagerに
よってバックアップ操作は実行されません。このオプショ

ンを選択すると、ダイアログボックスのすべてのフィール

ドが表示されたままになります。ただし、[Backup
Configuration]ダイアログボックスからバックアップを手動
で実行する必要があります。

[Admin State]フィールド
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説明名前

バックアップコンフィギュレーションファイルに保存された情

報。次のいずれかになります。

• [Full state]：システム全体のスナップショットが含まれる
バイナリファイル。このバックアップにより生成された

ファイルを使用して、ディザスタリカバリ時にシステムを

復元できます。このファイルにより、元のファブリック

インターコネクト上で設定を復元または再構築できます。

また、別のファブリックインターコネクト上で設定を再現

することもできます。このファイルは、インポートには使

用できません。

Full Stateバックアップファイルを使用した場合
にのみ、バックアップファイルのエクスポート

元のシステムと同じバージョンを実行している

システムを復元できます。

（注）

• [All configuration]：すべてのシステム設定と論理設定が含
まれるXMLファイル。このバックアップにより生成され
たファイルを使用して、これらの設定を元のファブリック

インターコネクトまたは別のファブリックインターコネク

トにインポートできます。このファイルは、システムの復

元には使用できません。このファイルには、ローカル認証

されたユーザのパスワードは含まれません。

• [Systemconfiguration]：ユーザ名、ロール、ロケールなどの
すべてのシステム設定が含まれる XMLファイル。この
バックアップにより生成されたファイルを使用して、これ

らの設定を元のファブリックインターコネクトまたは別の

ファブリックインターコネクトにインポートできます。

このファイルは、システムの復元には使用できません。

• [Logical configuration]：サービスプロファイル、VLAN、
VSAN、プール、ポリシーなどのすべての論理設定が含ま
れるXMLファイル。このバックアップにより生成された
ファイルを使用して、これらの設定を元のファブリックイ

ンターコネクトまたは別のファブリックインターコネクト

にインポートできます。このファイルは、システムの復元

には使用できません。

[Type]フィールド

このチェックボックスをオンにすると、バックアップファイル

に、MACアドレス、WWPN、WWNN、およびUUIDなどのプー
ルから派生したすべての IDが維持されます。

[Preserve Identities]チェックボッ
クス
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説明名前

バックアップファイルの保存場所。次のいずれかになります。

• [Remote File System]：バックアップXMLファイルはリモー
トサーバに保存されます。 Cisco UCSManager GUIによっ
て次に示すフィールドが表示され、リモートシステムのプ

ロトコル、ホスト、ファイル名、ユーザ名、パスワードを

指定できます。

• [Local File System]：バックアップ XMLファイルはローカ
ルに保存されます。 Cisco UCS Manager GUIによって
[Filename]フィールドが、関連付けられた [Browse]ボタン
とともに表示され、バックアップファイルの名前と場所を

指定できます。

[OK]をクリックした後、場所は変更できませ
ん。

（注）

[Location of the Backup File]
フィールド

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• [FTP]

• [TFTP]

• [SCP]

• [SFTP]

• [USBA]：ファブリックインターコネクトAに装着された
USBドライブ。

• [USB B]：ファブリックインターコネクト Bに装着された
USBドライブ。

[プロトコル]フィールド

バックアップファイルが格納されている場所のホスト名または

IPアドレス（IPv4または IPv6）。これは、サーバ、ストレー
ジアレイ、ローカルドライブ、またはファブリックインター

コネクトがネットワーク経由でアクセス可能な任意の読み取り/
書き込みメディアなどがあります。

IPv4または IPv6アドレスではなくホスト名を使用す
る場合、でDNSサーバを設定する必要があります。
Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されて
いないか、DNS管理が [Local]に設定されている場合
は、CiscoUCSManagerでDNSサーバを設定します。
Cisco UCSドメイン Cisco UCS Centralに登録されてい
ないか、DNS管理が [Global]に設定されている場合
は、Cisco UCS Centralで DNSサーバを設定します。

（注）

[Hostname]フィールド
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説明名前

バックアップコンフィギュレーションファイルのフルパス。

このフィールドには、ファイル名とパスを含めることができま

す。ファイル名を省略すると、バックアップ手順によって、

ファイルに名前が割り当てられます。

[Remote File]フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。このフィールドは、プロトコルが TFTPまたはUSB
の場合は適用されません。

[ユーザ]フィールド

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、

プロトコルが TFTPまたは USBの場合は適用されません。

Cisco UCS Managerではこのパスワードは保存されません。そ
のため、バックアップ操作をすぐにイネーブルにして、実行す

る予定がない限り、このパスワードを入力する必要はありませ

ん。

[パスワード]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Managerに確認ダイアログボックスが表示されたら、[OK]をクリックします。
[Admin State]フィールドをイネーブルに設定すると、Cisco UCS Managerによって、選択した設
定タイプのスナップショットが取得され、ファイルがネットワークの場所にエクスポートされま

す。 [Backup Configuration]ダイアログボックスの [Backup Operations]テーブルに、バックアップ
操作が表示されます。

ステップ 9 （任意） バックアップ操作の進行状況を表示するには、次の操作を実行します。

a) [Properties]領域に操作が表示されない場合、[Backup Operations]テーブルの操作をクリックし
ます。

b) [Properties]領域で、[FSM Details]バーの下矢印をクリックします。

[FSM Details]領域が展開され、操作のステータスが表示されます。

ステップ 10 [OK]をクリックし、[Backup Configuration]ダイアログボックスを閉じます。
バックアップ操作は完了するまで実行し続けます。進捗を表示するには、[Backup Configuration]
ダイアログボックスを再度開きます。
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バックアップ操作の実行

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の [Backup Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [BackupConfiguration]ダイアログボックスの [BackupOperations]テーブルで、実行するバックアッ
プ操作をクリックします。

選択されたバックアップ操作の詳細が [Properties]領域に表示されます。

ステップ 6 [Properties]領域で、次のフィールドに値を入力します。
a) [Admin State]フィールドで、[Enabled]オプションボタンをクリックします。
b) TFTPを除くすべてのプロトコルについて、ユーザ名に対応するパスワードを [Password]フィー
ルドに入力します。

c) （任意） その他の使用可能なフィールドでコンテンツを変更します。

ステップ 7 [Apply]をクリックします。
Cisco UCS Managerは、選択された設定タイプのスナップショットを作成し、ファイルをネット
ワークの場所にエクスポートします。 [Backup Configuration]ダイアログボックスの [Backup
Operations]テーブルに、バックアップ操作が表示されます。

ステップ 8 （任意） バックアップ操作の進捗状況を確認するには、[FSMDetails]バーの下矢印をクリックし
ます。

[FSM Details]領域が展開され、操作のステータスが表示されます。

ステップ 9 [OK]をクリックし、[Backup Configuration]ダイアログボックスを閉じます。
バックアップ操作は完了するまで実行し続けます。進捗を表示するには、[Backup Configuration]
ダイアログボックスを再度開きます。

バックアップ操作の変更

バックアップ操作を修正して、別のバックアップタイプのファイルをその場所に保存したり、前

のバックアップファイルが上書きされないようにファイル名を変更したりすることができます。

Full Stateバックアップファイルを使用した場合にのみ、バックアップファイルのエクスポー
ト元のシステムと同じバージョンを実行しているシステムを復元できます。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の [Backup Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [BackupConfiguration]ダイアログボックスの [BackupOperations]領域で、変更するバックアップ操
作をクリックします。

選択されたバックアップ操作の詳細が [Properties]領域に表示されます。バックアップ操作がディ
セーブル状態の場合、このフィールドはグレー表示されています。

ステップ 6 [Admin State]フィールドで、[enabled]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 該当するフィールドを変更します。

バックアップ操作をただちに実行する場合を除き、パスワードを入力する必要はありません。

ステップ 8 （任意） バックアップ操作を今すぐに実行しない場合は、[Admin State]フィールドの [disabled]
オプションボタンをクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

1 つまたは複数のバックアップ操作の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の [Backup Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [BackupConfiguration]ダイアログボックスの [BackupOperations]テーブルで、削除するバックアッ
プ操作をクリックします。

操作の管理状態が [Enabled]に設定されている場合、テーブルでバックアップ操作をク
リックすることはできません。

ヒント

ステップ 6 [Backup Operations]テーブルのアイコンバーの [Delete]アイコンをクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Backup Configuration]ダイアログボックスで、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

ダイアログボックスを閉じずに、選択したバックアップ操作を削除

します。

Apply
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説明オプション

選択したバックアップ操作を削除し、ダイアログボックスを閉じま

す。

OK

スケジュールバックアップの設定

Full State バックアップポリシーの設定

はじめる前に

バックアップサーバの IPv4アドレスまたは IPv6アドレスおよび認証クレデンシャルを取得しま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Backup and Export Policy]タブをクリックします。

ステップ 4 [Full State Backup Policy]領域で、次のフィールドに入力します。

説明名前

ポリシーのバックアップファイルが格納されている場所のホス

ト名または IPアドレス（IPv4または IPv6）。これは、サーバ、
ストレージアレイ、ローカルドライブ、またはファブリック

インターコネクトがネットワーク経由でアクセス可能な任意の

読み取り/書き込みメディアなどがあります。

IPv4または IPv6アドレスではなくホスト名を使用す
る場合、でDNSサーバを設定する必要があります。
Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されて
いないか、DNS管理が [Local]に設定されている場合
は、CiscoUCSManagerでDNSサーバを設定します。
Cisco UCSドメイン Cisco UCS Centralに登録されてい
ないか、DNS管理が [Global]に設定されている場合
は、Cisco UCS Centralで DNSサーバを設定します。

（注）

[Hostname]フィールド
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説明名前

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• [FTP]

• [TFTP]

• [SCP]

• [SFTP]

• [USBA]：ファブリックインターコネクトAに装着された
USBドライブ。

• [USB B]：ファブリックインターコネクト Bに装着された
USBドライブ。

[プロトコル]フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。このフィールドは、プロトコルが TFTPまたはUSB
の場合は適用されません。

[ユーザ]フィールド

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、

プロトコルが TFTPまたは USBの場合は適用されません。
[パスワード]フィールド

ポリシーのバックアップファイルのフルパス。このフィール

ドには、ファイル名とパスを含めることができます。ファイル

名を省略すると、バックアップ手順によって、ファイルに名前

が割り当てられます。

[Remote File]フィールド

次のいずれかになります。

• [Enabled]：CiscoUCSManagerは [Schedule]フィールドで指
定されたスケジュールを使用して、すべてのポリシー情報

をバックアップします。

• [Disabled]：CiscoUCSManagerはポリシー情報をバックアッ
プしません。

[Admin State]フィールド

Cisco UCS Managerがポリシー情報をバックアップする頻度。[Schedule]フィールド

CiscoUCSManagerが保持するバックアップファイルの最大数。

この値は変更できません。

[Max Files]フィールド
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説明名前

バックアップポリシーの説明。デフォルトの説明は [Database
Backup Policy]です。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

All Configuration エクスポートポリシーの設定

はじめる前に

バックアップサーバの IPv4アドレスまたは IPv6アドレスおよび認証クレデンシャルを取得しま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Policy Backup & Export]タブをクリックします。

ステップ 4 [Config Export Policy]領域で、次のフィールドに入力します。

説明名前

設定のバックアップファイルが格納されている場所のホスト名

または IPアドレス（IPv4または IPv6）。これは、サーバ、ス
トレージアレイ、ローカルドライブ、またはファブリックイ

ンターコネクトがネットワーク経由でアクセス可能な任意の読

み取り/書き込みメディアなどがあります。

IPv4または IPv6アドレスではなくホスト名を使用す
る場合、でDNSサーバを設定する必要があります。
Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されて
いないか、DNS管理が [Local]に設定されている場合
は、CiscoUCSManagerでDNSサーバを設定します。
Cisco UCSドメイン Cisco UCS Centralに登録されてい
ないか、DNS管理が [Global]に設定されている場合
は、Cisco UCS Centralで DNSサーバを設定します。

（注）

[Hostname]フィールド
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説明名前

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• [FTP]

• [TFTP]

• [SCP]

• [SFTP]

• [USBA]：ファブリックインターコネクトAに装着された
USBドライブ。

• [USB B]：ファブリックインターコネクト Bに装着された
USBドライブ。

[プロトコル]フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。このフィールドは、プロトコルが TFTPまたはUSB
の場合は適用されません。

[ユーザ]フィールド

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、

プロトコルが TFTPまたは USBの場合は適用されません。
[パスワード]フィールド

バックアップコンフィギュレーションファイルのフルパス。

このフィールドには、ファイル名とパスを含めることができま

す。ファイル名を省略すると、バックアップ手順によって、

ファイルに名前が割り当てられます。

[Remote File]フィールド

次のいずれかになります。

• [Enabled]：CiscoUCSManagerは [Schedule]フィールドで指
定されたスケジュールを使用して、すべてのポリシー情報

をバックアップします。

• [Disabled]：CiscoUCSManagerはポリシー情報をバックアッ
プしません。

[Admin State]フィールド

Cisco UCS Managerがポリシー情報をバックアップする頻度。[Schedule]フィールド

Cisco UCS Managerが保持する設定のバックアップファイルの
最大数。

この値は変更できません。

[Max Files]フィールド
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説明名前

設定のエクスポートポリシーの説明。デフォルトの説明は

[Configuration Export Policy]です。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字またはスペー
スを使用できます。`（アクセント記号）、\（円記号）、^（カ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小
なり）、または'（一重引用符）は使用できません。

[Description]フィールド

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

インポート操作の設定

インポート操作の作成

Full Stateコンフィギュレーションファイルはインポートできません。次のコンフィギュレーショ
ンファイルのいずれもインポートできます。

• Allコンフィギュレーション

•システム設定

• Logicalコンフィギュレーション

はじめる前に

コンフィギュレーションファイルのインポートに必要な次の情報を収集します。

•バックアップサーバの IPアドレスおよび認証クレデンシャル

•バックアップファイルの完全修飾名

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Import Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Import Configuration]ダイアログボックスで、[Create Import Operation]をクリックします。

ステップ 6 [Create Import Operation]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Enabled]：[OK]をクリックするとただちに、Cisco UCS
Managerによってバックアップ操作が実行されます。

• [Disabled]：[OK]をクリックしても、Cisco UCSManagerに
よってバックアップ操作が実行されません。このオプショ

ンを選択すると、ダイアログボックスのすべてのフィール

ドが表示されたままになります。ただし、インポートは

[Import Configuration]ダイアログボックスから手動で実行
する必要があります。

[Admin State]フィールド

次のいずれかになります。

• [Merge]：設定情報が既存の情報とマージされます。 競合
する場合、現在のシステム上の情報が、インポート設定

ファイル内の情報に置き換えられます。

• [Replace]：インポート設定ファイル内の各オブジェクトが
採用され、現在の設定内の対応するオブジェクトは上書き

されます。

[Action]フィールド

インポートするバックアップファイルが置かれている場所。次

のいずれかになります。

• [Remote File System]：バックアップXMLファイルはリモー
トサーバに保存されています。 Cisco UCSManager GUIに
よって次に示すフィールドが表示され、リモートシステム

のプロトコル、ホスト、ファイル名、ユーザ名、パスワー

ドを指定できます。

• [Local File System]：バックアップ XMLファイルはローカ
ルに保存されています。 Cisco UCS Manager GUIに
[Filename]フィールドとそれに関連する [Browse]ボタンが
表示され、インポートするバックアップファイルの名前と

場所を指定できます。

[Location of the Import File]
フィールド
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説明名前

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のいずれ

かになります。

• [FTP]

• [TFTP]

• [SCP]

• [SFTP]

• [USBA]：ファブリックインターコネクトAに装着された
USBドライブ。

• [USB B]：ファブリックインターコネクト Bに装着された
USBドライブ。

[プロトコル]フィールド

コンフィギュレーションファイルのインポート元のホスト名、

IPv4または IPv6アドレス。

IPv4または IPv6アドレスではなくホスト名を使用す
る場合、でDNSサーバを設定する必要があります。
Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されて
いないか、DNS管理が [Local]に設定されている場合
は、CiscoUCSManagerでDNSサーバを設定します。
Cisco UCSドメイン Cisco UCS Centralに登録されてい
ないか、DNS管理が [Global]に設定されている場合
は、Cisco UCS Centralで DNSサーバを設定します。

（注）

[Hostname]フィールド

XMLコンフィギュレーションファイルの名前。[Remote File]フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。このフィールドは、プロトコルが TFTPまたはUSB
の場合は適用されません。

[ユーザ]フィールド

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、

プロトコルが TFTPまたは USBの場合は適用されません。

Cisco UCS Managerではこのパスワードは保存されません。し
たがって、インポート操作をイネーブルにしてただちに実行す

る場合を除き、このパスワードを入力する必要はありません。

[パスワード]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスで、[OK]をクリックします。
[Admin State]をイネーブルに設定した場合、Cisco UCSManagerは、ネットワークの場所から設定
をインポートします。選択した処理に応じて、ファイル内の情報が既存の設定と結合されるか、
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既存の設定と置き換えられます。インポート操作は、[Import Configuration]ダイアログボックス
の [Import Operations]テーブルに表示されます。

ステップ 9 （任意） インポート操作の進捗状況を表示するには、次の手順を実行します。

a) [Properties]領域にインポート操作が自動的に表示されない場合は、[ImportOperations]テーブル
でインポート操作をクリックします。

b) [Properties]領域で、[FSM Details]バーの下矢印をクリックします。

[FSM Details]領域が展開され、操作のステータスが表示されます。

ステップ 10 [OK]をクリックして、[Import Configuration]ダイアログボックスを閉じます。
インポート操作は、終了するまで実行されます。進捗状況を表示するには、[ImportConfiguration]
を再度開きます。

インポート操作の実行

Full Stateコンフィギュレーションファイルはインポートできません。次のコンフィギュレーショ
ンファイルのいずれもインポートできます。

• Allコンフィギュレーション

•システム設定

• Logicalコンフィギュレーション

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Import Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Import Configuration]ダイアログボックスの [ImportOperations]テーブルで、実行する操作をクリッ
クします。

選択されたインポート操作の詳細が [Properties]領域に表示されます。

ステップ 6 [Properties]領域で、次のフィールドに値を入力します。
a) [Admin State]フィールドで、[Enabled]オプションボタンをクリックします。
b) TFTPを除くすべてのプロトコルについて、ユーザ名に対応するパスワードを [Password]フィー
ルドに入力します。

c) （任意） その他の使用可能なフィールドでコンテンツを変更します。

ステップ 7 [Apply]をクリックします。
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Cisco UCS Managerは、ネットワークの場所からコンフィギュレーションファイルをインポート
します。選択した処理に応じて、ファイル内の情報が既存の設定と結合されるか、既存の設定と

置き換えられます。インポート操作は、[Import Configuration]ダイアログボックスの [Import
Operations]テーブルに表示されます。

ステップ 8 （任意） インポート操作の進捗状況を確認するには、[FSMDetails]バーの下矢印をクリックしま
す。

[FSM Details]領域が展開され、操作のステータスが表示されます。

ステップ 9 [OK]をクリックして、[Import Configuration]ダイアログボックスを閉じます。
インポート操作は、終了するまで実行されます。進捗状況を表示するには、[ImportConfiguration]
を再度開きます。

インポート操作の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Import Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Import Configuration]ダイアログボックスの [Import Operations]領域で、変更するインポート操作
をクリックします。

選択されたインポート操作の詳細が [Properties]領域に表示されます。インポート操作がディセー
ブル状態の場合、このフィールドはグレー表示されています。

ステップ 6 [Admin State]フィールドで、[enabled]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 該当するフィールドを変更します。

インポート操作をただちに実行する場合を除き、パスワードを入力する必要はありません。

ステップ 8 （任意） インポート操作を今すぐに実行しない場合は、[Admin State]フィールドの [disabled]オ
プションボタンをクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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1 つまたは複数のインポート操作の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Import Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Backup Configuration]ダイアログボックスの [Import Operations]テーブルで、削除するインポート
操作をクリックします。

操作の管理状態が [Enabled]に設定されている場合、テーブルでインポート操作をクリッ
クすることはできません。

ヒント

ステップ 6 [Import Operations]テーブルのアイコンバーの [Delete]アイコンをクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Import Configuration]ダイアログボックスで、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

ダイアログボックスを閉じずに、選択したインポート操作を削除し

ます。

Apply

選択したインポート操作を削除し、ダイアログボックスを閉じます。OK

ファブリックインターコネクトの設定の復元

はじめる前に

システムコンフィギュレーションを復元するために必要な次の情報を収集します。

•ファブリックインターコネクト管理ポートの IPv4アドレスとサブネットマスク、または
IPv6アドレスとプレフィックス

•デフォルトのゲートウェイの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス

•バックアップサーバの IPv4アドレスまたは IPv6アドレスと認証クレデンシャル

• Full Stateバックアップファイルの完全修飾名
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システムを復元するには、Full Stateコンフィギュレーションファイルへのア
クセスが必要です。その他のタイプのコンフィギュレーションファイルや

バックアップファイルでは、システムを復元できません。

（注）

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトがオフの場合はオンにします。

ファブリックインターコネクトがブートする際、Power On Self-Testのメッセージが表示されま
す。

ステップ 3 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 4 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合、次の情報を入力するよう求められることがあ
ります。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス

•ファブリックインターコネクトの管理ポートのサブネットマスクまたはプレフィックス

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4アドレス
または IPv6アドレス

ステップ 5 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS Manager GUI起動ページに
移動します。

ステップ 6 起動ページで [Express Setup]を選択します。

ステップ 7 [Express Setup]ページで [Restore From Backup]を選択し、[Submit]をクリックします。

ステップ 8 [Cisco UCS Manager Initial Setup]ページの [Protocol]領域で、完全な状態のバックアップファイル
をアップロードするために使用するプロトコルを選択します。

• SCP

• TFTP

• FTP

• SFTP

ステップ 9 [Server Information]領域で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

完全な状態のバックアップファイルがあるコン

ピュータの IPv4アドレスまたは IPv6アドレス。
これは、サーバ、ストレージアレイ、ローカル

ドライブ、またはファブリックインターコネク

トがネットワーク経由でアクセス可能な任意の

読み取り/書き込みメディアなどがあります。

Server IP

フォルダ名やファイル名など、完全な状態の

バックアップファイルがあるファイルのパス。

Full Stateバックアップファイルを使
用した場合にのみ、バックアップ

ファイルのエクスポート元のシステ

ムと同じバージョンを実行している

システムを復元できます。

（注）

Backup File Path

システムがリモートサーバへのログインに使用

する必要のあるユーザ名。このフィールドは、

プロトコルがTFTPまたはUSBの場合は適用さ
れません。

ユーザ ID

リモートサーバのユーザ名のパスワード。こ

のフィールドは、プロトコルが TFTPまたは
USBの場合は適用されません。

パスワード

ステップ 10 [Submit]をクリックします。
コンソールに戻ってシステム復元の進捗状況を確認できます。

ファブリックインターコネクトはバックアップサーバにログインし、指定された完全な状態の

バックアップファイルのコピーを取得し、システム設定を復元します。

クラスタ設定の場合、セカンダリファブリックインターコネクトを復元する必要はありません。

セカンダリファブリックインターコネクトがリブートすると、Cisco UCS Managerはただちにそ
の設定をプライマリファブリックインターコネクトと同期させます。
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第 41 章

失われたパスワードの復旧

この章の内容は、次のとおりです。

• 失われたパスワードの復旧, 655 ページ

失われたパスワードの復旧

amin アカウントのパスワードの復旧
adminアカウントは、システムアドミニストレータまたはスーパーユーザのアカウントです。ア
ドミニストレータが adminアカウントのパスワードを失うと、重大なセキュリティ上の問題が発
生する可能性があります。その結果、adminアカウントのパスワードを復旧するために、Cisco
UCSドメインのすべてのファブリックインターコネクトの電源を再投入する必要が生じます。

adminアカウントのパスワードを復旧する場合、実際にはそのアカウントのパスワードを変更し
ます。 adminアカウントに対応する元のパスワードを取得することはできません。

他のすべてのローカルアカウントのパスワードは、Cisco UCS Managerからリセットできます。
ただし、aaaまたは admin権限を持つアカウントを使用して Cisco UCS Managerにログインする必
要があります。

この手順では、CiscoUCSドメインのすべてのファブリックインターコネクトの電源を切る必
要があります。したがって、Cisco UCSドメイン内のすべてのデータ送信は、ファブリック
インターコネクトが再起動されるまで停止します。

注意
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ファブリックインターコネクトのリーダーシップロールの決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで、[Equipment] > [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 ロールを識別するファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [General]タブで、[High Availability Details]バーの下矢印をクリックしてこの領域を展開します。

ステップ 6 [Leadership]フィールドを表示して、このファブリックインターコネクトがプライマリファブリッ
クインターコネクトか、従属ファブリックインターコネクトかを決定します。

ファブリックインターコネクトのファームウェアバージョンの確認

次の手順に従って、CiscoUCSドメイン内すべてのファブリックインターコネクトのファームウェ
アバージョンを確認できます。ファブリックインターコネクトの [Installed Firmware]タブを使用
すると、単一のファブリックインターコネクトのファームウェアを確認できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブで [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [InstalledFirmware]タブで、次に示す各ファブリックインターコネクトのファームウェアバージョ
ンが、アップデートしたファームウェアのバージョンと一致していることを確認します。

•カーネルバージョン

•システムバージョン

スタンドアロン設定の admin アカウントパスワードの復旧
この手順により、ファブリックインターコネクトで初期システムセットアップの実行時に admin
アカウントに設定したパスワードを復旧できます。 adminアカウントは、システムアドミニスト
レータまたはスーパーユーザのアカウントです。
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はじめる前に

1 ファブリックインターコネクトのコンソールポートを、コンピュータターミナルまたはコン

ソールサーバに物理的に接続します。

2 次のファームウェアの実行中のバージョンを確認します。

•ファブリックインターコネクトのファームウェアカーネルバージョン

•ファームウェアシステムバージョン

この情報を検索するには、CiscoUCSドメインで任意のユーザアカウントを使用してログイン
します。

ヒント

手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 ファブリックインターコネクトの電源を次のように再投入します。

a) ファブリックインターコネクトの電源をオフにします。
b) ファブリックインターコネクトの電源をオンにします。

ステップ 3 コンソールで次のいずれかのキーの組み合わせを押して、起動時に loaderプロンプトを表示さ
せます。

• Ctrl+l

• Ctrl+Shift+r

loaderプロンプトを画面に表示するには、選択したキーの組み合わせを複数回押さなければな
らない場合があります。

ステップ 4 ファブリックインターコネクトのカーネルファームウェアバージョンをブートします。
loader >
boot /installables/switch/
kernel_firmware_version

例：
loader > boot /installables/switch/ucs-mini-k9-kickstart.5.0.3.N2.3.01a.bin

ステップ 5 configターミナルモードを入力します。
Fabric(boot)#
config terminal

ステップ 6 adminパスワードをリセットします。
Fabric(boot)(config)#
admin-password
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password

大文字と数字がそれぞれ 1つ以上含まれる強力なパスワードを選択します。このパスワードは空
にできません。

新しいパスワードはクリアテキストモードで表示されます。

ステップ 7 configターミナルモードを終了し、ブートプロンプトに戻ります。

ステップ 8 ファブリックインターコネクトのシステムファームウェアバージョンをブートします。
Fabric(boot)#
load /installables/switch/
system_firmware_version

例：
Fabric(boot)# load /installables/switch/ucs-mini-k9-system.5.0.3.N2.3.01a.bin

ステップ 9 システムイメージがロードされたら、Cisco UCS Managerにログインします。

クラスタ設定の admin アカウントパスワードの復旧
この手順により、ファブリックインターコネクトで初期システムセットアップの実行時に admin
アカウントに設定したパスワードを復旧できます。 adminアカウントは、システムアドミニスト
レータまたはスーパーユーザのアカウントです。

はじめる前に

1 ファブリックインターコネクトのコンソールポートのいずれか 1つを、コンピュータターミ
ナルまたはコンソールサーバに物理的に接続します。

2 次の情報を入手します。

•ファブリックインターコネクトのファームウェアカーネルバージョン

•ファームウェアシステムバージョン

•プライマリリーダーシップロールを持つファブリックインターコネクトと、従属ファブ
リックインターコネクト

この情報を検索するには、CiscoUCSドメインで任意のユーザアカウントを使用してログイン
します。

ヒント
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手順

ステップ 1 コンソールポートに接続します。

ステップ 2 従属ファブリックインターコネクトの場合は、次の手順を実行します。

a) ファブリックインターコネクトの電源をオフにします。
b) ファブリックインターコネクトの電源をオンにします。
c) コンソールで次のいずれかのキーの組み合わせを押して、起動時にloaderプロンプトを表示
させます。

• Ctrl+l

• Ctrl+Shift+r

loaderプロンプトを画面に表示するには、選択したキーの組み合わせを複数回押さなければ
ならない場合があります。

ステップ 3 プライマリファブリックインターコネクトの電源を次のように再投入します。

a) ファブリックインターコネクトの電源をオフにします。
b) ファブリックインターコネクトの電源をオンにします。

ステップ 4 コンソールで次のいずれかのキーの組み合わせを押して、起動時に loaderプロンプトを表示さ
せます。

• Ctrl+l

• Ctrl+Shift+r

loaderプロンプトを画面に表示するには、選択したキーの組み合わせを複数回押さなければな
らない場合があります。

ステップ 5 プライマリファブリックインターコネクトのカーネルファームウェアバージョンをブートしま

す。
loader > boot /installables/switch/
kernel_firmware_version

例：
loader > boot /installables/switch/ucs-mini-k9-kickstart.5.0.3.N2.3.01a.bin

ステップ 6 configターミナルモードを入力します。
Fabric(boot)# config terminal

ステップ 7 adminパスワードをリセットします。
Fabric(boot)(config)# admin-password password

大文字と数字がそれぞれ 1つ以上含まれる強力なパスワードを選択します。このパスワードは空
にできません。
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新しいパスワードはクリアテキストモードで表示されます。

ステップ 8 configターミナルモードを終了し、ブートプロンプトに戻ります。

ステップ 9 プライマリファブリックインターコネクトのシステムファームウェアバージョンをブートしま

す。
Fabric(boot)# load /installables/switch/
system_firmware_version

例：
Fabric(boot)# load /installables/switch/ucs-mini-k9-system.5.0.3.N2.3.01a.bin

ステップ 10 システムイメージがロードされたら、Cisco UCS Managerにログインします。

ステップ 11 従属ファブリックインターコネクトのコンソールで、次の手順を実行してシステムを起動しま

す。

a) 従属ファブリックインターコネクトのカーネルファームウェアバージョンをブートします。
loader > boot /installables/switch/
kernel_firmware_version

b) 従属ファブリックインターコネクトのシステムファームウェアバージョンをブートします。
Fabric(boot)# load /installables/switch/
system_firmware_version
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